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第一章★★★新たなる出会い










１




　そいつが俺おれたちの店にやってきたのは、ルウの集落で収しゆう穫かくの宴うたげが催もよおされた日の翌日、青の月の二十八日のことだった。

　俺にとっては宿場町における屋台の商売の三十一日目、つまりは記念すべき四期目の契けい約やくの初日ということだ。

　第一期目――商売を始めて最初の十日間は、とにかくもう試し行こう錯さく誤ごと暗あん中ちゆう模も索さくの日々であった。初日などはわずか十食の『ギバ・バーガー』しか携たずさえずに臨のぞんでいたのだから、どれほどおっかなびっくりであったかも明白であろう。

　その最初の十日間では予想を遥はるかに上回る稼かせぎを叩たたきだすことがかない、従業員は四名に、屋台は二台に拡張され、最終日には合計で百七十食もの料理を完売させることができた。その購こう買ばい層そうの八割近くは南と東の民たみであったものの、それでも出来すぎなぐらい出来すぎの結果であったと思う。

　しかし、二期目などはさらなる波乱の連続であった。

　途と中ちゆうでスン家の家長会議をはさみ、のちにはそれを発ほつ端たんとするザッツ＝スンとテイ＝スンの騒さわぎが生じてしまい、城の人々への不信感や、町の人々との不和と軋あつ轢れきといった商売以外の部分でとてつもない労苦を背せ負おい込むことになり、最終的には刃にん傷じよう沙ざ汰たにまで発展してしまったのだ。

　そんな中、おそるおそる開始した三期目は、予想よりも平へい穏おんに過ごすことがかなった。

　ひょんなことからトトスを手に入れることになったり、《南の大たい樹じゆ亭てい》に続いて《玄げん翁おう亭てい》でも料理を卸おろすことになったりと、プラス面の変化も大きく見られ、不安定に揺ゆれ動うごいてしまった西の民との関係性も、いちおうの均きん衡こう状態が保たれている。

　店の売り上げも騒ぎの前と同程度には戻もどったし、西の民に石を投げられるようなこともない。恐おそれや蔑さげすみとはまた異なる、きわめて厳しい懐かい疑ぎの眼まな差ざしをあびるようにはなったものの、それはむしろ好ましい変化なのだと俺はとらえている。森辺の民とはいったい如何いかなる存在であるのか、それを知りたいと思ってもらうことがかなったのは、相そう互ご理解の第一歩目であると俺には思えたのだ。

　そうして迎むかえた、第四期目の記念すべき初日。

　そいつが、俺たちの前に姿を現したのだった。




　　　　　◇




「へえ！　ギバの屋台？　ねえねえ、これって本当にギバの肉の料理なの？」

　出会い方は、そんなに特別なものでもなかった。

　初めてこの屋台の存在を知った人間としてはまずまずスタンダードなリアクションだったと思う。だから俺も、これといって不ふ審しんの念をかきたてられることもなく、「はい、そうですよ」と応じてみせたものだった。

　それでも「おや？」と思ったのは、その人物の風ふう体ていが少しばかり意想外なものであったからだ。

　べつだん、おかしな格好をしていたわけではない。袖そでなしの胴どう衣いに、西洋風の筒つつ型がたの脚衣ズボン、フードのついた短めの革かわマントという、それは南の民に多く見られる平服の姿だった。

　容よう貌ぼうも、短めに切りそろえられた髪かみは濃のう淡たんまだらの褐かつ色しよくで、瞳ひとみは明るい緑色、肌はだはほんのり赤みがかった白色というもので、犬か猫ねこみたいに色しき彩さいの統一されていない髪の色だけがちょっとばかりは珍めずらしかったが、それでもやっぱり南の民としてはごくありふれた感じである。

　だから、俺にとって意想外だったのは、まずその年ねん齢れいだった。

　実年齢は、もちろんわからない。ただ、俺より年長ではありえないだろう。せいぜい十五、六歳さいぐらいに見える。

　東の王国シムほどではないにせよ、南の王国ジャガルも決して気軽に行き来できる距きよ離りではない。聞いたところによると、このジェノスからはもっとも近いジャガル最北の町ネルウィア――建築屋たるバランのおやっさんたちの故郷――まででも、およそ半月の旅程であるらしい。

　で、距離が遠ければ遠いほど、旅には危険がつきまとう。野生の獣けものや野盗の襲しゆう撃げき、それに自然の災害など、この世界における旅とは、多かれ少なかれ生命いのちの危険をともなう行こう為いなのである。それゆえに、人種の坩る堝つぼであるこのジェノスの宿場町においても、女性や子供や老人などはもちろん、あんまり若い異国人を見かける機会はなかったのだった。

　まあ、シム人などは年齢の見当がつきにくい風ふう貌ぼうをしているし、ジャガル人の中には俺と同年代ぐらいの若者を見かけることもなくはなかったが、それにしても絶対数としてはかなり少なめなのである。

　然しかして、この少年はずいぶん若かった。

　若い上に、妙みように華きや奢しやな体格をしていた。

　俺の関心を引いた第二ポイントが、それだった。

（見たところ、百六十センチ未満ってところかな。まあ、南の民としては小さすぎるってわけでもないけれど……）

　しかし、小こ柄がらでも体格はがっしりとしているのが、南の民のスタンダードである。長身痩そう躯くの体型が多いシム人とは対たい照しよう的てきに、背は低く手足は短く、その代わりに骨太で肉づきもいい、というのが俺の抱いだくジャガル人のイメージだ。

　なおかつ、ジャガル人は俺ぐらいの年齢の若者でも実に見事な褐色の髭ひげをたくわえていたりもするので、ビジュアル的には、映画やゲームなどで見るドワーフのような雰ふん囲い気きなのである。

　だがこの少年は、髭をたくわえてもおらず、骨太の体格もしてはいなかった。

　まあ、髭なんて生やしてもまったく似合いはしなかっただろう。南の民らしくきょろんと大きな目はしているものの、鼻筋や頬ほおの線なんて女の子みたいに繊せん細さいで、顔立ち自体もずいぶん可愛かわいらしい。森辺の集落でも案外と若わかい衆しゆは中性的な容貌をしていたりもするが、それ以上に目鼻立ちは整っていて、年齢を重ねればさぞかしご婦人を悩なやませる美青年に成長するだろうなあという風ふ情ぜいなのである。

　で、体格のほうも、その容貌に相応ふさわしい感じで、きわめてほっそりとしている。特にそのむきだしになった白い腕うでや、革かわ帯おびをしめた腰こしのあたりなんかは、同世代の女の子と比べても遜そん色しよくないぐらい華奢なつくりをしていた。

（どこの生まれとか関係なく、ここまで可愛らしい顔をした男の子ってのは珍しいなあ）

　そんなことを考えていると、少年は軽けい妙みようなる足取りで屋台のほうに近づいてきて、鉄板の上で保温されている『ミャームー焼き』の肉をまじまじと覗のぞき込んできた。

「ふーん、ギバの肉ねえ。そんなものを食べる人間がいるとは驚おどろきだね！　ギバの肉なんて、臭くさくて固くてとても食べられたものじゃないって評判だったはずだけど？」

　これもまあ、西や南の民としては通例のお言葉だ。

　だが、その声はまた女の子みたいにキーが高くて、声質も細かった。やたらと可愛らしい顔をしているので、スカートでもはかせれば絶対に女の子と見み間ま違ちがえてしまうだろうなと思える。

　しかし今は、そんなことより商売だ。相方のララ＝ルウはお行ぎよう儀ぎよく沈ちん黙もくを守っていたので、俺は「そんなこともないのですよ」と愛あい想そよく応じてみせた。

「それはきっと、正しい加工をされていないギバ肉を食べた誰だれかの評価なんです。きちんと調理されたギバの肉は、キミュスやカロンに劣おとる味ではないと思いますよ？」

「そんなわけないじゃーん！　ほらほら、ラービス、ギバの肉の料理だってよ！　すっごいよねー、こんなものを食べる人間の気が知れないよ！」

　連れがいたのか、と俺はその少年の視線を追ってみる。

　少年のななめ後ろには、同じような装束を纏まとった青年がひっそりと立ちつくしていた。

　こちらは南の民らしく頑がん丈じようそうな体格をした、しかもなかなか上背もある若者だった。少年よりも頭半分以上は大きいから、まあ百七十五センチ前後といったところか。

　褐色の髪に、緑色の瞳。肌の色はやはり白く、年齢は二十歳はたちぐらい。彫ほりの深い顔立ちで、下した顎あごなどはがっしりしており、実にジャガルの民らしい精せい悍かんな風貌だ。

　ただし、この若者も髭をたくわえてはいない。やはり、ジャガルの男性のすべてに髭をのばす風習があるわけではないらしい。

「ねえねえ、ラービス、試ためしにお前がこのギバ肉の料理とかいうのを食べてみたら？　故郷の連中にいいみやげ話ができそうじゃん！」

　いかにも悪戯いたずら小こ僧ぞうっぽい笑えみを浮うかべながら、少年のほうがそんなことを言いだした。ラービスと呼ばれた若者は、仏ぶつ頂ちよう面づらでその笑え顔がおを見返している。

「それはご命令ですか、ディアル様？　だったら俺には逆らうすべもありませんが」

　野太く、低い声こわ音ねだった。

　南の民にしてはあまり表情の動かないタイプであるらしいが、困こん惑わくと嫌けん悪おの感情がうっすらとにじみ出てしまっている。

（……ふーん、ディアル様、か）

　この宿場町でそのような敬けい称しようを聞くことこそ、実に珍しい事態であった。

　そういえば、よく見てみると、彼かれらの着ているものも平服は平服だが、何となく高級なものであるように見受けられる。デザイン自体はありふれていても、襟えりもとや袖そで口ぐちにあしらわれた刺し繍しゆうの具合だとか、綺き麗れいに染めあげられた布地の色合いだとか、護身用の短たん剣けんの革かわ鞘ざやの見事さだとかが、さりげなく質の高さを表しているように感じられるのだ。

（貴族――って言うほどお高くとまっている感じではないけれど、宿場町より石造りの城のほうが似合いそうな身なりだな）

　ともあれ、ラービスなる若者の返答が意に沿わなかったのか、ディアルと呼ばれた少年は不満げに眉まゆを寄せて「つまんねーやつ！」と言い捨てた。生まれは裕ゆう福ふくなのかもしれないが、気品や礼節とは無む縁えんの少年であるらしい。

「でも本当に、ギバの肉は美味おいしいですよ？　南の民でもお得意様はとても多いんです。よかったらご試食してみませんか？」

　そう言って、最近ほとんど出番のなかった試食用の木皿を取り上げようとすると、「冗じよう談だんやめてよー」と笑われてしまった。

「僕ぼくがそんなもん食べると思う？　だいたい宿場町の料理なんて、安い以外に取とり柄えはないじゃんか？　あげくの果てにギバの肉だなんて、銅貨をもらっても食べる気にはなれないね！」

「そうですか。それは残念です」

　語るに落ちるというか何というか、やっぱり彼らは宿場町の宿しゆく泊はく客きやくではないらしい。旅の途中でふらりと寄ったのか、これから城下町にでも向かうところなのか、とにかく俺のような庶しよ民みんとはご縁えんのない方々であらせられるようだ。

　それならそれでお引き取り願うしかないが、何故なぜかしら彼らはその場にたたずんだまま、いっこうに立ち去ろうとしなかった。

「ねえ、あんたって西の民だよね？　どうして西の民が森辺の民なんかと一いつ緒しよに商売やってんの？　西の民は、南の民より森辺の民を嫌きらってるんじゃなかったっけ？」

　細い腕を細い腰にあて、少なからず傲ごう岸がんな目つきで、少年ディアルが俺の顔を見つめてくる。きらきらとよく光る、まるで翡ひ翠すいみたいに綺麗なグリーンの瞳だ。

「……そんなにおかしな話でしょうかね？　森辺の民だって、今では西方神セルヴァに魂たましいを捧ささげた西の民の一員ですよ？」

「そんなの、建前じゃん！　どうせそいつらには神を崇あがめる知性なんてないんでしょ？　いいから、僕の質問に答えてよ」

　どうにも不ふ遜そんに過ぎる少年である。

　しかし、このていどの罵言で動じる森辺の民ではないらしく、ララ＝ルウはそっぽを向いたまま素知らぬ顔をしている。俺としても、内心の反感は胸の中に抑おさえ込んでおく他ほかないようだった。

「どうしてと言われても困りますね。確かに俺は森辺の生まれではありませんが、家人と認められて、森辺で暮らしている身なんです。そうして暮らしていくうちに、この商売を始めることになっただけですよ」

「ふーん、変なの！　それに、その堅かた苦くるしい喋しやべり方かたやめてくれない？　あんた、僕より年上でしょ？」

　またこの問答か、と俺は内心で溜ため息いきをつく。

「年齢はこの際、関係ありません。お客様に無礼な口をきくわけにはいきませんので」

「客じゃないじゃん。心配しなくても、僕がこの先ギバ肉の料理を買うことなんて絶対ありえないから！」

　そう言って、少年は楽しそうにけらけらと笑った。

　耳をふさげば実に可愛らしい笑顔に見えるのだろうが、俺のストレスは蓄ちく積せきされる一方だ。

　すると、まるでそれを癒いやしに来たかのようなタイミングで、北の方角から歩いてくる一団があった。シュミラル率いる《銀の壺つぼ》の面々である。

「いらっしゃいませ！　お待ちしてましたよ、シュミラル」

「……私、待っていたですか？」

　フードをはねのけて銀ぎん髪ぱつをあらわにした東の民の若者は、ほんの少しだけ首を傾かしげた。

　俺は『ミャームー焼き』の作製をララ＝ルウに一任し、足もとに置いておいた巨きよ大だいな袋ふくろを屋台の脇わきに移動させる。

「お約束の干し肉です。期日のぎりぎりになってしまって申し訳ありませんでした」

　それはシュミラルから依い頼らいを受けていた、四十キロ分の干し肉であった。

　本来であればもうちょっと早い時期に引ひき渡わたす予定であったのだが。実はスドラ家に頼たのんでいた干し肉の出来がいまいちで――というか、スドラ家では使う香こう草そうの割合がずいぶん他の氏族と異なっており、あまり好ましくない風味が強くなってしまっていたので、急きゆう遽きよ作りなおすことになってしまったのである。

　家によっては干し肉の味が異なることもありうる。これはそんな当たり前のことに気づくことのできなかった、俺側のミスだ。だから、恐きよう縮しゆくのあまり泣きそうになってしまったリィ＝スドラをなだめて、香草の割合の手ほどきをして、何とかかんとか完成にまでこぎつけることがかなったのだった。

　巨大な袋の中身を確かく認にんし、シュミラルは嬉うれしそうに目を細める。

「ありがとうございます。銅貨、払はらいます」

　代金は、しめて白銅貨六十枚だ。

　商売人の約束事として、俺がシュミラルの前でその枚数を数えていると、まだ姿を消していなかった少年ディアルが「へーえ」と面白おもしろくなさげな声をあげた。

「ずいぶん羽は振ぶりのいいシム人だね。あんた、北のほうから歩いて来たみたいだけど、もしかしたら城下町でも商売してんの？」

　シュミラルは、悠ゆう揚ようせまらずそちらを振ふり返かえる。

「はい。私、《銀の壺》、シュミラル＝ジ＝サドゥムティーノです」

「名乗らなくていいよ。僕はシム人なんかに名乗るつもりはないから」

　と、少年は実に憎にくたらしい感じで舌を出した。

　これにはさすがに、俺のほうがカチンときてしまう。

「あの、こちらは俺の店のお客様であると同時に、大事な友人でもあるんです。失礼な口をきくのはやめていただけませんか？」

「何だよあんた、シム人なんかの肩かたを持つの？　ま、ギバの臭い肉なんかを喜んで食べるのはシム人ぐらいなんだろうけどねー」

　俺は思わず、そちらに詰つめ寄よろうとしてしまった。

　それをシュミラルに、やわらかく押おし留とめられる。

　そうしてシュミラルは、反はん抗こう的てきに緑色の目を燃やしている少年を静かに見つめ返した。

「争い、やめましょう。南の民、東の民、西の王国で争あらそう、禁じられています」

「ふん！　だったらあんたたちは大人しく東の領土にひっこんでなよ！　西の王国とのつきあいは、ジャガルのほうが長いんだからね！　あんたたちにでかい顔をされると、こっちは腹立たしくて仕方ないんだよ！」

　宿場町で商売を始めた当初は、アルダスたちやこの《銀の壺》との間でも、険悪な空気が流れることは少なくなかった。それが平穏な関係性に落ち着いたのは、ひとえに俺の商売の邪じや魔まにならないように、という暗あん黙もくのルールが生じたためであるのだ。だからきっと、敵対国であるというシムとジャガルの民がこのように言い争うのも、決して珍しい光景ではないのだろう。

　それは頭では理解できるのだが、やっぱり見ていて気持ちのいいものではない。一方的に誹ひ謗ぼうされているのがシュミラルとあっては、なおさらだ。

「……すみません。私たち、帰ります」

　そう言って、シュミラルは俺のほうに小さく頭を下げてきた。

　俺は慌あわてて、それよりも深く頭を下げてみせる。

「シュミラルが謝あやまる必要なんて一いつ切さいありませんよ。……あいつは別にお客様じゃありませんし、どうにも口が悪すぎるみたいなんです」

　後半部分は、もちろん囁ささやき声だ。

　そんな俺たちの姿をにらみつけながら、少年は気短そうに足を踏ふみ鳴ならしている。

「大だい丈じよう夫ぶです。干し肉、ありがとうございました」

　シュミラルは、干し肉の袋を同どう胞ほうに託たくし、自分はララ＝ルウから『ミャームー焼き』を受け取って、きびすを返そうとした。

　その動きが、ちょっと不自然な感じで止まる。

「アスタ……ヴィナ＝ルウ、不在ですか？」

「ああそうだ！　大事な話を忘れていました！　実はヴィナ＝ルウは、家の仕事の最中に足の筋を痛めてしまい、町に下りられなくなってしまったんです。二、三日もすれば歩けるようにはなる、という話なんですけど……」

　何でも、昨日の宴の始末をしているときに、即そく席せきかまどの解体をしていた分家の女衆が、大きな石をリミ＝ルウの足もとに落としてしまったらしいのだ。そのかたわらにいたヴィナ＝ルウが、機き敏びんな動作でリミ＝ルウを抱きあげた。が、その勢いがよすぎて転てん倒とうし、足首をくじいてしまったのだと、そんな風に伝え聞いている。

　で、ご紹しよう介かいが遅おくれてしまったが、そのヴィナ＝ルウに代わって『ギバ・バーガー』の屋台に立っているのは、ピンチヒッターたるレイナ＝ルウなのだった。同じ血を分けた彼かの女じよたちであるが、遠目で見たってその姿を見間違えることは絶対になかっただろう。

　シュミラルは、屋台のほうに戻ってきて、鉄板ごしに顔を寄せてきた。

「……ヴィナ＝ルウ、傷、重いですか？」

「いえ、骨には異常もないそうで。今でも壁かべづたいなら何とか歩けるぐらいの状態であるようです。だから、たぶん――遅おそくても、三日後ぐらいには仕事に戻れると思うのですが……」

　しかし今日は、青の月の二十八日だ。

　三日後といえば、青の月の三十一日――シュミラルたちのジェノスにおける商売の最終日である。その翌朝にはもう別の町へと旅立つ予定であるらしいので、それを逃のがせばシュミラルとヴィナ＝ルウが顔を合わせる機会もなくなってしまう。

　シュミラルは口を閉じ、目を伏ふせた。

　表情はまったく動いていない。

　それなのに、なんて切なそうな顔だろう。

「……わかりました。ありがとうございます」

　そうしてシュミラルは、今度こそ立ち去っていった。

　俺は深々と息をつき、ララ＝ルウも何か言いたげに口を開きかける。

　が、それよりも早く、また例の少年が口を差しはさんできた。

「ったく、シム人ってのはどいつもこいつも辛しん気き臭くさいなあ！　あんな連中、敵対国じゃなくても絶対関かかわり合あいになりたくないよ！　あんたもいったい何が楽しくて、あんな連中を相手にしてるのさ？」

「……うるさいなあ。商売の最中にお客様に難なん癖くせをつけるなんて、あまりに礼れい儀ぎに反した行為じゃないか？」

　と、ついに俺も頭に来て、そんな風に言い返してしまった。

　というか、これは本当に営業妨ぼう害がいに相当する行為なのではなかろうか。

　宿場町の治安のために、何かあったら包つつみ隠かくさず衛兵に報告すること、と俺は普ふ段だんからミラノ＝マスに入念に忠言されているのだ。

　しかし、少年のほうは満足そうに口もとをほころばせていた。

「何だか本ほん性しようが出てきたね！　変に丁てい寧ねいな言葉を使うより、そっちのほうがよっぽどサマになってるんじゃない？　少なくとも、僕はそういうほうが好きだなあ」

「別に君なんかに好かれても嬉しくはないね。いい加減にしないと、営業妨害で衛兵に訴うつたえることになるよ？」

「ちょっと、アスタ、落ち着きなよ」

　うんざり顔で、ララ＝ルウが俺の袖を引いてくる。

「こんなの相手にしたってキリがないよ。喧けん嘩かするだけ損だってば」

　俺だってもちろん、そんなことは百も承知である。森辺の民は無法者の集まりではない、と証あかしだてていかないといけないこの時期にお客さんともめごとを起こすなんて、決してあってはならないことだ。

　だけど俺は、思ってしまったのである。この少年は、まさか意図的にもめごとを起こしに来たのではなかろうな、と。

　城下町の関係者、というのが俺には引っかかってしまったのだ。ジェノス侯こう爵しやくの代理人であるサイクレウスという人物は、いまだ謎なぞに包まれている。しかし、黒い噂うわさの絶えないその人物が、森辺の民を支配するにあたって俺の商売が目め障ざわりだと考える可能性は、きっとゼロではないだろう。ならばこそ、俺は宿場町の法に則のつとって、正々堂々と対処すべきと考えたのである。

「ふーん、衛兵ねえ。宿場町の衛兵なんて、しょせん下したっ端ぱでしょ？　そんな連中に僕のことをどうこうできるとは思えないけど」

「へえ、君は衛兵も逆らえない貴族様か何かなのかな？　だったらこんなしがない屋台に用事はないはずだろう？」

「僕が貴族なわけないじゃん。僕だってしがない商人の子だよ。ま、ギバの肉を食べるほど落ちぶれてはいないけどね」

　愉ゆ快かいそうに、少年は笑う。

　その女の子みたいに可愛らしい笑顔が、また憎たらしい。

「どうしたんだ。何かもめごとか、アスタよ？」

　と、そこに新たなる一団が現れた。

　バランのおやっさんとアルダス率いる、ジャガルの建築屋の一団である。

「あ、いらっしゃいませ。何でもないんですよ。毎度ありがとうございます」

「何でもないという顔ではないようだがな。……まあいい。とにかく、とっとと作ってくれ。腹が減って死にそうだ」

　朝からひと仕事終えてきたのだろうか。手ぬぐいで汗あせをふきながら、『ミャームー焼き』のほうに七人、『ギバ・バーガー』のほうに五人が並んでくれた。

　で、この様相に、もちろんディアル少年が黙だまっているわけがない。

「あんたたち！　ジャガルの民なのにギバなんて食べるの？　いったい何を考えてるのさ！」

「ああん？　何だお前さんは？　ずいぶん小こ奇ぎ麗れいな格好をしているな。そんな格好で宿場町を歩いていたら、ごろつきどもの的になってしまうぞ？」

　おやっさんが、片眉を吊つり上あげながらそちらを振り返る。

　少年は、薄うすっぺらい胸をそらして、背後の若者を親指で指し示した。

「ごろつきなんて怖こわくないよ！　ラービスはこれでも剣けん術じゆつの達人なんだ。この前だって、野盗を三人もひっ捕つかまえたんだから！」

　なるほど。確かに若者のほうは、短剣ばかりでなく長ちよう剣けんも下げている。

　だけどまあ、森辺の民やらカミュア＝ヨシュやらメルフリードやら、そのような人々とばかりおつきあいのある俺には、あまり威い圧あつ感も感じられなかった。

　おやっさんはそんなラービスなる若者の姿もじろじろと眺ながめ回まわしてから、「ふん」と鼻を鳴らす。

「何がどうでもかまわないが、若いくせにたいそうな鼻息だな。王都か何かの生まれなのか？」

「ううん。生まれはゼランドだよ」

「そうか。俺はネルウィアだ。ゼランドというと――たしか、鉱山を抱かかえた鉄屋の町だな」

「うん。僕の家も鉄具屋で、ジェノスの城下町に商品を卸してるんだ」

　さきほどとは一転して、なかなか和なごやかな雰囲気である。

　が、少年のほうに和やかなまま終わらせるつもりはないようだった。

「ねえ、ネルウィアの人。どうしてあんたはギバの料理なんて食べようとしてるの？　見たところ、生活に困っているようではないけれど」

「どうして生活に困ったらギバを食べなきゃならんのだ？　ギバの料理もカロンの料理も値段は変わらんのだぞ？　むしろ宿屋の晩ばん餐さんだったら、ギバのほうが高くつくぐらいだ」

「ふーん？　だったら、カロンを食べればいいじゃん」

「カロンも美味うまいが、ギバも美味い。それでギバなんぞはこのジェノスでしか食べられそうにないんだから、俺はギバを食べ続けると決めただけだ」

　ぶっきらぼうに答えつつ、温めなおし中の肉から漂ただよう芳ほう香こうに、バランのおやっさんは大きな鼻をひくつかせている。

「ギバが美味いだなんて信じられないなあ！　みんな、悪い魔ま法ほうでもかけられちゃってるんじゃないの？」

　少年は、不満そうに眉を寄せる。

　すると、今まで黙っていたアルダスが愉快そうに笑い声をあげた。

「魔法なんざを使うのは東の民ぐらいのもんだろう。それに、こんな幸せな気分を味わえるなら、魔法だろうが何だろうがかまわないさ。嘘うそだと思うなら、お前さんも食べてみればいい」

「いやだよ、ギバの肉なんて」と、少年はそっぽを向く。

　が、完成した『ミャームー焼き』をおやっさんたちがほくほく顔で食し始めると、また視線を吸い寄せられてしまう。

「……それ、本当に美味しいの？」

「ああ、美味い」

「……ふーん」

「食いたいなら、自分で買え」

「食べたくないよ、ギバなんて！」

　その言葉に、「ぐるる」という奇き妙みような音が重なった。

　少年は顔を赤くして自分のお腹なかを抱え込み、建築屋の人々は楽しそうに笑い声をあげる。何となく、デジャブを感じる光景だ。

「ち、違ちがうよ！　これはその……匂においだよ！　ミャームーの匂いが美味しそうなだけさ！」

「そうだな。ギバの肉は実にミャームーと合う」

　笑顔でアルダスが応じると、別のお仲間がやはり笑顔で割り込んできた。

「確かにこの料理は絶品だな。だけど、俺はこいつ以上に宿屋の料理のほうが好きだぞ？」

「あれはタウ油を使っているからな！　ああ、だけど、タウ油を使った焼き肉なんてのも食べてみたいもんだなあ」

「それでミャームーも使っていたら最高じゃないか？　なあ、アスタ？」

　ミャームーというのはニンニクに似た香草で、タウ油というのは醤しよう油ゆに似た調味料だ。もちろんどちらも、ギバ肉との相あい性しようはばっちりである。ちなみに彼らが取り沙ざ汰たしているタウ油を使ったギバ料理というのは、俺が《南の大樹亭》に卸している『ギバの角かく煮に』のことであった。

「そうですね、自分の家ではミャームーとタウ油を使った焼き肉なんかもこしらえていますよ。両方をいっぺんに使っても、ギバ肉との相性はかなりいいようです」

「それはずるいな！　あるなら、その料理も売ってくれよ！」

「それはまだどういう料理にするか決めかねているのですよね。ただ焼くだけでは芸がありませんし。それに、タウ油を使うと費用もかさんでしまうので」

「ああ、西だとタウ油も高いからなあ。ジャガルだったら、そんなこともないのに。……アスタの料理を食べられるのもあと三日かと考えると、何だか泣けてきちまうよ」

「ありがとうございます。俺も皆みなさんとお別れするのは、とてもさびしいです」

　この建築屋の一団も、青の月いっぱいで故郷のジャガルに帰る予定なのである。

　どうしてまたよりにもよって、彼らと《銀の壺》のスケジュールはきっちり重なってしまっているのだろう。この人たちと、シュミラルたちと、その両方と同じ日にお別れしなくてはならないなんて、こっちのほうが泣けてきてしまう。

「それじゃあな！　晩餐も楽しみにしてるから、頼んだぞ？」

「はい、毎度ありがとうございます」

　そうしておやっさんたちも仕事に戻っていった。

　残されたのは、髭のないジャガルの民二名である。

　口をへの字にして立ちつくしている少年の姿に、俺はまた溜息を誘ゆう発はつされてしまう。

「……で、君はいつまでそこでそうしているのかな？　宿場町の料理が口に合わないなら、城下町に戻ればいいじゃないか？」

「うるさいな！　僕に指図しないでよ！」

　大きな声を出したはずみか、また「ぐるぐる」とお腹が鳴った。

　白いお顔を真っ赤に染めつつ、少年は俺をにらみつけてくる。

「……ねえ、ギバの肉って本当に美味しいの？」

「俺にとっては、美味しい肉だよ。少なくとも、カロンの足やキミュスよりはね」

「カロンの足なんて、安物の肉じゃないか」

「そうらしいね。でもこの宿場町では、カロンも足肉しか扱あつかわれていないようなんだよ」

「…………」

「あのさあ、君――」

　そろそろ店が混こみ合ってくる時間だから、いい加減にお引き取り願えませんか？　と、言うつもりだった。

　が、その言葉も「わかった！」という大声にかき消されてしまう。

「ねえ！　僕と賭かけをしようよ！」

「賭け？」

「もしもギバ肉が本当に美味しかったら、あんたの勝ち。不味まずかったら、僕の勝ち。負けたほうが、白の銅貨を一枚払うことにしよう！」

「何でだよ！　大事な銅貨をそんな賭け事に使えるもんか！」

「うるさいな。いいから早く、肉を焼いてよ」

　少年のほうは自分の妙みよう案あんに大満足の様子でにこにこと笑っている。

　あともうほんのちょっとだけピントが合っていれば、ルド＝ルウやラウ＝レイにも通ずる愛すべき悪戯小僧、という風情であるのだが、生まれや育ちのせいなのか、どうにも歓かん迎げいする気になれない。

　だけどまあ、この少年がサイクレウスの放った間かん諜ちようである、という俺の考えはさすがに思い過ごしであるのかもしれなかった。俺の商売を邪魔したいのなら、もっといくらでも簡単なやり口があるはずであろう。

　それでも警けい戒かい心しんだけは保持したまま、俺は「わかったよ」と、うなずいてみせる。

「それじゃあ、肉を焼くよ。ただし、この銅貨は俺の一存だけで好きにつかえるものではないから、賭けるなら別のものにしてほしい」

「ふーん？　それじゃあ何を賭けようっての？」

「そうだなあ……俺が勝ったら、俺の同胞や俺のお客様に失礼な口をきくのをやめてもらえるかな？　森辺の民や東の民の悪口は、俺のいない場所でわめいてほしい」

　少年は意地悪そうに目を細めつつ、もう一度「ふーん」と言った。

「面白いね。それじゃあ僕が勝ったら、あんたには僕のことをディアル様って呼んでもらおうかな。言葉づかいは、今のまんまでいいからさ」

　ずいぶん子供っぽい発想だ。

　まあ、俺のほうとて決して理性的とは言い難がたい要求であるのかもしれないが、ともあれ、ちょうど料理も作り置きをするタイミングであったので、俺は「いいよ」と応じながら、肉の詰まった革かわ袋ぶくろを引き上げた。

「馬ば鹿かだなあ。大事な料理をそんなことに使っちゃうの？」

　と、ララ＝ルウが呆あきれた様子でぼしょぼしょ語りかけてくる。

「美味いか不味いかなんてあいつが好きなように答えられるんだから、賭けなんてしてもアスタに勝ち目はないじゃん」

「あいつがそんな恥はじ知しらずだったら、軽けい蔑べつの念を込めてディアル様って呼んでやるさ。……それに『ミャームー焼き』のほうだったら、毎日十食ぐらいは余っちゃってるからね。大事な料理ではあるけれど、意味がないことはないと思う」

　そしてまた、宿場町の料理そのものを否定するほど舌の肥えた富ふ裕ゆう層そうに、俺のギバ料理はどのように感ぜられるのか。それに対する好こう奇き心しんもなくはなかった。

　どのみち食べさせないことにはいつまでも商売の邪魔をされてしまいそうだし、食べて口に合わなければ、この屋台に対する興味もなくしてくれるかもしれない。このままぎゃあぎゃあと言い合っているよりは、まだいくらかはマシな対処法であると俺は判断させていただいた。

　ということで、ミャームーと果実酒のタレがしみこんだ肉をアリアとともに中火で焼いて、千切りのティノとともに焼きポイタンではさみ込む。

　その間、少年はずっとご満まん悦えつの表情で俺が『ミャームー焼き』をこしらえる姿を見守っていた。背後に控ひかえた若者は、口をはさむでもなく仏頂面で黙り込んでいる。

「お待ちどおさま。ぞんぶんに味わってくれ」

「ふーん。本当に、匂いだけはいっちょ前だなあ」

　つくづく可愛げのないことを言いながら、少年は出来立ての『ミャームー焼き』を受け取った。そして、さほど物もの怖おじすることもなく、健康そうな白い歯でポイタンの生き地じにかじりつく。

　さあ、ひさびさに罵ば詈り雑ぞう言ごんをあびせられるのかな、と俺が身構えていると――少年は、もぐもぐと口を動かしながら、うつむいてしまった。

　そうして表情を隠しつつ、二口、三口と『ミャームー焼き』を頬ほお張ばっていき、ついに無言のまま、食べ終えてしまう。

「どうだい？　お口には合わなかったかな？」

「…………」

「うん？」

「……美味しかった」

　それは何よりだ。

　しかし、声がいくぶん震ふるえている。

「ディアル様？」と、かたわらの若者がその肩に手を置こうとした。

　その指先を払いのけ、少年はすたすたと歩きだす。屋台を迂う回かいして、俺のすぐそばに近寄るまで、その歩は止まらなかった。

「ど、どうしたんだよ？」

　俺よりも小柄で華奢な少年ではあるが、その腰には護身用の短剣が下げられている。まさか、逆上して斬きりかかってくることはあるまいな、と身を引こうとすると――そのほっそりとした白い指先に、おもいきり胸むなぐらをつかまれてしまった。

「……すごく美味しかった」

　ディアル少年が、ゆっくりと面を上げる。

　そこには、惜おしみない賞賛の笑みが広がっていた。

「ごめんなさい。僕が間ま違ちがってた。言葉も出ないほど美味しかったよ……あんたの名前は、アスタだったっけ？」

「う、うん、そうだけど」

「本当に美味しかった。あんたはすごい腕うで前まえをしてるんだね、アスタ」

　言いながら、少年はいっそう強い力で俺の着たＴシャツの生地をひねりあげてきた。

「アスタ、僕を許してくれるかい？　まさかギバの肉がこんなに美味しいだなんて、僕は夢にも思っていなかったんだ。こんなに美味しいものを固いだの臭いだの言っていた僕のことが、さぞかしアスタには大間ま抜ぬけに思えたことだろうね？」

「いや、そんなことはないけれど……あの、手を放してもらってもいいかなあ？」

「あ、ごめん！　つい興奮しちゃって！」

　と、ディアル少年は俺の胸もとから手を放し、ついでに一歩だけ後方に跳とびすさった。

　で、もじもじとしながら、顔を赤くしてしまう。

（……なんちゅー豹ひよう変へんっぷりだ）

　いや、豹変そのものはどうでも良かった。南の民はとても直情的なので、こちらが面食らうぐらいストレートに感情をぶつけてくることも珍しくはなかったのだ。

　だけど、何というか、おかしな気分だった。

　我を失ってしまったことを恥はじるように、頬をバラ色に染めて、上目づかいに俺おれのことを見つめてくる、その少年の顔は、ちょっと筆ひつ舌ぜつに尽つくし難いぐらい可愛らしかった。見ているこちらが、胸をどきつかせてしまうほどである。

（いや、待て待て！　俺にそういう趣しゆ味みはないはずだ！　断固として！）

　これはアレだ。最初にさんざん憎まれ口を叩たたかれてしまったから、きっとその反動がとてつもないだけなのだ。もともと顔の造作は整っているのだから、こんな風に悪意も邪じや気きもなく、なおかつ照れくさそうに上目づかいで微笑ほほえまれてしまったら、同性といえども可愛く見えるのが当たり前――であると信じたかった。

「あの……僕のこと、許してくれる？」

「え？　ゆ、許すって？」

「アスタにとっては大事な人たちに、僕は失礼な口をきいちゃったじゃん？　そりゃあ僕にとっては森辺の民たみなんてどうでもいい存在だし、シム人は敵対国の人間だけど――アスタにしてみれば、死ぬほど腹の立つことだったよね？」

「ゆ、許すよ許すよ。今後そういう真似まねを控えてくれるんならね」

「本当に？　うれしいな」と、ディアル少年はさらに朗ほがらかに微笑んだ。

　中天の近い日差しをあびて、ちょっと不思議な色合いをした褐色の髪がきらきらと輝かがやいている。翡翠のように綺麗な瞳にも明るく澄すみ渡った光があふれ、南の民にしては小さくてやわらかそうな唇くちびるには、幸福そうな微び笑しようが広がり――本当に、それは天使のように純真で可愛らしい笑顔だった。

「……不思議な人だね、アスタって。僕はただ、西の民が森辺の民と仲良く商売なんてやってるから、ちょっとからかってやろうと思っただけなのに、まさかこんなに驚かされることになるとは思わなかったよ。……ねえ、アスタはどこの生まれなの？　もしかしたら、東の血も入っちゃってるのかな？　黒い髪に黒い瞳っていうのは、普ふ通つうは東の民のものだよね？」

「え、えーと、俺はこの大陸の生まれじゃないんだよ。日本っていう島国の生まれで――」

「え！　アスタは海の外から来たの!?」

　驚きに目を見開き、ディアル少年が再び接近してくる。

　真顔になっても、愛くるしさは減退してくれない。妙にシニカルで反抗的な態度が影かげをひそめてしまうと、彼はいっそう幼げに、いっそう可愛らしく見えてしまった。

「そういえば、肌の色なんかは西の民そのまんまだけど、顔立ちはそうでもないかもね。目もとなんて、ちょっと女の子みたいだし」

「ど、どっちがだよ！　君のほうこそ、よっぽど女の子みたいな顔立ちじゃないか？」

　反射的に言い返してしまうと、ディアル少年はきょとんとしてしまった。

「僕が？　女の子みたい？　……アスタって、おかしなことを言うんだね」

「いや、ごめん。つい口がすべっちゃったんだ。でも、失礼なのはお互たがい様さまだろ？」

　どうにも平常心が取り戻もどせない。

　俺は大あわてで弁解の言葉を重ねようと試みたが、その惑わく乱らんした表情がよっぽど間抜けであったのか、「ぷっ」と笑われてしまう。

「あはははは！　アスタって本当におかしな人だなあ！」

「そうかなあ？」と答えようとした。

　その瞬しゆん間かん、目と鼻の奥おくに火花が弾はじけ飛とんだ。

　何が起きたのかもわからないまま、ぐらりと倒たおれかかる。

　それを支えてくれたのは、ディアルだった。

　その指先が、再び俺の胸ぐらをひっつかんでいる。

「あれ……？」

　ディアルの顔が、真っ赤に染まっていた。

　ただし今度は、羞しゆう恥ちではなく怒いかりによって。

　ついさきほどまで天使のように微笑んでいたその顔が、眉を吊り上げ、鼻にしわを寄せ、憤ふん怒ぬの形相をあらわにしている。

「あのさあ！　僕、これでもいちおう女の子なんだけど！」

　そう言って、ディアルはもう一発、容よう赦しやもへったくれもない右フックを俺の左頬にぶちこんできたのだった。

　南の王国ジャガルからやって来た豪ごう商しようの娘むすめディアルとの、それが忘れられない出会いの日と相成ったわけである。




２




「アスタは本当に、アレが女の子だって気づいてなかったの？」

　心底から呆れ果てた様子で、ララ＝ルウはそう言った。

「どっからどう見ても普通の女の子だったじゃん！　ねえ、レイナ姉？」

「うん、そうだね」

「シーラ＝ルウは？　気づいてたでしょ？」

「はい。男性には見えませんでしたね」

「リィ＝スドラ――は、まだその時は来てなかったんだっけ」

「ええ。ですが、ちょうどわたしが到とう着ちやくした時に、南の民が怒おこった顔をして屋台の裏から出ていくところでした。もしもその人物のことを取り沙汰しているのでしたら――アスタには申し訳ありませんが、若い娘にしか見えませんでしたね」

　別にリィ＝スドラが申し訳なく思う必要はない。ひたすら俺が自分の不明を恥じていればよいのだろう。

　すべての仕事を終え、《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》に屋台を返へん却きやくしたのちのことである。ゆえあって、しばらく時間をつぶさなくてはならなかった俺たちは、宿屋と宿屋の間の路地に身をひそめて、さきほどからずっと同じ問答を繰くり返していた。

　いや、問答というか、もはや糾きゆう弾だんか。かの少年ならぬ少女が立ち去る頃ころにはもう中天が近くなっていたので、俺はすぐさま《玄翁亭》に向かわなくてはならなくなり、こうして糾弾される時間も取れなかったのである。
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　まあ、そんな時間は永久に取れなくとも、俺としてはいっこうにかまわなかったのであるが、ララ＝ルウの舌ぜつ鋒ぽうはいっかな止まる様子もなかった。

「ほんとに信じらんないよねー！　それじゃあ殴なぐられるのが当たり前さ！　心配しちゃって損したよ！」

「心配ぐらいはしてくれよ。罪に対する罰ばつはもう受けてるんだから」

　あれから数時間は経過しているのに、俺の左頬はまだズキズキとうずいていた。たぶん口の中も切れているから、本日の晩餐にチットの実を使うのはやめておこうと心に誓ちかっておく。

「少なくとも、あたしよりは年上の女の子だったよね。うわー、自分がそんな目にあったらって想像しただけで腹が立つなー。そんなの女衆に対する侮ぶ辱じよくだよ侮辱」

「だからさ、宿場町に異国人の女性はいないっていう既き成せい概がい念ねんにとらわれていただけなんだよ。ララ＝ルウだって、宿場町で女性のジャガル人やシム人を見かけたことはないだろう？」

「関係ないでしょ。あんなに綺麗な顔した男の子がいるはずないし」

「そうかなあ。シン＝ルウとかだってかなり綺麗な顔立ちだと思うけど。ララ＝ルウだってそう思うだろ？」

　ララ＝ルウは顔を赤くして、照てれ隠しのレバーブローを叩き込んできた。

　本当に、踏んだり蹴けったりの一日である。しかもそのすべてが自じ業ごう自じ得とくであることが物悲しい。

「ふん！　あたしはてっきり、女の子とわかってて鼻の下をのばしてるのかと思ってたよ！　こーんな風に顔を近づけちゃってさあ。美味おいしい美味しいって料理をほめられて、アスタもまんざらでもなかったんじゃない？」

「馬鹿なことを言わないでくれよ。その段階では男だと思ってたんだから、鼻の下なんてのばしようもなかったさ」

「あ、女の子だってわかってたら鼻の下をのばしてたんだ？　ふーん、アイ＝ファに言いつけちゃおっかなー」

　そういう話をしていると、たいてい最悪のタイミングで当人が現れるものなのだ。だから俺は慌ててララ＝ルウの口をふさごうと考えたのだが――それよりも早く、「私が、どうしたと？」というハスキーな声こわ音ねが背後から響ひびきわたってきた。

　どっと冷ひや汗をかきながら振り返ると、通りを行き交う人々を背景に、ギルルの手た綱づなを握にぎったアイ＝ファが凛りん然ぜんと立ちはだかっていた。

「待たせたな。今日はギバが狩かれなかったので、少し遠い場所まで罠わなを仕し掛かけに出向くことになってしまったのだ」

「だ、大丈夫だよ！　狩りの仕事で疲つかれているだろうに、悪かったな？」

「大事ない。……で、鼻の下がどうしたのだ？」

「うん、鼻の下には人中という急所があって、そこを突つかれると人間はひとたまりもないらしいんだよ！」

「……それは興味深い」と応じながら、アイ＝ファの目はこれ以上ないぐらい不ふ審しんげに細められてしまっていた。

　ララ＝ルウが余計なことを言い出さない内に、俺はみんなに「それでは本日もお疲れ様でした！」と頭を下げておくことにする。

「アイ＝ファが来てくれたので、俺は荷車を買いに行ってきます。レイナ＝ルウ、今日は本当に助かったよ。どうもありがとうね」

「いえ、人手を貸すのはファ家とルウ家で交かわされた約定なのですから、当然のことです。……それに、わたしにとっても実りの多い一日でした」

　中天からの宿屋の仕事に関しても、俺はララ＝ルウやリィ＝スドラではなくレイナ＝ルウに手伝いを頼んでいた。屋台の商売に関してはララ＝ルウたちに一日の長があっても、調理の技術はレイナ＝ルウのほうが上である――という俺の見通しは完全に正しく、彼女は初日からヴィナ＝ルウ以上の働きを見せてくれたのだった。

「ヴィナ姉の怪我けがが治るまでは、わたしがお手伝いをすることになっていますので、明日からもどうぞよろしくお願いします」

　そんな風に述べるレイナ＝ルウの面には、実に晴れやかな微笑が広がっていた。

　技術の習得に貪どん欲よくなレイナ＝ルウは、今日一日だけでもずいぶんレベルアップした気がする。こいつはうかうかしていられないな、と俺は武む者しや震ぶるいを禁じ得ないほどだった。

「む……？　私に何か用か？」

　と、ふいにアイ＝ファがけげんそうな声をあげた。

　そうしてアイ＝ファのかたわらに進み出てきた人物の姿に、俺も驚おどろきの声をあげてしまう。

「シュミラル？　いったいどうしたんですか？」

「アスタ……アスタたち、お願い、あります」

　何か微び妙みような違い和わ感かんを覚え、俺はそちらに小走りで近づいていく。

　違和感の正体は、シュミラルの声だった。

　いつでも沈ちん着ちやくなシュミラルの声に、息切れの擦さつ過か音がまじっていたのだ。

　近づくと、シュミラルの黒い面にうっすらと汗が浮うかんでいるのが見てとれた。

「すみません……走ったので、息、切れました。アスタたち、会えて良かったです」

「どうしたんです？　何か急用ですか？」

「はい。……私、森辺、行くこと、可能ですか？」

　俺は愕がく然ぜんとすることになった。

　シュミラルの黒い瞳ひとみが、俺と女衆の姿を見回していく。

「……ヴィナ＝ルウ、心配です。私、会うこと、可能ですか？」

「け、怪我をしたヴィナ＝ルウのお見み舞まいに出向きたいということですか？　シュミラルが、森辺の集落に？」

「はい」

　俺は言葉を失って、背後の女衆を振り返った。

　ララ＝ルウが少し緊きん迫ぱくした面おも持もちで、レイナ＝ルウに耳打ちをしている。

　レイナ＝ルウは、幼げな顔に深い思し慮りよの表情を浮かべつつ、やがて俺の横にまで歩を進めてきた。

「東の人、わたしはルウ本家の次姉、レイナ＝ルウという者です。あなたのおっしゃるヴィナ＝ルウの、血を分けた妹ですね」

「はい。私、商団《銀の壺つぼ》団長、シュミラル＝ジ＝サドゥムティーノです」

「シュミラルですね。了りよう解かいしました。……では、シュミラル、どうしてあなたはヴィナ＝ルウを心配しているのでしょう？　あなたにとって、ヴィナ＝ルウは何なのですか？」

「何でもありません。ただ心配、それだけです」

「ヴィナ＝ルウの友、というわけではないのですね？」

「はい。屋台の食べ物、売る、買う、それだけです。友、ありません」

「そうですか……」と、レイナ＝ルウはそっと目を伏せる。

「邪よこしまな考えがない限り、森辺の集落への出入りは禁じられていません。ルウの家を訪ねることも、あなたの自由です。ただし、あなたを客人として家の中にまで招き入れるかどうか、それを決めるのはわたしたちの家長です」

「はい。わかります」

「では、家長とヴィナ＝ルウにはわたしの口からあなたのお言葉を伝えておきましょう。お返事は明日、ということでよろしいですか？　家長の許しが出れば、わたしたちがルウの集落までご案内します」

「はい。ありがとうございます。私、感謝します」

　シュミラルは、奇妙な形に指先を組み合わせて、レイナ＝ルウに礼をした。

　レイナ＝ルウは、静かな面持ちのまま、ふっと微笑む。

「異国人であるあなたが何故なぜそこまでヴィナ＝ルウの身を案じるのかはわかりませんが、同じ家の家人として、そのご厚こう意いには御お礼れいの言葉を述べさせていただきたいと思います。それでは、また明日に。……アスタ、わたしたちはお先に失礼いたします」

「うん。気をつけて帰ってね」

　シーラ＝ルウやアマ・ミン＝ルティムに比べたらずいぶん子供っぽい印象であったレイナ＝ルウであるが、ここぞというときには俺なんかよりもよっぽどきちんとした対応ができるのだな、と感心させられてしまった。

　そうして四名の女衆は通りのほうに出ていき、その場には俺とアイ＝ファとシュミラルだけが残される。

「シュミラル。ヴィナ＝ルウのお見舞いをしたいだなんて、ずいぶん思いきりましたね？」

「はい。悩なやみました。でも、このまま、ヴィナ＝ルウ、会えない、嫌いやでした」

　それでもやっぱり、シュミラルがそこまで思い詰めてしまうというのは、俺にとって意想外の出来事だった。

　シュミラルがヴィナ＝ルウになにがしかの思いを抱いだいているらしいということは理解しているつもりであったが、しかし自分でも言っていた通り、両者は屋台の客と売り子の関係性であるに過ぎなかったし、個人的な言葉を交わしたことも数えるぐらいしか存在しないと思う。

　なおかつ、シュミラルは西の民ですらなく、三日後にはジェノスを離はなれてしまう立場であったのだから、その関係性に発展を望んでいるとも思えなかったのだ。

　でも――もしかしたら、今でもシュミラルは関係性の発展などを望んでいるわけではないのかもしれなかった。ただ心配だから会いに行きたいと、そんな感情のままに動いているだけなのかもしれない。

　そんなことを考えていたら、シュミラルにひどく穏おだやかな眼まな差ざしで見つめられてしまった。

「アスタ、迷めい惑わく、かけません。心配、不要です」

「いや、迷惑なことは全然ありませんが――ただ、ルウの家長というのは森辺の族長であり、なおかつ、とても気き性しようの激しい御ご仁じんでもあるのです。森辺の民と東の民では色々と考え方も異なるでしょうから、それだけは気をつけてくださいね」

「はい。ありがとうございます」

　すると、無言で成り行きを見守っていたアイ＝ファが、俺にではなくシュミラルに声をかけた。

「東の民が森辺に足を踏み入れたいなどと願い出るのは、この八十年で初めてのことかもしれん。……お前はスン家の騒そう動どうの際、私にアスタを守ってほしいなどと言ってきた男だな、東の民よ。その銀色の髪かみには見覚えがある」

「はい。私、シュミラル＝ジ＝サドゥムティーノです。あなた、アスタの家長、アイ＝ファですね」

「うむ。ファの家の家長アイ＝ファだ。……森辺の掟おきてに触ふれぬ限り、森辺の民がお前を害そうとすることはない。ただし、森辺の掟を破ればジェノスの法よりも強い罰が下されるということは覚えておけ」

「はい。わかりました」

　シュミラルが、森辺の集落を訪おとずれる――まさか、そのような日がやってくるとは夢にも思っていなかった。

　嬉うれしいような、不安なような、何とも落ち着かない気分である。

「シュミラル。もしルウ家の家長の許しが出たら、明日は俺も同行させてくださいね。シュミラルのことを一番よく見知っているのは俺なのですから、そのほうが色々と都合がいいと思います」

「……アスタ、迷惑、ないですか？」

「まったくもって、迷惑ではありません。俺もヴィナ＝ルウの具合は気になっていたので、ちょうどよかったぐらいです」

　俺がにっこり微笑んでみせると、シュミラルも嬉しそうに目を細めた。

「それじゃあ今日は失礼しますね。これから組立屋に行って、注文しておいた荷車を引き取らなくてはならないので」

「はい。ありがとうございました。明日、また、屋台、行きます」

「こちらこそ、毎度ありがとうございます。それじゃあアイ＝ファ、出発しようか」

「待て。その前に問とい質ただしておきたいことがある」

「え？」

　シュミラルとの問答はまだ終しゆう了りようしていなかったのか、と俺はアイ＝ファを振ふり返かえる。

　その瞬間、強い力で下した顎あごをつかまれた。

　往来にて、アイ＝ファがぐっと顔を寄せてくる。

「……その傷はいったい何なのだ、アスタ？」

「き、傷？　傷なんてどこにもついていないだろう？」

「ごまかすな。唇の端はしが切れているし、左の頬が赤くなっている。それは何者かに殴られた痕あとであろう？」

　アイ＝ファの瞳は爛らん々らんと燃えさかり、それにつれて、俺の下顎もぎりぎりと軋きしんでいく。

「どうしてそのような傷を負うことになったのだ？　お前はまた私の目の届かぬところで何か無む茶ちやな真似をしでかしたのか、アスタよ？」

「痛い痛い！　顎が砕くだける！　何も無茶なんてしてないよ！　ちょっとした行き違いがあって、その末にこつんと小こ突づかれただけだ！」

　顎は痛いし、アイ＝ファの顔は近すぎる。

　今日の俺に、この距きよ離りは刺し激げきが強すぎた。

　昨晩――さまざまな思いに胸の中をかき回されながら、俺はアイ＝ファの身体からだを力まかせに抱きすくめてしまった。そのときの熱いぬくもりと目のくらむような感覚は、とうてい半日ぐらいで忘れられるようなものではなかったのである。

　アイ＝ファはきゅっと口もとを引き結び、俺の下顎を解放してから、足を蹴りつけてきた。

　そうして、いつものようにぷいっとそっぽを向いてしまったその顔が、ほんの少しだけ赤くなっているようにも見えたのだが、それを確かく認にんする余力はなかった。

　いや――余力というか、そのようなものを確認してしまったら、俺もつられて顔を真っ赤にする羽目になるような気がしてならなかったのだ。まだまだ人通りの多い昼下がりの往来で、そんな気き恥はずかしい真似は避さけたかった。

「そ、それでは失礼いたします！　シュミラル、また明日に！」

「はい」と、うなずくシュミラルは、何だかやたらと優やさしげな眼差しをしていた。

　優しげで、何かをとても喜んでいるような――なおかつ、何かを祝福するかのような、それはものすごく慈じ愛あいに満ちみちた眼差しだった。

　その結果として、俺はけっきょく羞しゆう恥ち心しんを誘発されてしまい、頬に血をのぼらせることになってしまったのだった。




　　　　　◇




　組立屋と呼ばれる木工職人の店は、宿場町の南寄りの区域にあった。

　天てん井じようの高い平屋の建物で、さまざまな木材がそこら中に積み重ねられており、店というよりは工こう房ぼうといったほうが正しいのかもしれない。その、木き屑くずの匂いが充じゆう満まんした埃ほこりっぽい工房で、俺は感かん嘆たんの声をあげることになった。

「へえ！　こいつは立派なものですね！」

　工房の奥からゴロゴロと引っ張ってこられた、巨きよ大だいな荷車。それは、感嘆に値する代しろ物ものだった。

「まあ、一頭引きの荷車としては一番大きいし、一番頑がん丈じようなやつだからな。無茶な扱いをしなければ、五年や十年は使えるはずだ」

　組立屋の主人は、いかにも職人気質かたぎらしい頑がん固こそうな壮そう年ねんの男性だった。

　年の頃は四十前後、身長は俺と変わらないぐらいだが、なかなか厚みのある体格をしている。髪や瞳は褐かつ色しよくで、肌はだの色は黄おう褐かつ色しよく。布の腰こし巻まきと革かわのサンダルを履はいているだけで、あとは裸ら身しんだ。

　周囲では、同じような格好をした西の民たちが、ノコギリで木材を切ったり、それを組み合わせたり、金属の部品を打ち込んだりしている。どうやらこの工房では荷車ばかりでなく、戸と棚だなや机や椅い子すなどといった木工家具の作製も請うけ負おっているらしい。

「ただし、月にいっぺんは車輪の点検に来ることだ。道の真ん中で立ち往生してもかまわないってんなら、まあ話は別だがな」

「月に一度ですね？　わかりました。ありがとうございます」

「……礼を言われる筋合いはない。後で文句を言われないように、正しい扱い方を伝えているだけだ」

　組立屋の主人は、不ぶ精しようにのびた褐色の髭ひげを引っ張りながら、ぶっきらぼうに言い捨てる。

　どうも森辺の民に対してはあまりいい感情を抱いていないご様子であるが、商売は商売と割り切ろうとしているその態度は、少し前のミラノ＝マスを彷ほう彿ふつとさせるので、むしろ俺には親しみやすいぐらいだった。

　ともあれ、荷車である。

　荷車というか、形状は幌ほろ馬ば車しやそのものだ。

　四角い本体に四つの車輪が取りつけられ、屋根には大きな布の幌がかぶせられている。サイズとしては、前後の長さが四メートル、横よこ幅はばが二メートル、屋根までの高さが二・五メートルといったところか。

　前面には簡素な御ぎよ者しや台だいが設置されており、トトスにつなぐための長い棒状の板が二本のびている。布の幌はアーチ状になっており、中のほうを覗のぞいてみると、肋ろつ骨こつのように湾わん曲きよくした八本の木の梁はりで支えられていた。

　基本的には木造りであるが、要所要所には金属も使われている。車輪の軸じくと本体の間にはさまれたＶ字型の鉄の板は、もしかしたらサスペンションなのだろうか。とても簡素な造りの中に、職人の工く夫ふうと、そして機能美が感じられる。

　宿場町でもしょっちゅう見かけることのある、荷車である。しかしこれほど間近でじっくりと見るのは初めてのことであったし、新品でぴかぴかなのが、また感動だ。俺のかたわらに立ったアイ＝ファのほうも、さっきから好奇心や感嘆の念を抑おさえきれぬ感じで少し目を大きくしていた。

「近くで見ると、これほど大きなものなのですね。これは最大で何人まで乗れるのでしたっけ？」

「御者台の人間を含ふくめて六人から七人ていどだな。ただし、三人以上乗せるときは速歩までで抑えておくことだ。無茶をすると、トトスのほうが潰つぶれることになる」

　それならまあ、屋台の商売で必要な器材と五名の従業員を乗せることも可能だろう。この荷車だけで百キロ以上は軽くありそうなのに、トトスの力とは大したものだ。

「……で、これが腹帯だ。自分たちで調節できるように、着け方をよく覚えておけ。使い込むとだんだん革がのびてくるので、また着けなおす必要も出てくるだろうからな」

　言いながら、親父おやじさんはギルルの丸っこい胴どう体たいに革の帯を巻きつけ始めた。

　されるがままのギルルの顔を、親父さんは少しいぶかしそうに見上げる。

「ふん。どんなに大人しいトトスでも、初めて腹帯を着けるときぐらいは嫌がる素そ振ぶりを見せるもんなんだが――もしかしたら、こいつはこれまでも荷車を引かされていたトトスなのか？」

「あ、はい、きちんと確認はできていませんが、そのはずです」

　商団を偽ぎ装そうしたカミュア＝ヨシュたちのもとから逃にげたトトス、という出自が正しいのならば、その際には荷車を引かされていたはずだ。発見時に腹帯とやらを着けていなかったのは、森の中をさまよっている間に外れてしまったか――あるいはトトスがギバに突き殺ころされる前にと、カミュア＝ヨシュたちが帯を切って解放してやったためなのだろう。

　その腹帯の左右に取りつけられた金具に荷車からのびた二本の棒をかませて締しめあげると、そこには宿場町でもお馴な染じみの、荷車引きのトトスの姿が現出した。

　ギルルはとぼけた顔のままだが、これはなかなかに勇ゆう壮そうな姿である。アイ＝ファがひそかに誇ほこらしげな面持ちになっていることも、俺は見み逃のがしたりはしなかった。

「あとは、革かわ鞭むちだな。御者台からではトトスに足が届かないから、蹴る代わりにこいつで叩くんだ」

　と、親父さんがその言葉通りの品物を俺に差し出してくる。

　鞭と言っても、紐ひも状じようのそれではない。競馬の選手が使うような棒状のものだ。

　グリギか何かの木に、革を張った作りなのだろう。太さは二センチほど、長さは一メートルぐらいもあり、先せん端たん部ぶには小さなへら状のものがひっついている。

「……何だそれは？　まさかそのようなものでギルルを叩くわけではあるまいな、アスタよ？」

　と、アイ＝ファが少しおっかない顔つきで俺に寄ってくる。

　革鞭のしなり具合を確認しつつ、俺は「え？」と、そちらを振り返った。

「うん、まあ、叩かせてもらうつもりだよ。いま一いつ緒しよに説明を聞いていただろう？　足でギルルを蹴る代わりなんだよ」

「叩かれたら、ギルルが痛がるであろうが？」

　アイ＝ファの眉まゆが、いよいよ剣けん呑のんな感じに吊つり上あがっていく。

「いや、だから、足で蹴る代わりなんだから、足で蹴る以上の痛みはないよ。ね、そうですよね？」

　当たり前だと言わんばかりに、親父さんもうなずいている。

　その仏ぶつ頂ちよう面づらに変化はないが、森辺の民たるアイ＝ファの憤ふん慨がいにどのような気持ちを抱いているのだろうかと、俺はちょっとひやひやしてしまう。

「痛がるぐらい強く叩いたら、トトスが暴走してしまうだろうさ。足で蹴るときと同じ場所を、同じ力加減で叩け。こいつらにはこんな立派な羽う毛もうが生えてるんだから、それなら痛くもかゆくもないだろう」

　そんな風に説明しながら、親父さんはギルルの尻しりを手の平で叩いた。

　その目が、またいぶかしそうに細められる。

「おい、このトトスには焼き印を押おしていないのか？」

「焼き印？　……ああ、はい、押していませんね」

　そういえば、トトスには所有者の証あかしとして焼き印を押す風習があるのだとカミュア＝ヨシュが言っていたような気がする。

「焼き印がないと、盗ぬすまれたときに自分のトトスだと証を立てることもできなくなっちまうぞ？　……まあ、森辺の民の持ち物に手を出す輩やからなんぞはいないんだろうが、トトス屋に行けば赤銅貨五枚で済む話だ。今からでも押しておけ」

「……焼き印とは、何だ？」と、今度はその声にまで不ふ穏おんな響きがまじり始めるアイ＝ファである。

「や、焼き印ってのは、焼いた鉄で印を焼きつけることだよ。そうすれば、他ほかのトトスとギルルを見み間ま違ちがえることもなくなるだろう？」

　アイ＝ファの怒りが親父さんに向いてしまったら大変にまずいので、俺は大急ぎで答えをかっさらってみせた。

　とたんに、アイ＝ファは「駄だ目めだ！」と、わめき散らす。

「そのような真似をしなくても、私がギルルを見間違えることはない！　焼き印など、私は絶対に許さぬぞ！」

　何度も名前を呼ばれたせいか、ギルルが不思議そうに長い首をのばしてアイ＝ファのほうに顔を寄せ始める。

　すかさずアイ＝ファはその大きな頭を両手で抱きすくめて、怒りと悲しみのまぜこぜとなった眼光を俺に突きつけてきた。

「……許さぬぞ？」

　俺は嘆たん息そくをこらえつつ、親父さんに向き直る。

「あの、このトトスは前の持ち主も焼き印を押さずに使っていたようなのですが、それは別にジェノスの法に触れるような行こう為いではないのでしょうかね？」

「そんなもんは、持ち主の自由だ。逃げられたり盗まれたりしたときに、自分が損をするだけだからな。……ただし、手綱や腹帯なんかにわかりやすい目印をつけておくのは、他のトトス乗りに対する礼れい儀ぎだ。普ふ段だんは焼き印なんかじゃなく、そういう飾かざり物もので自分と人様のトトスを見分けるものだからな」

「目印ですか。なるほど」

　うなずいてから、アイ＝ファを振り返ると、我わが女主人はいそいそと革マントの内側をまさぐっているところであった。

　そこから取り出されたのは、ギバの角と牙きばを連ね合わせた、お馴染みの首くび飾かざりである。

　俺が商売を始めて以来、アイ＝ファの収しゆう穫かくした角と牙はまったく銅貨に換かえる必要がなくなってしまった。それらのすべてを首にかけるのはあまりに邪じや魔まであったため、余よ剰じよう分ぶんはマントの内ポケットに収納されることになっていたのだ。

　で、アイ＝ファはそこから三本の角や牙を取り外すと、新たな革かわ紐ひもでそれを繋つなぎ、ギルルの首に巻きつけ始めた。

　森辺の狩人かりうどは、家人である女衆の健すこやかな生を願って首飾りを贈おくる習わしがある。ギルルの性別は不明だが、ファの家の一員であることに相そう違いはないので、まあなかなか気のきいた贈り物ではあるかもしれない。

　アイ＝ファは満足そうにギルルの首をなでてから、えっへんとばかりに胸をそらしてきた。

「これでよいのだな？　……焼き印など許さぬぞ、私は」
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「わかったってば。文句はないよ。うすうす気づいてはいたけれど、お前ってけっこう身内には過保護だよな、アイ＝ファ」

「やかましい」と応じながら、それでも危地を回かい避ひできたことに安あん堵どした表情で、アイ＝ファはぽんぽんとギルルの首を叩く。

「……おかしな連中だな、まったく」と、親父さんがつぶやいた。

　その声の響きにちょっと驚きつつ振り返ると、親父さんは褐色の髪をかき回しながら苦く笑しようしていた。

「荒あらくれ者ものみたいに凄すごんだかと思えば、子供みたいにわめき散らしたり、本当にわかりづらい連中だよ、森辺の民ってのは。……なあ、お前さんたちはこの宿場町で屋台を開いてるんだろう？　俺は一日のほとんどを店の中で過ごしている生活だが、噂うわさぐらいなら聞いてるぜ？」

「え？　噂ですか？」

「ああ。この前は、城の人間まで巻き込んで刃にん傷じよう沙ざ汰たになったそうじゃないか。たしか、大罪を犯おかした森辺の民が、同じ森辺の民に斬り伏ふせられたんだったか？」

　俺は思わず言葉を失ってしまう。

　そんな俺に、親父さんは探さぐるような視線を向けてきた。

「今まで森辺の民は、城の人間に罪を許されてきた。町中で騒さわぎを起こそうが、屋台を壊こわそうが――それどころか、人を殺あやめても罪には問われないっていう評判だった。それでいきなりこの前の騒ぎだからな。もしかしたら、お前さんたちは城の人間に見限られちまったのか？」

「見限られる、という言葉は正しくないと思いますね。ただ、森辺の民だってれっきとしたジェノスの民なのですから、西の王国の法をきちんと守るべき、という正常な姿に立ち戻りつつあるだけなんだと思います」

　まさかいきなりそのような問答を持ちかけられるとは思っていなかったので、俺の返事はずいぶんたどたどしいものになってしまった。

「ふうん。……お前さんたちに、王国の法を守る心づもりなんてものがあるのか？」

「ありますよ！　というか、王国の法を破っていた森辺の民はごく少数で、今はその全員が処断されたか、処断を待つ身になっているんです！」

　ザッツ＝スンとテイ＝スンは、すでにいない。

　ズーロ＝スンは、ディガやドッドとともに虜りよ囚しゆうの身である。

　そして、その他の人々は――

「あ……だけど、モルガの森の恵めぐみを荒あらすという罪に関しては、どれほどの罰を与あたえるべきか、城の人たちと審しん議ぎをする予定になっています。彼かれらは元の族長の命令に従わされていただけなので、俺たちは穏おん便びんに済ませたいと思っているのですが……」

「森の恵み？　ああ、そんな法もあったっけな。そんなもんは、森辺の民のためだけに作られた法だろう。町の人間は、ギバなんぞのいる森には最初から近づけもしないからな」

　面めん倒どうくさそうに言いながら、親父さんが分厚い手の平を振る。

「だから、そんな話はどうでもいい。重要なのは、城の連中との関係だよ。町の人間は、城の人間には逆らえない。城の人間が白と言えば、黒いものも白くなっちまう。それでも城の人間はめったに石いし塀べいの外に出てきたりはしないから、べつだん俺たちの生活に関かかわりはないがね。問題なのは、城の人間にすべてを許されていながら、同じ町の中を闊かつ歩ぽする連中――つまりは、森辺の民ってことだ」

　気づくと、アイ＝ファが俺のすぐ横に立っていた。

　親父さんは、いくぶん警けい戒かい心しんの増した目つきで、アイ＝ファの姿を上から下まで眺ながめ回まわす。

「これまで組立屋なんざに顔を出す森辺の民はいなかった。だからこうして森辺の民とまともに口をきくのは、俺にとっても生まれて初めてのことだ。……なあ、森辺の民ってのは、いったい何なんだろうな？」

「何――と問われても、森辺の民は森辺の民だとしか答えようがない。森の掟を守りながら、モルガの森でギバを狩る、それが私たち森辺の民に与えられた生だ」

「ふうん。ずいぶん堅かた苦くるしい挨あい拶さつだな。さっきの取り乱し様とは大おお違ちがいだ」

　親父さんの言葉に、アイ＝ファは口をへの字にしてしまう。

　その子供っぽい表情に、親父さんはまたにやりと笑う。

「まあ、俺おれみたいに人間づきあいの少ない男には、それも大して関係ない話だがな。大通りに店をかまえてしょっちゅう森辺の民と顔を突き合わせている連中には、また別の感想もあるんだろうが――とりあえず、俺は自分の商売相手が大おお嘘うそつきなんかではないってことを祈いのるばかりだ」

「はい。俺たちも今後の行動で身の潔白を証あかしだてていくしかないと思っていますよ」

「だったら王国の法に従って、商品の代価を支し払はらってもらおうか。前金の白銅貨五十枚を差し引いて、残りは白銅貨七十枚と、革鞭と腹帯の代金が白銅貨七枚、しめて白銅貨七十七枚だぜ、森辺のお客人」

　そう言って、親父さんは愉ゆ快かいそうに白い歯を見せたのだった。
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「……アイ＝ファはさ、あの組立屋の親父さんが話していたことをどう思ってる？」

　荷車を引くギルルの手綱を持ち、ともに道を歩みながら、俺はアイ＝ファの背中にそう呼びかけてみた。

　宿場町から森辺の集落へと帰る途と上じようである。この道は細い上に傾けい斜しやがきつく、なおかつ左右には背の高い樹木も立ち並んでいて見通しが悪いため、無理をせずに徒歩で進んでいるのである。

　かつては商団に扮ふんしたカミュア＝ヨシュたちも通った道であるからして、そこまでの悪路ではないのであろうが、さすがにトトス乗りの初心者である俺がうかつに荷車を走らせてしまったら、あちこちの枝葉に幌をぶつけてしまいそうだ。なので、そういった障害物もアイ＝ファの持参してくれた鉈なたで始末しながらの、きわめてのんびりとした帰り道であった。

　毛皮のマントをなびかせて先頭を歩きながら、アイ＝ファはけげんそうに横顔を見せてくる。

「どう思っている、とはどういう意味だ？　べつだんあの西の民たみの言葉におかしな点などは感じなかったが」

「うん、おかしいどころか、森辺の民に対してはずいぶん好意的な言い様だったと思うよ。自分でも言っていた通り、普段の生活では森辺の民とは接点なんてなかったから、そこまで多くのことを望んでいないってことなんだろうな」

　なるべくギルルの歩調が速まらないよう手綱を調節しつつ、俺はそう返した。

「だけどさ、表通りで商売をしている人たちなんかは、もっと厳しい目で森辺の民を見ているわけだろ？　テイ＝スンたちの騒ぎのおかげで、ずいぶん風通しがよくなった感じはするけど、根本的な問題が解決したわけではないんだし」

「根本的な問題とは何だ？」

「え？　それはだから――」

　真正面からそう問われてしまうと、俺も言葉に詰つまってしまう。

　町の人々が知ったのは、森辺の民のすべてが悪あく辣らつな無法者なわけではないようだ、ということと、森辺の民もきわめて苦しい生活を強しいられているらしい、ということと――あとは、ジェノスの権力者による森辺の民への不当な優ゆう遇ぐうも、ついに終わりを迎むかえたらしい、ということぐらいだろう。

　しかもそれらも確たる情報ではなく、テイ＝スンと森辺の民のやりとりからそう察せられた、というだけの話なのだ。だからこそ、人々は探るような目で森辺の民を見るようになったのだと思う。

　本当にこいつらは法を法とも思わない蛮ばん族ぞくではないのか？

　本当にそこまで不当な扱あつかいを受けていたのか？

　不当な扱いを受けていたなら、それを恨うらみに思ったりはしていないのか？

　城の人間は、今後はきちんと森辺の民でも正当な裁きを行っていくつもりであるのか？

　そういったことを、見み極きわめようとしているのだろう。

「今までは、宿場町の人たちも頑かたくなに心を閉ざしていたんだと思うんだよ。森辺の民は凶きよう悪あくだ、関わり合いになればロクなことにならない、どうせ城の人間もグルなんだから、あんなやつらは放っておけ――みたいな感じでさ」

「ふむ。スン家の者どもがそれだけの悪さをしていたのだから、それは当然の話だな」

「うん。だけど、それがこの前の騒ぎで色々なことが明るみに出て、ちょっと考えが変わってきたんだろう。言ってみれば、ぴったりと閉ざしていた扉とびらを少しだけ開いて、こっそりこちらを観察しているような感じかな」

「……それはまるでリミ＝ルウのようだな」

　想像してしまい、俺はちょっと笑ってしまった。

　しかし、笑ってばかりもいられない。

「だけどさ、森辺の民はそれに対して、今まで通りに振る舞まってるだけじゃないか？　……いや、もう町で悪さをするような人間はいないんだから、そうやって普ふ通つうに振る舞ってるだけでも、いずれ身の潔白は証明できるんだろうけど――でも、何か他に打てる手はないのかなあ？」

「よくわからんな。我々はスン家の人間のように悪辣な真似まねはしない、と大声でわめきながら町を練り歩くべき、とでも言うつもりか？」

「うーん。それでは説得力に欠けるよな……宿場町に町長でもいれば、それと森辺の族長が会談したりっていう手も打てるんだけど」

　しかし、そのようなものは存在しないということを、俺はすでにミラノ＝マスから聞いていた。宿場町を統とう括かつしているのはあくまでジェノス城であり、「宿場町の長」に該がい当とうするのは、けっきょく城下町に住まう貴族である、という話であるのだ。

「アスタよ、いささか気を回しすぎではないのか？　そのようなことを思い悩むのはドンダ＝ルウたち族長の仕事だ。お前の仕事は、美味うまい料理を作って宿場町の民との縁えんを繋ぐことであろうが？」

「うん、だけど、そのドンダ＝ルウたちがそもそも宿場町には無関心だからさ。……無関心っていうのは、拒きよ絶ぜつの一形態だと思わないか？　スン家のやらかした悪行とは別に、そういう態度も町の人たちとの溝みぞを深めた一因であると思うんだけど……」

「興味のないものに興味を持てと言っても無益であろう。だいたい、ドンダ＝ルウやグラフ＝ザザなどが町に下りたら、それだけで大たい抵ていの者は肝きもを冷やしてしまうのではないか？」

　それはもちろん、その通りだ。

　そもそも宿場町への買い出しなどは女衆の仕事なので、男衆は滅めつ多たに町に下りることもない。それゆえに、宿場町の人々は森辺の魁かい偉いなる狩人たちに対してほとんど免めん疫えきを有していないのだった。

　森辺の狩人は、野生の獣けもののごとき生命力にあふれている。ドンダ＝ルウどころか、アイ＝ファやルド＝ルウのように見目のやわらかい者たちでさえ、やっぱり町の人々とは身に纏まとう空気が異なるのだ。そんな彼らがギバの毛皮を纏い、刀を下げて歩いていれば、威い圧あつ感が生じてしまうのも道理である。

「でもさ、ドーラの親父さんやターラなんかは、女衆だけじゃなくルド＝ルウやシン＝ルウにも肝を冷やさなくなったじゃないか？　だからきっと交流の場さえあれば、打ち解けることはできると思うんだよ。森辺の生まれでない俺だって、ここまで打ち解けることはできたんだから」

「……お前には危険を察知する能力が欠けすぎている。宿場町の民たちは、お前ほど呑のん気きには出来ていないと思うがな」

「それでもさ、森辺の民は掟や法を守ろうって気持ちがすごく強いじゃないか？　だから、ドンダ＝ルウみたいに気性の荒い男衆だって、町の人たちにとっては決して危険な存在じゃないんだ。それなら、時間さえかければ何とかなりそうじゃないか？」

「だから、今がその時間をかけている最中なのではないのか？」

　アイ＝ファは少し歩調をゆるめて、俺の隣となりに並んできた。

　そうして、真しん剣けんな眼差しを俺に向けてくる。

「アスタよ、カミュア＝ヨシュの言葉を忘れたのか？　宿場町との縁を繋いでいたのは、おそらくお前なのだ。……お前と、それにルウ家の女衆だな。お前たちが毎日のように宿場町に下りて、森辺の民が悪辣な人間ばかりでないということを証しだててきた。それがなければ、たとえテイ＝スンの起こした騒ぎを経ても、今のような状じよう況きようにはならなかったと思える。――いや、むしろ町には森辺の民に対する恐きよう怖ふ心しんしか残らなかったのではないだろうか？」

「うん、その理り屈くつもよくわかる。だけどアイ＝ファだって、さっき組立屋の親父さんに気安い口をきかれただろう？　最初はけっこう警けい戒かいした感じだったのに、あんな風に打ち解けてくれたのは、たぶんアイ＝ファの魅み力りよくがあってこそだと思うんだよな」

「…………」

「いや、足を蹴ける前に聞いてくれ！　決して茶ちや化かしてるわけじゃないんだ！　俺が言いたいのは、森辺の民の気性そのものが町の人たちに忌き避ひされてるわけじゃないと思うってことなんだよ。たとえばガズラン＝ルティムやダリ＝サウティみたいな人たちだったら、割とあっさり打ち解けられそうな気がしないか？　ダン＝ルティムに至っては、誰だれとでも楽しくお酒を酌くみ交わせそうだし」

「……そうだからと言って、用事もなく男衆が町に下りることなどありえぬだろう」

「うん、でもさ、このままだと森辺の民にとってスン家っていうのはどういう存在であったのか、とか、それに対してどのような気持ちを抱き、どんな風にその罪を受け止めようとしているか、とか、そういう大事な話もなかなか町の人の耳には入りそうもないじゃないか？　俺にはそれが、ちょっともどかしく感じられてしまうんだよ」

　答えながら、俺も自分の疑念が何に根ざしているのかが、はっきりと見えてきた気がした。

「つまりな、ジェノスって一口に言っても、城下町と宿場町じゃ全然別物みたいじゃないか？　森辺の民がジェノスと正しい縁を結ぶには、その両方と正しく接していかなきゃいけないと思うんだ」

　アイ＝ファはしばし口をつぐんでから、やがて小さく溜ため息いきをついた。

「アスタよ、お前の言葉は正しいのであろうとも思えるが、やはり気を回しすぎているのではないか？　族長らは、これから城の者たちを相手取ろうとしているところなのだ。まずはそちらを片付けなければ、なかなか他のことにまでは手も頭も回るまい」

「うん？　ああ、やっぱり俺がこんな風に気を回すのは分不相応なのかな」

「分不相応というか――何か焦あせっているように感じられる」

　歩きながら、アイ＝ファがぐいっと顔を近づけてくる。

　これまたちょっと鼓こ動どうが速くなってきてしまう距離感だ。

「森辺の民が町の者たちに忌避されているのは、八十年もの昔から続いてきたことだ。ザッツ＝スンらは、この十数年ばかりでそこにさらなる毒を注いだに過ぎん。たとえザッツ＝スンらが滅ほろんだとしても、それだけで何もかもが解決するなどとは、私には思えぬのだが」

「うん、でもザッツ＝スンたちの滅び方が衝しよう撃げき的てきだったから、これは町の人たちとの関係性を一気に改善させる好機になるような気がしちゃったんだよな」

「だから、それが焦っているように感じられると言っているのだ」

　と、アイ＝ファはそこでいきなり唇くちびるをとがらせた。

　この奇き襲しゆう攻こう撃げきに、俺はまたちょっと動どう揺ようしてしまう。

「普段は誰よりも呑気たらしくしているくせに、お前は時おりそのように急せいた姿を見せるときがある。私は、それが気に入らん」

「き、気に入らないのか？」

「大いに気に入らん。……それはお前が、自分が消えてしまう前に厄やつ介かい事を片付けようとしているのではないか、と思えてしまうからな」

　すねた口調で言いながら、アイ＝ファは俺の着ている腰こしあての布地をぎゅうっとつかんできた。

「ファの家の目的は、町でギバの肉を売り、森辺に豊かな生活をもたらすことであるはずだな、アスタよ」

「う、うん、その通りだよ」

「そのためには、町の者たちがもっとたくさんのギバ肉を求めるようになる必要がある。そうでなくては、森辺のすみずみにまで豊かさが行き届くことにはならぬであろう」

「そうだよ。もちろんその通りだ」

「そうであるからこそ、森辺の民とジェノスの民は、今よりも友好的な関係を築かなければならない。そのためにお前が腐ふ心しんするというのは、正しき行いなのであろう。……しかし、それを成なし遂とげるには気の遠くなるほどの歳さい月げつが必要となるはずだ」

　アイ＝ファは唇をとがらせたまま、さらに顔を近づけてくる。

「だからお前は、気の遠くなるほどの歳月、ファの家の人間としてこれまで通り宿場町の仕事に励はげむべきなのだ。そんなに易やす々やすと仕事を片付けられると考えるな、うつけ者め」

「いや、だけど、早期解決がはかれるなら、それに越こしたことはないだろう？」

　俺の返答によって、アイ＝ファは不満そうに押し黙だまってしまった。

　それから、逆の手で俺の肩かたをつかんできそうな素振りを見せ――すぐにその手を下ろしてしまう。

　そうしてアイ＝ファは、今度は上目づかいで俺をにらみつけてきた。

「……私がそのような言葉を求めているとでも思っているのか？」

「いや、あの、だから――」

「どうしてお前は私を不安にさせようとするのだ？」

　俺の言葉は、自分の意図せぬところでアイ＝ファの気持ちをかき乱してしまったらしい。

　俺は慌あわてて首を振り、「そんなつもりはなかったんだよ」と答えてみせた。

　自分が消えてしまう前に、森辺とジェノスの抱かかえる問題を解決してしまいたい――などと、そこまで大それたことを考えていたわけではないのだ。ただ、この結末を見届ける前に、わけもわからぬまま消えてしまったりはしたくないという、そんな思いが無意識の内に俺を焦らせていたのだろうか。

「ごめん。俺はただ、物事がもっと良い方向に進めばいいと願ってるだけなんだ。そのためにはどうするべきか、なけなしの知ち恵えを絞しぼってるだけなんだよ」

「…………」

「そんな簡単にジェノスとの関係が丸く収まるとも思っていないし、地道に、慎しん重ちように話を進めていくべきだってのもわかってる。……うん、一気に関係性を改善させるなんてのは虫がよすぎるし、危なっかしい考え方だよな。それは俺の考えが足りてなかった。反省する」

「…………」

「……俺の心情は、昨晩にも伝えてあるよな？」

　俺もお前のそばにいたい。

　そんな台詞せりふを吐はきながら、俺はアイ＝ファの身体からだを力いっぱい抱きすくめてしまったのだ。

　胸の鼓動がいよいよ速くなってきて、このままでは身体に触れてもいないアイ＝ファにさえそれが伝わってしまうのではないか――とまで思えたとき、アイ＝ファはふいに俺の腰あてから手を放し、スタスタと前のほうに歩いていってしまった。

「……わかっているなら、それでいいのだ」

　低くひそめられたアイ＝ファの声が、風に乗ってゆるゆると耳に届いてくる。

　俺は何か気のきいた返事ができないものかと頭を悩なやませたが、妙みよう案あんがひらめくよりも早く、森辺の集落に到とう着ちやくしてしまった。

　といっても、あたりの風景にそれほど変化が見られるわけでもない。ただ、土の地面が平へい坦たんになって、少しばかり道が太くなっただけだ。

　俺たちが通ってきた道はＴ字路の下部分で、いきあたった森辺の道は南北に長くのびている。ここから五分ばかりも南に下ればルウの集落で、一時間ばかりも北に上ればファの家だ。

「よし、それじゃあここからはいよいよ荷車に乗ってみよう」

　つとめて明るい声をあげると、アイ＝ファも「うむ」と、いつもの調子で答えてくれた。

　内心で胸を撫なでおろしつつ、俺は御者台に這はいあがる。

　アイ＝ファはいったん荷台に上がってから、そこから身を乗り出し、御者台の背もたれに手をかけてきた。

「ずいぶん不安定な体勢だな。それで大だい丈じよう夫ぶか？」

「こうしなければ、お前の手た綱づなさばきを確認できぬであろうが？」

　そんな風に答えるアイ＝ファは、だいぶご機き嫌げんを取とり戻もどしているように見えた。

　きっと初めての荷車搭とう乗じように昂こう揚ようしているのだろう。そのちょっと幼げに和なごんだ顔を見上げながら、今日はもう堅苦しい話をふっかけるのはやめておこう、と俺は思うことができた。

「基本的に、運転の仕方はトトスに直接乗るときと大差はないらしいんだよ。手綱の扱いも変わらないから、足で叩たたく動作を鞭で叩くのに変えるだけなんだな。で、よほど乱暴に発進させたり停止させたりしない限りは御者台から落ちる心配もないし、素人しろうとにとってはトトスに直接乗るよりはうんと簡単であるらしい。――と、レイトが言っていたよ」

「ふん。ならばお前でも、多少は人並みに操あやつることができるかもしれんな」

　わずか五日で手足のようにギルルを操れるようになった我が家長殿どのは、和やかなお顔でそのように仰おつしやられた。

　ちなみに俺のほうは、何とかぎりぎり落馬ならぬ落鳥することなくゆっくり歩かせるぐらいはできるようになった、という段階である。

　そんな俺に、どれぐらいこの荷車というやつを巧たくみに運転することができるのか。いざ挑ちよう戦せんだ。

「よし、行くぞ。たぶんそれなりに揺ゆれるだろうから、落ちないように気をつけてな？」

　言いながら、俺は革鞭を取り上げた。

　とたんにアイ＝ファが「アスタ」と呼びかけてくる。

「……くれぐれもギルルを痛がらせるなよ？」

「了りよう解かいであります」と応じつつ、俺はぺしんとギルルの足の付け根を打った。

　ギルルはいつも通りにのそのそ歩きだす。

　革鞭を握にぎったまま、俺は右手でも手綱をつかんだ。

　まずは通常の歩行スピード。トトスの歩は人間の倍ほどの速度であるから、およそ時速十キロといったところか。

　予想通り、このていどでもなかなかの振しん動どうである。御者台には、クッション代わりに何か敷しいたほうがいいかもしれない。あまり長時間乗っていると、尻の皮がすりきれてしまいそうだ。

「うん、だけどこいつは気持ちがいいな」

　スピードは時速十キロでも、転落の心配がないというのはいいものだ。

　それに、御者台の位置はトトスの背と変わらないぐらいの高さに設計されているので、見晴らしの良さはトトスに乗っているときと変わらない。

　しかし、頭の上からはアイ＝ファの不満そうな声が降ってくる。

「気持ちがいいなどと言えるほどの速度ではあるまい。あまりのんびりとはしていられないのではないか、アスタよ？」

「うん、まあ確かに。普段だったらとっくに家に帰って仕事を始めてる頃ころ合あいだもんな。……それじゃあちょっとだけ速度を上げるぞ？」

　左手だけで手綱の張り具合をキープして、再度ギルルの胴体に鞭を当てる。

　常歩から速歩にシフトチェンジだ。

　鞭の加減に問題はなかったようで、ギルルの速度が五割ほど増した。荷車と人間二名を引っ張っているのに、その足取りの力強さに変化は見られない。

「揺れ具合いは、それほど変わらないな。アイ＝ファ、大丈夫か？」

「大事ない」というアイ＝ファの声が、さきほどよりも近い位置から聞こえた気がした。

「それよりも、アスタよ、また右みぎ腕うでに力が入っているのではないか？　いささか手綱の張り具合いに歪ゆがみがあるようだぞ」

「ええ？　そうかなあ」

　これはたびたびアイ＝ファに指し摘てきされるポイントである。

　それでもギルルは真まっ直すぐ走ってくれているのだが、「それは道が真っ直ぐだから、ギルルは少し迷いながらも真っ直ぐ進んでいるだけだ」と、アイ＝ファは語る。

　で、その迷いはきっとギルルの心に少しずつ疲つかれを蓄ちく積せきさせていくだろうから、きちんと正しく手綱を扱えと仰るのだ。アイ＝ファだってギルルとのつきあいは俺と同じ長さしかないはずなのに、その言葉は妙みように説得力に満ちみちているのだった。

「お前は右腕のほうが力が強いのだろう？　それならば、右腕の力を少し抜ぬかねば均等にならぬのが当たり前ではないか」

「いやあ、これでも均等にしているつもりなんだけどなあ」

「まず、腕の高さからして間ま違ちがっているのだ。右の肘ひじはもう少し下げろ」

　いっそう近づいてきたアイ＝ファの声とともに、褐色の指先が俺の右手首をそっとつかんできた。

　ついでに右の耳にやわらかい髪かみが触ふれてきて、俺の心臓をバウンドさせる。

「これぐらいだな。それで、力ももう少し抜いてみろ」

　もはやその声は顔の真横から感じられる。

　まだ接せつ触しよくはしていないのに、右の首や肩のあたりに、アイ＝ファの体温まで感じてしまう。

「わ、わかったわかった。これぐらいかな？　うん、いい感じじゃないか？」

「……何を惑わく乱らんしているのだ、お前は」

「いや、だって……って、説明できるかよ、馬ば鹿か」

「誰が馬鹿だ」と、こめかみのあたりを頭でぐりぐり圧あつ迫ぱくされてしまった。

「これは必要な措そ置ちであろうが？　お前はこのようなときにまで、私と肌はだが触れ合うのを厭いとうのか？」

　と、アイ＝ファの声がどんどん不ふ機き嫌げんそうな響ひびきを帯びていく。

「お前は家人が相手であっても、肌が触れ合うのは気色が悪いなどと考えるような人間だ。そのようなことは、私もしっかりわきまえている。だから先刻も、私はお前を不快にさせないよう注意を払はらっていたのだ」

　その認にん識しきからして、少なからず齟そ齬ごがある。

　どこの誰がアイ＝ファとの肉体的接触を気色悪がっているというのだろうか。

「しかし、昨晩はお前のほうだって私の身体を抱だきすくめてきたではないか？」

　そしてアイ＝ファは、どうやら俺を羞しゆう恥ち心しんで悶もん死しさせたい様子である。

「私だって、お前を不快にさせたいわけではない。しかし、手綱さばきを教えるのには必要な措置であるはずだ。それすらも厭うというのは、あまりにも――私の心情をないがしろにする行為ではないか？」

　アイ＝ファの声の調子が、少しだけ変わった。

　頭も指先も俺から離はなれて、ただその声と体温だけが間近に感じられる。

　ゆるいカーブを道なりに進むギルルに合わせて手綱の力加減を調節しつつ、俺は小さく息をついた。

「わかった。それじゃあ根本的な誤解を解いておこう。……あのな、お前に触さわられたりして俺が動揺しちまうのは、不ふ愉ゆ快かいだからじゃなく、その、気き恥はずかしいからなんだよ、アイ＝ファ」

　何と間の抜けた解説であろうか。

　しかし、俺たちは異なる世界で生まれ育った者同士であるのだ。その常識や価値観にズレがあるならば、理り詰づめで修正していく他ない。

「……気恥ずかしいの意味がわからん」

「わからないかな？　だって、俺とお前は同じ家の家人だけど、血が繋がっているわけではないだろう？」

「……だからこそ、お前は肌が触れ合うのを厭うのであろう？　私だって、家人でもない人間などに触れられるのは不愉快だからな」

　ああ、だからこそ、アイ＝ファは俺の反応によそよそしさを感じてしまっているのか。

　俺は必死に思考を巡めぐらせる。

「えーと、でも、お前はきっとリミ＝ルウやジバ婆ばあさんと触れ合うのは嫌いやではないんじゃないかな、アイ＝ファ？」

「当たり前だ。リミ＝ルウとジバ婆は……その、大事な友だからな」

　後半部分の声が小さい。

　それこそ気恥ずかしい台詞を吐かせてしまい、申し訳なく思う。

「それじゃあ、男衆の友とかができたら、どうなんだろう？　いくら友でも、男衆がリミ＝ルウみたいに抱きついてきたら嫌だろう？」

「当たり前だ。しかしそれは、リミ＝ルウが幼子であるからであろうが？　男衆でもリミ＝ルウのように小さければ、べつだん不愉快ではない」

「うん、でも大人になったリミ＝ルウに抱きつかれても、不愉快に感じたりはしないんじゃないかな？」

「そんな子供じみた行動に出る大人はいない」

「そうかなあ？　リミ＝ルウだったら、ありうると思うけど」

　沈ちん黙もく。

　きっと、「ありうる」という結論がアイ＝ファの頭にも浮うかんだことだろう。

「それじゃあ質問だ。たとえばシン＝ルウの弟みたいに小さな男の子がアイ＝ファの友になったとして、その子が十七歳さいぐらいに育っても抱きついてきたりしたら、どうだろう？　不愉快というよりは、気恥ずかしい心地ここちになったりしないか？」

「それは……そうかもしれないが……しかし、お前は私の友でなく家人だ、アスタよ」

「うん、だけど、俺の暮らしていた世界では、家族同士でもあるていど育ったら、そうそうおたがいに触れ合うこともないんだよ」

　言いながら、何かデジャブを感じた。

　その答えは、右耳のすぐそばから提示される。

「その言い分は、以前にも聞いた。あれはたしか、宿場町で商売を始める前――ルティムの本家で宿を借りたときのことだな。あのときもお前は同じようなことを言っていたぞ、アスタ」

「うわ、懐なつかしいな。でも確かにそんな会話をしたような気がするよ」

「うむ。あの時は寝ね床どこについての論議であったな」

　ひと月以上も前の話なのに、よくもそこまで覚えているものだ。

　などと感心していたら、いきなり横合いから首をつかまれた。

　目線は正面から動かせないが、たぶんヘッドロックをかけられている。

「そしてそのときも私は言ったはずだ。ここはお前の故郷ではなく、森辺の集落だ、とな。森辺の民となったからには、森辺の流りゆう儀ぎに従うのが正しき道であろう、アスタよ」

「そ、それは確かにその通りだろうけど！　森辺の家族って、そんなに普段からべたべたひっついたりはしてないだろう？　俺はそんな光景、見たこともないぞ？」

「余所よその家のことなど知らん。家の流儀は家で決めるのだ」

　何だかちっとも論理的に感じられないのは、俺の気のせいなのだろうか。

　それはともかく、首と右みぎ肩かたが、異様に熱い。今までは風に流されていたアイ＝ファの甘あまい香かおりが鼻び腔こうをくすぐってくる。

「あ、危ないって！　そこらの木に突っ込んじまうぞ!?」

「ギルルはそこまで間が抜けてはいない」

　そんな言葉とともに、熱い感かん触しよくが頬ほおにひたりと吸いついてきた。

　想像しただけで心臓に悪いのだが、このすべすべの感触は、たぶんアイ＝ファのほっぺただ。

「……お前は不快な思いをしていたわけではないのか、アスタよ」

「え？　な、何？　あの、本当に事故りそうなんだけど！」

「気恥ずかしいの意味はやはり今一つわからんが、お前が不快な思いをしていないというのなら、それは嬉うれしい」

　ぎゅうっと首を圧迫されて、頬にもいっそう頬をおしつけられる。

　それと同時に、右の手首をまたつかまれた。

「また力加減がおかしくなっているぞ。心を乱すな、未熟者め」

　笑いを含ふくんだ、アイ＝ファの声。

　こんな状況で心を乱さない人間なんているものか、と俺は内心でわめいておくことにした。

　そんな中、ギルルは何も知らぬげに、力強く、かつ軽けい妙みように、森辺の道をひたすら速歩で駆かけていくのだった。
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　翌朝である。

　俺が荷車に乗って登場すると、ルウの集落にはちょっとした騒ぎと混乱が巻き起こることになってしまった。

　もちろんララ＝ルウたちにはあらかじめ通達をお願いしておいたから、心の準備をした上での騒ぎなのだろう。小さな子供たちなどは歓かん声せいをあげているようであるし、驚おどろいてはいるが非難の目は向けられてはいないようなので、よしとする。

　俺は集落の広場に入る前に手綱を引いてギルルを止め、その後は自分も御ぎよ者しや台だいを下りて、徒歩で進むことにした。

「アスタ、ルウの家にようこそ。一日で荷車を扱えるようになったのですね」

　と、本家よりは手前の位置に居をかまえているシン＝ルウの家から、シーラ＝ルウが駆け寄ってくる。

「はい。今日も朝からアイ＝ファが特訓につきあってくれたので、何とか最低限は扱えるようになりました。町に下りるまでの細い道も、まあ慌てずにゆっくり進めば問題はないと思います」

　その代だい償しようとして、今ごろアイ＝ファは一人で薪まきや香こう草そうの採取作業に取り組んでいるはずである。

　申し訳ないと思うことしきりであるが、実のところ、アイ＝ファ自身が荷車の運転というものに並々ならぬ関心を寄せていたので、俺はその熱意に引っ張られる格好で早朝から特訓を受けさせられた、というのが実情だ。

　無事に特訓を終え、そろそろルウの集落に向かわねば、という頃合いになったときには、実に渋しぶ々しぶといった面おも持もちで荷車から下りたアイ＝ファなのだった。

「これからは毎日俺がみなさんを送り迎えしてさしあげますよ。まずはシーラ＝ルウの家の荷物を積んでしまいましょうか。……と言っても、こうして荷車が手に入ったので、もう鉄てつ鍋なべを借り受ける必要はなくなってしまったのですよね」

　鉄板を購こう入にゆうして以来、俺はタラパのソースを革かわ袋ぶくろに入れて持ち運び、宿場町でシーラ＝ルウと合流したのち、彼かの女じよらが運んできた鉄鍋に中身を移す、という手間を負う羽目になっていたのである。鉄板と鉄鍋の両方をヴィナ＝ルウと二人きりで運ぶことは困難であったので、まあそれは仕方のない処置であっただろう。

　だけどこれなら、ファの家からいくらでも物資を搬はん出しゆつすることができる。荷車には、タラパソースの詰まった鉄鍋と、『ミャームー焼き』のために必要な鉄板と、六十食分のパテと、九十食分の漬つけ汁じるに漬かった肉と、六十食分の焼いたポイタンと――それに、宿屋の料理で使う分の肉と、二キロ分の干し肉がすでに載のせられていた。

　あらためて見ると、これだけで相当な荷物である。

　鉄鍋以外は、毎日これをヴィナ＝ルウと二人きりで運んでいたのだ。

　それはそれで体力作りにはもってこいの日課であったが、もうこのような大荷物を抱えて恐きよう怖ふの吊つり橋ばしを渡わたる必要はないのだと考えると、心の底から嬉しく思えてしまう。

　ともあれ、俺はシーラ＝ルウが携たずさえてきた九十食分の焼いたポイタンを積んでから、ルウの本家に向かうことにした。

　そこで待ち受けていたのは、リミ＝ルウとルウ家のトトス、ルウルウだ。

「うわあ、荷車だ！　すごいね、アスタ！」

　ルウルウに乗ったリミ＝ルウがとことこと接近してくる。アイ＝ファに劣おとらずトトスに愛着を抱いているこの少女も、朝からトトス乗りの練習に励んでいたようだ。

「すごいすごい！　でも、重そうだね！　ギルル、おつかれさま！」

　もちろんギルルはとぼけた表情のまま、首を傾かしげるばかりであった。

　ルウルウも、そんなギルルの姿をぼんやり眺めているばかりである。

「やあ、アスタ。ルウの家にようこそ。今日の分の薪はこれだけだよ」

　と、騒ぎを聞きつけて家から出てきたミーア・レイ母さんが朗ほがらかに笑いかけてきた。

　同じく裏手から回ってきたレイナ＝ルウとララ＝ルウの手によって大量の薪が積み込まれ、準備は万ばん端たんだ。

「では出発しましょう。みんなも荷車に乗り込んでください」

　レイナ＝ルウ、ララ＝ルウ、シーラ＝ルウの三名は、きゃあきゃあ言いながら荷車に乗り込み始めた。

　それを横目に、俺はミーア・レイ母さんに呼びかける。

「あの、やっぱりヴィナ＝ルウの回復にはまだ時間がかかりそうなんですか？」

「そうだね。この荷車とやらで行き来はできたとしても、立ちっぱなしってのはまだ無理さ。最初に伝えた通り、町で働けるようになるにはあと二日ぐらいかかるだろうねえ」

「そうですか。それじゃあ、東の民シュミラルの件は――？」

「うん、とりあえずは家に招いて顔を拝もうって話になったよ。あたしと家長でその客人の様子をしっかり見定めて、納なつ得とくがいったらヴィナに会わせてやろうってね」

「そうですか。信しん頼らいの置ける人物だということは俺が保証しますので、どうぞよろしくお願いします」

　ほっと息をついてから、俺はギルルを広場の出口に誘ゆう導どうした。

　ゴロゴロと荷車も動きだし、中に乗った娘むすめらもまたきゃあきゃあと騒ぎ始める。

「それじゃあ出発します。ちょっと揺れるので、落ちたり倒たおれたりしないように気をつけてくださいね」

　俺も御者台に乗り込んで、革かわ鞭むちでぺしんとギルルの足の付け根を叩いた。

　ギルルは、ひょこひょこと歩き出す。これだけの荷物を引かされながら、やはりその軽妙な足取りに変化はないようだ。

　それでも時間に余よ裕ゆうはあったので、俺は速歩ではなく常歩ペースでギルルを歩かせることにした。

　ルウの集落から宿場町までは、人間の足ならば四十分から五十分、トトスならば常歩でも二十分から二十五分――まあ細い上に曲がりくねっている下り坂を丁てい寧ねいに進むとしても、せいぜい三十分ぐらいであろう。俺が運転を失敗しない限り、普ふ段だんよりもうんと早く到着することができるはずだ。

「アスタ、こうしてわたしたちはアスタの世話になってしまっているのに、仕事の代価はこれまでと同じでよろしいのでしょうか？　わたしは何だか気が引けてしまうのですが」

　と、背後からシーラ＝ルウが呼びかけてくる。

　御者台と荷台の間に仕切りはないので、少し声を大きくするだけで会話に不自由はない。

「問題ありませんよ。仕事の要は宿場町に到着してからなのですから、その前後のことについてはそこまで深く考える必要はありません」

「そうですか。でも、これだと行き来にかかる時間は相当短くなりそうですね。今までよりも早い時間に家まで戻れるようになったら、その分はきちんと薪集めに励みたいと思います」

　シーラ＝ルウは真ま面じ目めだなあ、と俺は微び笑しようをこぼしそうになった。

　が、そこですかさず頭を切きり替かえる。

「ですが、薪は今ぐらい確保していれば十分だと思います。それならば、シーラ＝ルウには別の仕事をおまかせできませんか？」

「別の仕事ですか？　何でしょう？」

　ゆるやかなカーブを描えがく森辺の道を進みつつ、俺はかねてより考えていた案を打ち明ける。

「『ギバ・バーガー』のパテと、タラパのソースを作る作業――あるいは、『ミャームー焼き』の肉の切り出しと、漬け汁を作る作業。そのどちらかをおまかせしたいと思うんですが、どうでしょう？」

　戸と惑まどったように、シーラ＝ルウが沈黙する。

　しかし俺は、答えを急かさず、じっと待つことにした。

「それはでも――わたしがそこまで手を出してしまったら、アスタの手の入る余地がなくなってしまうのではないですか……？」

「はい。実のところは、それが目的なんです。実現させるには時間がかかるかもしれませんけど、俺はいずれ屋台の一つをルウ家だけで切り盛りしてもらいたいと考えていたんですよ」

　また沈黙。

　ここでは言葉を重ねておくことにした。

「これはけっこう前から考えていたことなんです。自分たちで宿屋の主人と契けい約やくをして、料理の下準備をして、味の質を守り、稼かせぎの中から食材費や屋台の貸出料なんかを捻出し、商売を成立させる。そういったもろもろの仕事を俺ぬきで成し遂げることができたら、その屋台の売り上げはすべてルウの家の財産、ということですね」

「…………」

「まだドンダ＝ルウにも話は通していませんし、急いで話を進めるつもりもありません。でもまずその前段階として、料理の下ごしらえを覚えてほしいなと思ったんですけど――いかがですか？」

「ど……どうしてなのでしょう？　そのようなことをしても、ファの家の得られる銅貨が減るだけで、アスタには何の利もないように思えてしまうのですが……？」

　シーラ＝ルウの声が、頼たよりなく震ふるえていた。

　ゆるやかな風を頬に感じながら、誰にともなく俺おれは微笑ほほえむ。

「そんなことはないですよ。屋台の一つをルウの家にまかせることができたら、俺の仕事はうんと楽になりますから、そのぶん別の方向に商売の手をのばすことができるようになるわけです。……それに向けて、もっと勉強や研究もしたいですしね」

「勉強や、研究……？」

「はい。上手うまくいけばこの先はもっとたくさんの宿屋に料理を卸おろせることになるかもしれませんし、そうでなくても、現在の献こん立だても内容を見直していきたいんですよね。『ギバの角かく煮に』は調理時間がかかりすぎますし、チット漬づけを使う料理は材料費がかかりすぎますから」

「はあ……」

「それに、屋台の献立のほうもです。今は『ミャームー焼き』が九十食で『ギバ・バーガー』を六十食、合計で百五十食の料理を準備していますけど、毎日『ミャームー焼き』のほうは十食ぐらい余っちゃってるじゃないですか？　それなら、『ミャームー焼き』と『ギバ・バーガー』は五、六十食ずつに抑おさえて、三つめの献立をお披ひ露ろ目めしてみたらどうだろう、とか考えています」

「え、屋台を三つに増やすのですか？」

「いや、あくまで考えの一つです。何にせよ、今の状況だと仕込みの仕事も増やせないですからね。本格的に考えるのは、ルウ家に屋台の一つを任せられるようになった後のことだと思います」

　場所代や、屋台の貸出賃、それに人件費のことまで考えないと、たとえ屋台を増やしても純利益は落ちる一方になってしまう。しかしまた、人気を博している現在のメニューはキープしたまま、別のメニューを少しずつ試ためしていきたい、という意欲はあった。

　それで三種類の献立を六十食ずつさばけるようになれば、結果的に今までより多くの人たちにギバ肉の料理を食べてもらうことが可能になるし、反面、二つの屋台で百五十食よりも三つの屋台で百八十食のほうが、他ほかの屋台の経営者たちと足並みをそろえられるのかな、という思いもなくはない。

　何にせよ、俺たちにとってギバ肉の料理を売る目的は、純利益をあげることではなくギバ肉の美味おいしさを知ってもらうこと――ゆくゆくは料理だけではなくギバ肉そのものを買ってもらいたい、という壮そう大だいな計画の、いわばプレゼンテーションにあたる行こう為いであるのだ。

「くどいようですけども、性急に話を進めるつもりはありません。まだこの商売を始めて、ようやく一ヶか月げつが経たったばかりですからね。今は特に世情も不安定ですし、慎重にやっていきたいと思っています。……でも、ルウ家に屋台の一つを任せる、という計画に関しては、みんなの働きぶりを見る限り、実現は難しくないんじゃないかなとも思っていますよ」

　そうしてルウの家でも独自で商売をすることが可能になれば、万が一この俺の存在がなくなっても、森辺に豊かな生活をもたらすという大志を捨てずに済む――というのが、そもそもこのようなことを考えついた要因の一つであった。

　だけど人間は、いつ死んでしまうかわからない。たとえ俺のような身の上でなくったって、それはこの世の真理であるのだから、回せる範はん囲いに手を回しておくのは、決して悪いことではないとも思う。

　それに、それは要因の一つではあっても、最大の要因であったわけではない。

　一ヶ月ほど前、屋台の商売を開始して五日目あたりに、初めてシーラ＝ルウに仕事を手伝ってもらったとき、ごく自然に俺は思ったのだ。シーラ＝ルウぐらいの腕うで前まえであれば、そのうち屋台の一つをまかせることは可能になるだろうな、と。だから俺は、ひと月ほど胸にためておいたその思いをそのまま口に出したに過ぎなかった。

　どうして自分が損をするような道にばかり進もうとするのだ、とミーア・レイ母さんに呆あきれられたこともある。だけど、ファの家の目的は、森辺に豊かさをもたらすことなのだ。ファの家に富が集中してしまうのは、家長たるアイ＝ファの本意ではなかった。

　俺にしか務まらない仕事であるならば、いくらでも力を振ふり絞ろう。しかし、俺以外の人間でも果たせる仕事であるならばその座は譲ゆずって、俺はその他の仕事に力を注いだほうが効率的だとも思う。

　そして、力を持つ人間は、その力に相応な代価を受け取るべきだとも思うのだ。シーラ＝ルウには、それを受け取るべき資格があるはずであった。

「どうでしょうか？　この先の計画については置いておくとしても、まずは下ごしらえの仕事を覚えてもらうだけで、俺はとっても助かるのですが」

「いえ……でも、わたしには……」

「調理の腕前に関しては問題ないと思います。もともとタラパソースはシーラ＝ルウ一人でも作製できる状態にありますし、ハンバーグのパテ作りだって、シーラ＝ルウは得意にしていたじゃないですか？　もちろんそれでも商売で大事なのは、毎日同じ味を保つことですからね。それに関しては、俺も手ほどきをしていきたいと思っています」

「…………」

「でも、作業としては『ミャームー焼き』のほうが簡単でしょうかね？　肉の切り分け方さえ覚えれば、後は難しいこともありませんし。……ただ、俺としては手間のかかる『ギバ・バーガー』のほうを受け持ってもらえたほうが助かる、というのが正直なところなのですが」

「大だい丈じよう夫ぶです！　はんばーぐでしたら、わたしも得意にしていますから！」

　と、シーラ＝ルウならぬ声が力強く応じてきた。

　半ば予想はしていたが、それはレイナ＝ルウの声だった。

「アスタ、ミャームーの料理は、町の人間にあわせて強い味付けにしているのですよね？　それならば、ルウの家で引き受けるのははんばーぐのほうが相応ふさわしいでしょう。自分たちで理想的と思えないような料理を作るのは、きっと難しいことなのだろうと思いますので」

「ああ、それはそうかもしれないね」

「それに、シーラ＝ルウ一人では、アスタの肩かた代がわりをする覚かく悟ごを固めるのは困難だと思います。わたしだって、そのような覚悟を固めることは難しいでしょう。でも、わたしとシーラ＝ルウが力を合わせれば――少なくとも、アスタの片かた腕うでぐらいの働きは可能になると思います！」

「それは買いかぶりだね。二人が力を合わせたら、俺より美味しい『ギバ・バーガー』を作ることだって可能だと思うよ？」

「……アスタのほうこそ、わたしたちを買いかぶっています」

　そんな風に答えながらも、レイナ＝ルウの声は力強いままだった。

「勝手に話を進めてごめんなさい、シーラ＝ルウ。でも、わたしはやってみたい――自分の力がどこまで通用するか、試してみたいの。それで成功させることができたら、わたしたちは銅貨だけじゃなく、かまど番としてアスタのような誇ほこりをも手に入れることができるんじゃないかしら？」

「かまど番としての、誇り……」

　シーラ＝ルウの声は小さかったが、さきほどのように震えてはいなかった。

　そして、しばらくはガタゴトと荷車の進む音色だけが響き――宿場町へと通ずる細い脇わき道みちが見えてきたあたりで、ようやくシーラ＝ルウが言った。

「……わたしたちの力が足りない分は、アスタが手ほどきをしてくださるのですよね？」

「はい、もちろんです」

「それならば――わたしも自分の力を試してみたいと思います」

　俺は大いなる満足感を胸に「ありがとうございます」と応じてから、少し歩調を落とすためにギルルの手綱を引き絞った。




　　　　　◇




　宿場町に到着してからも、これといった問題は生じなかった。

　トトスと荷車の管理については、屋台の後ろのスペースに駐とめることが許されている。ただ、トトスを繋つなぐ場合は雑木林の葉が食べられてしまうので、一日に赤銅貨二枚を追加分で払うことになっていた。

　屋台の場所代は一日に赤銅貨一枚なのに、トトスを繋ぐのにはその倍もかかってしまうのかと少々価格設定に疑問を感じないでもなかったが、そもそも場所代からして格安なのだから、不満に感じるまでは至らない。正規のトトス屋に預ける場合は半日でも赤銅貨三枚が必要になるとのことであったので、こちらのほうがまだしもリーズナブルではあるのだ。

　ともあれ、商売のほうは順調だった。

　朝一番には東と南のお客さんたちが店に並び、その波が引いたあたりで西のお客さんもぽつりぽつりとやってくる。全体の四割ずつが東と南の民たみで、残りの二割が西の民であるという比率にも、良くも悪くも変化はない。

（もちろん、あれだけの騒さわぎがあったにも拘かかわらずお客さんの数は減らなかったんだから、そこは感謝するしかないんだけど……）

　それでも俺は、若じやつ干かんの手て詰づまり感を覚えていなくもなかった。

　それはやっぱり、西のお客さんに関してだ。

　東や南のお客さんたちは、この一ヶ月でかなり顔ぶれが変わったと思う。《銀の壺つぼ》やおやっさんの建築屋みたいに長いスパンでジェノスに逗とう留りゆうする人は、やはりそんなに多くないのだろう。

　しかし、《南の大たい樹じゆ亭てい》や《玄げん翁おう亭てい》などの宿屋における評判によって、新しくジェノスにやってきた人々が、入れ代わり立ち代わり屋台には訪おとずれてくれている。宿屋に料理を卸すようになってからは、その傾けい向こうもより顕けん著ちよになったと思える。

　その反面、西の民のお客さんはあまり顔ぶれが変わっていない。出で稼かせぎで余所の町から訪れている人々も少なくはないとしても、それでもやっぱり定住者のほうが圧あつ倒とう的てき多数であるのだろうから、それは当然だ。

　つまり、一日平均で三十名ほど訪れてくれている西の民のお客さんは、そのほとんどが一ヶ月来の常連さんたちなのである。

　そもそも、このジェノスの宿場町には、どれぐらいの数の西の民が住んでいるのか。そのようなことは、わからない。いつだったか、アイ＝ファは数千人ていどと言っていたように思うが、それだってあやふやな二次情報だ。

　ただ、この街かい道どう沿いの賑にぎわいや、街道の西側に広がる居住区の家並みを見ているだけで、千や二千という数字ではないのだろうな、とは察せられる。万の数には至らないとしても、やはり数千人というのが妥だ当とうな勘かん定じようなのだろう。

　もちろん、宿場町の住人のすべてが、この露ろ店てん区域で軽食をとっているわけではない。この区域の客層は、あくまで宿場町の宿しゆく泊はく客きやくと、この街道沿いの店で働いている人々のみなのだった。それに、宿屋の食堂で昼の食事を済ませる人間も、一定数は存在するはずだ。

　では、露店区域におけるパイの大きさはどれぐらいのものであるのか？

　それは屋台の数とその売り上げから、ざっくり算出できると思う。

　この広々とした露店区域に、軽食の屋台はいくつあるか――たぶん、五十は下らないだろう。六十か七十ぐらいはあるかもしれない。

　で、屋台の売り上げの相場は、一日に二十食から五十食と聞いている。中間をとるなら、三十五食だ。

　屋台の数をざっくり六十店としてみても、三十五食を掛かければ、来客数は二千百人。

　それで我わが店は、毎日百四十人ていどのお客を二台の屋台で集めることができているのだから、やはり大したものなのだろうと思える。

　だからやっぱり、問題なのは比率なのだった。

　往来を眺ながめている限り、そこで一番数が多いのは、やはり西の民なのである。最低でも半数以上、六割か七割ていどは西の民であるように見受けられる。

　ということは、少なく見積もっても二千百人の内の六割、千二百六十人は西の民である、という勘定になる。

　その中で、我が店にご来店いただけているのは、三十名弱。割合にしたら、わずか二・四パーセント弱だ。

　今、何の気き兼がねもなく屋台を訪れてくれている西の民のお客さんは、けっきょくのところそのていどの割合でしかないのだった。

　反対に、異国人のお客さんのほうを算出してみると。八百四十人の内の、百十人ということになった。割合にしたら、十三パーセント強である。

　東や南のお客さんは、十人の内の一人以上がこの店に来てくれている。

　西のお客さんは、百人の内の二人ぐらいしか来てくれてはいない。

　いかに売り上げが好調であっても、これが我が店の実状なのだった。

　もともと大きな隔かく絶ぜつがあった上に、十日ほど前にはあのような騒ぎを起こしてしまった。それでもそれだけの数の人々が、森辺の民を見捨てずに、ギバの料理を食べてくれている。それは寿ことほぐべきことなのであろうが――次の一歩はどちらに踏ふみ出すべきなのか、俺にはその道筋がなかなか見えてこなかったのだ。

（……って、こんな風に気を回してるから、アイ＝ファに焦あせってるとか思われちまうのかな）

　と、俺の思し索さくだか妄もう想そうだかがいいかげんとりとめのない広がりを見せたあたりで、Ｔシャツの裾すそをひかえめに引っ張られた。

「アスタ、大丈夫ですか？　お客ですよ？」

　ともに『ギバ・バーガー』の担当をしていたレイナ＝ルウが、心配そうに俺の顔を見上げている。

　そちらにうなずきかけてから、俺は自分の頬を軽く叩いた。

「ごめんごめん。ちょっと考え事をしてたもんで。……失礼しました。いらっしゃいませ」

　しかし、俺の笑え顔がおはそこで引っ込むことになった。

　髭ひげを生やしていない南の民の若者が、仏ぶつ頂ちよう面づらでそこに立ちはだかっていたのである。

「ああ、どうも。……今日はどういった御ご用よう件けんでしょうか？」

　レイナ＝ルウは気づかなかったようであるが、それは昨日のあのラービスとかいう若者であった。

「今日は客として参上しました。昨日はあのような騒ぎになってしまいましたが、料理を売っていただくことは可能ですか？」

　表情は不機嫌そうだが、口調や物もの腰ごしは慇いん懃ぎんそのものだ。

　俺は視線を左右に動かし、あの小さな乱暴者はいないのかと確かく認にんしつつ「もちろんです」と応じてみせる。

「昨日はこちらこそ失礼いたしました。ええと、お一つでよろしいですか？」

「はい」

「ですが、こちらの料理は昨日のものより少しだけ肉の風味が強く、噛かみ応ごたえも特とく殊しゆな感じなのです。以前、南の民のお客様でその風味や噛み応えを嫌がる方も何人かいらっしゃったので、買われる前にご試食をしてみてはいかがでしょう？」

　最近はめっきり試食をねだるお客様も減ってしまったので、こういう際は商売用のパテを犠ぎ牲せいにするしかないのだが、まあ仕方がない。赤銅貨二枚の売り上げより新規の客筋の開かい拓たくのほうが重要事であるという点に変化はないのだ。

　しかし、俺の言葉に若者はいっそう不機嫌そうな顔になってしまう。

「そうですか。……そんなにその肉の風味というのは強いのですか？」

「うーん、南のお客様でも平気な方は平気なのですが。それでもやっぱり、どちらかと言えばあちらのミャームーを使った料理のほうが、南のお客様には好評のようですね」

「……どうしましょう？」と、若者は太い首を傾げた。

　いや、どうしましょうと問われましても――と、言いかけて、俺は思わず「うわあ」と驚きの声をあげてしまう。

　南の民らしく図太い若者の身体からだの陰かげから、濃のう淡たんまだらの褐かつ色しよくの髪と、翡ひ翠すいみたいに綺き麗れいな色合いをしたグリーンの瞳ひとみが、じわりと出現したのである。

「や、やあ、君もいたんだね。あの……昨日は失礼な発言をしてしまい、まことに申し訳ありませんでした」

　俺は頭のタオルを外し、三十度ほど頭を下げてみせた。

　南の民の少女ディアルは、髪の毛の一部と左目だけを覗のぞかせたまま、じーっと俺をにらみつけている。

「どうしますか？　味を確かめることも可能だそうですよ？」

　若者が、首をねじ曲げてそちらを見ようとした。

　とたんに少女は、「馬鹿！　動くなよ！　見えちゃうだろ！」と、わめく。

「いや、あの、すでにちょっぴり見えちゃってるんだから、隠かくれてる意味はないんじゃないのかな……？」

　小声で俺が指摘すると、わずかに見えている目の周りの白い肌が、たちまち赤くなっていく。

「……怒おこってないの？」

「はい？」

「昨日、僕ぼくは二発も殴なぐっちゃったのに、アスタは怒ってないの？」

「うん、まあ、礼を失したのはこっちが先だしねえ。それでも暴力の行使は感心できないけど。自じ業ごう自じ得とくの話なんだから、怒ってはいないよ」

　愛あい想そ笑わらいまで浮かべる気持ちにはなれなかったが、俺は穏おだやかにそう答えることができた。それに、怒っていないというのも、偽いつわらざる本心だ。

「……本当に怒ってない？」

「うん、怒ってないよ」

「……僕はまだ怒ってるけど」

「ああ、うん、本当に悪かったと反省しているよ」

「……まだ僕のことを男の子だとか思ってるの？」

「思ってないよ！　俺は南の民の女の子がジェノスなんかにいるはずはないっていう思い込みにとらわれていただけなんだ。本当に反省してるから、何とか許してもらえないかなあ？」

　ひたすら下手に出たのが功をなしたのか、それでようやく少女は若者の陰から姿を現してくれた。

　やっぱり小さくて、とてもほっそりとしている。目鼻立ちも整っており、きわめて愛くるしい。知ってしまえば、どこからどう見ても女の子だ。どうしてわざわざ「女の子のように可愛かわいらしい男の子」などという脳内変へん換かんを行ってしまったのか。人間の心理とは不可解なものである。

　ただまあ言わせてもらうならば、男と間違われたくないのならばもっと女性らしい格好をすればいいのにな、とも思う。袖そでなしの胴どう衣いに筒つつ型がたのズボン、という格好はかたわらの若者と同一の様式であるし、色合いもシックで実用的だ。

　森辺の民も、西の民も、女性はけっこう女性らしく華はなやかな装束を纏まとっているものであるし、露ろ出しゆつ加減もなかなかのものなのである。この少女が女性らしいプロポーションをしているかと問われれば、まあそのナニがちょっとアレではあるけれども、それでも女の子らしい格好をしたら誰だれもが振り返るような可愛らしさになるのではないのかなと思えてならなかった。
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「……その人、すっごい美人さんだね」

　と、少女ディアルが険のある目つきでレイナ＝ルウのほうを見る。

　レイナ＝ルウは、困こん惑わく気味の笑顔で「はい？」と小首を傾げた。

「あっちの人も美人だし、隣となりの赤い髪かみをした女の子もすっごく可愛い。森辺の民って、美人が多いんだ？」

「う、うん、それは否定できない事実かもしれないね」

「……そんな美人にばかり囲まれてれば、僕みたいにがさつな人間は男の子に見えるのが当たり前ってわけだね」

「そんなことないよ！　君だって、みんなに負けないぐらい可愛らしい顔をしているじゃないか？」

　反射的に、俺はそんな言葉を返してしまった。

　その結果として、ディアルの白い顔はいっそう真っ赤になり、そして、レイナ＝ルウのつぶらな瞳は我が家やの家長みたいに冷たく細められた。

　レイナ＝ルウにもそんな目つきはできるのかーと、俺は内心で溜ため息いきをつかせていただく。

「ば、馬っ鹿かじゃないの？　ご機き嫌げん取りでそんな言葉を吐はいてたら信用を失うよ？　アスタって本当に無神経なんだね！」

「はい。時おり自分で自分が嫌になるぐらいでございます。……とにかくあの、もしも恩おん讐しゆうを超こえて俺の料理をまた食べてくれる気になったんなら、是ぜ非ひどうぞ！　いま味見用の肉を取り分けるので……」

「味見なんていらないよ。……本当に僕に料理を売ってくれるの？」

「売らない理由はないんじゃないか？　買ってくれるなら、嬉しいよ」

　するとディアルは、まだ頬に赤みを残したまま、嬉しそうに――本当に嬉しそうに、にこりと微笑んでくれた。

　俺の心に残っていた最後のわだかまりが氷解したのは、その屈くつ託たくのない笑顔を見た瞬しゆん間かんかもしれない。言動はいくぶんトリッキーだが、とにかく自分の感情には素す直なおすぎるぐらい素直な少女なのである。身近な人間で言えば、かなりララ＝ルウに近いタイプかもしれない。

　で――そういう人間が浮かべる笑みというのは、実に魅み力りよく的てきなものであるのだ。何となく、バランのおやっさんが初めて笑顔を見せてくれたときのことまで思い出してしまう。

「それじゃあ、売って！　銅貨は何枚？」

「ありがとう。お代は赤銅貨が二枚だよ」

「安いね！　そんなに安くて元がとれるの？」

「うん。まあ他の屋台と同じぐらいにはね」

　アイ＝ファが狩かりの仕事を再開させたことによって、日によっては余所の家から肉を買う必要もなくなった。その如何いかんによって原価率は大おお幅はばに変動するものの、他の屋台より条件が悪くなるわけでもない。

　ちなみに本日の肉は、ルウ家ではなくラン家から購入した肉だった。価格も一頭で赤銅貨十二枚ではなく、百二十枚である。ツヴァイを通してミーア・レイ母さんと交こう渉しようした結果、肉の買い取り価格を是ぜ正せいすることがかなったのだ。

　ギバの大きさに準じて、価格は赤銅貨百枚から百四十枚までの幅はばをもたせた。なおかつ、半身の枝肉ならば半分の価格で買い取るという取り決めもさせていただいた。毎日何頭ものギバをコンスタントに狩っているルウ家と異なり、小さな氏族の場合は自分たちが食べる分のこともきちんと考こう慮りよしなければならないのだ。

「それじゃあ、一つちょうだい！　あ、ラービスは本当に食べないの？」

「ええ。わたしは館やかたを出る前に軽食をいただいたので」

　応じながら、若者は懐ふところから小さな布ぬの袋ぶくろを取り出した。

　そこから出された白銅貨が、かちゃりと台の上に置かれる。

「ありがとうございます。赤銅貨八枚のお返しですね」

　俺は『ギバ・バーガー』の作製に取りかかり、レイナ＝ルウはお釣つりの赤銅貨を取り出す。

　しかし、レイナ＝ルウがそれを差し出しても、ラービスのほうは無反応だった。

　レイナ＝ルウは、何かを察したように小さくうなずき、銅貨を台の上に置く。それで若者は、無言のまま八枚の銅貨をすくいあげた。

　森辺の民とはなるべく手を触ふれたくもない、ということか。

　森辺の民は、ジャガルの黒き森からこのジェノスへと移り住む際、南方神から西方神へと神を乗のり換かえた。いまだにジャガルの一部の人間は、それを理由に森辺の民を忌き避ひしているようであるのだ。

　しかし、それぐらい森辺の民を忌避している南の民は少数であるし、そもそもそういう人間は最初から屋台に近づこうとはしないので、こういう光景はちょっと物もの珍めずらしかった。

（うーん……悪い人たちではないのかもしれないけれど、やっぱり少し扱あつかいづらい部分はあるよな）

　そんなことを考えながら、俺は完成した『ギバ・バーガー』をディアルに差し出した。

「お待ちどおさま。タラパをこぼさないように気をつけてね」

「うん！　ありがとう！」

　と、こちらはすっかりご機嫌を回復した様子で、満面の笑えみである。

　で、昨日と同じようにためらいなく料理にかぶりつくと、その目はいっそう幸福そうに細められていく。

「美味しいなあ！　やっぱり味見なんて必要なかったね！　昨日のとおんなじぐらい美味しいよ、アスタ！」

「ありがとう。そう言ってもらえたら嬉しいよ」

「うん、だけど、こっちの肉はずいぶんとやわらかいんだね。これもギバの肉なんでしょ？」

「そうだよ。これは刻んだ肉を丸めて焼いた料理なんだ」

「ふーん、凝こってるね！　そんな料理らしい料理が宿場町で食べられるとは思ってもみなかったよ」

　料理らしい料理、か。

　その言葉に、俺はいくぶん好こう奇き心しんをそそられる。

「ねえ、君は普段、城下町の料理を食べてるんだよね？　それはやっぱり、宿場町とは比べ物にならないほど豪ごう勢せいな料理なのかなあ？」

「うん？　それはそうでしょ！　使ってる材料からして全然違ちがうんだから！　……だけど、アスタの料理は美味しいよねえ。赤銅貨二枚で作れる料理なのに、どうしてこんなに美味しいんだろ」

　にこにこと笑いつつ、かじり取られた『ギバ・バーガー』の断面に目を落とす。

「この刻んである野菜はティノだよね？　で、煮に込こんであるのはタラパでしょ？　安物のタラパはもっと酸すっぱいはずなのに、これは甘くて風味もいいよねえ」

「へえ？　もっと酸味の少ないタラパっていうのも存在するのかな？　これは酸味をおさえるために、刻んだアリアと一いつ緒しよに煮込んであるんだ。風味のほうは、果実酒とミャームーのおかげだろうね」

「果実酒かあ。だけどそれも安物なんでしょ？」

「果実酒は安いよね。これぐらいの瓶びんで赤銅貨一枚なんだから」

「赤銅貨一枚！　笑っちゃうぐらい安物だね！」

　傲ごう岸がんにして不ふ遜そんなるお言葉である。

　やっぱりこの口の悪さだけは生来のものなのだろう。料理の腕前はほめられて、使っている食材は誹ひ謗ぼうされてしまうという、俺にしてみればきわめて複雑な心境だ。

「でもさ、こんな安物の材料を使ってるのに、こんな美味しい料理を作れるなんて、それってアスタの腕前がよっぽどしっかりしてるってことじゃない？　どうしてアスタみたいな人が宿場町なんかで商売をしてるの？」

「どうしてって言われても、俺は森辺の民だからねえ。森辺の民が城下町で商売をするなんて、きっと不可能なんじゃないかな？」

　俺の言葉に、ディアルの眉まゆが下がってしまう。

　相変わらず、感情の切り替えがとてつもなく速い。

「ごめん。また宿場町なんかって言っちゃった。僕は宿場町が嫌きらいなわけじゃないんだよ？　むしろ城下町は堅かた苦くるしくて性に合わないから、毎日こうして抜ぬけ出してきてるぐらいなんだ。……でも、宿場町の安っちい料理だけは、どうしても好きになれなくてさ……」

「ああ、うん、別にそこまで気を悪くしたりはしていないよ」

「使ってる材料を安っちいとか言われるのだって嫌いやだよね……ごめんなさい」

「いや、怒ってないってば！　ほら、料理が冷める前に食べちゃいなよ！」

「……うん……」

　ディアルはしばらく心配そうに俺の顔を見つめていたが、やがて気を取りなおしたように食事を再開させた。

　そこに、革かわマントを着た背の高い一団が接近してきたので、俺は思わず嘆たん息そくをこぼしそうになる。間が悪い――というか、双そう方ほうともに一日の時間割りがあるていど定められているのだろう。予想通り、その一団は《銀の壺》だった。

　何気なく屋台の前から身を引こうとしたディアルも、フードの下から現れた白銀の髪を見て、ハッとしたように立ちすくむ。

「アスタ、五つずつ、お願いします」

「毎度ありがとうございます。……あのさあ、昨日の約束事は、いちおう有効なんだよね？」

　心配になって俺がディアルに呼びかけると、「うるさいな！」と不ふ機き嫌げんそうに返されてしまった。

　そして少女は、怒った顔つきでシュミラルの長身を見上げる。

「ねえ！　あんたに言っておきたいことがあるんだけど！」

　シュミラルは無言でディアルを見下ろした。こちらは沈ちん着ちやくそのものの無表情である。

　こういう気き性しようの違いも敵対国となった要因であるのか、ディアルはいっそう苛立たしげに眉を吊り上げる。

　しかし、次の瞬間、その小さな口から放たれたのは、「ごめんなさい！」という謝罪の言葉であった。

「僕はシム人とか大ッ嫌いだけど、西の領土でシム人を侮ぶ辱じよくするような言葉を口にしたのは間ま違ちがってたかもしれない。だから、ごめんなさい！」

　まるで「馬ば鹿か野や郎ろう！」と罵ののしっているかのような語調の「ごめんなさい！」だ。

　でもきっと、この少女にとっては精せい一いつ杯ぱいの妥だ協きようラインであったのだろう。

　シュミラルは、同じ表情のまま、小さくうなずいた。

「シム、ジャガル、戦争、終わる日、私、待っています。私、ジャガル、憎にくむ気持ち、ありません」

「そりゃあ僕だって、ジャガルでも西方のゼランドの生まれだもん。戦争のことなんてよくわからないけどさ……ああもういいよ！　あんまり喋しやべらせないで！　また失礼な口をきいちゃいそうだから！」

　と、ディアルは自分の口に蓋ふたをするように『ギバ・バーガー』にかじりついた。そして、これで文句はないんだろとでも言いたげに、俺のほうをにらみつけてくる。

　もちろん、俺には文句などなかった。素直にごめんなさいのできる子はいい子だと思う。

「……あなた、昨日、城下町、黄色の館、見ました。もしかしたら、あなた、鉄具屋、商団ですか？」

　と、『ギバ・バーガー』の完成を待ちながら、シュミラルは静かに言葉を重ねた。

　ディアルは反感のこもった目つきで、頭一つ分も高いところにあるシュミラルの顔をにらみあげる。

「あんまり喋らせないでって言ってんでしょ！　……そうだよ。ゼランドから来たんだから、鉄具屋に決まってんじゃん」

「ゼランド、鉄、有名です。ゼランドから、刀、買う、言われて、私、商売、なくなりました」

「ああ、あのじーさまに刀を売りつけてたシム人ってあんたのことだったの？　それは残念だったね！　刀づくりや鍋なべづくりだったら、ジャガルはシムなんかに負けないから！」

　誇らしそうに胸を張って言い切ってから、心配そうに俺を振り返る。

「……あの、今のは悪口じゃないからね？」

「うん、まあ、そこまで気を張らなくてもいいよ」

　それに今のは、シュミラルのほうからふっかけた問答だ。

　たぶん好きこのんでジャガルの民に世間話などは持ちかけないだろうから、これはきっとシュミラルにとって必要な会話なのだろう。

「私たち、毎年、刀、売っていました。だけど、もういらない、言われました。……あなたたち、売るからなのですね」

「んー？　ああ、何かうちの父さんとあのじーさまとは特別な約定を交かわしたみたいだね。その内容は知らないし、知ってたって商しよう売ばい敵がたきには何も話せないけどさ！　……ていうか、あんたも鉄具屋だったんだ？」

「鉄具屋、違います。私たち、刀、壺、硝子がらす、布、何でも売ります」

「ふーん？　まあ何にせよ、今後は商売の矛ほこ先さきを変えるこったね！　鉄はジャガルの特産品だし、その中でもゼランドは鉄を売ることで栄えた町なんだから！　あれこれ手を出してる木こっ端ぱ商人なんかに負けやしないよ！」

　と、啖たん呵かを切るたびに俺のほうをうかがい見るディアルである。

　この際は、腹立たしさよりも微笑ましさのほうが勝ってしまう。それにまあ、商売人がしのぎを削けずるのは正しい姿なのだろうとも思う。

「いい刀、作る、励はげみます。……でも、一言、いいですか？」

「何さ？　あんたって、シム人のわりにはずいぶんおしゃべりだね？」

「会話、好きです。西の言葉、もっと覚えたいです。……黄色の館のご老人、約束、破ります。私たち、刀、準備、無む駄だでした。あなたたち、気をつける、いいと思います」

「うん？　何を甘あまっちょろいこと言ってんのさ！　誓せい約やく書しよでも交わしてなければ、商売が流れても文句なんて言えないでしょ。あんた、そんな考えでよく商団なんてやってられるね？」

「誓約書、交わしました。でも、約束、破られました。文句あるなら、城下町、通行証、取り上げる、言われました。困るので、約束、あきらめる、決めました」

　シュミラルの言葉に、ディアルの可愛らしい顔が険悪な形相に成り果てる。とはいえ、食事の邪じや魔まをされた子犬ぐらいの形相ではあった。

「何それ？　あのじーさまって、そんなあくどいやつだったの？　まあ、貴族っていうよりは場末の商売人みたいに意い地じ汚きたなそうなじーさまではあったけど。　……で、あんたはどうしてそんな情報を、商売敵の僕たちに流してくれてるわけ？」

「どうして……理由、特別、ありません」

　そう言って、シュミラルはわずかに目を細めた。

　嬉うれしそうな、楽しそうな目の細め方だ、これは。

「ただ、あなた、謝あやまってくれました。珍めずらしいジャガルの民、思いました。だから、話したい、思いました」

「ふーん！　変なの！」と、ディアルのほうはそっぽを向いてしまう。

　が、そのまま、またちらりとシュミラルのほうを見る。

「……まあだけど、いちおう用心しておくように、うちの父さんには伝えておくよ。嘘うそか本当かもわからない内は、あんたに御お礼れいなんて言えないけどね！」

「御礼、不要です。おたがい、いい刀、作りましょう」

　それでようやくこの問答も終しゆう了りようし、シュミラルも自分の『ギバ・バーガー』を食べることができるようになった。

　さて、俺としてはシュミラルにルウ家への訪問が許されたことを一刻も早くお伝えしたいところであったのだが、それはこの好戦的な少女が去ってからにするべきであろう。

　ということで、ひとまずは世間話で会話をつなげてみることにする。

「城下町での商売ってのもなかなか大変そうですね。……というか、シュミラルって貴族を相手に商売をするようなお人だったんですね」

「はい。巡めぐりあわせです。ご老人、たくさんの刀、買ってくれました。菜切り刀、肉切り刀、たくさんです」

「あ、刀っていうのは調理刀のことだったんですか」

　それならば、今現在も俺のかたわらに一丁転がっている。シュミラルから買い上げた、白銅貨十八枚の立派な菜切り刀である。

「あのじーさま、美味うまい食事に目がないみたいだね！　いくつもの料理屋と繋がりがあるみたいだし、それどころか僕たちに準備してくれた屋や敷しきにまで料理人を住まわせてるぐらいなんだから。性格は悪くても客としては上等の部類だよ！」

　と、ディアルも負けじと割り込んでくる。

「君はその貴族様のお屋敷に住まわせてもらってるのかい？　それはそれで驚おどろきだねえ」

「まあね！　うまく話が進んだら、城の兵士がもつ刀や槍やりだって僕の家が卸すことになるんじゃないのかな――って、これはまだ言っちゃいけない話だった！」

　慌あわてて口をふさぐ少女の姿に、俺は苦く笑しようしてしまう。

「心配しなくても、そんな話を口外したりしないよ。貴族様ともめごとなんてまっぴらだからね」

「うん、そうしてね？　確かに性格は悪そうなじーさまだったからさ！　貴族にとっては、平民の生命なんて銀貨より軽いんだろうし」

　それからディアルは、一転して瞳を輝かがやかせ始めた。

「そうだ！　よかったらアスタをそのじーさまに紹しよう介かいしてあげようか？　貴族お抱かかえの料理人になれたら一生安あん泰たいじゃん！」

「いやいやいや！　俺はこの宿場町が肌はだに合ってるよ！　貴族様のお口に合うような料理なんて作れそうにないし！」

「そうかなー。アスタだったら、あの屋敷の料理人たちにも負けてないと思うけど」

　と、ディアルは不満そうに頬ほおをふくらませてしまう。

「だけどまあ、あんな性格の悪そうなじーさまとは関かかわらないほうがいいのかもね。難なん癖くせつけられたら面めん倒どうくさそうだし。……あーあ、だけどあそこの連中にアスタの料理を食べさせてみたかったなあ。きっと貴族だったら、僕なんかよりも驚くだろうね？　ギバの肉がこんなに美味しいのかってさ！」

　城下町の貴族様なんて、俺にとっては雲の上の存在だ。今は宿場町の攻こう略りやくで手て一いつ杯ぱいである。

　それにしても――性格の悪い貴族のじーさま、か。

　何かちょっと嫌な気がしなくもないので、確認だけはしておこう、と思う。

「ところでさ、その貴族様ってのは、何ていうお名前なのかな？　……いやまあ、都合が悪ければ無理に聞いたりはしないけど」

「んー？　名前？　何だっけなあ。ツルンとかタランとかそんな名前だったと思うけど」

　ならばよかった、と胸を撫なでおろしておくことにする。

　間接的にであれ、俺には関わりたくない、関わるべきでないと思える貴族様も存在するのだ。それに、ようやく気心の知れてきたこの少女を、今さらスパイだの何だのと疑ったりもしたくはない。

　まあ、ジェノスの城下町に何人の貴族様が存在するのかはわからないけれども、そうそうピンポイントで的中することもないのだろう――とか考えていたら、シュミラルが「違います」と発言してきた。

「黄色の館のご老人、トゥラン伯はく、呼ばれています。トゥラン地区、ジェノスの北、領土です。果樹園、フワノ畑、たくさんです」

「ああそうそう、トゥランだった！　そっか、それは名前じゃなく爵しやく位いなんだっけ？」

「はい。トゥラン伯はく爵しやく家け、当主、サイクレウスです。ジェノス、三諸しよ侯こう、一人です」

　シュミラルは、静かにそう言った。

　そろそろ中天が近いなあと頭上を仰あおぎ――それから俺おれは、渾こん身しんの力で溜息をつかせていただくことにした。




２




「私、サイクレウス卿きよう、あまり知りません。商売の話、いつも、従者、していました」

　商売の後、森辺への帰き還かんの途と上じようである。

　晴れてルウ家の客人と認められたシュミラルは、女衆とともに荷車に揺ゆられながら、そのように説明してくれた。

「サイクレウス卿、二回、会いました。会話、少ないです。……でも、油断ならないご老人、思っていました。そうしたら、約束、破られました」

「そうですか。約束を破った上に、文句があるなら通行証を取り上げてやろうだなんて、何とも悪あく辣らつな手口ですね」

「はい。だから、サイクレウス卿、商売、終わる、惜おしくありません。悪い縁えん、絶ちたい、思います」

　縁を絶てる間あいだ柄がらなら、それが何よりだろう。

　しかし森辺の民としては、気に食わないからといって縁を切ってしまうわけにもいかない。城の人々との会談は、ついに明日に迫せまっているのだ。

　カミュア＝ヨシュやメルフリードはサイクレウスの旧悪を暴あばくために何やら策を講じているらしいが、いまだ決め手は見つからぬようだし、そもそも彼かれらとは志を同じくしているわけでもない。森辺の民にとってもサイクレウスという人物が『敵』であるということが確定すれば、共きよう闘とうの可能性は残されているものの――いまだサイクレウスはスン家を利用していた「かもしれない」というグレーゾーンの存在に過ぎないのである。

　そして、そういう話を抜きにして考えるならば、サイクレウスとはジェノス城の支配層の代表者であり、スン家の人間三十九名の身み柄がらを引き渡わたすよう言いたてている相手でもあるのだ。

　森辺においても罪人と認められたズーロ＝スンはもちろん、ディガやドッドも、ミダやヤミルも、ツヴァイやオウラも――さらにはトゥール＝ディンやその父親といった分家であった人々までをも罪人としてジェノス城に引き渡すべしと、サイクレウスは主張しているのである。

（まあ、そっちの問題は明日の会談の結果を待つしかないけど……よりにもよって、サイクレウスと繋がりのある人間が屋台のお客になっちゃうなんてなあ）

　鉄具屋の娘むすめを名乗る、少女ディアル。聞いたところによると、彼かの女じよは商団の長である父親のそばについて商あきないの手並みを学んでいる最中であるらしい。

　で、その父親というのはかなりの豪ごう商しようで、もう何年も前からジェノスの城下町と取り引きがあり、前回の来訪でついに有力貴族たるサイクレウスとの商談を取りつけることがかなったのだそうだ。

　今回は、サイクレウスから請うけ負おった商品――サイクレウスがシュミラルとの約束を反ほ故ごにして依い頼らいした調理刀などを携たずさえての来訪で、ジェノスに到とう着ちやくしたのは二日前の夜。明けて翌日に、自由時間を得たディアルはお供のラービスを従えて宿場町に足をのばし、俺の店を発見したのだという。

　話を聞いた限りでは、その件に関して胡う散さん臭くさいところはなかった。俺の店は宿場町の最さい北ほく端たんに位置しているので、北側にある城下町からやってきた人々の目にはとまりやすい立地でもあるのだ。

　しかし、この出会いが偶ぐう然ぜんであろうとなかろうと、俺としては適切な距きよ離りを取って、折り目正しく対応するしかないだろう。問題は、ディアルの側にそういった穏おん便びんな考え方が備わっているかどうかだ。

　ギルルの運転に集中しつつ、やはり俺としては溜息を禁じえなかった。

「アスタ、元気ない。私、心配です。サイクレウス卿、どうしましたか？」

「ええ、まあ、ちょっと……森辺の民にとっても、サイクレウスという人物は少なからず縁のある相手だったのですよ」

「縁？　城の貴族、森辺の民、縁ですか？」

　ここは「はい」とだけ答えておくことにした。あまり内情を明かしてしまうと、シュミラルをおかしな騒ぎに巻き込むことにもなりかねないと思えたのだ。

　しばしの沈ちん黙もくの後、シュミラルは「そうですか」と低く言い、それ以降はずっと口をつぐんでいた。

　そうこうしている内に、ルウの集落が見えてくる。

　広場の入口で荷車を止めて御ぎよ者しや台だいから降りると、他ほかのみんなも荷台の後部から降り始めた。買い出しの仕事があるというリィ＝スドラとは町で別れているので、シュミラル、レイナ＝ルウ、ララ＝ルウ、シーラ＝ルウの四名だ。

　香こう草そうを干している者や、ギバの毛皮をなめしている者、薪まきを割っている者など、ルウの集落では実に数多くの女衆や幼子たちが森辺の仕事に励んでいた。シュミラルの来訪はすでに伝えられているのだろうから、これといって騒がれることもない。

　ただし、シュミラルに向けられる視線は、決して温かいものではなかった。特別に冷ややかであったり、敵意に満ちているわけではないものの、どうして東の民などが森辺の集落に――という疑念には満ちみちている。普ふ段だん、トトスや荷車の来訪などでは歓かん声せいをあげる幼子たちも、それは同様だ。

　好奇心と、それを上回る不ふ審しんの念や不安感。敵ではないが味方でもない異人に向けられる猜さい疑ぎの目である。俺もアイ＝ファから森辺の装束を授さずかるまでは、これと同質の視線を近所の家の人々から向けられていた。

　宿場町では森辺の民がうろんな目で見られるのと同じように、森辺においては町の人間こそがこのような目で見られてしまう。が、これでもまだ事前に通達があった分、穏便なほうなのだろう。カミュア＝ヨシュなどは折り悪く仕事前で気の立っていた男衆と遭そう遇ぐうしてしまったものだから、いきなり刀を突つきつけられたりもしていたのだ。

　森辺の民と町の人間の、相そう互ご理解の道はまだまだ遠い――これが、厳然たる事実なのだった。

「あれ？　ダルム兄だ？」と、ララ＝ルウが調子っ外れの声をあげる。

　まさしくその人物が、正面にあるルウの本家から出てきて、こちらにゆっくりと歩み寄ってくるところであった。

　狩人かりうどの衣ころもを纏い、大小の刀を下げた、狩人の姿だ。

　収しゆう穫かく祭さいを終え、ルウの集落では休息の期間に入った。これから半月は狩人としての仕事を休み、酷こく使しした身体を休めるのだという。そうであるにも拘わらず、ダルム＝ルウは狩人の装束に身を包つつんでいる。ララ＝ルウたちがけげんそうな顔をしているのは、そのためなのだろう。

「どうしたの？　刀なんて下げてどこに行くのさ？」

　俺たちとの距離が三メートルほどにまで詰つまったところで、ダルム＝ルウは立ち止まった。

　そのいつでも底光りしている目が、家族と、家族ならぬ客人をゆっくり見回してくる。

「……ザザの集落だ。今日から数日間、ズーロ＝スンたちを見張るために、ルウやサウティからも人手を貸すことになった」

「えーっ!?　それでまたダルム兄が駆かり出されちゃったの？　ダルム兄はこの前スンの集落から戻もどってきたばっかじゃん！　分家の男衆とか、ルティムとか、レイとか、人手は他からも出せるでしょ!?」

「ルティムやレイからも一名ずつ選ばれている。ルウからは俺が出ることに決まっただけだ」

「だから、どうしてダルム兄なのさ！　ドンダ父さんも荒あら事ごとをダルム兄にばっかり押おし付つけすぎじゃない？」

　ララ＝ルウは、たいそう不満そうな面おも持もちであった。レイナ＝ルウもとても心配そうな顔をしているし、シーラ＝ルウなどは誰より悲しそうな顔になってしまっている。

　ダルム＝ルウは、いくぶんけげんそうに首をひねってから、足音のしない狩人の歩き方でひたひたと近づいてきた。そうして今度は家族たちの姿のみを見比べつつ、口を開く。

「親父おやじは関係ない。俺が自分で望んだことなのだから、そのように騒さわぎたてるな」

「自分から？　どうしてさ！　半月ぶりに戻ってきて、まだ三日も経たってないのに！　……あたしの生誕の祝いの日にだって、家にいてくれなかったしさ」

　俺が想像していた以上に、ララ＝ルウはこのぶっきらぼうな次じ兄けいになついているようだった。

　ダルム＝ルウはうるさそうに眉をひそめつつ、それでも妹の赤い髪にぽんと手を置く。

「今回は、それほど長い仕事にはならないだろう。明日の会談とやらがうまくまとまれば、だがな。……とにかく俺は、ザザ家に用があるんだ」

「ザザ家に？　何で？　北の一族に知り合いなんていないでしょ!?」

「いちいちやかましいやつだな。俺はただ――スン家のぼんくら息子むすこどもの顔を拝みたくなっただけだ」

　そう言い捨てて、ダルム＝ルウはシーラ＝ルウのほうを見た。

　しかし、すぐに目をそらし、「じゃあな」と歩きだしてしまう。

　とても気は進まなかったが、俺は「待ってください！」と声をあげておくことにした。

「用事があるって、ディガとドッドになんですか？　それはいったいどういう用向きなんでしょう？」

　ララ＝ルウたちとは違う意味で、俺は心配になってしまっていた。

　ドムの家から逃にげた罪で、再び虜りよ囚しゆうの身となってしまったディガとドッドである。今さら彼らと顔を合わせて、ダルム＝ルウに何の益があるというのか。今一つ内心の読み取りにくいダルム＝ルウだけに、俺はむやみに不安感を煽あおられてしまったのだった。

「……貴様には関係のないことだ、ファの家のアスタ」

　しかし、ダルム＝ルウは振ふり返ろうともしなかった。

　俺はいっそう不安になってしまい、ギルルの手た綱づなを誰かに託たくしてその後を追おうかとも考えたが、それよりも早くそっと腕うでを押さえられてしまった。

　俺を止めたのは、シーラ＝ルウである。

　シーラ＝ルウは、俺の耳もとに口を寄せ、言った。

「行かせてあげてください。ダルム＝ルウには、きっと必要なことなのです」

「シーラ＝ルウは、その理由を知っているんですか？」

　ララ＝ルウたちの視線を気にしつつ、俺も囁ささやき返してみせる。

　しかし、シーラ＝ルウは悲しげな表情のまま首を横に振った。

「わたしなどには、ダルム＝ルウの苦しみはわかりません。ですが、あの宴うたげの夜、ダルム＝ルウは言っていたのです。自分は弱い、と――肉体ばかりでなく、心が弱い。この弱さは、もしかして家の大きさにすがって堕だ落らくし果てていたスン家の男衆と同じものなのかもしれない――ダルム＝ルウは、そのように言っていました」

　だから、自分の弱さを見つめなおすために ディガやドッドと会いたくなった、ということなのだろうか。

　やっぱり俺には、今一つ理解し難がたい心情だ。

　ともあれ、使命をおびてザザ家におもむくダルム＝ルウを止める手立ては、俺にはない。何とも釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱え込んだまま、俺たちも足を進めるしかなかった。

　本家の前で荷車を止め、そこから解放したギルルは、家の脇わきの木に繋つながせてもらう。そうして家の前に立ち、レイナ＝ルウが戸板を引き開けると、意想外の人物が飛び出してきた。

「おお、ようやく戻ったか！　俺はすっかり待ちくたびれてしまったぞ！」

「ダ、ダン＝ルティム!?　いったい今日はどうしたんですか？」

　それは、まさかのダン＝ルティムだった。

　家の入口をふさいだ格好で、ダン＝ルティムはガハハと笑う。

「なに、今日は珍しいお客人が来るとのことであったから、野や次じ馬うまをしに出向いてきただけだ！　どうせその後は明日の会談に向けて話し合う予定であったからな！」

「そ、そのお役目はガズラン＝ルティムが受け持つのではなかったんですか？　こういうとき、家長と跡あと取とりはどちらかが家に残る習わしなのでしょう？」

「夜には家に戻るから問題ない！　狩人の仕事もないので、俺は退たい屈くつだったのだ！」

　ゴーイングマイウェイという言葉が具現化したかのようなダン＝ルティムは、俺の指し摘てきなど意にも介かいさず豪ごう快かいに笑い続けた。

　そして、つるつるの禿はげ頭あたまをなでさすりながら、「ふむふむ」とシュミラルのほうに目を向ける。

「お前さんが東の民たみのお客人か！　うむ！　シム人などを見るのはひさかたぶりだが、相変わらず真っ黒だな！　髪は老人のように真っ白だが！」

　ゴーイングマイウェイというか、もはや傍ぼう若じやく無ぶ人じんの極地である。

　俺は頭痛を起こしそうになったが、シュミラルのほうは毛ほども動どう揺ようしていなかった。

「東の民、《銀の壺つぼ》の長、シュミラル＝ジ＝サドゥムティーノです。今日、来訪、許し、ありがとうございます」

「俺はルウの眷けん族ぞくたるルティムの家長ダン＝ルティムだ！　俺は部外者だから何も固くなる必要はないぞ、お客人！」

　部外者ならば部外者らしい慎つつしみというものが生じたりはしないものだろうか。

　まあ、そのようなものが発動されるわけもなく、ダン＝ルティムは「上がれ上がれ」と大きな声をあげながら、ようやく家の中に引っ込んだ。

　その中で待ち受けていたのは、家長ドンダ＝ルウと、その嫁よめたるミーア・レイ母さん、そしてジザ＝ルウとガズラン＝ルティムである。

「家長ドンダ、東の王国の客人シュミラルをお連れしました」

　一同を代表して、レイナ＝ルウが静かに声をあげる。

　そして、レイナ＝ルウはシュミラルのほうに手を差しのべた。

「客人シュミラル。道中でお話しした通り、鋼を預からせていただけますか？」

「はい」

　シュミラルは、まずその長身に纏っていた革の長マントに手をかけた。

　その下に纏っているのは、森辺の装束にもよく似た、渦うず巻まき模様の布の服である。

　首や腕には金属や石の飾かざり物ものをたくさんつけており、腰こしには三日月のように湾わん曲きよくした刀とう剣けんを下げている。その刀剣と、隠し袋ぶくろに鉄針やら鉛えん筆ぴつのように細い小刀やらが仕込まれたマントをレイナ＝ルウに託してから、シュミラルは室内に一礼した。

　ダン＝ルティムよりも長身でありながら、骨格自体は華きや奢しやでほっそりとした東の民である。

　しかし、長い手足にはしっかりと筋肉もついており、姿勢も正しいせいか、ひ弱な感じはまったくしない。危険な長旅に耐たえうるだけの腕わん力りよくや体力は備えた、商団の長たるシュミラルであるのだ。森辺の民としても特筆するべき力を有するルウとルティムの狩人たちを前に、シュミラルはまったく物もの怖おじする気配も見せてはいなかった。

「おあがりなさい、東のお客人。まずはあたしたちと縁を結んでくださいな」

　広間の上座から、ミーア・レイ母さんがにこやかに微笑ほほえみかけてくる。

　俺はシュミラルとともに履はき物ものを脱ぬいで室内に上がり、案内をしてきた女衆は、預かった刀とマントを家長の脇に置いてから、薪集めの仕事に励むべく家を出ていった。

「東の民、《銀の壺》の長、シュミラル＝ジ＝サドゥムティーノです。今日、来訪、許し、ありがとうございます」

　下座に膝ひざをつき、シュミラルはさきほどと同じ口上を述べる。

「あたしの隣でふんぞりかえってるのが、ルウの家長ドンダ＝ルウ。その向こう側にいるのが、長ちよう兄けいジザ＝ルウ。あんたを出で迎むかえたルティムの家長ダン＝ルティムに、その長兄ガズラン＝ルティム。それであたしは家長の嫁のミーア・レイ＝ルウさ。……今日はあたしと家長の娘ヴィナ＝ルウのために足を運んでもらってありがとうね、東の客人シュミラル。それに、アスタも」

　俺はシュミラルとともに黙もく礼れいを返した。

　ミーア・レイ母さんはにこにこと微笑んでいるが、ドンダ＝ルウは相変わらずその眼光だけで恐おそろしげな感じであるし、ジザ＝ルウも内心を読ませてはくれない。この際は、恵え比び寿す様のように福々しく笑っているダン＝ルティムと、いつでも沈着かつ穏おだやかなガズラン＝ルティムの存在が何よりも心強かった。

「で、最初にはっきりさせておきたいんだけどさ、どうしてあんたはそこまでヴィナの身を案じてくれているんだい、客人シュミラル？　レイナにも聞いていると思うけど、ヴィナの怪我けがなんて大したことはないんだ。うまくいけば明後日ぐらいには町にも出られるはずなんだよ？」

「ですが、明後日、確実ない、聞きました。私、三日後の朝、ジェノス、発たちます。次、戻ってくる、半年の後です。……明後日、会えない、半年、会えないです」

「それであんたにどういう不都合があるってのさ？　あんたたちは、べつだん深い縁を結んだ間柄でもないってんだろう？」

「不都合、ありません。……ただ、会いたい、思っただけです」

　シュミラルは膝をそろえて座したまま、真まっ直すぐミーア・レイ母さんを見つめていた。

　ミーア・レイ母さんよりも楽しげな顔をしていたダン＝ルティムが、そこでまたガハハと大笑いする。

「森辺の女衆に執しゆう心しんする町の人間などがいるとは思いもよらなんだ！　要するに、お前さんはヴィナ＝ルウを嫁に迎むかえたいということなのかな、東のお客人よ？」

　なかなか聞いているこちらが冷ひや汗あせをかいてしまいそうな直ちよく截せつさである。

　シュミラルは、自分の気持ちを見定めたいかのように、少しだけ目を細める。

「嫁――難しい話です。私、ヴィナ＝ルウ、神、異なります。私、シムの子、ヴィナ＝ルウ、セルヴァの子です」

「ほうほう。ならば、同じ神の子であれば迷いなく嫁よめ取とりを申し込んでおったということかな？」

「その仮定、無意味です。ヴィナ＝ルウ、不思議な女性、シムの国、いません。ヴィナ＝ルウ、魅み力りよく、きっと、森辺の民、ゆえです」

「ふむふむ。まあ、あれほど見目の整った女衆は森辺でも珍しいからな！　異国人のお前さんが魅み了りようされても不思議はないだろうさ！」

「見目？」と、シュミラルは小首を傾かしげる。

「見目、魅力、関係ありません。ヴィナ＝ルウ、魅力、きっと、心です」

「ほーう？　俺はそれほどあの娘とは言葉を交わしておらんから、心のほうはよくわからんな！　しかし、見目が麗うるわしいという事実に変わりはなかろうが？」

「麗しい……ヴィナ＝ルウ、見目、麗しいですか？」

　俺は、しこたま驚くことになった。

　しかし、シュミラルの瞳ひとみは真しん剣けんそのものである。

「シムの民、細さ、麗しい、思います。ヴィナ＝ルウ、細い、ないです。シムの民、ヴィナ＝ルウ、麗しい、思いません」

「なんと！　それは確かに細いとは言い難い体型だが、女衆としては理想的な肉づきであろうが!?　あれほど色気にあふれた女衆はそうそういないはずだぞ、お客人よ！」

「ちょいと、やめておくれよ、ダン＝ルティム。古ふる馴な染じみのあんたにそんな言葉を聞かされたら、あたしや家長はどんな顔をすりゃいいのさ？」

「案ずるな！　俺の気持ちは死んだ妻にすべて捧ささげてしまったからな！　今さら新しい妻を娶めとる気はない！」

　ダン＝ルティムは呵か呵か大たい笑しようし、ミーア・レイ母さんは「そういう問題じゃないんだけどねえ」と溜ため息いきをつく。

　そこで新たに声をあげたのは、ジザ＝ルウだった。

「東の客人よ。ならば、貴方あなたはなぜ我わが妹ヴィナ＝ルウに執心するのか？　縁も薄うすく、嫁に娶るような魅力も感じていないなら、そこまで執心する理由はないように思えるのだが」

「魅力、感じます。ヴィナ＝ルウ、不思議です。外見、麗しい、違うのに、ヴィナ＝ルウ、可か憐れんです」

　感情はまったく見せないまま、シュミラルは淡たん々たんと言葉をつづっていく。

「いえ、外見、それも魅力、あるのでしょう。ヴィナ＝ルウ、瞳、綺き麗れいです。笑え顔がお、綺麗です。声、綺麗です。……嫁取り、難しい。でも、ヴィナ＝ルウ、魅力、感じます」

「魅力を感じても、嫁取りや婿むこ取とりにつながらぬ男女の縁に意味はあるまい。町ではどうだかわからぬが、森辺においてはそれが真実だ」

「ふむ！　珍しく意見が合ったな、ジザ＝ルウよ！　俺もそれは同感だ！　まあ稀け有うなる例として男衆と女衆の友ゆう誼ぎというものも存在するのやも知れぬが、お前さんはヴィナ＝ルウに何を求めているのかな、お客人よ？」

　下した顎あごの髭ひげをしごきながら、ダン＝ルティムが身を乗りだしてくる。

「ヴィナ＝ルウを嫁に娶るつもりもなく、お前さんが森辺に婿むこ入いりするつもりもない、というのならば、縁を深めることに何の意味がある？　お前さんはヴィナ＝ルウの友となりたいのか？　それとも、一夜の恋こいを成じよう就じゆさせたいという心づもりか？」

　シュミラルは、初めて言いよどんだ。

　そして、「わかりません」と応じる。

「ただ、会いたい、思いました。ただ、会わないまま、ジェノス出る、苦しい、思いました。それだけです。……考え、浅い、恥はずかしいです」

「考えは浅いな！　気持ちは深いようだが！」

　そう言って、ダン＝ルティムは心底愉ゆ快かいそうに笑い声をあげた。

「そのような形の定まらぬ気持ちに衝つき動かされて、町の人間が森辺にやってくるなどとは驚きだ！　お前さんの娘の魅力は底なしだな、ドンダ＝ルウよ！」

「べらべらとうるせえぞ。貴様だって客人だろうがよ。ちっとは分をわきまえやがれ」

　と、初めてドンダ＝ルウが口を開いた。

　その青い火のような目が、じっとシュミラルをにらみすえる。

「東の民よ。この八十年で、森辺の民が同どう胞ほうならぬ人間と血の縁を結んだ例は一度としてない。東の民はもちろん、西の民ともな」

「はい」

「そして、森辺においては一夜の恋なんぞというふざけた真似まねは許されていない。男衆と女衆の間で許されているのは、婚こん姻いんの絆きずなだけだ」

「はい」

「それがわかっているなら、好きにしろ」

　そう言って、ドンダ＝ルウはゆらりと巨きよ体たいを起こした。

「娘の身を案じ、このような場所にまで足を運んできた儀ぎについては、ルウの家長として礼を述べておく。……ファの家のかまど番よ、貴様もヴィナのために出向いてきたのか？」

「は、はい」

「ふん。……おい、部屋まで案内してやれ。俺はサウティやザザの連中が来るまで、ひと眠ねむりしておく」

　最後の言葉は、ミーア・レイ母さんに向けられたものだ。

　ミーア・レイ母さんは、伴はん侶りよの究極的に不機嫌そうな顔を見上げながら、「了りよう解かいしたよ、家長」と、にっこり微笑む。

「何だ、眠ってしまうのか？　お前さんは本当に眠るのが好きなのだな！　その間、誰だれが俺たちをもてなすことになるのだ、ドンダ＝ルウよ？」

「うるせえ」と言い捨てて、ドンダ＝ルウは広間の右側の奥おくにのびる通路のほうへ消えていった。

　その大きな背中を見送りつつ、ミーア・レイ母さんも腰をあげる。

「客人シュミラル、娘の部屋に案内するよ。ジザはしばらくダン＝ルティムたちのお相手をよろしくね」

　そうして俺たちは、ドンダ＝ルウが消えていったのとは逆側、左の通路に向かうことになった。

　ジバ婆ばあさんの寝しん所じよもたしか右側であったので、こちらに足を運ぶのは初めてのことだ。かつての記き憶おくと同じように、通路は真っ直ぐ十メートルばかりも続いており、内側の壁かべに三つの扉とびらが等とう間かん隔かくで並んでいる。ミーア・レイ母さんは、その一番手前の扉を手の甲こうで叩たたいた。

「ヴィナ、家長の許しが出たんで、客人シュミラルを案内してきたよ。アスタも一いつ緒しよだけど、入れてもらえるかい？」

　沈黙。

　約十秒ほどの沈黙が続き、ミーア・レイ母さんがもう一度手を上げかけたところで、戸板は勢いよく横側にスライドされた。

「よお、アスタ！　客人ともども親父にぶん殴なぐられなくて何よりだったな！」

　ヴィナ＝ルウならぬ、ルド＝ルウである。

　しかもその手には、何故なぜかジザ＝ルウの愛息たるコタ＝ルウが抱だかれている。黒みをおびた純真なる瞳が、不思議そうに俺とシュミラルの姿を見比べた。

「ほい、コタは預けておいたほうがいいよな？」

「そうだね。コタ、今度は婆と遊ぼうか」

　ミーア・レイ母さんは笑えみくずれつつ、その手に受け取ったコタ＝ルウに頬ずりをした。コタ＝ルウは嬉しそうに「あぶー」と声をあげる。

「あー、確かにそのジバ婆みたいに真っ白な髪かみには見覚えがあんなあ。客人、俺はルウ家の末まつ弟ていルド＝ルウだ。よろしくな」

「私、シュミラル＝ジ＝サドゥムティーノです。私、あなた、見覚えあります」

「ああ、俺もけっこう長いこと、護衛役として宿場町には下りてたからな。……でさ、あらかじめ言っておくけど、親父はあんたの言葉を信じて、ヴィナ姉と会うのを許した。この信しん頼らいを裏切ったら、俺はあんたを始末しなくちゃならなくなるんだ」

　言いながら、ルド＝ルウは自分の腰のあたりをポンポン叩いた。

　テイ＝スンとの一件で買かい換かえることになった新品の小刀が、そこには下げられている。

「あんたもそこそこ腕は立つみたいだけど、俺の敵じゃない。でも、シム人は毒を使うって噂うわさもあるからな。ちっとでも妙みような動きをしたら、遠えん慮りよなく斬きらせてもらう。……とりあえず、ヴィナ姉に手の届く距離には近づかないって約束してもらえるか？」

「はい。約束、守ります」

「うん、頼たのんだよ。俺も家を血で汚したくねーから。……あと、アスタに妙な真似をしようとしても、おんなじだからな」

　そんなことは、ありえない――と考えつつも、これは必要な措そ置ちなのだろうと思っておくことにする。

　もしも俺の目が節穴で、シュミラルにルウ家の人間を害する気持ちがあれば、みすみすヴィナ＝ルウを危険な目にさらす羽目になってしまうのだ。ドンダ＝ルウたちにしてみれば、これでも相当にシュミラルを信用した上での措置なのだろう。

「それじゃあ、入ってくれ。もともとヴィナ姉たちの部屋だから、女くせーのは覚かく悟ごしとけよ？」

　ルド＝ルウが引っ込んで、俺たちもようやくその部屋に足を踏ふみ入いれることがかなった。

　女くさいことはない。ただし、室内には花の芳ほう香こうが満ちていた。

　ジバ婆さんの寝しん室しつと同じく、六畳じようていどの広さである。調度らしい調度は、壁の一面を占しめる大きな棚たなぐらいしか見当たらない。が、そこは女衆の部屋らしく妙に華はなやいだ雰ふん囲い気きで、俺を落ち着かない心地ここちにさせた。

　壁という壁には、綺麗な色合いの布が張りめぐらされている。さらにその上に何種類もの生花が飾られて、馥ふく郁いくたる香かおりを充じゆう満まんさせていたのだ。

　棚に飾られているのは、女衆の飾り物である。きっと、宴うたげ衣い装しようで使うものだろう。遠目にも、金属や石のきらめきが見てとれる。玉虫色に輝いているのは、きっと頭や腰に巻きつけるヴェールやショールだ。

　それに、壁に掛かけられているのも装そう飾しよく用の一枚布ばかりでなく、渦巻き模様のひらひらとした布地――おそらくは、女衆がふだん着ている服の洗あらい替がえであるようだった。

　ここはきっと、他の姉妹との相部屋なのだろう。その洗い替えの服だけで、けっこうな数である。で、形状としては下着や水着に近くても、それはもともと人目にさらされている森辺の装束であるのだから、こちらが気き恥はずかしくなる道理もないのだが――やはり、禁断の園に踏み込んでしまったような感覚はぬぐいきれない。

　そして、その禁断の園の主人は、部屋の奥で優ゆう雅がに寝ねそべっていた。

　寝ね床どこ用の敷しき布ふを何組も重ね合わせて、その上に艶つやっぽい肢し体たいを横たえた、ヴィナ＝ルウである。

　右手で頭を支えて、俺たちのほうに身体からだの正面を向けた、寝ね釈しや迦かの体勢だ。どうということのないポージングであるのに、ボディラインの起き伏ふくが尋じん常じようでないので、それだけでむやみに色っぽい。

　その目は相変わらず眠たげにとろんと細められており、口もとには表情らしい表情もない。そして、負傷したという右の足首には灰色がかった布きれが巻きつけられている。その下には薬草の類たぐいでも塗ぬりつけられているのか、歩を進めると花の香りとは異なる清せい涼りようかつ刺し激げき的てきな香りが少しだけ匂におう気がした。

「だらしない格好でごめんなさぁい……ずっと座すわった体勢でいたら、おしりが痛くなっちゃったのよぉ……」

「いえ、おかまいなく。このたびは災難でしたね、ヴィナ＝ルウ」

　俺は部屋の中央あたりで腰を下ろさせていただいた。

　シュミラルも俺の隣となりに座し、ルド＝ルウはもう少しヴィナ＝ルウに近い位置で、俺たちのほうを向く格好で座る。

「ヴィナ＝ルウ。突とつ然ぜん、訪問、申し訳ありませんでした」

　シュミラルが静かに頭を垂れる。

　ヴィナ＝ルウは、答えなかった。

　心なし、不ふ機き嫌げんそうな目つきではある。やはり、シュミラルを歓かん迎げいしている雰囲気ではない。

　で――その後は、しばし静せい寂じやくが漂ただよった。シュミラルもヴィナ＝ルウも、おたがいを見つめたまま、口を開こうとしないのだ。

　かたつむりが這はっていくようにじんわりと時間は過ぎていき、やがてその沈黙に耐えかねたようにルド＝ルウが声をあげた。

「あのさあ、あんた、何か用事があってヴィナ姉に会いに来たんじゃねーの？　この後はザザやサウティの連中も来るから、俺もあんまり長々とはつきあってられねーんだけど」

「時間、ないですか？」

「いや、まだもうちょっとは大だい丈じよう夫ぶだけどさ」

「貴重、時間、ありがとうございます」

　で、また沈黙である。

　次に発言したのは、ヴィナ＝ルウであった。

「ねぇ……用事がないなら、お引き取り願えないかしらぁ……？」

　やっぱりヴィナ＝ルウにしては冷ややかな声こわ音ねだ。

　シュミラルは、不思議そうに首を傾げる。

「用事、今、果たしています」

「何よそれぇ……黙だまりこくってわたしの姿を眺ながめるのが、あなたの用事なのぉ……？」

「はい。私、三日後の朝、ジェノス、去ります。その前、ヴィナ＝ルウの姿、目、心、やきつけたい、思いました」

　それが流りゆう暢ちような言葉づかいであったら、ずいぶん気取った言い回しに聞こえたかもしれない。

　だけど俺には、誠実でひかえめなシュミラルが、精せい一いつ杯ぱいに真情を伝えようとしているように聞こえてならなかった。

　しかし、ヴィナ＝ルウの表情は不機嫌そうなままだ。

「ふーん。だけどさ、ヴィナ姉もだいぶ一人で歩けるようになってきたから、明後日ぐらいには町に下りられるんじゃねーの？　そしたら、今日のこれも無む駄だ足あしじゃん」

　無言の姉に代わってルド＝ルウがそう言うと、シュミラルは満足そうに目を細めた。

「明後日、また会えれば、嬉しいです。怪我、治ること、望んでいます」

「意味がわからないわよねぇ……嫁取りの話だったら、それを断れば済む話だけど、こういう場合にはどうしたらいいのかしらぁ……」

　ヴィナ＝ルウは、空いた左ひだり腕うでで栗くり色いろの髪をかきあげる。

「嫁取りの話でもない……一夜の恋のためでもない……友誼の絆を結ぶためでもない……それだったら、あなたは本当に何のためにやってきたのかしらぁ……？」

　あれ？　と、俺は座ったまま、つんのめりそうになった。
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　しかし、シュミラルの様子に変わりはない。

　シュミラルは、ヴィナ＝ルウのほうに視線を定めたまま、右の手首に巻きつけられた飾り物の一つを外し始めた。

「ヴィナ＝ルウ、贈おくり物、迷めい惑わくですか？」

「…………」

「災さい厄やく、遠ざける、守護の石です。ヴィナ＝ルウ、健すこやかな生、願います」

　それは銀細工の鎖くさりでできていて、その何なん箇か所しよかに小指の爪つめぐらいの大きさをしたピンク色の石が埋うめこまれていた。

　俺がアイ＝ファに贈った青の石の首くび飾かざりと、鎖の編み方の感じが少し似ている。

「……どうすんだよ、ヴィナ姉？　受け取るなら、俺がいったん預かるけど」

　答えぬヴィナ＝ルウの姿を横目で見つつ、ルド＝ルウがそう言った。

　ヴィナ＝ルウは、さきほどのドンダ＝ルウと同じような雰囲気で、ゆらりと身を起こす。そうして横よこ座ずわりの姿勢になり、ヴィナ＝ルウは低い声で言った。

「どうしてぇ……？　ろくな縁も結んでいないあなたに、そんな贈り物をいただくいわれはないはずだけどぉ……？」

「ヴィナ＝ルウ、健やかな生、願いたいだけです。私、去った後、ヴィナ＝ルウ、また怪我する、悲しいです」

「…………」

「見返り、不要です。ヴィナ＝ルウ、幸福、願います」

「ま、もらえるもんはもらっとけばいいんじゃねーの？　いらなくなったら、捨てりゃあいいんだし」

　いくぶんこの展開に飽あきてきた様子のルド＝ルウが、あくびまじりにそう発言した。

　ややうつむき加減のヴィナ＝ルウは、長い前まえ髪がみごしにシュミラルの姿をねめつける。

「……あなたは、わたしをからかっているのかしらぁ……？」

　シュミラルは、何回かぱちぱちと瞬まばたきをした。

「からかう？　わかりません」

「どうしてわたしなんかの幸福を願うのよぉ……？　太い女は、ご趣しゆ味みじゃないんでしょぉ……？」

　やっぱりか！　と、俺は思った。

　ルド＝ルウは黄色っぽい髪をかき回しながら、「何だ、バラしちゃうのかよ」と、つぶやく。

　きっとこの仲良し姉弟きようだいは、さきほどの広間での顛てん末まつを盗ぬすみ聞ぎきしていたのである。

「どうせわたしは太いわよぉ……それでわたしはこのまま誰に娶られることもなく、力ちから自じ慢まんの大おお年どし増まになっちゃうんだわぁ……」

「いや、嫁取りを願い出る男衆を片かたっ端ぱしから断ってたのはヴィナ姉じゃん」

「そうよぉ……だからもう、わたしのことなんて放っておいてよぉ……」

　ヴィナ＝ルウは、後方の壁にぐんにゃりともたれかかる。

　その姿を見て、ルド＝ルウは「ふーむ」と、つるつるの下顎をなでさすった。

「そろそろ限界っぽいな。客人、悪いけど、このあたりでお開きにしてもらえるか？」

「はい」と、シュミラルは目を伏ふせて、その手の飾り物をきゅっと握にぎりしめた。

　そうして立ち上がり、無言でヴィナ＝ルウに一礼してから、背を向ける。

「悪いな。昨日はちょいと熱も出ちまったし、そうでなくても二日も家に閉じこもってたせいか、ヴィナ姉も気持ちが弱りきってんだよ。……ま、もともとひ弱な性しよう根ねなんだけどな」

　そんな風にルド＝ルウが述べたのは、部屋を出て戸を閉めた後のことだった。

「特に、色事の問題に弱くてさあ。あんな見かけだから、ヴィナ姉は昔っから何十人もの男衆に言い寄られてたんだよ。……で、そいつを断るたんびに死ぬほど落ち込んで、しまいには男衆を寄せつけないおかしな女衆になっちまったんだよな」

　たいそう不幸なヴィナ＝ルウの過去をあっけらかんと語りつつ、ルド＝ルウはにっと白い歯を見せる。

「だけど、あんたみたいにヴィナ姉の外面を綺麗じゃない、麗しくない、なんて言う男は初めてだったから、怒おこってるんだか悲しんでるんだか、立ち聞きしてるときからもう頭が破は裂れつしそうになってたんだよ。だから今日は、これでもう限界だ」

「……はい」

「それ、俺おれからヴィナ姉に渡しておいてやろうか？」

　ルド＝ルウが、シュミラルの握り込んだ右拳に目を落とす。

　しかしシュミラルは「いえ」と首を横に振った。

「明後日、ヴィナ＝ルウ、渡します。会えない時、あきらめます」

「そっか。あんたは面白おもしろい男だな、シュミラル」

　そう言って、ルド＝ルウはシュミラルの胸むなもとを軽く小こ突づいた。

「あんたが森辺に婿入りしてきたら面白いんだけど。ま、そいつは難しい話なんだろうな。……でも、あんたがヴィナ姉の幸福ってやつを本気で考えてくれてるんなら、何がどうなってもあんたを恨うらんだりはしねーよ。それじゃあ、またな」
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「あれ？　ミーア・レイ＝ルウお一人ですか？」

　広間に戻ると、そこには孫をあやすミーア・レイ母さんの姿しかなかった。

「うん、なんだか大勢の客人が詰めかけてきてねえ。家の中じゃ狭せまそうだったから、外でやりあってもらうことにしたのさ」

　大勢の客人？

　しかしここは、十二名プラス乳幼児の住まうルウの本家である。グラフ＝ザザやダリ＝サウティらがやってきたとしても、そうそう容量オーバーになることなどありえないはずだ。

「族長たちとは別口で、あんまり見覚えのない男衆がわんさかやってきたんだよ。何だか妙にいきりたってたみたいだけど、まあ荒事になることはないだろうさ。……そうそう、その中にはアイ＝ファもまざってたよ？」

「え？　アイ＝ファが？」

　いっそうわけがわからない。

　とにもかくにも、俺たちはシュミラルが預けていた刀とマントを受け取った後、ともに外へ出ることにした。

　そこで待ち受けていたのは、むくつけき森辺の男衆――その数、およそ十数名である。確かにこれは、ルウの本家でも手て狭ぜまになりそうな人数だ。

「……用事は済んだか」と、さきほど自分の部屋にひっこんだばかりであったドンダ＝ルウが、横目でにらみつけてくる。そのかたわらに並んでいるのは、広間で同席したジザ＝ルウ、ダン＝ルティム、ガズラン＝ルティム――そして、いつの間にやら到着していたらしい、ダリ＝サウティとグラフ＝ザザである。さらにその族長たちが一名ずつのお供を従えており、合計で八名だ。

　で、それと対たい峙じする格好で、六名の男衆とアイ＝ファが立ち並んでいた。

　アイ＝ファが俺のほうを見て、「ご苦労」とばかりにうなずきかけてくる。その落おち着つき払はらった表情で、俺はようやく肩かたの力を抜ぬくことができた。

「それがルウ家の客人となった東の民か」

　底ごもる声でつぶやいたのは、ザザ家の家長にして三族長の一人、グラフ＝ザザだった。

　どれだけ大勢の人間がいても、頭つきのギバの毛皮をかぶったザザ家の男衆の姿は際きわ立だってしまう。それにこの御ご仁じんは、ドンダ＝ルウにも匹ひつ敵てきする体格の持ち主であるのだ。

「ルウ家が誰を客人として招こうが自由だが、今は取り込み中だ。下がっていてもらおう」

「はい。私、帰ります。家長ドンダ＝ルウ、今日、ありがとうございました」

　グラフ＝ザザの眼光をふわりと受け流し、シュミラルはドンダ＝ルウに一礼する。

　そうしてすみやかに歩み去ろうとするシュミラルの腕を、俺はとっさにつかんでしまった。

「待ってください、シュミラル。あの――もうちょっと俺と話していきませんか？」

　どうしてそんなことを言ってしまったのかは、わからない。ただ、シュミラルをこのまま放ってはおけない心境になってしまったのだ。

「アスタ、話、かまいません。私、嬉うれしいです」

「えーと、それじゃあどうしようかな……」

　そうは言っても、アイ＝ファまで参加しているこの騒ぎを看過することもできない。

　俺が逡しゆん巡じゆんしていると、シュミラルは細長い指先でルウ家の横手に駐とめられている荷車のほうを指し示した。

「私、待ちます。声、聞こえず、姿、見える場所、います」

「あ、そうしてもらえると助かります」

　さすがは世界中を駆け巡る商団の長の胆力というべきか、シュミラルはこれだけ集まった森辺の男衆に不審の視線を突きつけられながら、まったくよどみのない足取りで荷車のほうまで歩み去っていった。

　その姿が十分に遠ざかってから、グラフ＝ザザは名も知れぬ男衆のほうに向き直る。

「……貴様たちの言い分はおおかた呑み込めた。要するに、貴様たちの代表者を何名か、明日の会談に同行させよ、という話なのだな？」

「そうだ。了承してもらえるだろうか、三族長よ？」

　グラフ＝ザザの声に答えたのは、子猿のような顔つきをした小こ柄がらな男衆、スドラの家長である。

　よく見れば、見知った顔がいくつかある。アイ＝ファをはさんで逆側に立っているのはフォウの家長であるし、その隣は、たしかランの家長だ。もしかしたら、彼かれらは全員、小さな氏族の家長たちなのだろうか。

「俺たちは、俺たちの定めた族長たちの決定に従う。決して族長たちの力や判断を軽んじているわけではない。ただ、スン家が族長筋であった頃ころのように、何も知らされぬまま諾々と従うのではなく、族長たちと同じものを見て、同じものを聞き、その上で力を合わせていきたいと考えたのだ」

　スドラの家長の言葉を継いだのは、フォウの家長だった。

　ドンダ＝ルウと同世代ぐらいの、長身痩そう躯くの男衆である。

「ふむ。つまりは明日の会談ばかりでなく、三族長が膝を突き合わせる機会には常に席を同じくしたい、ということかな？」

　三族長のダリ＝サウティが、若年に似合わぬ貫禄たっぷりの様子でそう問いかける。こちらも体格では残りの族長たちに負けていない。

　こうして間近で見比べてみると、新たな族長筋に定められた人々とそうでない人々というのは、ずいぶんな格差が感じられた。

　まず、首から掛けているギバの牙きばや角の数からして比べ物にならない。そして、纏まとっている装束そのものに違ちがいはないのに、小さき氏族の人々のほうは、どこか古びてしまっている。

　それにやっぱり一番異なるのは、体格や雰囲気だ。

　族長筋の人々は、眷族であるルティムの人々もふくめて、みんな逞しくて力に満ちあふれている。それに比べて、小さき氏族の人々というのは、森辺の狩人に相応ふさわしい野性味や迫力をたずさえつつ、何とはなしに逼迫した雰囲気を漂わせているのである。

　小さき氏族の人々は、食うや食わずやの苦しい生活に身を置いている。それが体格や雰囲気に表れてしまっているのだろう。

　しかし、その中でもひときわ小さな体躯をしたスドラの家長は、恐れげもなく「そうだ」とダリ＝サウティに言葉を返した。

「そして、族長らの言葉を聞いた者が、それを近在の家に伝え知らせる。それを南から北へ、北から南へと次々に伝えていけば、年に一度しかない家長会議を待たずして、森辺の民の全員が族長の考えを知ることができるだろう」

「それはけっきょく、俺たちがスン家のように堕落するのを危惧している、という話なのではないのか？」

　グラフ＝ザザが重々しい声をあげる。

　ことさら威い圧あつしているわけではないのだろうが、彼が口を開くだけで言い知れぬ緊張感が走るようであった。

　それでもスドラの家長はひるむ様子もなく「それは違う」と首を振る。

「ルウとサウティとザザはおたがいを見ているのだから、族長筋たる三つの家が同時に堕落することはありえないだろう。だが、俺は先日の騒さわぎの際、ファの家のアスタらを守るために、ルウの男衆とともに宿場町に下りていた。その際に、さまざまな話を聞く機会を得たのだ」

「そして、スドラの家長が耳にしたその言葉を、俺たちフォウやランも聞くことになった。……グラフ＝ザザは城の人間に愛あい想そを尽かし、このモルガの森辺を捨てるべしとまで言い放っていたと伝え聞いたが、それはまことであるのか？」

　スドラとフォウの家長らの言葉に、グラフ＝ザザは少しだけ目を細める。

「捨てるべしとは言っておらん。しかし、人間としての誇ほこりを捨てるぐらいならば、この地における生活を捨てるもやむなしとは考えている」

　小さき氏族の家長たちが、大きくどよめいた。

　その中で、フォウの家長が強い目でグラフ＝ザザを見すえる。

「それは、驚おどろくべき言葉だ。八十年の歳さい月げつを暮らしてきたこの地を捨てるもやむなし、とは――それほどまでに、ジェノスの城の貴族たちは非道なのであろうか？」

「俺が言葉を交かわしたのは、サイクレウスという老人だけだ。森辺の民が刀を捧げているのはジェノスの領主であり、あの老人ではない。……だが、あの老人が刀の主であったならば、俺は迷わず刀を自分のもとに取り戻す道を選んだだろう」

　グラフ＝ザザの目が、肉にく食しよく獣じゆうのように激しく燃える。

「そして、思ったのだ。この先も永遠にジェノスの領主と顔をあわせることはなく、この忌々しい老人めを君主の代理人として仰がねばならぬのなら、どのみち狩人としての誇りなどは汚されていき、いずれザッツ＝スンやズーロ＝スンのように魂たましいを腐らせることになるやもしれん。それならば、自ら《ギバ狩がり》としての誇りを捨て、新たな土地に新たな誇りを求める道こそが正しいのではないか、とな」

「しかし、わずか一度の対面でそこまで短慮を起こしてはならない――などという差し出口を俺たちがはさむまでもなく、グラフ＝ザザは自らの軽はずみな発言を悔いていたので、その点の心配は不要と言わせておいてもらおうか」

　ダリ＝サウティの言葉に、グラフ＝ザザは「ちッ」と舌を鳴らす。

「さらに言うならば、グラフ＝ザザの言葉に理がないわけでもない。ジェノスと我々の求める道が異なっているならば、ともに歩んでいくことはかなわないだろう。もしもジェノスの領主が寸分たがわずサイクレウスと志を同じくしているというのなら、確かに我々はモルガの森を捨てる道を選ばざるをえないかもしれない。……だからこそ、領主の真情も知れぬ内に決断は下せない、ということなのだがな」

「サイクレウスというのは、そこまでの男なのか？　……ならばいっそう、俺たちは族長らと連絡を密にする必要があるのではないだろうか？　何も知らぬままモルガの森を捨てよと命じられても、なかなか従えるものではないだろうからな」

　陰いん気きな声で、スドラの家長がそうつぶやいた。

「それに、問題はそればかりではない。ファの家の商売についても、俺たちは族長らと心を一つにする必要があると考えている」

　ここでいきなり自分の家の名が飛びだして、俺は相当びっくりすることになった。

　アイ＝ファは黙然とたたずんでおり、その隣のフォウの家長が彼らしくもなく熱っぽく身を乗り出す。

「ファの家の商売については、三族長でも意見が割れているのだろう？　ルウの家はファの家に力を貸し、サウティはそれを黙って見守り、そしてザザはその行い自体に反対している。ということは、この先、ザザの言葉が正しいとされて、ファの家の商売が禁じられるという道もありえなくはないのではないか？」

「それが不服だ、ということか」

「違う。族長たちがそう考えるなら、何故そう考えたのかを正しく知る必要がある、と思ったのだ」

　ランの家長が、フォウの家長の言葉を引き継ぐ。

「なおかつ、俺たちが何を考えているかということも、族長たちは正しく知る必要があるとも思う」

　さらに、スドラの家長が言葉を重ねる。

「今この場にいるのは、スドラと、フォウと、ランと、ラッツと、ガズと、ベイムの六氏族だ。これらはいずれもファの家からそこまで遠くはない場所に家をかまえる氏族であり、ベイム以外はファの家の行いを是として、血抜きや美味うまい食事を作る仕事の手ほどきを受けている。だが、ファの家から遠い氏族の者たちは、家長会議の後もこれまでと何ら変わらない生活に身を置いているはずだ」

「それで何か不都合でもあるのかな？」

　沈ちん着ちやくきわまりないダリ＝サウティの言葉に、スドラの家長は「ある」と、うなずいた。

「家長会議の際には、ファの家の動向を静かに見守るべし、という話で落ち着いた。ファの家の行いが森辺にとって薬となるか毒となるか、それを見極めるべきだ、とな。しかし、その行状を知るのが年に一度の家長会議だけでは足りなすぎる。家長会議からまだ二十日ていどしか経たってはいないのに、俺たちはもう驚くほどの生活の変化をもたらされることになってしまったのだ」

「それは、ファの家に肉を売って豊かな生活を得ることがかなったという意味か」

「豊かな生活とまでは言えない。しかし、息を呑むほどの銅貨を得ることになったのは事実だ。正直に言えば、干し肉を渡わたしただけでこれほどの銅貨を得てしまって良いのか、と最初は俺も考えさせられた。そして、ベイムの家長などは、やはりそれは森辺の民たみには相応しからぬ富なのではないかという思いを強めてしまっている」

　ベイムの家というのは、俺にとって初めて耳にする名前であった。

　しかし、ザザの眷けん族ぞくばかりでなく、小さき氏族の中にもファの家の行動を疑問視する家はあったはずなので、その内の一つなのだろう。

「ファの家は、森辺に豊かさをもたらすために商売を始めたと言っていた。つまりこれは、森辺の民すべてに関かかわる問題なのだ。ならば、ファの家の行いを是とする者も非とする者も、全員がファの家の行いを正しく知り、これが森辺にとって薬となるか毒となるか、しっかり考えるべきだと思う」

　だんだんスドラの家長の独壇場になってきた。

　ひときわ大きな体格をした族長らを前に、ひときわ小さな体格をしたスドラの家長が、さらに申し述べる。

「それに、俺は思うのだ。同じ森辺の民でも、ルウやザザやサウティは、あまりに豊かすぎる。富める民に貧しき民の性根はわからないし、貧しき民に富める民の性根はわからない。ファの家の家長が公正に感じられるのは、幼き時代に貧しさを知り、のちには自らの力で豊かな生活を勝ち得たからなのではないだろうか」

　この言葉に、アイ＝ファはもちろんこれ以上ないぐらい嫌いやそうな顔をしていた。うちの家長は他者からの賞賛を素す直なおに受け止めることのできない、とても奥ゆかしい気き性しようであらせられるのだ。

「貧しき民の性根、か。しかし、どれほど豊かな氏族であっても、そうでない氏族を軽んじるようなことはないはずだが」

　けげんそうに太い首を傾げるダリ＝サウティを、スドラの家長は光の強い目で見返す。

「ならば問うが、サウティの家長は飢えで子供を亡くしたことがあるか？　目の前にぶら下がっている果実をもいで妻に食わせれば、枯れた乳も出るかもしれない。そんなことを思いながら、どんどん痩せ細っていく我が子の姿を見守り、己の無力さを嘆いたことがあるか？」

「……いや、ないな」

「それでは、そんな俺たちがどれほどスン家を憎んだかは理解できるか？　あいつらは、ギバも狩らずに褒賞金で遊んで暮らし、しまいには、森の恵めぐみにまで手をつけた。そんな連中を、俺たちがどのような思いで許すことに決めたのか、それが豊かな氏族の者たちにはわかるのか？」

　ダリ＝サウティは、口をつぐんだ。

　スドラの家長は、いったん大きく息を吸い込んでから、静かに述べる。

「しかし、族長筋を堕だ落らくさせてしまったのは森辺の民全員の弱さであり罪であるというドンダ＝ルウの言葉は、俺にも公正に感じられた。家長会議のたびにルウ家はスン家に牙を剥いていたというのに、俺は何の力にもなることはできなかったからな。……だから俺は、ドンダ＝ルウの言葉を是とした。その心情を聞いたから、スン家の人間を許そうという気持ちにもなれたのだ。たぶん、その心情を聞かずにただスン家の人間を許すという結果だけ聞かされていたら、俺は三族長の言葉にも従えなかっただろう」

「…………」

「俺はこの先も族長たちが正しき道に俺たちを導いてくれると信じている。だが、可能な限りは同じものを見て、同じものを聞き、その上で同じ道を歩みたいと思ったのだ。……スン家が滅ほろび、新たな族長筋が生まれ、そしてファの家は宿場町で商売を始めた。ここまでさまざまな変化が一時に起きてしまったのだから、俺たちもこれまで通りの生活に身を置いてはいられないのではないだろうか？」

　そんなスドラの家長の言葉を最後に、しばし重ための沈ちん黙もくが漂った。

　やがてそれを破ったのは、ずっと無言で彼らの話を聞いていたドンダ＝ルウだった。

「……何にせよ、今の貴様たちが要求しているのは、森辺の行く末に関わる族長たちの集いに、貴様たちの代表者を参加させたいという、その一点のみであるというわけだな？」

「ああ、そうだ。族長たちがその話を眷族たちに伝えていくのと同じように、俺たちも他の氏族へとその話を伝えていきたい」

「まさか、この場にいる七名の全員を参加させろとまでは言わねえだろうな？」

「むろんだ。参加するのは、二名ていどで十分だろう。許しがもらえるなら、それはフォウとベイムの家長に頼みたいと考えている」

「ふん。……とりたてて、その申し出に反対する理由はないだろう」

　ドンダ＝ルウは、かたわらにある二人の族長たちに呼びかける。

「心配な点は、ただ一つ。その身にあまることにまで頭を回して、狩人の仕事をおろそかにはするなってことぐらいだな」

「うむ。血抜きや料理の技術の習得に関しても、それは同じことが言えるだろう。家長会議でも話題になった通り、豊かな生活というお題目のためにこれまでの仕事をおろそかにするというのは、あってはならぬことだ」

　ダリ＝サウティが穏おだやかに応じ、グラフ＝ザザは無言のまま鼻を鳴らす。

　どうやらそれで、小さき氏族の家長たちの提案はひとまず族長たちに了承されたようだった。




　　　　　◇




「今日になって、突然あの家長らがファの家に押おしかけてきてな。族長たちと言葉を交わしたいので私にも同行してほしいと願われたのだ」

　荷車の振しん動どうに身をまかせつつ、アイ＝ファはそう言った。

「どうやら前々から、スドラとフォウとランの家長らの間ではさきほど述べられていたような話が為されていたようでな。今日、ルウの集落に族長たちが集結すると聞き、ならばと気持ちを固めたものであるらしい」

「なるほど。ベイムの家ってのは初めて聞いたけど、その、そこまで熱烈にファの家の商売に反対しているのかな？」

　ギルルの手た綱づなを操りながら、俺は問うてみた。

　御ぎよ者しや台だいのすぐ後ろに陣取ったアイ＝ファが、俺の頭上で首を横に振ふった気がする。

「大事ない。立場としては反対であるそうだが、それはこれまでの生活が大きく変わってしまうことに対する不安感から生じる気持ちなのであろうとスドラの家長は述べていた」

「そのスドラの家長は大だい丈じよう夫ぶなのかなあ？　今さらだけど、確かに先日の干し肉の代価は、手始めとしては額が多すぎたよな」

「それも問題はない。自分たちがこれほどまでの銅貨を得ることになったのは、七つの氏族しか干し肉を準備することができなかったからだ、と自分で述べていたからな。……だからこそ、もっとたくさんの氏族がファの家に力を貸し、みなで富をわかちあうべきなのだとも言っていた」

　富はできるだけ均等に分配したい、というのは俺やミーア・レイ母さんの共通の意見であるし、それはすでにスドラの家長たちにも伝えている。その考えの延長上にある意見であり提案であるのだろう。

「とにかくまずは、血抜きの技術を他の氏族にも伝え、公平に富がゆきわたるようにしたい。そして、ファの家の行いに賛同している者も、反対している者も、この行いが森辺の薬となるか毒となるかをしっかり見定めるべきであり――なおかつ、自分たちがこのような考えに至ったことを三族長に伝えるべきだ、という話になったのだな」

「ふむふむ」

「そして、三族長の意向も気になったのだろう。族長たちは、本当は何をどう考えているのか、自分たちはそれを知っておくべきだ、と――それでこうしてルウの集落にまで出向く結果になったわけだな」

「うん、よくわかったよ。森辺の民らしいといえば森辺の民らしい考えだし、その割には、俺にもすごく共感できる話だから、そういう意味では森辺の民らしくない斬新な発想だとも思えちゃうな」

「それはきっと、スドラの家長がいささか変わり種であるためであろう。けっきょくフォウやランの家長たちをそのような考えにいざなったのも、スドラの家長なのであろうからな」

　スドラの家長か。

　森辺の男衆としては珍めずらしいぐらい小さな体躯で、子猿のような風ふう貌ぼうをしており、家は貧しく、家族は少なく、眷族も絶えており――それでいて、光の激しい眼まな差ざしを持つ壮そう年ねんの男衆であった。

　その奥方には屋台の商売を手伝ってもらっているし、それに彼は、テイ＝スンの手から俺を救ってくれた恩人でもある。テイ＝スンが本心から俺の生命いのちを奪おうと思っていたかは置いておくとしても、彼が恩人であるという事実に変わりはない。

「でも、小さな氏族の代表者は、スドラじゃなくてフォウとベイムの家長なんだな。俺はアイ＝ファが選ばれたんじゃないかと思ってドキドキしちまったよ」

「ファの家はとりわけ家人が少なく家の仕事も労苦をともなうのだから、そのような重荷を課すべきではないとスドラの家長が言ってくれた。また、同じ理由で自分も家を離れにくい立場であるし、当面の代表者にはファの家の行いに賛同する家と反対する家の家長を一人ずつ選ぶのが相応であろうという話から、フォウとベイムが選ばれた」

「うん、実に論理的だ。スドラの家長ってのはずいぶん頭が切れそうだな」

　さしあたっては、明日の会談にもフォウとベイムの家長が同行することになった。現在ルウの家で行われている最後の打ち合わせにも彼らが参加し、残りの家長たちは他の氏族にも話を伝えるべく、俺たちとは反対の南側へと道を下っていった。

　血の縁えんを持たぬ氏族には無関心であり不干渉であった森辺の民が、自らの意志で他の氏族との縁を繋ごうとしているのだ。なおかつそれは、五百余名の人間が暮らすには広大に過ぎるこの森辺の集落に、原始的ながらも連絡網を敷こうという試みでもあるのだろう。

　彼らは否定していたが、やっぱりその根幹には、族長筋たるスン家が十数年もの間、他の氏族との交わりを絶って、人知れず堕落し果ててしまったという事実があってこその意識改革だったのではないだろうか。

「納なつ得とくがいったか？　では、そろそろ私の疑念も解いてもらおうか」

　と、アイ＝ファが御者台のほうに身を乗り出してくる。

「……どうしてあの東の民をファの家に招いたのだ？」

　荷台には、アイ＝ファばかりでなくシュミラルも同席していたのである。

　アイ＝ファが声をひそめるまでもなく、シュミラルは荷台の最後部に陣取り、外の景色へと視線を飛ばしている。

「いや、色々あってな。ちょっとシュミラルを元気づけたかったから、晩ばん餐さんに招待してみたんだよ」

　そうしたら、シュミラルは俺が想像していた以上に嬉しそうな目つきをしてくれた。

　やはり、ヴィナ＝ルウとの会見があのような形で終わってしまい、少なからず落ち込んでいたのだろう。もしもヴィナ＝ルウの怪我けがが明後日までに治らなかったら、このまま長きの別れとなってしまうのだ。

「……まさか、寝ね泊とまりの世話までしてやる心づもりではなかろうな？」

「いや、さすがにシュミラルも商団の仲間に無断で夜を明かすことはできないって言ってたから、その点は大丈夫だよ。……あ、だから、帰りはギルルで宿場町まで送ってあげてもらえるかなあ？　俺だと夜道を走らせることはできないからさ」

「ふん。気心の知れぬ者を家で寝かせるよりはましか。この荷車があれば、家人でもない者と肌はだを合わせずに済むしな」

　などと言いながら、アイ＝ファはちょっとまんざらでもなさそうな表情になってきた。たぶん、自分で思うさま荷車を運転できるのが嬉しいのだろう。

　そうして二十分ばかりも荷車を走らせていると、ファの家が見えてきた。

　ギルルのおかげで移動の時間は短縮できたものの、ルウの家ではけっこうな時間を費やすことになったので、けっきょく普ふ段だんよりもずいぶん遅い帰宅になってしまった。それでもまあ、ディナーの参加メンバーが一人増えるぐらいなら、何の問題もありはしないだろう。

「到とう着ちやくしましたよ。シュミラル、ここがファの家です」

　俺の家です、とはまだ気恥ずかしくて言えない俺であった。

　荷台を降りたシュミラルは、ルウの家よりふた回りほど小ぶりなファの家を見上げる。

「やはり、みんな、南、様式なのですね」

「え？　何がですか？」

「家です。様式、南です」

　南とは、もちろん南の王国ジャガルのことだろう。

　だけど、どのあたりが南の様式なのだろうか？　ジェノスの宿場町においてだって、多少は木材以外の材料を使用しているものの、基本的な造りは森辺の集落と大差ないはずである。

　そこまで考えて、思い出す。そういえば、宿場町の建物はその大半がジャガルの民によって建造されており、そうであるからこそ、ジャガルの民たるおやっさんたちがその補修作業のためにジェノスまでおもむいてきているのだった。

（日本の家の大半が西洋式の建物だ、みたいな話なのかな。よくわからんけど）

　そんなことを考えながら、食材や鉄てつ鍋なべをかまどのほうに運んでいると、ギルルを木に繋つないでいたアイ＝ファが「当たり前だ」と声をあげた。

「八十年前、私たちの祖はこの森辺にまで移り住んできた。それからしばらくは南の黒き森に住んでいたときと同じように草を編んで家を造っていたそうだが、この地は雨が多いために、草の家ではすぐに腐ってしまったらしい。だから、ジェノスに留まっていた南の民を森辺に招き、こういった頑がん丈じような家の建て方を学んだのだそうだ」

「なるほど。興味、深いです」

　確かに、興味深い。

　それではやっぱり、以前あのスンの集落で見た祭祀堂のようなドーム状の建物が、森辺の民にとってはスタンダードであったのだろうか。いずれジバ婆ばあさんにでも、その頃の話を聞いてみたいものだと思う。

「そして、森辺の民、装束、東、様式ですね。その織物、東の民、ジェノス、もたらしたものです」

「ふむ？　これはまあ、森において獣に存在を気取られぬよう、このような色合いの装束が選ばれたにすぎんのだろう」

「はい。だけど、モルガの森、広い、そして、豊かです。糸、材料、木、たくさんある、違いますか？　森辺の民、糸、つむぐ技術、ないですか？」

「いや、それもやはり移り住んだ当初は自分たちで布を織っていたらしいが、その糸のとれる木とやらの実がギバの食料になることが知れたので、木の皮を剥がすことも禁じられてしまったらしい。……お前はずいぶん些細なことが気にかかる性分であるようだな、東の民よ」

「すみません。森辺の民、興味、深いです。質問、不快ですか？」

「……べつだん不快なことはない。ただ、見た目に寄らず口の回る男なのだなと思っただけだ」

「それ、南の民、商人の娘むすめ、同じこと、言われました」

「商人の娘？」

　俺は一瞬ドキリとしたが、シュミラルは俺がディアルにぶん殴なぐられたシーンは目撃していないはずだと思い至り、胸を撫なでおろした。

　それでも彼かの女じよの存在は、アイ＝ファにも打ち明けておくべきであろう。他の何を置いても、サイクレウスと近しい存在である人間には用心が必要であるはずなのだから。

　ともあれ、対人能力にいささか難のあるアイ＝ファでも、シュミラルと言葉を交わすのはそれほど苦にならぬらしい。それは俺にとって、少なからず嬉しい誤算であった。
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　それから九十分ていどが経過した後、俺たちは薄暗くなりかけた家の中で晩餐をとることになった。

「お待たせしました。お口に合うといいんですが」

　仕込みの作業と同時進行で、何とかいつも通りの時間に晩餐を仕上げることはできた。まだ三割ほど仕込みの作業は残っているが、それはシュミラルの帰宅後に頑張ればいい。睡眠時間を削らねばならぬほどの作業量ではないので、どうということはなかった。

「香かおり、素晴らしいです」

　肉料理は屋外のかまどで仕上げたので、俺が完成品を持っていくと、シュミラルは嬉しそうに目を細めてくれた。

　が、上座のアイ＝ファは片かた膝ひざを立てたあぐら姿で顔をしかめている。

「……うすうす気づいてはいたが、アスタ、お前はまたあの赤い実を使ったのだな」

「うん、だけどそこまで激烈な辛さにはしてないから大丈夫だよ。見た目的にも『ギバ・チット』よりは辛くなさそうだろう？」

「どこがだ。真っ赤ではないか」

「大丈夫だってば。真っ赤なのはタラパのせいだから」

　それに、特別扱あつかいは心外だろうから言わないでおくが、アイ＝ファの分は辛さをひかえめに調理してあるのである。

　しかめっ面のアイ＝ファに笑いかけながら、最後に俺は屋内のかまどで温めておいたスープもよそって、自分も席に着いた。

　サイドメニューは、いつも通りに焼きポイタンと、タウ油を使った『ギバ・スープ』だ。具材はモモ肉とアリアとチャッチとギーゴ。けんちん汁に近い味わいで、これは《南の大樹亭》でも喜ばれるのではないかとひそかに考えている。

　で、メインはチットの実を使った焼き物料理である。

　名前は、何だろう。強引に名付けるなら、『ギバのソテー・アラビアータ風』とでもいったところか。チット漬づけを使った『ギバ・チット』に負けぬ献こん立だてを、という気持ちで研究中の一品である。

　チットの実は、赤唐辛子のような色合いと辛さを持つ食材だ。ただし形はまん丸で、大きさは大豆ぐらい。それを二、三粒も使えば唐辛子一本分に相当するので、これならば経費もそれほど食わずに済む。

　まずはそのチットの実とミャームーを刻み、ギバの脂で弱火で炒める。本来であればオリーブオイルに代わる植物油が欲しいところであるが、こればかりは宿場町で発見することはできなかった。城下町には存在するのか、ちょいと気になるところではある。

　で、じっくり弱火で炒めていく内にニンニクのようなミャームーが香りだしたら、中火のかまどに移し、スライスしたギバのロースとアリアに手早く火を入れる。そいつが焼けたら、別の鍋なべで作っておいたタラパのソースと入念にからめて、もう出来上がりだ。

　困ったときのタラパ頼りというか何というか。『タラパ・シチュー』と『ギバ・バーガー』に続いて、タラパソースを使うのはこれで三度目である。もうちょっとバリエーションを広げたいところではあるが、トマトのごときタラパと唐辛子のごときチットの実との相あい性しようを考えると、今のところはこれが最善であると思われた。

　レイナ＝ルウたちに下ごしらえの仕事を引き継がせることができたら、空いた時間で色々な食材を吟味していかねばなと思う。ともあれ、タラパのソースをあらかじめ家で仕込んで持っていけば、《玄翁亭》での調理時間は大おお幅はばに短縮することが可能であろう。

　注意点は、火の加減。チットの実から十分な辛さを引き出すには時間をかけて熱を通す必要があるので、焦がさないように気をつけること。それさえ注意しておけば、調理の手順はきわめてシンプルだ。

「来月からはこの料理を《玄翁亭》に卸そうと考えているのですよ。だから、シュミラルがジェノスを離れる前に食べてもらえるのは、とても嬉しいです」

「私、もっと嬉しいです」

　嬉しくないのは私だけか、とアイ＝ファは口をへの字にしている。

　だけど今日は、涙がにじむほどは辛くないはずだ。アイ＝ファの分だけはチットの量を少なめにして、なおかつ種も抜いておいたので、かなりマイルドな味わいなのである。これならアイ＝ファにも心から喜んでもらえるかな、と内心で期待している俺なのだった。

「ではどうぞ。冷めないうちに召し上がってください」

　アイ＝ファはごにょごにょと口の中で文言をつぶやき、俺は「いただきます」、シュミラルは「賜ります」、と三者三様の挨あい拶さつを済ませ、晩餐のスタートだ。

　まずはメインディッシュから、俺は木匙で口に運ぶ。

　が、とたんに俺は、「あれ？」と首を傾かしげることになった。

　トマトのようなタラパのソースは、アリアのみじん切りや果実酒と一いつ緒しよに煮に込こんでいるので、風味も甘みも素晴らしい。そこにチットの辛さとミャームーの香りが合わさることによって、『ギバ・チット』にも負けぬ深い味わいを生み出せていると思う。

　そして、その深い味わいに負けない存在感が、ギバの肉にはある。きめがこまかくやわらかめの肉質が売りのロースであるからして、噛かみ応ごたえも心地ここち好よい。シャキシャキとした歯ざわりを少しだけ残したアリアも、いいアクセントだ。

　しかし、何だか記き憶おくよりも味が大人しめなのである。

　辛いには辛い。美味いには美味い。だが、これではアイ＝ファに提供したチットひかえめのマイルドな味わいに近いように感じられた。

　味見のしすぎで、少し舌が馬ば鹿かになっているのだろうか。俺はちょっと仕上がりが不安になり、シュミラルのほうをうかがってみた。

「あの、すみません。ちょっと味付けが弱かったでしょうか？」

「いえ。美味です」

　シュミラルもさっそくソテーから口をつけてくれていた。その目が嬉しそうに細められているのを見て、俺はほっとする。

　それではアイ＝ファはどうだろう、と視線を巡めぐらせてみると――アイ＝ファは木皿を抱かかえたまま、ぷるぷる肩を震わせていた。

「……だましたな、アスタよ」

「うん？　何がだよ？　この前よりは辛くないだろ？」

　言ってから、気がついた。

　俺が食べた一口こそ、辛さが足りていなかったではないか。

「え、まさか、俺とお前の皿を取り違えちゃったのか!?」

　いやしかし、いくら俺でもそこまで迂闊ではないはずである。シュミラルはもちろん、アイ＝ファにだって喜んでもらえるかどうか、胸を高鳴らせていた俺であるのだ。

　これはいったいどういうことなのだろうと首をひねっていると、シュミラルも不思議そうに首をひねっていた。

「アスタ、アイ＝ファ、味、別でしたか？」

「はい。アイ＝ファの皿だけ少しチットを少なめにしたはずなんですけど……」

「アイ＝ファ、皿、取り替えました」

「え？」

「アスタ、かまど、汁、すくう時、背中、向けていました。その時、アイ＝ファ、皿、取り替えました」

「えー!?　どうしてアイ＝ファがそんなことを!?」

「かまど、灰、飛んできて、アスタ、皿、落ちました。アイ＝ファ、灰、取った後、皿、取り替えました」

　ふわふわと漂ただよってきたかまどの灰が俺おれの皿に落ちてしまい、それに気づいたアイ＝ファが灰を除去したのちに、自分の皿と交換してくれた、ということか。

　なんと心優しき家長であろう！

　そんな心優しき家長にこんな運命をもたらすなんて、この世界の神はひどい性悪であるに違いない。

「ごめんな、アイ＝ファ！　こっちがお前の皿だったんだよ。……痛い痛い痛い！」

　左の頬ほおを、しこたまつねられた。

　つねりながら、じんわり涙を浮かべているアイ＝ファである。

「いちいち味など変えるからこのようなことになるのだ！　おかしな気を回すな、うつけ者！」

「いやだけど、みんな同じ味付けにしていたら、けっきょくはその辛さを味わうことになってたんだぞ？　……いや痛い痛い痛いってば！」

「私の口のほうが痛い！」

　ホホ肉をちぎり取られてしまうかと思った。

　しかし、心優しき我わが家長は、その寸前で俺の頬から手を放してくれた。

　俺も痛さで涙ぐむことになり、親愛なる家長とおそろいの有り様だ。おたがいがおたがいを思いやってもこんな目にあうことはあるのだなあと、俺はこの世の不条理を嘆くしかない。

　そんな俺のかたわらで「ふん！」と子供のように声をあげてから、アイ＝ファは手の甲こうで目もとをぬぐう。その愛くるしいお姿を眺めながら、シュミラルは「二人、幸福ですね」と、穏やかに述べた。

「私、家族、絶えました。アスタ、アイ＝ファ、幸福、思います」

「え？　シュミラルも家族を亡くしているんですか？」

「はい。母、私、生まれてすぐ、亡くなりました。父、三年前、亡くなりました。それから、私、《銀の壺つぼ》団長、引き継ぎました」

「ああ、先代の団長はシュミラルの父君だったのですか」

　アイ＝ファと木皿を交換したのち、その辛さを存分に堪能しつつ、俺はそう答えた。

「《銀の壺》、私の父、作った商団です。私、十年、仕事、続けています。ジェノスの城下町、仕事、許された、五年前です。……サイクレウス卿きよう、その時、知り合いました」

　まだちょっと涙目でスープをすすっていたアイ＝ファが、ぴくりと眉まゆを上げる。

「東の民よ、お前は城下町のサイクレウスという貴族と知り合いであったのか？」

「はい。城下町、料理人、通じて、サイクレウス、知りました。五年前から、サイクレウス、たくさん刀、買ってくれていました」

　アイ＝ファがじろりとにらみつけてきたので、「俺もそれは今日初めて知ったんだよ」と先回りしておいた。

　しかし、シュミラルはまたどうしてそのような話を蒸し返してきたのだろう。

「サイクレウス卿、約束、破ります。悪い噂うわさ、たくさんです。噂、本当、わかりませんが、私の友人、料理人、サイクレウス卿、恐おそれていました。サイクレウス卿、とても強い力、持っています」

「……それがいったいどうしたというんですか？」

「サイクレウス卿、逆らう、危険です。私、森辺の民、心配です」

　シュミラルは、さきほどの族長たちとの会話は、一いつ切さい聞いていないはずだ。だけどそれでも、宿場町からの帰り道で俺が色々と質問してしまったので、なにがしかの不ふ穏おんな空気を感じ取ってしまったのだろう。

「……何にせよ、お前には関係のない話だな、東の民よ。お前はアスタの友であるという話だが、そうであればなおのこと、踏ふみ込むべきでない領域があるはずだ」

　アイ＝ファは小さく首を振り、ソテーの木皿をつかんだ。

「おまけにお前は、あと数日でジェノスを離れるのであろう？　余計なことには気を回さず、己の行く末だけを心配していればいい」

「はい。……そうするべき、わかっています」

　シュミラルは、少しさびしげに目を伏ふせた。

　アイ＝ファは「ふん」と軽く鼻を鳴らしてから、赤いソースにまみれたソテーを口の中に放り込む。

　で、また涙目だ。

「あれえ？　それでも辛いか？　けっこう加減して作ったんだけどなあ」

「……最初に口を痛めてしまったから、余計に痛いのだ」

　と、アイ＝ファは座すわったまま器用に俺の膝をげしげし蹴ってきた。

　しかし、木皿を置こうとはせず、涙をぬぐいながら二口三口と食べていく。

「ううむ……美味いのかもしれんが、やっぱりよくわからん……最初に口を痛めていなかったら、きっと美味いと感じられたのであろうな……」

「本当か？　だったら、ものすごく嬉うれしいんだけど」

　自然に笑えみがこぼれてしまう。

　すると、さらに強い力で何度となく膝を蹴られてしまった。

「アスタ、アイ＝ファ、幸福、思います」と、シュミラルがまた同じことを言う。

「その幸福、大事、してください。私、旅先、二人、幸福、祈っています」

　アイ＝ファはタラパのソースのように真っ赤な顔をして、「やかましい！」と、わめき散らす。

　それからシュミラルがファの家を辞去するまで、時間はゆっくりと優しく流れていった。
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　そして翌日、青の月の三十日である。

　ついに森辺の族長たちとジェノスの貴族サイクレウスによる二回目の会談が、半月もの時間を経て執り行われることになったのだった。

　この日で何かが終息するわけではない。

　むしろこれは、始まりの日となるのだろう。

　いびつに歪んでしまった森辺とジェノスの関係性を正すために、サイクレウスという謎なぞめいた男の正体を暴あばくために、ドンダ＝ルウたちは森辺の行く末を双そう肩けんに担って、町に下りるのだ。

　サイクレウスは、本当にスン家を利用して我欲を満たしていたのか。

　スン家の全員を城に引き渡せというその言葉の真意はどこにあるのか。

　カミュア＝ヨシュやメルフリードはどのように動くのか。

　森辺の民は、これからもモルガの森で狩人かりうどとして生きていけるのか。

　ファの家は、これからも宿場町で商売を続けていけるのか、

　終息の日にはならなくとも、この日がターニングポイントとなることに疑いはないだろう。




　ともあれ、俺たちのやることに変わりはなかった。

　いつも通りに町に下りて、いつも通りに料理をさばく。念のために護衛役の狩人が二名同行しただけで、それ以外に変わりはない。

　また、宿場町の人々などは、それこそそのような会談が行われるということさえ知らされていないのだから、客足にもまったく変化は見られない。開店前には三十名ばかりのお客さんが並び、朝一番のラッシュを終えたら二名ずつ休憩をとり、その後はちらほらとやってくるお客さんの対応に追われる。何もかもがいつも通りの平常運行だ。

「さーて、そろそろ親父おやじたちも森辺から下りてくる頃ころかなあ」

　屋台の後ろで呑のん気きたらしく声をあげたのは、ルド＝ルウだった。今回も、宿場町の人々をなるべく脅かさないように、見目のやわらかい若衆の彼かれが護衛役に選ばれたのである。

　もう一人の護衛役は、屋台と屋台の間に立ち、ごくさりげなく通りのほうに視線を飛ばしている。我がファの家の家長、アイ＝ファだ。どうせルウ家は眷族もろとも休息の期間に入っているので、人手はいくらでも出せる状態にあったのだが、アイ＝ファは自ら志願してまた護衛役を買って出たのだった。

　もっとも、今回ばかりは護衛役など無用の長物に終わるはずである。護衛役など、ジェノス城との関係性が救いようもなく破綻しない限り、出番はやってこないはずであろう。

　裏を返せば、それでも念のために護衛をつけておこう、と考えざるを得ないこの現状こそが、城の人々と確かな信しん頼らい関係を築けていない証あかしでもあった。

「あ、ルド＝ルウだ！」と、元気いっぱいの声が突とつ然ぜん往来に響ひびきわたる。

　そうしてちょこちょこと屋台のほうに駆かけ寄よってきたのは、野菜売りであるドーラの親父さんの愛娘、ターラであった。

　その姿を見て、後方の荷車のそばあたりにまで引き下がっていたルド＝ルウも「よー」と声をあげて歩を進めてくる。

「ひさしぶりだな、ちびっこ。朝は店にいなかったじゃんか？」

「うん！　ちょっと父さんのお使いで宿屋を回ってたの！」

　焦げ茶色の髪かみと瞳ひとみをした小さな少女ターラは、嬉しそうににこにこと笑っている。開店当初からの常連客でもあるこの少女は、もはや屋台の関係者である森辺の民に対してはほぼ完全に恐きよう怖ふ心しんを感じないようになっていた。

「……ルド＝ルウよ、持ち場を離れるな。背後をつかれたら何とするつもりだ？」

　と、アイ＝ファが低い声でたしなめる。

　が、ルド＝ルウは「んー？」と、けげんそうに首を傾げた。

「別にそこまでピリピリすることねーだろ？　そんなに警けい戒かいが必要だったら、最初っから三人でも四人でも人手を出してるんだからさ」

「そうだとしても、その場にいる人数で最善を尽くすのは当然のことであろう」

「大丈夫だよ。トトスやら荷車やらが壁かべになってんだし。後ろから誰だれか近づいてきてもすぐにわかるだろ」

「ギルルを盾になどできるか！　……もういい、私が後方に回る」

　この会話からも推察できる通り、アイ＝ファは一人だけ朝から緊張感を保っていた。

　今回は、ザッツ＝スンやテイ＝スンのときのように、何者かの襲しゆう撃げきが予想されているわけではない。しかも、会談は中天から始まる予定であるので、この午前中の間はいっそう荒あら事ごとなど生じる要因はないのである。

　どうにも俺はアイ＝ファの様子が気にかかって仕方がなかったので、ルド＝ルウとともにターラと雑談を始めたララ＝ルウに屋台をまかせて、そちらに足を向けてみることにした。

「アイ＝ファ、どうしたんだよ？　何か町に下りてから様子がおかしくないか？」

　木に繋がれたギルルの首をなでながら、アイ＝ファは横目で俺をにらみつけてくる。

「……朝から時おり妙みような視線を感じるのだ。悪意と敵意のこもった毒針のような視線をな」

「ええ？　本当か？　……だけどまあ、森辺の民をそういう目で見る人がいなくなったわけじゃないからなあ」

「そうではない。それらはすべて同じ人間の視線であるように感じられてならないのだ。どこにもそのような人間の姿は見つけることもできないのにな」

　それでは誰かが隠かくれながら、俺たちを監視しているとでも言うのだろうか。

　できればアイ＝ファの気のせいであってほしいものだが、その真しん剣けんな面おも持もちを見ている限り、そんな楽観視はできないようだった。

「だけど、今さら城の連中が俺たちに見張りをたてるってのもなあ――」

　そう言いかけたとき、屋台のほうからララ＝ルウの「きゃあっ！」という悲鳴まじりの声が聞こえてきた。

「どうした、ララ＝ルウ!?」

　俺は慌あわてて屋台に戻もどる。

　屋台の前には、長身の人ひと影かげがあった。

　が、そのかたわらではターラがきょとんと立ちつくしているし、ルド＝ルウも立ち位置を変えていない。そして、ララ＝ルウ自身も腰こしに手をあてて立っており、どこにも凶事の気配などは漂っていなかった。

「あーあ、もったいない！　言っておくけど、手をすべらせたのはあんただからね？　これじゃあ銅貨を返すことはできないよ？」

　いったい何が起きたというのだろう。

　俺は背後にぴったりと付き添っていたアイ＝ファとともに、さらに歩を進めてみた。

「うわ、何事だい、これは？」

　悲鳴の理由は、すぐに知れた。鉄板の上に、完成品の『ミャームー焼き』がぶちまけられてしまっていたのだ。

　焼きポイタンの生き地じがばらけて、肉やアリアや千切りのティノが無残に四散してしまっている。それらが焦げついてしまわぬよう、木べらで鉄板の隅に追いやりながら、ララ＝ルウが怒おこった顔を俺たちに向けてくる。

「見ての通り、このお客がせっかくの料理を落としちゃったんだよ！　もったいないなあ、もう！」

　俺は視線をそのお客さんとやらに向けてみた。

　フードつきの革マントに、百八十センチを超える痩せ型の長身。フードの陰かげから覗く口もとの皮膚が黒い。東の民たみのお客さんである。

　一瞬、シュミラルかなと思ってしまったが、その想像はあえなく外れた。フードを背中にはねのけて、申し訳なさそうに頭を下げてくる。その首の後ろでくくられた長い髪の色は、白銀ならぬ栗くり色いろだった。

「すみません。うっかり落としてしまいました。あなた、悪くありません」

　言葉づかいも、シュミラルより流りゆう暢ちようである。

　ただ、東の民はみんなけっこう風貌が似通っている。その人物も、面長の顔に切れ長の目、高い鼻に薄い唇くちびるという典型的なシム人の面立ちで、すらりと背が高く、そして痩せていた。ただ、淡い色合いをしたその髪と、さらに淡い色合いをした鳶色の瞳は、シム人としてはかなり珍しいように思われた。

　それにしても、料理を鉄板に落としてしまうなんて、あまり聞かない粗相である。

　その東の民のお客さんは、ちょっと悲しげに目を細めつつ、マントをはだけて右の半身をあらわにした。その細いが筋肉のついた右の上じよう腕わんには、うっすらと赤い血のにじんだ包帯が巻きつけられていた。

「右みぎ腕うでが不自由なので、左腕で受け取ろう、思いました。左腕、少し不器用なので、落としてしまったのです。鉄板、汚して申し訳ありません」

　いくぶんたどたどしいものの、それでもシュミラル以上に西の言葉を巧たくみにあやつれる東の民を見たのは初めてだった。

　それに、長くのばした髪が珍しい色合いをしているからだろうか、シュミラルに少し雰ふん囲い気きが似ているように感じられてしまう。

　要するに、俺にとっては好感度の高いお客さんだった。

「お気になさらないでください。えーと、少々お待ちくださいね？」

　地面に落としたわけでもないのだから、この『ミャームー焼き』を無む駄だにしてしまうのはもったいない。

　とはいえ、肝かん心じんの焼きポイタンが鉄板の脂と汁まみれになってしまったので、元の形状を再現するのは難しいだろう。ついでに言うなら、具材のほうも千切りのティノが飛散してぐしゃぐしゃだ。

（よし、それなら徹底的にぐしゃぐしゃにしてやるか）

　まずはポイタンの生地から可能な限り具材をこそぎ落とし、まな板の上に拾いあげた。それを包丁でこまかく切り分けて、試食用の木皿へと盛りつける。

　で、鉄板に残された具材は中央に寄せて、ミャームーと果実酒の汁を木匙に半分だけ降りそそぎ、念入りにかき混ぜる。キャベツのようなティノが少ししんなりしてきたら、もう十分だろう。

　それも木皿へと移動させ、細切りのポイタンとざっくり攪かく拌はんする。

「いかがでしょう？　あんまり綺き麗れいな見た目ではないですが、お味にそれほど差はないと思います」

　見た目的には、まあ中華料理の炒め物のような出来栄えであった。俺的には許容範はん囲い内だと思うのだが、如何いかがであろう。

　果たしてそのお客さんは、嬉しそうに口もとをほころばせてくれた。感情の露ろ出しゆつを恥とするはずのシム人の笑え顔がおに、俺は思わずドキリとしてしまう。

「ありがとうございます。銅貨、無駄にならず済みました。大変、感謝します」

　そうして東の民のお客さんは、怪我をした右手で不自由そうに木皿を支えながら、俺の手て渡わたした木き匙さじで即そく席せきミャームー丼を食べ始めた。

　その顔が、いっそう嬉しそうな微笑ほほえみをたたえる。

「とても美味です。ギバ肉、美味おいしいのですね」

「あ、ありがとうございます」

　そういえば、そもそもシム人は西の言葉が不自由なので、シュミラル以外の東の民とこれほど言葉を交かわしたのも初めてのことかもしれなかった。

「私、右腕を怪我しました。仕事、しばらくできません。だから、銅貨、いっそう大事なのです。私、本当に感謝しています」

　至極すみやかにミャームー丼を完食したのち、お客さんはそう言ってくれた。

「私、サンジュラいいます。あなた、名前よろしいですか？」

「はい。俺はファの家のアスタといいます」

「ファの家のアスタ。私、怪我が治るまでジェノスに留まります。毎日、この屋台に軽食を買いに来ます」

「ありがとうございます。そんな風に言っていただけて、とても嬉しいです」

「こちらこそ、美味しい料理、知ることができて嬉しいです」

　うっすらと微笑むそのお客さん――東の民サンジュラの姿を、ルド＝ルウはララ＝ルウのかたわらから、アイ＝ファは俺のかたわらから、それぞれじっと見つめている。

「なあ、あんたって相当腕が立ちそうだよな。どうしてまたそんな手傷を負うことになっちまったんだ？」

　と、好こう奇き心しんに耐たえかねた様子で、ルド＝ルウがそう発言した。

　サンジュラは、不思議そうにそちらを振り返る。

「私、トトスに乗って旅をしています。そのトトス、岩場で足を踏み外してしまったのです。私、トトスから落ちて、尖った岩に右腕をぶつけてしまいました」

「ああ、なるほどね。それならあんたみたいな手練が傷を負ったってのも納得だ」
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　サンジュラは、いっそう不思議そうに目を瞬かせる。

「私、ただの風来坊です。剣士、違ちがいます」

「ふーん？　それでもあんたは、かなり強いだろ」

「……旅、危険がつきものです。野盗、野や獣じゆう、非常に危険です。身を守るため、多少は腕を磨いています」

　そう言って、サンジュラははにかむように微笑んだ。

　そして、空になった木皿を俺のほうに差し出してくる。

「今日、本当にありがとうございました。ファの家のアスタとの出会い、父なる西方神セルヴァに感謝します」

「え？　サンジュラは東の民ではないのですか？」

「はい。私の母、東の民です。でも、私は西の王国で育ちました。私、西の民です」

　サンジュラは、西と東の混血であったのか。

　しかしそれなら、どうして西の言葉が少したどたどしいのだろう、という疑問が残ったが、さすがにそこまで踏み込んだ質問をすることはできなかった。この世界において、混血というのはいささかならず複雑な出自を示すものなのである。

「それでは。明日、また来ます」

　そうしてサンジュラはフードをかぶりなおし、南の方角に去っていった。

　何だか心温まるひとときであったなあと、俺は一人ご満まん悦えつである。

　だが、そうは考えていない様子のお二人が交わす、とても殺伐とした会話が耳に入ってきた。

「うーん、町にもあんな手練がいるもんなんだなあ。……なあ、アイ＝ファ。お前だったら、あいつに勝てると思うか？」

「五分の条件なら、負けん。しかし、わずかな油断も許されぬ勝負となるであろうな」

　むろん、アイ＝ファとルド＝ルウである。

　アイ＝ファのそっけない返答に、ルド＝ルウは「ちぇーっ！」と、わめき声をあげる。

「アイ＝ファはそれでも勝てるって断言できちゃうのかよ？　俺は、わかんねーな……何だかんだで勝てそうな気もするんだけど……」

「どうであろうな。お前と同じていどには腕の立ちそうな男だった」

「何だよ、それじゃあ俺よりアイ＝ファのほうが強いってことになるじゃん！」

「そうではないとでも思っていたのか？」

　殺伐の度合いが増してきた。

　いつぞやのように険悪なにらみあいが始まりそうな気配であったので、俺は「ちょっとちょっと」と水をさす。

「あれはただのお客さんなんだから、おかしな考えは起こさないでくれよ？　腕は立つのかもしれないけど、温和で優しそうな人だったじゃないか」

「ふん。たったこのていどの会話で敵か味方かを見極められるものか。お前こそ、簡単に他者を信用しすぎなのだ」

「それはアイ＝ファの言う通りだな。もしもああいうやつが町にもゴロゴロしてるってんなら、護衛役なんかも二人じゃ足りねーってことになるんだぜ？」

　そんな風に言ってから、ルド＝ルウは黄色っぽい髪をくしゃくしゃにかき回した。

「まあ、あんなやつがゴロゴロしてないってことは、ちょっと町を歩いてりゃわかることなんだけどな。ただ、あのカミュア＝ヨシュっていうおっさんといい、灰色の目をした貴族の野や郎ろうといい、町の人間もあんまり甘あまくは見てらんねーみたいだな」

　そういえば、アイ＝ファもルド＝ルウもルウ家の闘技会で八名の勇者に選ばれるほどの実力者なのだ。その実力が実戦においてどれぐらい反映されるのかは不明なれども、その両名にこれほど評価されるということは、あのサンジュラというお客さんも並大たい抵ていの腕うで前まえではない、ということになるのだろう。

（……それにしたって、そんな荒事に関かかわるような人には見えなかったけどなあ）

　そんなことを考えていたら、すっかり蚊帳かやの外になってしまっていたターラが「そろそろターラも戻らなくっちゃ！」と大きな声で騒さわぎ始めた。

「えーっとね、ミャームーのを一つと、ぎばばーがーを三つください！」

「四つも食うのかよ。すげーな、お前」

「ちがうもん！　布屋と鍋屋のおじさんたちに持っていってあげるの！」

　ターラはぷりぷりと怒おこり、ルド＝ルウはけらけらと笑う。

　それでようやく明るい空気が戻ってきて、一つ肩をすくめたアイ＝ファが後方のポジションに戻ろうとしたとき、新たなるお客さんがやってきた。濃のう淡たんまだらの褐かつ色しよくの髪をした少女ディアルと、そのお供のラービスである。

　その姿を見て、アイ＝ファはぴたりと足を止めてしまった。

「い、いらっしゃいませ。今日はこっちの料理でいいのかな？」

「うん！　一日おきに食べていくことに決めたんだー。だから今日はこっち！」

　ディアルはにこにこと微笑んでいる。それをアイ＝ファが俺の肩ごしに注視しているのが、気配でわかる。

　実は昨晩、シュミラルがファの家を辞去したのちに、俺はこの少女の存在をアイ＝ファに打ち明けていた。サイクレウスの屋や敷しきに招待されている商団の一員である、という素性は伝えておくべきであると思えたし、それに、アイ＝ファが護衛役として宿場町に下りるならば、顔をあわせる可能性もなくはない。それならば、もうおかしな誤解や行き違いが生じる前に自分の口からすべてをぶちまけておくべきだと心を決めたのだ。

　その判断が正しかったのか否か、俺としては緊張の場面だった。

「ん……なんか今日は人数が多いね？」

　と、ディアルがいぶかしそうに視線を巡らせる。

　その綺麗なグリーンの瞳がアイ＝ファの姿をとらえるや、そこにはめらめらと反抗心の火が燃え始めてしまった。

「それはそれでかまわないけど、でも、そこのあんたはどうして僕ぼくのことをそんな目でにらみつけてるのさ？　僕、あんたに何かしたっけ？」

「……私自身には何もしていないが、私の家人には手をあげてくれたそうだな、南の民の娘よ」

　アイ＝ファが低い声で言いながら、俺の横にまで進み出てくる。

　いよいよ冷ひや汗あせものの展開だ。

「それとも、アスタに手をあげたのはお前ではないのか？　この宿場町で南の民の若い娘を見るのは珍めずらしいので、私はそのように判断したのだが」

「何さ？　僕がアスタをぶん殴っちゃったこと？　それがあんたに何の関係があるっての？」

「関係はある。アスタは私の家の家人であるのだからな」

　横目で確かく認にんしてみると、アイ＝ファはべつだん怒りの感情をあらわにしているわけでもなかった。ただその面は究極的に不ふ機き嫌げんそうであり、青い瞳にも穏おだやかならざる光が瞬いている。

「むろん、アスタのほうにも非があったということは認めざるを得ない。しかし、傷が残るほどの暴力が正しかったとも思えない。今後は行動を慎んでもらいたいと私は願っている」

「家人――家人って何なのさ!?　もしかしたら、二人は夫婦なの!?」

「い、いや、夫婦ではないんだけどね。同じ家に住む家族なんだよ。血の繋がりはないけど、大事な家族だ」

　俺の返答に、ディアルはいっそう苛立たしげな面持ちになってしまう。

「夫婦でもない家族って何？　アスタはこの女に飼われてるってこと？　西の王国では、北の民以外の奴隷を持つことは禁じられてるはずだよね？」

「ど、奴隷でも飼い犬でもないよ。えーと、何て説明したらいいのかな……」

「説明など必要ない。とにかくお前は誰にも後ろ指をさされぬよう、法を守って行動を慎めばよいのだ、南の民の娘よ」

「うっさいなあ。あんたなんかにアスタとのことをどうこう言われたくないんだけど！　僕はアスタに謝あやまったし、アスタは僕を許してくれたじゃん！　それなのに、どうして横からぎゃあぎゃあ言われなきゃいけないわけ？」

「だから、今後の行動を慎むのならば罪は問わないと申し出ているのだ。話のわからぬ娘だな」

　何だか大混戦の模様である。

　それに、アイ＝ファが町の人間と言い争いをするなんて、たぶん初めてのことだ。ここは俺が身体からだを張ってでも事態の収拾に努めなければならないのだろうが――はてさて、どうしたものだろうか。

「ちょっと、まずは落ち着こう！　……ねえ、ディアル、俺が君に無礼な真似まねをはたらいたら、たとえ両者の間で和解が成立していたとしても、君のご家族が一言ぐらいは文句を言いたくなることもありうるだろう？　このアイ＝ファが怒っているのはそういう心情もあってのことなんだから、何とかご理解をいただきたい」

「えー、でも……」

「それに、アイ＝ファ。俺の身を案じてくれるのはありがたいけど、先日の一件はもう手打ちになってるって説明しただろう？　俺たちはおたがいに非礼をわびて、おたがいに反省してるんだから、今後のことは大丈夫だよ」

「しかしだな……」

　とても不満げな面持ちながらも、二人は口をつぐんでくれた。

　が、その沈ちん黙もくは五秒ともたなかった。

「そりゃあ確かに手をあげちゃったのは僕が悪かったけどさ！　そもそもアスタが失礼な口を叩たたくのが悪いんじゃん！　そんなアスタにお説教される筋合いもないよ！」

「そうだ。騒ぎのきっかけを作ったのはお前自身であろうが？　お前こそが、誰よりも反省が必要なのだ」

　そうしてアイ＝ファのほうは俺の耳もとに口を寄せてきて、さらに言った。

「……だいたい、この娘むすめのどこが男に見えたというのだ？　着ているものが男のようなだけで、それ以外はどこからどう見てもか弱げな娘ではないか」

　で、屋台の陰で何発も足を蹴ってくる。

「男と見間違えたというからには、よほど武骨な面がまえをした娘であるのかと思えば――お前の目玉は何のために二つもくっついているのだ、アスタよ？」

「ひどいなあ。さすがにちょっと言いすぎじゃないか？」

　俺も小声で反論すると、アイ＝ファは「ふん！」と盛大にそっぽを向いてしまう。

　ふと見てみると、ララ＝ルウはカミュア＝ヨシュみたいににんまりと笑いながらこの光景を観察していた。

「そ、それじゃあ注文は一つだね？　今すぐこしらえるので、少々お待ちを！」

　気を取りなおして、俺は『ミャームー焼き』の作製に取りかかる。

　その間、ルド＝ルウはずっとディアルの後方にたたずむラービスの姿を注視していた。そして、ラービスのほうもルド＝ルウのほうを注視していた。

　もしかしたらこの若者は、狩人の装束で刀や鉈なたをぶら下げたルド＝ルウやアイ＝ファのことを警戒しているのかもしれない。だが、ルド＝ルウのほうに緊張感は見られず、ただ不穏な眼まな差ざしを向けられているのでそれに対処しているだけ、という雰囲気であった。

「おお、アスタ、まだ屋台に居残っていたか！」

　と、そこに建築屋の一団がどやどやと姿を現した。

　先頭に立っていたアルダスが、いつも通り朗ほがらかに笑いかけてくる。

「いらっしゃいませ！　ここのところ、お忙しそうですね？」

「ああ、いよいよ仕事の期日も明日までだからな。一日でも延びたらこっちが割を食うことになるので、なかなか気を抜けないんだよ」

　などと言いながら、笑ったまま太い眉を下げるアルダスである。

「まあ、アスタの料理を食べられるなら、いつまででもジェノスに居残りたいぐらいなんだがな。宿屋やトトス屋に支し払はらう銅貨のことを考えると、そんなことも言っていられないし……ああ、本当に残念だよ！　急な仕事でも入らない限り、ジェノスなんて年に一度しか来る機会はないからなあ」

「いつまで同じことをくどくどと言っているんだ。故郷では女房と子供が帰りを待ちわびているんだぞ？」

　むすっとした顔のおやっさんが、下のほうからアルダスの腹を小こ突づいた。

　それから、俺のほうに向きなおる。

「……アスタよ、干し肉はどれぐらい残っているんだ？」

「え？　干し肉ですか？　えーと、今日の分はこれだけですけど」

　干し肉は、一日に二キロていどしか準備していない。

　革かわ袋ぶくろの中身を見せてみせると、おやっさんは「足りんな」と、つぶやいた。

「これっぽっちじゃ全然足りん。明日までにこの十倍は欲しいところだ」

「じゅ、十倍？　そんなにたくさんの干し肉をどうするのですか？」

「故郷までの帰り道で食うに決まっているだろうが？　俺たちは八人いて、帰るには半月もかかるんだから、この十倍ぐらいは必要になるだろうさ」

　そう言って、おやっさんはじろりと俺の顔をにらみつけてきた。

「準備できるか？　できなければ、カロンの干し肉を買うしかないが」

「で、できると思います。森辺に戻って確認してみないと確かな約束はできないのですけれども」

　しかし、いつまた大口の仕事が入るかもわからないのでその時はよろしく、と近在の氏族の人々には伝えてあるし、そうでなくてもルティムやレイでは生鮮肉も干し肉も有り余っているはずだ。ギルルという機動力を得た現在であるならば、集落中を巡って二十キロ分の干し肉を集めることは難しくない。

「でも、おやっさんはギバ肉の風味がそんなにお好きではなかったですよね？　干し肉は塩気と香こう草そうの匂においが強いですけど、それでもけっこうギバ肉の風味も残ってしまっていると思うのですが……」

「そんなことは百も承知だ。せっかくの儲け話にけちをつける気か、お前さんは？」

　不機嫌そうに言ってから、おやっさんはもしゃもしゃの頭をかいた。

「……これだけ毎日食っていれば、ギバの風味にもなれてきた。だったら値段はカロンの干し肉と同じなのだから、ギバの干し肉でもかまわんと思っただけだ」

「ああ、アスタの料理が食べられないなら、せめてギバの干し肉でもかじっていたほうが心も慰められるしな」

「そんなたわけたことを考えているのはお前だけだ！」

　アルダスの軽口に怒声を返してから、おやっさんはまた頭をかきむしる。

「とにかく、準備できるだけ準備してくれ。足りない分は、カロンを買うからな。……で、明日はこの屋台に来るのも中天を過ぎちまうかもしれないから、店番の娘どもにもきっちり話を通しておくんだぞ？」

「あ、明日のご来店は中天を過ぎてしまうんですか？」

　それならば、俺とはここが別離の場となってしまうかもしれない。

　俺は頭のタオルを取り、建築屋の面々に頭を下げてみせた。

「それじゃああの、長いこと俺の店をご利用くださいまして――」

「やめんか！　一生の別れでもあるまいし！」

　とたんにおやっさんはわめき散らし、赤銅貨を二枚、屋台の台に叩きつけてきた。

「俺たちは、最低でも年に一度はこのジェノスを訪おとずれるのだからな！　そのたびにそんな辛しん気き臭くさい挨あい拶さつをするつもりか？　だいたいこのジェノスでは毎日何十何百という南の民が出たり入ったりしておるんだぞ？」

「はい。ですが、ここまで足しげく通ってくれた皆みなさんの存在は、俺にとってものすごい励はげみになりました。本当に――心から感謝しています」

　おやっさんは何かを言いかけたが、すぐにそっぽを向いて言葉を詰まらせてしまった。

　その後ろに控ひかえていたお仲間が、愉ゆ快かいそうに笑い声をあげる。

「青の月が終わっても、俺たちはこの屋台に通わせてもらうからな！　おやっさんの分までギバ肉を食い続けてやるから心配すんなよ！」

「やかましいわ！　首を飛ばされたいのか!?」

「そうしたら明日中に仕事も終わらなくなっちまうぜ？　いいからとっとと俺たちにも昼飯を食わせてくれよ」

　どうやらその中には、現地で雇った職人もまざっていたらしい。そういえば、さっきおやっさんは八名で故郷に帰ると述べていたが、建築屋の総勢は十数名ほどいるはずなのだ。

（それじゃあこの人たちも混血か何かでジェノスに定住しているのかな？　それとも、南の民だけどジェノスに住みついて日銭を稼いでいる、とか？）

　そんなことすら、俺おれは知らなかった。

　だけどそれでも、この人たちが全員大事なお客さんであるという事実に変わりはなかった。

「ふーん、あんたはもうすぐネルウィアに帰っちゃうんだ？」

　と、横のほうに引っ込んでいたディアルが興味深そうに声をかけてくる。

　不機嫌そうに黙だまりこくっていたおやっさんは、眉をひそめてそちらを振ふり返った。

「ああ、ゼランドの娘っ子か。何だ、けっきょくお前さんもギバの料理を食っとるんだな」

「うん！　食べてみたら無む茶ちや苦茶に美味しかったからさ！　……臭くさいとか固いとか色々文句をつけちゃったのが恥はずかしいよ」

「ふん。俺などはもっと大きな恥をかかされたもんだ」

　言いながら、おやっさんはまた俺の顔をにらみつけてきた。

　ただ、その顔は変わらずに不機嫌そうであったものの、緑色の瞳にはたいそうやわらかい光が浮うかんでいる。

「アスタよ、俺たちはまた来年にはやってくるからな。何かと風当たりは強いだろうが、それまでに店をたたんでいたりしたら、森辺の集落にまで押おしかけて文句を言ってやるぞ？」

「はい。来年もまた同じように俺の料理を食べていただくことができたら、とても嬉しいです」

　不覚にも、涙がこぼれそうになってしまった。

　一年後――俺はこの人たちと再会できる運命にあるのだろうか？

　そんなことはわからなかったが、神ならぬ俺には人事を尽くす他ないだろう。

　そうこうしている内に、太陽は頭上に高く昇りきり、そろそろジェノスのどこかでは、城の人々と森辺の族長らによる会談が開始される刻限になっていた。




２




　本日の会談も、何とか無事に終えることはできました――と、ガズラン＝ルティムは語ってくれた。

　森辺からの参加者は、六名。ドンダ＝ルウ、ダリ＝サウティ、グラフ＝ザザの三族長と、ガズラン＝ルティム、フォウの家長、ベイムの家長、という顔ぶれである。族長の供をする予定であったサウティとザザの男衆を、小さき氏族の代表者たちと入れ替えた格好だ。

　もともとこちらの人数は六名と通告してあったし、あちらは族長以外の人間の素性になどまるきり興味を持っていない様子であったので、このような顔ぶれに落ち着いたのだった。

　場所は前回と同じく、サイクレウスの私邸である。

　ただし、城下町ではない。石の塀で囲まれた城下町の北側には、広大なる果樹園とそれを取り囲むように家屋の建てられた区域が存在する。城下町の南側で商売をしている俺たちにはまったく馴染みのない、そこがサイクレウスの支配する領土――トゥラン伯爵領であったのだ。

　そのトゥラン伯爵領の一角に、とりわけ巨きよ大だいなサイクレウスの屋敷が建てられている。サイクレウスは城下町に森辺の民を招き入れることをよしとはしていなかったので、スン家が族長筋であった時代から、面談の際にはその屋敷が使われていたのだという話であった。

　それは木材よりも石材を多く使った、かなり立派で大きな建物であったという。

　その建物の大広間にて、森辺の族長たちは約束よりも早い時間からサイクレウスたちの到とう着ちやくを待っていた。

　約束の時間は、中天。

　まずはその刻限に至る寸前に、カミュア＝ヨシュとメルフリードがやってきた。

　二人きりの来訪である。館やかたの外にはお付きの兵士たちが控えているのかもしれないが、大広間にはその二名しか姿を現さなかった。

　カミュア＝ヨシュはいつも通りのマント姿で、メルフリードも白しろ革かわの武者姿である。館の入口で刀を取り上げられてしまう森辺の民とは異なり、彼らは帯刀したままだった。

　そうして時間はのろのろと過ぎていき、城のほうから中天を告げる鐘の音色がうっすらと聞こえてきたとき――サイクレウスは、奥おくの扉とびらから二十名近い衛兵を従えて大広間に姿を現したのだと、ガズラン＝ルティムはそのように語ってくれたのだった。




　　　　　◇




「ふん……待たせてしまったようだな、各々方……」

　そう言って、サイクレウスは革張りの大きな腰掛けに座りました。

　私たちは、部屋の中央に立っています。サイクレウスとともにやってきた衛兵たちは、自分の身長ほどもある槍やりを掲げたまま、その半数が左右と後方の壁に沿って立ち並びました。

　残りの半数、十名ばかりの衛兵を左右に従えた格好で、サイクレウスはまずメルフリードのほうに視線を向けます。

「まったく酔狂なことであるな、メルフリード殿どの……貴殿にとっては、このような些事に関わることなど無益であろうに……」

　明らかにメルフリードの同席を好ましくは思っていない様子です。

「私はいずれこのジェノスを統べねばならぬ身だ。さすればジェノスの安寧にまつわるこのたびの一件が些事とは思えぬのも道理であろう、トゥラン伯サイクレウスよ」

　メルフリードは、そのように答えました。

　私が彼と相あい見まみえるのは初めてのことでしたが、あれはなかなかの傑物であるようでしたね。

　屋内では兜を脱ぬいでいましたので、その面相を確認することもできました。年ねん齢れいは私よりも少し上なぐらいで、淡い褐色の髪をしており、すっきりと眉び目もくの整ったその顔立ちは、確かにこの上なく貴族らしかったと思います。

　だけどあの灰色の目は――アスタたちから聞いていた通り、月の光のように冷たく、冴えざえと光っていました。
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　戦士としての力量も、かなりのものであるのだと思います。

　いえ、私はアイ＝ファやルド＝ルウほどの眼力は備えておりませんので、確かなことはわかりません。ただ、相当な手練であるなと感じ取れるばかりです。

　ともあれ、サイクレウスです。

　サイクレウスは、メルフリードの言葉を聞くなり、にやにやと笑いだしました。

　サイクレウスは、いつでもそのように笑っている男なのです。

　おそらくは、笑うことによって己の感情を隠そうとしているのでしょう。

「そのジェノス侯マルスタインの第一子息たる貴殿が、薄汚い布きれなどで面相を隠し、町の人間に身をやつすなどとは、酔狂の極みと言う他ない……そしてそれは近衛兵団団長としての裁量を超えた行いなのではないのかな、メルフリード殿よ……？」

「耳の痛い話ではあるが、私は自分の仕事を打ち捨ててそのような真似に及んだわけではない。余暇の時間を何にあてようとも、それは私の自由であろう、トゥラン伯サイクレウスよ。……それよりも、これは森辺の族長らと言葉を交わすための場であるはずだ。まずは貴殿の仕事を果たされては如何か？」

　サイクレウスはいっそう顔を歪めて笑い、私たちのほうに向きなおりました。

　不気味な男です。

　何たび顔を合わせようとも、やはりその印象に変わりはありません。

　その身に纏まとっているのは、いかにも上等でありそうな装束です。薄うすくて肌はだ触ざわりのやわらかそうな真っ白の装束で、上から下まで一枚でつながっており、首と手足の先しか外に出ていません。うまく説明できませんが、首や腕には金属や石の飾かざり物ものなどを下げておりますし、女衆の宴うたげ衣い装しようのようにきらびやかな装いでありました。

　そういえば、その体格も女衆のように小さくて、痩せ細っているのです。やたらと頭が大きくて、いささかならず均きん衡こうを欠いているように見えるので、女衆というよりは子供のような体格、といったほうが適切でしょうか。

　肌の色は妙に青黒くて、目玉も常に血走っており、健すこやかならざる印象です。

　グラフ＝ザザなどは彼のことを「老人」と呼んでいますが、年齢はそこまで重ねていないかもしれません。ただ、病人のように痩せ細り、健やかならざる肌の色をしているために、非常に年老いて見えるのです。

　しかし――色つやが悪く皺しわぶかいその顔の中で、色の淡い目だけが炯けい々けいと光っています。

　私は、その目が苦手でした。

　有り体に言って、強い嫌けん悪お感をかきたてられてしまうのです。

　理由はわかりません。

　族長たちなどは、「ズーロ＝スンとそっくりの卑しい目つきだ」などと述べておりました。

　私もそれは同感です。ただ、それだけが理由ではないようにも思えます。

　私の胸に去来するのは、言葉の通じぬ獣とでも向き合っているような、奇き妙みようなもどかしさ――そんな気持ちであったかもしれません。

　何にせよ、私たちがこのサイクレウスという人物を忌き避ひしてしまうのは、その横暴な物言いよりも、その目つきにこそ原因があるように思えてならないのです。

「それではお言葉に甘えて、面倒な仕事を片付けさせていただこうか……森辺の族長よ、大罪を犯おかしたスン家の人間たちの処遇は如何することに相成ったのかな……？」

「俺たちの結論は、やはり変わらない。これ以上の罰ばつが必要なのは、一族を誤った方向に導いたズーロ＝スンのみであると考える」

　ダリ＝サウティが、そのように答えました。

　ドンダ＝ルウやグラフ＝ザザは怒りや嫌悪の気持ちが先走ってしまうので、この日はダリ＝サウティと私が中心となって言葉を交わす手はずになっていたのです。

　サイクレウスは、面白おもしろくもなさそうに笑いました。

「元の約定よりも長い時間が与あたえられたというのに、けっきょく貴殿らの頑なな心はほぐれぬままであるということか……これでは猶予を与えた甲か斐いもない……」

「そんなことはない。俺たちは何日も考え、何度となく話し合い、より強い気持ちで今日という日に臨むことができた。そんな俺たちの出した結論が正しくないと言うのならば、より正しい言葉で俺たちを導いてもらいたいものと思っている」

　ダリ＝サウティは、冷静でした。

　サイクレウスは、笑っています。

「我の考えは先日にも述べた通り、罪には罰をというその一言のみである……罪を犯すように命じた者と、命じられた者、その罰の重さが異なるのは自明であるが、それを判ずるのはジェノス城の法務官のみであろう……」

「それは先日にも同じ話をうかがった。しかし、森辺の集落における罪人については、森辺の民が自ら裁く権利が与えられているのではなかったのか？　本来であれば、俺たちが森辺の罪人をどう扱おうと、城の人間に文句をつけられる筋合いはないはずだ」

「それは貴殿たちの定めた森辺の掟おきてというやつが、ジェノスの法よりも厳しい内容であったためだ……もしも貴殿たちが掟に従い、すべての罪人たちの頭の皮を剥いでいたならば、我らが口を差しはさむ余地もなかったであろう……」

　サイクレウスは、ねっとりとからみつくような口調でそう述べました。

「森辺の民には自らを律する力があると認められて、同どう胞ほうを裁き、罰する権限が与えられたのだ……そうであるからには、ジェノスの法よりも軽い罰で同胞の罪を許す、などという話を見過ごすわけにはいかん……」

「何故なぜだ？　裁きというのは、罪の重さを量る行いであろう？　だから俺たちは、スン家の者どもの罪を裁き、一人一人に進むべき道を示したのだ」

「その裁きが相応でなかったからこそ、罰を逃れた罪人どもが集落を出奔し、新たな罪を重ねたのではないのかな……？」

　むろんこれは、ザッツ＝スンとテイ＝スンのことです。

「罪人にしかるべき報いを与えなければ、ジェノスの治安を守ることはできん……それは此度の一件で証あかし立てられたではないか……？　森辺の民らしからぬ柔弱さで罪人を処断する覚かく悟ごが固められないのならば、これ以上の失態を重ねる前に、すべてを我らの手にゆだねるがよい……」

　私はここで口をはさむことにしました。

　グラフ＝ザザの横顔から、激しい怒気を感じてしまったからです。

「私からも意見を述べさせていただきたい。……罪人を処断する覚悟と言われましたが、分別なく罪人の生命いのちを奪うことが正しい覚悟と言えるのでしょうか？　我々はスン家の行いを吟味して、ザッツ＝スンとズーロ＝スンには死の罰を、その他の人々には正しく生きる道を与えるべきと判じたまでです」

「ふん……森辺の掟は絶対である、というのが森辺の民の不文律なのではなかったのか……？　その掟を曲げて罪人を許す、という森辺の民らしからぬ柔弱さに我は疑念を呈しているのだ……」

「もちろん掟は重んじられるべきです。しかし、たとえば無理矢理に口をこじ開けられて森の恵めぐみを食する羽目になった人間がいたとして、その者は即ち頭の皮を剥がされるべきとお思いでしょうか？　私たちは、そのようには思わなかったということです」

　サイクレウスは、口もとを歪めて私たちの姿を順々に見回してきました。

「先日の会談にても思ったことであるが、貴殿の舌先は誰だれよりも軽やかに回るようであるな、若き森辺の狩人よ……いっそのこと、貴殿のような人物こそが族長として民を導いたほうが、森辺の民の未来も開けるのではないのかな……？」

　サイクレウスは、このような言葉で族長たちの怒りを煽あおろうとするのが常なのです。

　グラフ＝ザザが怒声をあげる前に、私は言葉を返しました。

「それは筋違いというものです。私は族長たちの言葉を代弁しているに過ぎません。貴方あなたがジェノスの領主マルスタインの言葉を代弁しているのと同じことです」

　サイクレウスは、少しだけ押し黙りました。

　しかしその顔はニタニタと微笑んだままです。

「もっとも、ザッツ＝スンらの逃亡を許してしまったのは、確かに我々の失態です。その結果として、宿場町の人々の安寧を脅かす結果となってしまいました。貴方の言う通り、ザッツ＝スンとズーロ＝スンの両名だけは日を置かず処断しておけば、先日の災さい厄やくは未然に防ぐことがかなったのでしょう」

　いつまでも同じことを話していても埒らちが明かないので、私はそのように言葉を重ねてみることにしました。

「しかし、そのおかげで我々は多くの真実を知ることができました。サイクレウスよ、貴方はその件に関してどのようなお考えをお持ちなのでしょうか？」

「……その件とは、何のことであろうかな……？」

「むろん、ザッツ＝スンとテイ＝スンが商団に扮ふんした一団を襲った件と、彼かれらは十年以上も昔からそのような悪行を重ねてきたのだと告白した件です」

　サイクレウスは、唇くちびるを吊りあげて笑っています。

　薄気味の悪い笑顔です。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしいという他ないな……しょせんは死に瀕した罪人どもの戯言であろうが……？　そのような戯言を容易く真実だなどと認めるわけにはいくまい……」

「はい。過去の罪に関しては、いまだに何も証し立てられていません。しかし、彼らが商団に扮した一団を襲ったことと、ちょうど十年前にも同じような事件が起きていたことは、まぎれもない事実です。……そして、もともと宿場町にもその犯人は森辺の民たみであったという風聞が流れていたそうではないですか？」

「風聞は風聞だ……真実ではない……」

「そうなのですか？　十年前の事件には、森辺の民が犯人であるという証あかしも残されていた、と私は聞いているのですが」

　サイクレウスは、また少し押し黙りました。

　十年前に襲われた商団の人間が、森辺の狩人の首くび飾かざりを握にぎりしめた状態で死んでいた。その事実を私たちが知り得たことが、予想外であったのでしょう。

　その話を私たちにもたらしたカミュア＝ヨシュとメルフリードは、無言でこの問答を聞いています。

「その他にも、森辺の民は数々の罪を犯していながら、決して裁かれることはなかったという話があるそうですね。それらのすべても真実に根付かぬ風聞なのでしょうか？」

「風聞である……そのような風聞に惑わされるとは、まったく森辺の民らしくもないことだ……」

　しばしの呼吸を置いて、サイクレウスはそのように言いました。

「数々の罪というのが何のことを指しているのかはわからぬが、十年前に商団が襲われた件に関しては、もちろん我もわきまえている……だが、かの凶きよう悪あくなる事件の犯人どもはとっくに処断されているのだ、森辺の若き狩人よ……」

「なるほど。そうなのですか」

　その件に関してもカミュア＝ヨシュから事前に聞いていたため、私も驚かずに済みました。

　そんな私の姿を見返しながら、サイクレウスはいくぶん目の光を強くします。

「かの事件の犯人は、ジェノスの近辺を根城にしていた《赤あか髭ひげ党》なる野盗の集団であった……その野盗どもは一人残らず召し捕られ、処断されている……その真実に疑念を差しはさむ余地などはないのだ、森辺の若き狩人よ……」

「野盗の集団ですか。では、襲われた商人が握りしめていたという狩人の首飾りとは、いったい何だったのでしょう？」

「そのような些事は、我の知るところではない……しかし、ギバの角と牙きばであれば、西の王国にいくらでも出回っている……それは他ならぬ貴殿たちが銅貨を得るために売りさばいたものであろうが……？」

　ジェノスでは一いつ切さい取り扱あつかわれていませんが、私たちが銅貨と引き換えに渡すギバの角と牙は、飾り物の材料としてさまざまな町で売りに出されているそうですね。

　だから、それらの牙と角を買うか奪うかすれば、誰でも狩人の首飾りをこしらえることは可能なのだそうです。

「かの商団は、モルガの森を通り抜ぬけて東の街かい道どうに出ようと試みた……故に、それを襲しゆう撃げきした《赤髭党》なる盗賊団はその罪を森辺の民に着せてしまおうと画策したのやもしれん……何とも浅はかな策謀ではあるが、そのような妄言にたぶらかされる者もまた己の愚迷を恥じるべきであろう……」

「ふうむ。しかし、それで宿場町の人々を得心させるのは、やはり難しかったのではないでしょうかねえ？」

　そこで初めてカミュア＝ヨシュが口を開きました。

　サイクレウスは、澱よどんだ目つきでそちらをにらみます。

「《赤髭党》と言えば、人を殺あやめることを禁忌と定め、貴族から奪った銅貨を貧しい人々に配り歩くという、いわゆる義賊として名高い一団だったではないですか。十年前ですと俺などはまだ駆け出しの《守護人》に過ぎませんでしたが、彼らの勇名は近在の町にまで鳴り響いておりましたよ？　その《赤髭党》が商団の人間を皆殺しにして、その罪を他人におっかぶせようとしただなんて、なかなか当時の人々には信じられなかったことでしょう」

「……義賊などという言葉はまやかしだ……しょせんは無法者の集まりに過ぎん……」

「狙われる対象の貴族としてはそうなのでしょうが、市井の人々はそのように考えていなかった、ということですよ。今にして思えば、庶しよ民みんには英雄視すらされていた《赤髭党》が森辺の民の身代わりとなって処断されたということで、当時の人々はいっそう森辺の民に対する忌避の感情を煽りたてられたのかもしれません」

　カミュア＝ヨシュは、いつも通りのとぼけた感じで微笑ほほえんでいます。

　サイクレウスもまだ笑え顔がおのままでしたが、その血走った目には忌々しげな光が灯っているように見えました。

「貴殿はメルフリード殿の従者ではないのか……？　従者ならば、身のほどをわきまえるがよい……」

「今日の俺は、無口な友人の代弁者でもあるのですよ。俺の言葉がメルフリードの意に沿わなかった場合はきちんと横槍を入れてくれるはずですので、心配はご無用です」

　サイクレウスは、メルフリードのほうに視線を移しました。

　メルフリードは、無言です。

「で、さっきのお話の続きとなりますが、森辺の若き狩人ガズラン＝ルティムが仰っていました通り、宿場町には森辺の民がさまざまな罪を犯してきたという風聞が流れております。町の娘をかどわかしたり、農園の食料を略奪したり、旅人を襲ったりという風聞ですね。奇異なることに、それらもすべて《赤髭党》を筆頭とする野盗がしでかした罪とされて、処断されてしまっているのです。だから当時の宿場町においては、《赤髭党》の人間が処断されるたびに、また森辺の民が罪を犯したのだ、という風聞が流れるという、ずいぶん本末転てん倒とうな事態まで発生してしまっていたようですよ」

「…………」

「もっとも、そんな騒ぎもここ十年ではあらかた収まっています。それは十年前に《赤髭党》の党首が処断されたからなのか、はたまたスン家の先代家長ザッツ＝スンが病に倒れたからなのか、真相はすべて闇の中でありますね」

　このあたりから、サイクレウスの顔つきが変わってきました。

　笑っているには笑っているのですが――何でしょう、私にはそれが、腐肉喰らいのムントが笑っているような顔つきに見えてしまいました。

　ムントが笑うところなど、私は見たこともないのですけれどもね。

「それで……貴殿はいったい何が言いたいのであろうかな、北の民の如き風ふう体ていをした剣士よ……？」

「お察しの通り、俺は北との混血です。仕える神は西方神ですがね。……まあそのような些事は横に置いておくとして。森辺の民にはそのように不名誉な嫌けん疑ぎがかけられていたのですよ。どのように悪逆な真似をしでかしても、森辺の民は罪に問われない。しかもその罪は、無実の人間の生命によって贖あがなわれることになる――まあこの十年で《赤髭党》の名前などは風化してしまったでしょうが、そのような風聞は根強く残されておりました。先日、ザッツ＝スンとテイ＝スンという者たちが自らの罪を告白するまでは、ね」

「…………」

「そもそも《赤髭党》がギバの徘徊するモルガの森のど真ん中を襲撃の場所に選ぶのは不自然です。俺が同じ立場であったなら、せめて森から街道に出た直後を狙うでしょうね。それならばギバに襲われる危険も少なく、なおかつ森辺の民に罪を着せるという企みも果たすことはできるでしょう。やっぱりこれは本人たちが告白した通り、十年前の事件の犯人はザッツ＝スンらであったと見るのが自然なのではないでしょうか？」

「そのようなことを取とり沙ざ汰たしても無益であろう……罪を犯したスン家の先代家長らも、《赤髭党》の面々も、その全員がすべて罪人として処断されているのだ……ならば、今さら騒ぎたてたところで、何の証が見つかるはずもない……」

　ゆっくりと、色の悪い唇を舌で湿しながら、サイクレウスはそう応じました。

「しかし、証など不要であろう……？　どのみち、きゃつらが罪人であったという事実に変わりはないのだ……《赤髭党》は貴族や豪ごう商しようを襲う悪あく辣らつな盗賊団であったし、スン家の先代家長らはモルガの恵みを荒らしたあげく、集落に火を放った……それらの罪はすべて裁かれ、罪人どもは朽ち果てたのだ……ならば、何もかもが落着しているではないか……？」

「落着ですか。ふーむ、それならば、十年前に商団が襲われるのと前後して行われたその他ほかの大罪については如何いかがなのでしょうかね？」

　にっこりと微笑みながら、カミュア＝ヨシュはそう言いました。

　あれもあれで何かの動物のような笑い方ですね。

「古い話となりますが、お忘れになったわけではないでしょう？　ジェノスと縁えんの深いバナームの城からの使節団が全滅させられた事件と、護民兵団の前団長が殺害された事件です。その二つの事件も、犯人は《赤髭党》であると断じられておりましたよね」

「…………」

「ということは、町ではそれも森辺の民の所業である、と囁かれていたわけです」

「…………」

「だけど、どちらにせよ腑に落ちない話なのですよね。それが《赤髭党》の所業だとしたら、どうして彼らはいきなり不殺の掟を打ち捨てることになったのか。ザッツ＝スンの所業だとしたら、どうして護民兵団の団長などを襲うことになったのか。……商団や使節団ならまだしも、護民兵団の団長などが銅貨やお宝などを携たずさえてぶらぶら歩いているはずはありませんしね」

「ならばそれは、やはり《赤髭党》の所業であったのであろう……野盗の討伐は護民兵団の任務であるのだから、その団長ともなれば深い恨うらみを買ってしまっても不思議はあるまい……」

「いえいえ、すべての罪が《赤髭党》の所業と見なされて本格的な討伐が始まったのは、前団長殿どのの死去により新たな人物が団長として選任された後のことなのです。……説明するまでもなく、それはサイクレウス卿きようの弟御であられるシルエル新団長殿を指すわけでありますが」

「…………」

「そのシルエル新団長殿のご活躍の甲斐あって、《赤髭党》は殲せん滅めつされる結果と相成りました。後に残ったのは、《赤髭党》に罪の肩かた代がわりをさせてのうのうと生きのびたザッツ＝スンたちと、森辺の民に対してさらなる不ふ審しんの念を植えつけられた町の人々のみ、というわけです」

「……そのようにうろんな話を、我はこれまでに耳にしたことはない……」

「城下町では、そうかもしれませんね。しかし、宿場町においては、それが真実です。《赤髭党》の名が風化した今も、森辺の民に対する忌避と恐きよう怖ふの念を助長する結果となっていました」

　そう言って、カミュア＝ヨシュは肩かたをすくめました。

「もっとも、さきほどもお話しした通り、ザッツ＝スンらが十年前の罪を認めたことで、だいぶん風向きは変わってきたようでもありますが――しかし、不可思議な話でありますよね。《赤髭党》は森辺の民に罪を着せようとしていたとされながら、実際のところは《赤髭党》のほうこそが森辺の民の――ザッツ＝スンの罪を着せられていた可能性が濃厚なのです。どうしてシルエル殿はすべての事件を《赤髭党》の所業と断じたのでしょう？　現場に赤い髭でも落ちていたのでしょうか？」

「……そのような話は、シルエル自身に問い質すがよい……」

「問とい質ただしましたよ、メルフリードが。しかし、我わが友人を納なつ得とくさせられるほどの明確な証は、やはり存在しなかったそうです」

　しばしの沈黙が落ちました。

　やがて、サイクレウスが薄笑いを口もとにへばりつかせたまま、のろのろと語り始めます。

「わからんな……それでもけっきょく、すべての罪人どもは裁かれているのだ……それらの罪を犯していたのがスン家の先代家長であろうと野盗どもであろうと、現在の我々には関係あるまい……？」

「さあ、問題はそこですね。本当にすべての罪人が裁かれているならば蒸し返す甲斐もありませんが。もしも黒幕ともいうべき大罪人がいまだに裁かれもせずのうのうと生き延びていたならば、これは見過ごせぬ事態ではないでしょうか？」

　カミュア＝ヨシュの笑顔に変化はありません。

　メルフリードも無表情なままです。

「そもそも森辺の民たるザッツ＝スンには、外界の知識などほとんどなかったはずです。だから本来、彼らがバナームの使節団や護民兵団の団長などをジェノスの領外で襲ったというのは、はなはだしく不自然な話なのですよね」

「だからそれは、野盗どもの所業であり……」

「不殺の掟をつらぬいていた《赤髭党》がいきなり信念を打ち捨てるのと、ザッツ＝スンに外部の協力者が存在したと考えるのと、どちらが自然な話に聞こえますでしょうかね？」

　カミュア＝ヨシュはやんわりとサイクレウスの言葉をさえぎりました。

「ついでに言うなら、商団や使節団から奪ったお宝を銅貨に換かえるのにも、協力者は不可欠であったはずです。その銅貨を代価として、何者かがザッツ＝スンに襲撃をそそのかした――もしかしたら、最大の目的はバナームの使節団を殲滅することだったのかもしれません。これ以上バナームとの交易が進むと不利益が生じてしまう、という人間はジェノス城にも何名か存在するでしょうから」

「…………」

「さらにその罪を《赤髭党》にかぶせてしまえば、貴族にとって目の上の瘤であった盗賊団をも一掃することができていっそう好都合、という構図です」

「……妄もう想そうが過ぎる、としか言い様のない妄言であるな……」

「そうですか。しかし、ここまで一度として我が友人には横槍を入れられずに済みました。……まあ、俺たちはそういう推論にもとづいて、商団に扮するなどという大芝居を打ったわけですよ。黒幕の正体を暴あばくまでには至りませんでしたが、十年前の事件がザッツ＝スンらの仕業であったというその一点ぐらいは証しだてることができたのではないでしょうかね」

　にこにこと笑うカミュア＝ヨシュのかたわらから、メルフリードは静かにサイクレウスを見すえています。

　また沈黙が落ちました。

　とても不ふ穏おんな気配をはらんだ沈黙です。

　やがてサイクレウスは、「まるで……」と、奇き妙みようにしわがれた声を発しました。

「まるでそれは、この我こそがその事件の黒幕である、とでも誹ひ謗ぼうしているかのような言い様であるな……？」

　カミュア＝ヨシュは、答えません。

　サイクレウスは、まるで薄闇に潜むムントのように色の淡い目を光らせています。

「バナームでは、質の高いママリアとフワノの実が採れる……かの町との交易が進めば、少なからず我が領地トゥランの果樹園における収益は損害を被こうむることになるであろう……」

「…………」

「そして、護民兵団の長は我が弟シルエルであり、我自身は森辺の民との調停役……貴殿の言う一連の事件とやらに黒幕などというものが本当に存在するならば、我ほどにその役が相応ふさわしい人間は他に存在しないのであろうな……？」

「その可能性が最も高い、というのはまぎれもない事実であろう」

　メルフリードが、冷たい声こわ音ねで答えました。

　サイクレウスは、ゆっくりと視線を移します。

「これは驚おどろいた……メルフリード殿は、本気で我を誹謗する心づもりであるのか……？　トゥラン伯はく爵しやく家けの当主である、この我を……？」

「誹謗などはしていない。ただ可能性が高いという事実を申し述べただけだ。証なくして罪を問うことなど、できようはずもないからな」

　メルフリードは、人間らしい感情のうかがえない灰色の瞳ひとみで、静かにサイクレウスを威い嚇かくします。

　まるで、マダラマの大蛇とムントのにらみあいのようだと、私には思えました。

「むろん、証さえそろえば、罪は罪だ。罪人に貴族も平民もない。私はジェノスの法に従って断罪の刃を下すのみである」

「証さえそろえば、な……まことに重ちよう畳じようである……それこそ法の番人たる近衛兵団団長の至言と言えよう……」

　サイクレウスはたぶん、少しだけ肩の力を抜きました。

　どうやらこのマダラマは満腹であるようだと安心して、茂みの奥に逃げ帰ろうとするムントのような気配でした。

　メルフリードとカミュア＝ヨシュの追及は、今日はここまでです。

　後に残されたのは、私たち森辺の民とサイクレウスの交こう渉しようです。どちらが言葉を発するべきかと、私はダリ＝サウティと目を見み交かわしました。

　しかし、それよりも早くドンダ＝ルウが、室内にわだかまる不穏な空気を振り払はらうように身じろぎしてから、言いました。

「……これが貴様の言うジェノスの法なのか、ジェノス領主の代理人よ」

　ドンダ＝ルウの声は、冷静です。

　サイクレウスは、ゆっくりこちらに向きなおりました。

「七面倒な話はわからねえ。だが、貴様の言葉からは一片の理ことわりも感じられねえな、ジェノス領主の代理人よ」

「それは心外な言い様であるな……証もなき妄言に心を乱されるは愚迷の極みであろう、森辺の族長よ……」

「だったら貴様は、十年前の騒さわぎがその野盗どもの仕業であると証しだてられるのか？　その場には狩人の首飾りが残されており、ザッツ＝スンらはそれが自分たちの罪であると認めた。それでもなおそれが野盗どもの仕業であると言い張る根拠は何だ？」

「……それを野盗の所業と判じたのは、我ではなく護民兵団の団長である……」

「その団長とやらは貴様の血を分けた弟だってんだろう？　だったらそいつをこの場に連れてきてみろ」

　室内の空気がざわつき始めました。

　槍をかまえた兵士たちが、平常心を失いつつあったのです。

　それはたぶん、ドンダ＝ルウの気迫に気け圧おされてしまったためなのでしょう。

　ドンダ＝ルウの声は落ち着いたままでしたが、その顔には笑えみが浮かんでいました。

　はい、難敵を前にしたときの、あの笑みです。

　私たちは一歩として動いていないのに、兵士たちは今にも槍を突つきつけてきそうな気配でした。

「ザッツ＝スンは、森辺でも大罪の疑いをかけられていた。俺たちルウの一族は、もう二十年も昔からあいつを討とうと牙を磨いていたんだ。しかしあいつは決して表立っては悪行をはたらこうとはせず、俺たちは二十年も歯ぎしりをする羽目になっていた」

「ほう、それはまた……」

「しかし貴様たちは、罪の証を手にしていながら、スン家の連中を処断せずにおいた。その一点だけでも、ジェノスの法が森辺の掟よりも上等であるという言葉には値あたいしねえんじゃねえのか？」

　サイクレウスの表情に変化はありません。

　子供のように小さくて、病人のように弱々しげでも、あの男にはドンダ＝ルウの気迫に耐たえ得る胆力が備わっていたようです。

　それはもしかしたら、病を得る前のザッツ＝スンとも何度となく顔をあわせていたため、森辺の狩人の迫力というものに慣れていたからなのかもしれません。

　ただ、うすら笑いを浮かべたその青黒い顔には、じっとりと脂あぶら汗あせが浮かんでいるようにも見えました。

「それに比べたら小さなことだがな。スンの本家のボンクラどもは、宿場町で刀を抜いても、気に食わない屋台をぶっ壊しても、何の罪にも問われなかったと言っていた。罪に問われそうになれば、城の人間が出てきて、銅貨で決着をつけてくれたそうだ。……どうあれ貴様たちは、スン家の人間を罪人として処断できない理由があったようだな？」

「それも我には関かかわりのなき儀ぎであるな……宿場町の治安を守るのも、我ではなく護民兵団の役目であるのだ……」

「だから、その貴様の弟とやらをここに呼べと言っている。……いや……」

　と、ドンダ＝ルウはさらに気迫のこもった顔つきで笑いました。

「いっそのこと、ジェノスの領主でも呼んでみろ。それとも、俺たちのほうから城に出向いてやるべきか？」

　サイクレウスは肘ひじ掛かけに腕うでを乗せて、右側に身体からだを傾けました。

　何となく、頭の中で懸命に考えを巡めぐらせているような気配です。

「森辺の族長よ……我はジェノス侯マルスタインより、森辺の民との交渉においてすべての裁量を任されている身である……その我を前にしてジェノス侯を呼びつけようとは、不ふ遜そんに過ぎるのではないかな……？」

「森辺の民が刀を捧ささげたのは貴様ではなくジェノスの領主だ。貴様に言葉が通じなければ、君主に直接言葉をもらう他ねえだろうが？」

　地鳴りのような声音で、ドンダ＝ルウはそう言いました。

　いよいよその笑顔には狩人としての気迫が満ちていきます。

「俺たちは、証がないためにスン家をのさばらせることになった。そのために、大勢の人間が災厄をかぶることになった。森辺の人間だけじゃねえ。宿場町の人間もだ。……俺たちは、同じ過ちを犯すつもりはない」

「つまり……我のことは信用できぬ、ということか……」

　にたり――と音がしそうな感じで、サイクレウスは微笑みました。

「ならば、森辺の族長よ、我も貴殿たちを信用するのは難しいので、誰か他の人間を代表者として選んでもらいたい……とでも言ってみせたら、我の心情も少しは伝わるのであろうかな……？」

「何――？」と、ドンダ＝ルウがいっそう両目を燃やしました。

　兵士たちが槍をかまえ、サイクレウスがそれを押おし留めます。

「もちろん我はそのように情理のない言葉は吐はかぬ……しかし我とて、貴殿たちを心より信用しているわけではないのだ……ルウ家、ザザ家、サウティ家、三つの氏族の家長たる貴殿らに、族長たる資格はあるやなしや……我にはそれが疑問に思えてしかたがないのだ……」
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　こちらは怒れるグラフ＝ザザを押さえながら、ドンダ＝ルウは「どういう意味だ？」と問い質しました。

「我は懸け念ねんを抱いだいているのだ、族長らよ……貴殿らは、大罪を犯したスン家の人間たちを裁こうともせず、その末に、ザッツ＝スンの逃亡を許した……これで後はズーロ＝スンさえ逃がしてしまえば、誰の血も流さずに済む……貴殿たちは、そのように画策しているのではないのか、とな……」

「馬ば鹿かな！　俺たちがわざとザッツ＝スンどもを逃がしたとでも抜かすつもりか!?」

　ついにグラフ＝ザザが怒声をあげてしまいました。

　サイクレウスは、得たりと笑います。

「我とて、貴殿らの言葉を疑いたくはない……しかし、貴殿らは森辺の民らしからぬ柔弱さで大罪人を許し、処断を待つ身であったザッツ＝スンをおめおめと取り逃がした……それはいずれも、我の思い描えがく森辺の民とはかけ離れた所業であるのだ……その上、妄言にたぶらかされて、我をも誹謗するとあっては、な……」

「それが貴様の答えというわけか、ジェノス領主の代理人よ」

　さらに怒声をあげようとするグラフ＝ザザを片方の腕で制しながら、ドンダ＝ルウは静かに言いました。

「俺おれたちは、おたがいのことをまったく信用していない。――それで話をまとめちまってもかまわねえんだな？」

　ならば自分たちは刀を取ってでも、ジェノスの領主に真意をはかる他ない――と、ドンダ＝ルウの口から語られてしまうのかと思い、正直なところ、私は相当に焦りました。

　そして、サイクレウスも同じことを考えたのかもしれません。

　サイクレウスは、しばし沈ちん黙もくを保ったのち、いくぶん真ま面じ目めくさった口調で語り始めました。

「そのような結論を出すのは性急に過ぎるであろう、森辺の族長よ……我らはまだ数えるほどしかまともに顔をあわせてはおらぬのだ……十分な信しん頼らい関係を築くには、さらなる時間が必要であると我は考える……」

「ふん。だったら、どうしようってんだ？　また日を置いて性懲りもなく同じ問答を繰り返すのか？」

「考える時間は必要であろうが、同じ問答では意味があるまい……では、我のほうが信頼の証として、譲歩してみせよう……」

　そうしてサイクレウスは、こう述べました。

「先代家長と家長に屈して掟を破ることになった分家の者たちは、貴殿らの判断を信じ、その罪を不問とする……ただし、大罪人たる家長らのかたわらにあった本家の人間六名は、家長ともども罪人としてこちらに引き渡わたしてもらいたい……この裁決が、我の貴殿らに対する信頼の証である……」
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「――その後もしばらく問答は続きましたが、これといって取り沙汰するような内容ではなかったと思います」

　そうしてガズラン＝ルティムの微に入り細を穿つ報告は幕を閉じた。

　明日のための仕込み作業に励はげみながらそれを拝聴していた俺は、溜めるに溜めまくっていた嘆たん息そくをついてみせる。

「どうもお疲つかれ様さまでした。ガズラン＝ルティムの記き憶おく力と再現力はなかなかとてつもないですね」

「そのようなことはありません。しかし、必要な話は伝えられたかと思います」

「ええ、十分すぎるほどですよ。内容を咀そ嚼しやくするだけで一苦労です」

　会談の内容とその結末を教えてほしいとねだったのは俺のほうであるのだが、それにしてもここまでつぶさに語ってもらえるとは思っていなかった。

　場所は、ファの家ではなくルウの本家のかまどの間である。

　アイ＝ファは俺のかたわらでともに報告を聞いており、さらに室の奥おくのほうでは、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウがハンバーグ作りの研鑽に取り組んでいる。いよいよ本日から『ギバ・バーガー』の下ごしらえの手ほどきをすることに決めたのだ。

「俺も事前にカミュアから一通りの話は聞いていましたけど、《赤髭党》とかいう名前は初耳ですね」

「はい。私も野盗の集団としか聞いていませんでした。我々には関わりの薄い話であると考えて、名前までは告げなかったということなのではないでしょうか」

「どうなんでしょう。町の人たちからも、そんな名前は聞いたことがありませんが――それが逆に引っかかってしまいますね」

　いかに庶民の英雄たる義賊でも、十年もの歳さい月げつが過ぎてしまえばその名前が風化してしまってもおかしくはない。

　だけど何となく、カミュア＝ヨシュがそこまでしつこく口に出したということは――ひょっとして、何かしらのキーワードとなる存在なのではないだろうか。

　それに、バナームの使節団やら護民兵団の団長やら言うのも、初耳だ。

　それがきっとカミュア＝ヨシュの言う「サイクレウスの政敵とも言うべき相手」だったのだろうが、話を聞く限り、使節団のほうは政敵ならぬ商敵のような印象であった。

「うーむ。分家の人たちが早々に許されることになったのは何よりですけれど、それにしても、ザッツ＝スンを逃がしてしまったというこちらの落ち度を、これでもかとばかりに突かれてしまいましたね」

「はい。そればかりは弁解のしようもありませんので。グラフ＝ザザも怒いかりの言葉を呑み下す他なかったようです」

　どうにも芳しくない状じよう況きようだなと思わざるを得なかった。

　サイクレウスのほうは信頼の証と称して条件を引き下げてきたが、こちらは最初からこれが自分たちの考える最善の道である、と森辺の民らしい直ちよく截せつさですべてを打ち明けてしまっているのだ。

（あっちはきっと最初っから分家の人たちなんてどうでもいいと思ってたんだろう。でも――）

　俺は内心で、サイクレウスという人物は都の人間らしい交渉術の一環として、過剰な要求を突きつけてきたのだろうと予測していた。新しい族長たちに自分の権威を思い知らせる、マウンティングのような行こう為いなのではないか、と考えていたのだ。

　しかし、ここ数日で状況は激変してしまっていた。

　スン家の機嫌を損ねないようにその罪を見み逃のがしていた、というぐらいにしか思われていなかったサイクレウスこそが、今ではすべての黒幕なのではないかと疑われてしまっているのだ。

　もしもサイクレウスが本当にそこまで悪辣非道な男で、ザッツ＝スンたちに犯罪を教きよう唆さしていたとしたら――いったいこの騒ぎにどのような結末を求めるだろう？

（少なくとも、ズーロ＝スンの口を封じたいとは考えるだろうな）

　ザッツ＝スンの野望を知る者は、もはや自分の他にはズーロ＝スンしか存在しないとテイ＝スンは告白していた。しかし、懦だ弱じやくの徒であるズーロ＝スンにはその志を継ぐことはできなかったのだ、と。

　その告白がなかったとしても、家長であったズーロ＝スンが、ザッツ＝スンの悪行を把握していた可能性は高い。ならば、ザッツ＝スンとサイクレウスの関係を把握している可能性もゼロではない、ということだ。どうあれ、サイクレウスにとっては無視できない存在だろう。

　だが、それならば森辺の族長らの意見を汲くみ、ズーロ＝スンのみを罪人と認めて城に引ひき渡すよう命じれば済むことだ。メルフリードが介入してきたことによって、サイクレウスのほうも足もとに火がついているはずなのだから、この期ごに及んで無む駄だに交渉を引き伸ばす意味があるとも思えない。

　しかしそれでも、執拗に本家の人間全員の身み柄がらを要求してきたというのなら――まさか、それらの人々にも秘密が漏れているのではないかと危惧しているのだろうか？

（そうだとしたら、冗じよう談だんじゃないな。今さらヤミル＝レイやミダたちをそんなあやしげな男に引き渡せるもんか）

　そこまで考えたところで、ようやく肉の切り分け作業を終えることができた。

　俺はまな板の上に三徳包丁を置き、ガズラン＝ルティムを振ふり返かえる。

「それで、次の会談はまた半月後ぐらいに定められたんでしたっけ？」

「はい。白の月の十五日までに道を定めよ、とのことでした」

　明日が青の月の最終日である三十一日であるから、まるまる半月以上である。

　ずいぶんのんびりした話だ。

「そんなに日を空けることに、いったいどういう意味があるのでしょうね？　こちらの族長たちはゆっくりと思案することができるし、カミュアたちは色々と調査を進めることができるので万ばん々ばん歳ざいなのでしょうけども、サイクレウスにはそんなに日を空けることで何か利でも生じるのでしょうか？」

「わかりません。しかし、自分に利のない申し出をするような人間ではないと思います」

「ふむ。ガズラン＝ルティムは心底サイクレウスを嫌きらっているようですね？」

　俺が指し摘てきしてみせると、ガズラン＝ルティムは生き真ま面じ目めそうにうなずき返してきた。

「多分に私情がまざっていることは自覚しています。このような悪縁でなかったとしても、私があの人物を友と呼ぶことは永久になかったでしょう」

　サイクレウスとは、そこまで他者の嫌けん悪お感ないし警けい戒かい心しんをかきたててやまない御ご仁じんなのだろうか。何せ俺はその当人と顔を合わせていないので、漠然とした印象しか持ちようがない。

　しかし、現段階でサイクレウスを裁くことはできないと言っていたカミュア＝ヨシュの言葉の意味は理解できた。いかにあやしげな人物であっても、実際的な証拠はどこにもないのだ。

　可能性だけをあげつらうならば、サイクレウスの弟とかいう護民兵団の団長、その人物こそがひそかにザッツ＝スンと接せつ触しよくして、すべての図面を描きあげていたのだ、と考えることもできる。

　あるいは、城の人間など関係なく、ザッツ＝スンたちは自力でどうにか略奪品を銅貨に換えることができていたのかもしれない。

　もしくは――ザッツ＝スンとテイ＝スンの語った内容こそが嘘うそっぱちで、すべては野盗の所業であったのかもしれない。

　証がなければ、どのようにでも考えることはできてしまうのだ。

「うーん。ただ性格がねじくれているだけの御仁なのか、本当にザッツ＝スンを利用してさまざまな悪事に手を染めていたのか――まずはそこのところをはっきりさせないと、交渉も何もないように感じられてしまいますね」

「はい。何とかこの期間で罪の証を手に入れたいとカミュア＝ヨシュも言っていました。そのために、森辺の民にも力を貸してほしいのだ、と」

　カミュア＝ヨシュか。

　あのとぼけた笑顔を持つ風来坊は、現在ルウの本家において族長たちと密談中なのである。

　このような陰いん謀ぼう劇で、森辺の民がどのような力を貸すことができるというのか。そこのところがまったく想像できないので、俺としては非常に落ち着かない心地ここちだ。

　さっきから沈黙を守っているアイ＝ファはどのような意見を持っているのだろう、と俺はそちらを振り返ろうとした。しかしその前に、焼きたてのハンバーグを木皿に載せたレイナ＝ルウが俺たちのほうに近づいてきた。

「アスタ、言われた通りに作ってみました。仕上がりを確かめていただけますか？」

　木皿の上には、『ギバ・バーガー』で使われるのと同じ大きさ、百八十グラムていどのパテがこんがりと焼きあがっていた。

　焼き面の色合いも、ふくらみ具合いも申し分はない。ソースも何もかけていない素のパテであるけれども、実に美味そうだ。

　俺は深刻な表情をひっこめて、「では、いただきます」と木き匙さじを取る。

　その木匙でパテを寸断すると、透明の肉汁が木皿にあふれだした。

　中にもきっちり火は通っている。

　そうして断ち割った肉片を口の中に放り込むと、期待を裏切らない旨みが口いっぱいに広がった。

「うん、ばっちりだね。刻んだアリアも適量だし、肉のほどけ具合いも理想的だ。……ああ、素のパテなんてひさびさに食べたけど、やっぱりギバの肉は美味うまいなあ」

　パテにはアリアのみじん切りと、あとはごく少量の岩塩とピコの葉が練り込まれているだけなのに、たまらない美味おいしさである。俺は思わず微び笑しようをこぼしてしまい、それを見たレイナ＝ルウも嬉うれしそうな微笑を広げた。

「本当ですか？　と聞こうと思いましたが、アスタの表情で心から安心することができました。でも、これだとぱてが大きすぎるように感じられてしまうのですが」

「うん、こいつを焼きあげるのは当日の朝だからさ。一晩ピコの葉に埋めておくと、水分が抜けて少しばかり縮んでしまうんだよ。だからこうして最初の段階では分厚く仕上げておくわけさ」

「あ、そういうことですか。承知しました。……では、このままぱてを六十食分、わたしとシーラ＝ルウで仕上げてしまってもよろしいですか？」

「うん。よろしくお願いします。とにかく大きさが均一になるように、それだけは注意してね？」

「はい」と、レイナ＝ルウはまた微笑んだ。

　自信と誇ほこりにあふれた、素敵な笑顔である。

　もともと顔の造作は整っていたけれど、レイナ＝ルウは最近めっきり魅み力りよくに深みが増してきた気がしてならなかった。

「あ、良かったらアイ＝ファとガズラン＝ルティムも味を見てください。この量をまるまる食べてしまったら、アスタも晩ばん餐さん前にお腹なかが膨れてしまうでしょうから」

　などという気遣いまで万全のレイナ＝ルウである。

　ガズラン＝ルティムは鷹おう揚ようにうなずいて、俺から木皿を受け取った。

「ああ、これは美味ですね。ルティムの女衆にもまた手ほどきをしてもらいたいものです」

「あら、アマ・ミン＝ルティムだってはんばーぐの腕うで前まえはかなりのものであったはずですよ？」

　レイナ＝ルウはにこりと笑い、ガズラン＝ルティムは「まいったな」とばかりに頭をかく。

　そんなほのぼのとした彼かれらを横目に、アイ＝ファはたいそう気難しそうな面おも持もちで木皿を受け取った。

　そして、ひかえめな量を木匙ですくい取り、口に運ぶ。

「うむ……レイナ＝ルウは、本当に料理の腕を上げたのだな」

　無表情に、アイ＝ファはそう述べた。

　レイナ＝ルウは、「本当ですか？」と嬉しげに言った。

「毎日アスタの料理を食べているアイ＝ファにそう言ってもらえると心強いです」

　笑顔のレイナ＝ルウと無表情のアイ＝ファが、しばし無言で見つめあう。

　その沈黙の長さが気まずさを誘ゆう発はつする寸前に、レイナ＝ルウは俺のほうを振り返った。

「では、仕事に取りかかります。アスタ、ありがとうございました」

「うん。よろしく頼むよ」

　レイナ＝ルウは身をひるがえして、軽やかにシーラ＝ルウのもとへと帰き還かんしていく。

　さて――彼かの女じよは気づかなかったようであるが、俺はアイ＝ファの様子が少しだけ気にかかっていた。ぐっと口もとをひきしめたアイ＝ファの表情が、何となく感情の発露を力ずくで抑制しているように感じられてしまったのである。

「……おい、大だい丈じよう夫ぶか、アイ＝ファ？」

　と、俺はこっそり呼びかけてみることにする。

　もしかしたら、また「あれより美味いはんばーぐを作れ！」とか言われてしまうのだろうかと、俺はちょっぴり不安であったのだ。

　アイ＝ファは鼻の頭を指先でかいてから、こらえかねたように口もとを動かした。

　そこに浮うかんだのは、あまりに意想外な表情――実に満足げな、さきほどのレイナ＝ルウにも匹ひつ敵てきする、自信と誇りにあふれた微笑だった。

　そうして俺をたまげさせたのち、アイ＝ファは笑顔のまま俺の耳もとに口を寄せてくる。

「……確かに腕は上がったようだが、アスタのはんばーぐのほうが美味い」

　で、そのままこつんと、こめかみに頭突きをくらわせてくる。

「しかし、驚くほどの上達ぶりではあった。お前も精進を怠るなよ、アスタ」

「……はい」としか答えようがなかった。

　別にレイナ＝ルウたちのハンバーグも遜色なかったと思うけどなあ……とか思いつつ、俺の胸にまで晴れがましい気持ちが広がってきてしまったことは、誰だれにも内緒にしておこうと思う。

「やあ！　美味しそうなものを食べているね、アスタ！」

　と、そこでいきなり素っ頓狂な声が響ひびきわたった。

　かまどの間の入口に、ひょろ長い人ひと影かげと小こ柄がらな人影が並んで立っている。

　カミュア＝ヨシュと、ルド＝ルウだ。

「ああ、お疲れ様です。族長たちとの密談は終しゆう了りようですか？」

「うん。何とか要望に応じてもらうことがかなったよ。これで来月十五日の会談までには、サイクレウスの黒い尻尾しつぽをつかまえることができるんじゃないかなあ」

　そんな風に答えながら、俺の手もとに戻もどってきた木皿をじーっと見つめているカミュア＝ヨシュである。

　が、それに気づいたルド＝ルウがズカズカと近づいてきて、俺の手から木皿を強奪してしまう。

「俺の家のかまどで作られた料理なんだから、俺が先に食べてもいいよな？」

「あああ。一口でもいいから俺にも分けておくれよ、ルド＝ルウ」

　カミュア＝ヨシュがルド＝ルウにまで気安い口をきいているのがおかしな感じだ。

　しかしルド＝ルウもそこまでこの胡散くさい男を嫌ってはいないようで、きちんとハンバーグを分けてあげていた。一口だけ。

「ああ、ガズラン＝ルティム、さきほどはどうもお疲れ様でした。アスタへの説明は完了したのでしょうかね？」

　その一口を大事そうに噛かみしめながら、カミュア＝ヨシュはガズラン＝ルティムを振り返った。ガズラン＝ルティムは、「はい」と静かにうなずき返す。

「私に説明できる内容は、過不足なく伝えられたかと思います」

「それは何よりです。では、俺からも一言だけ添えさせていただこうかな」

　と、カミュア＝ヨシュののんびりとした笑顔がまた俺のほうに向けられる。

「ねえ、アスタ。ガズラン＝ルティムの話を聞いて、アスタはたぶんサイクレウスに悪辣な人物であるという印象を抱いたと思う」

「はい」

「だけど、もしもアスタがサイクレウスと顔をあわせる機会を得たら、その印象がくつがえされてしまうかもしれない。そんなときでも、ガズラン＝ルティムの印象が誤りであったなどとは思わないでほしいんだ」

「はい？」

　これはいつも以上に意図のわかりにくい発言であった。

　しかしカミュア＝ヨシュは、このすっとぼけた男にしてはわりあい真面目くさった目つきをしているように思われた。
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「すみません。言葉の内容がさっぱりわからないのですけれども。もう少しだけ、噛み砕いて説明していただけますか？」

「ああ、ごめんごめん。いや、俺も今日の会談で初めて実感できたんだけどさ。どうやらサイクレウスは、俺が思っていた以上に、森辺の民たみを見下しているようなんだ」

「森辺の民を、見下している？」

「そう。あれは対等の人間を見る目つきじゃない。人間以下の薄汚い動物でも見るような目つきだった」

　実に不穏なそんな言葉を、カミュア＝ヨシュはあっけらかんと言ってのけた。

「わかりやすく説明すると、あれは奴隷を見るような目つきだった。……そして、奴隷を同じ人間と見なしていない目つきだった。西の王国における奴隷っていうのは、つまり北の王国の民ってことなんだけどね」

「北の王国の民って、つまりそれは――」

「そう、俺の母親の血筋、西の王国にとっては敵対国のマヒュドラさ。サイクレウスは、北の民との混血である俺がジェノス侯のお招きで城に出入りしていることを、前々から苦々しく思っていたようなのさ。……だからもちろん、この俺もサイクレウスには薄汚い動物でも見るような目で見られているわけだね」

「…………」

「このジェノスは西の王国の版図でもかなり南寄りに位置している。だから大半の人は一生マヒュドラの民と顔をあわせることはないだろう。だけどあのサイクレウスという御仁は、わざわざ遠方から奴隷商人を呼びつけて、労働力としての奴隷を買っているのさ。……もっと北寄りの町なら珍めずらしくもない話なんだけどね。戦争で捕虜となった敵対国の人間なんて、奴隷にするか皆殺しにするかしか道がないわけだし」

　聞けば聞くほど胸糞の悪くなる話である。

　しかし、カミュア＝ヨシュはにんまりと笑っている。

「逆に、もっと奴隷を扱あつかいなれている人間だったら、あそこまで極きよく端たんにはならないと思うんだけどねえ。労働力の高い奴隷には褒賞を与えたり、中には奴隷同士の婚こん姻いんを認めている領主なんかも存在するんだよ？　奴隷を人間扱いしないで家畜のように使い潰す人間のほうが、今では少ないぐらいかもしれない。……あのサイクレウスは、その少数派に属しているわけだ」

「それがいったい何だっていうんですか？」

「うん、だから、あのサイクレウスにとっては、森辺の民も貴重な労働力ではあるけれども対等の人間ではないんだな、ということが、今日の会談で俺には実感することができてしまったということさ。薄々そうなんじゃないのかなあとは思っていたけれども、あの御仁の森辺の民を見る澱よどんだ目つきで、俺はそんな風に確信することができたよ」

　ガズラン＝ルティムは、とても静かにカミュア＝ヨシュの姿を見つめていた。

　その視線に気づいて、カミュア＝ヨシュはのんびりと笑いかける。

「宿場町の人間でも、あそこまで森辺の民を蔑さげすんだ目で見る者はいなかったでしょう？　町の人々もなかなか森辺の民を同どう胞ほうとは思えずにいるようですが、少なくとも人間以下の存在だ、などとは露つゆほども思っていないでしょうしね」

「奴隷という存在や、北と西の確執については、今一つ実感することはできません。ですが、サイクレウスの目つきが妙に私たちの心を騒がせるのは、確かにそういう心情があってのことなのかもしれませんね」

　ガズラン＝ルティムは相変わらず沈ちん着ちやくそのものであったが、俺は真逆の心境であった。

　俺のかたわらには、アイ＝ファがいる。ガズラン＝ルティムがいる。ルド＝ルウも、レイナ＝ルウも、シーラ＝ルウもいる。

　俺にとっては、全員が大事な存在だ。こんな魅み力りよく的てきな人々を、人間以下の存在と見なすなんて――そんなことは理解の範はん疇ちゆう外でしかありえなかった。

「――でね、アスタは森辺の民といえども、外見的には西の民だ。少なくとも、森辺の民や北の民としての特徴は一いつ切さい持ち合わせていない。そんなアスタなら、サイクレウスは人間扱いしてくれる可能性が残されているので、それには惑わされないでほしいなと思っただけなんだよ」

「それは貴重な情報をありがとうございます。……だけど、俺がそのサイクレウスという御仁と顔をあわせる可能性なんて皆無に等しいんじゃないですか？」

「うん。俺もそのような事態にはならなければいいなあと願っているよ」

　それでもそんな可能性もゼロではない、というのだろうか。

　何ともぞっとしない話である。

　俺は大きく息を吸い込み、胸の中に生じた澱みを体外に吐き出してから、新たな気持ちでカミュア＝ヨシュと相対した。

「それで、カミュアは族長たちにどういう要望をかなえてもらったんですか？　カミュアが森辺の民に願い事をするなんて初めてのことですよね？」

「うん。今回ばかりは人手不足でね。ちょっと人捜しを手伝ってもらうことにしたんだよ」

「人捜し？」

「そう。ジェノスを離はなれてこの近辺の町を巡ってみることにした。尋ね人は、《赤髭党》の生き残りと目されている人物さ。その一団については、すでにガズラン＝ルティムから聞いているだろう？」

　俺は思わず息を呑んでしまう。

　それはいったい、どういう企みなのだろうか。

「いや、実は、前々からその人物の所在を探し求めてはいたんだよ。その人物をとっ捕まえれば、十年前の《赤髭党》の行状もはっきりするだろうからね。そこから何とかサイクレウスの旧悪を暴く道筋が辿れないものか、その方向で本ほん腰ごしを入れてみることにしたのさ」

「その野盗の集団ってのは十年も前に壊滅させられているんですよね？　しかも、その全員が罪人として処断されたという話ではありませんでしたか？」

「うん、だけどその人物だけは何とか討伐隊の包囲網をくぐり抜けることができたんだよ。彼女はきわめて党首に近しい存在であったから、当時の内情にはかなり通じているはずなんだ」

「彼女？　それは女性なんですか？」

「そう。《赤髭党》の党首、赤髭ゴラムの伴はん侶りよであった女性さ。もともとは党首の右みぎ腕うでとして蛮勇を奮っていたそうだけど、子を生なしてからはさすがに家で亭てい主しゆの帰りを待つ身であったらしい。そのおかげで、難を逃れることができたんだろう」

　盗賊団の党首の伴侶――そのような人物から、有効な証言を引き出すことが可能なのだろうか？

　まあそのような判断はカミュア＝ヨシュたちにまかせるとして、俺には聞いておきたいことがある。

「その捜索に、森辺の民の力を借りたいっていうんですか？　よく族長たちが了承しましたね」

「うん。やっぱりドンダ＝ルウたちも、本腰を入れてサイクレウスの旧悪を暴かない限り、話は進まないって判断したんじゃないのかな。あのグラフ＝ザザでさえ、サイクレウスよりはまだこの胡う散さん臭くさい男のほうがましだ、とか考えているご様子だったからね」

　そう言って、カミュア＝ヨシュはチェシャ猫ねこのように笑った。

「何せメルフリードはこんな私用で兵団の仲間は動かせないし、自分自身もそうそうジェノスの外にまでは足をのばせないからさ。了承してもらえて助かったよ。……ちなみに、ルウの分家の男衆を三名ほど借りることができたので、いま彼らにはトトスの乗り方を覚えてもらっているところだよ。明日の朝一番にはジェノスを出発したいからね」

　森辺の民にトトスを駆らせて、ジェノスの外にまで連れ出そうというのか。なんて途方もない企みだろう。

「ちぇーっ！　なんか面白おもしろそうな話だよな！　屋台の護衛役じゃなければ、俺もついていきたかったぐらいだぜ」

　などとルド＝ルウは呑のん気きたらしく言っている。

　俺は、カミュア＝ヨシュの顔を真正面から見つめつつ、言った。

「カミュア＝ヨシュ。俺たちは、あなたを信用していいんですよね？」

「うん。サイクレウスの旧悪を暴くことは、森辺の民の明るい未来にも繋つながるはずだよ？」

　どのみち、ドンダ＝ルウたち森辺の族長らもその申し出を受ける決断を下しているのだ。

　俺としても、心を定めるしかないようだった。

「わかりました。無事なお帰りをお待ちしています。……会談の日までには戻ってくるんですよね？」

「そうだね。ちょうどルウ家も現在は狩人の仕事を休業中とのことで、いい巡り合わせであったようだよ。……でも、できればもっと早くに戻りたいところだね。あのサイクレウスが半月も期日を引きのばして何を企んでいるのやら、まったく知れたものではないからねえ」

　そう言って、カミュア＝ヨシュは紫色の瞳に透き通った光を浮かべた。

「アスタたちも、十分に用心してほしい。今日の会談でサイクレウスがアスタたちの商売について一言も言及してこなかったことが、俺には少し気にかかっているんだ。宿場町との縁えんを繋いでいるアスタたちのことは、彼にとっても見み逃のがせない存在であるはずだからねえ。……では、数日後にまたアスタの料理を食べられるのを楽しみにしているよ？」
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　翌日、青の月の三十一日は、護衛の数が四人に増員されることになった。

　カミュア＝ヨシュの残した不吉な忠告の言葉と、「何者かに見張られている気がする」というアイ＝ファの意見から、そのような措そ置ちが取られたのである。

　増員されたのはシン＝ルウと、俺にはあまり馴染みのないルウの分家の少年だった。残念ながら、レイ家の家長であるラウ＝レイに、そこまで気軽に護衛役などは依い頼らいできないらしい。

「それに、ラウ＝レイは気が短いからな。町の人間の相手をさせるのは心配だったんじゃねーの？」

　とは、ルド＝ルウの言である。

　それがドンダ＝ルウの考えだとしたら、なかなかの思し慮りよ深さであると俺にも思える。城の人間が相手では、どのような搦め手を使われても不思議はないだろう。

　しかし、この状況で何をどのように用心すればいいのか、そんなことすら判然としないままに、俺たちは商売に取り組む他ほかなかった。

　そして、俺個人には、サイクレウスの暗躍と同じぐらい心に重くのしかかる事案も存在した。

　言うまでもなく、それは今日を最後にジェノスから去ってしまうシュミラルと、ヴィナ＝ルウの一件であった。




「……足の具合いは大だい丈じよう夫ぶですか、ヴィナ＝ルウ？」

『ミャームー焼き』の屋台から『ギバ・バーガー』の屋台に呼びかけると、「うん……大丈夫よぉ……」という穏おだやかな声が返ってきた。

　ヴィナ＝ルウは、屋台の仕事に復帰することがかなったのだ。

　それでもまだ捻挫した足首は完治していないらしく、荷車の送迎がなければ復帰は難しかっただろう、という話であった。

　で、護衛役がいればヴィナ＝ルウに戦闘力が求められることもないので、しばらくはレイナ＝ルウと日替わりで宿場町に下りるよう、ミーア・レイ母さんに申しつけられたそうである。

「ねえ、あの東の民はいつ来るのかなあ？」

　と、ともに『ミャームー焼き』の屋台をあずかっているララ＝ルウが小声で呼びかけてくる。

「どうだろうね。普ふ段だんだったら、そろそろ姿を現す頃ころ合あいだと思うけど」

「あー、何だかあたしのほうが落ち着かないなあ。別に嫁よめ取とりの話でもないのに、なんかドキドキしちゃうよね？」

　ドキドキはするが、それがララ＝ルウと同一の感情なのかはわからない。

　というか、ララ＝ルウは何にドキドキしているのだろう？

「そんなのわかんないよ！　でもさ、あの東の民は嫁取りの話みたいに真しん剣けんそうな感じだったじゃん？　だからやっぱり、ドキドキしちゃうよ」

　言いながら、ララ＝ルウは胸むなもとに手を置いて、ふーっと息をついた。

「ヴィナ姉もとっとと嫁よめに入るか婿を取るかすればいいのになあ。そうしたら、こんな面倒なことにもならなくて済んだのに！」

「……シュミラルとヴィナ＝ルウが結ばれるっていうのは、やっぱり難しいんだよね？」

「あったり前じゃん！　……って、あたしにもよくわかんないんだけど、神を乗り換かえるのって町ではおおごとなんでしょ？」

「俺にもよくわからないけど、どうやらそうみたいだね」

「あ、アスタはもともと四大神そのものを知らなかったんだっけ。それもすごい話だよね！　……とにかくさ、神を換えたら家族との縁も切れちゃうんでしょ？　あたしはそんなの、絶対にやだし！」

「うーん、だけど、別に離れて暮らすことになっても、交流を禁じられるわけではないんだろうから……ああ、どうなのかなあ。俺もやっぱり無責任なことは言えないや」

「離れて暮らすのはどこに嫁入りしても一いつ緒しよだけど、ヴィナ姉が森辺を出ていったり、同胞じゃなくなっちゃったりするのは、やだよ」

　ララ＝ルウは少しばかり眉まゆを下げて、下した唇くちびるを吸い込むような顔をした。

　この気丈な少女が時おり見せる、なかなか愛くるしい表情である。

「……それじゃあさ、異国人がルウ家に婿むこ入いりするってのはどうなのかな？」

「ん？　いいんじゃない？　それならヴィナ姉とは家族のままでいられるし」

「あ、それはいいんだ？」

「あたしは別にかまわないよ。ミーア・レイ母さんもかまわないって思ってるんじゃないかな。……ドンダ父さんは難しいだろうけど」

　ドンダ＝ルウか。

　あの御仁はこの一件に関してどのような感想を抱いているのだろう。

「まあでもやっぱり無理なんだろうね。東の民が婿入りしたって狩人かりうどの仕事はつとまらないだろうし、そもそもあいつはジェノスの城下町でも商売ができるような人間なんでしょ？　そんなやつが今までの生活を捨てて森辺に婿入りなんてしてくるはずがないよ」

「それでもララ＝ルウの心情的には、嫌いやじゃないんだ？」

「うん。ヴィナ姉を幸せにしてくれるんだったら、どこの誰でもかまわないよ」

　やっぱりララ＝ルウは顔立ちだけでなく考え方もルド＝ルウと似ているのかもしれない。

　まあ、ルド＝ルウのほうは、ヴィナ＝ルウが森辺を出るという可能性すらも想定した上で、姉の幸福を願っているように見受けられたが。

（だけどやっぱり、婿入りも嫁取りも難しいんだろうな……）

　故郷と同胞とこれまでの生活をすべて打ち捨てて、森辺の集落に婿入りする――それがどれほどとてつもないことであるかは、異邦人の極みたるこの俺にだって想像はつく。

　だったら、嫁取りのほうはどうであろうか？

　ヴィナ＝ルウは、森辺の外の世界に憧どう憬けいを抱いていたはずだ。

　それに、森辺の民は森を神としており、四大神に対しては明確な信仰心を有していないように見受けられる。それならば、神を乗り換えるという行為自体に強い抵抗はないはずだ。

　だけど、それもやっぱり難しいことであるように感じられてしまう。たとえ本人たちに強い抵抗がないとしても、神を乗り換えてしまったとしたら、西の版図――森辺の集落に住み続けることは許されなくなってしまうのだ。

　シュミラルには家族がなく、その上で、商団の仕事に励んでいる。たしか、いったん故郷のシムを離れたら、一年近くもかけて西や北の町を巡るのだ、とか言っていたはずだ。その間、身寄りもないシムの国にヴィナ＝ルウ一人を置いていくことなどできないに違ちがいない。

　ならば、子供を作らずにヴィナ＝ルウも一緒に世界を巡るとか――？

　駄だ目めだ。現実感が感じられない。

　それに、このていどのことはきっとシュミラル自身も考え済みで、だからこそ「難しい」と述べていたのだと思う。

（……とにかく今は、ヴィナ＝ルウがシュミラルからの贈おくり物ものを受け取ってくれることを願うぐらいしかできないか）

　妙みようにアンニュイな気持ちを誘発されつつ、俺はララ＝ルウとともに溜ため息いきをつく。

　そこにアイ＝ファの「……また来たのか」という冷たい声が聞こえてきた。

「うっさいなあ！　お客に対してその態度はないんじゃない？」

　南の民の少女ディアルである。

　門番のごときアイ＝ファにべーっと舌を出してから、ディアルは笑え顔がおで『ミャームー焼き』の屋台の前に立った。

「やあ、今日も来たよ！　アスタ、一つお願いね」

「ああ、どうも。……あれ？　一日おきに買ってくれるなら、今日は『ギバ・バーガー』の日じゃなかったっけ？」

「んー？　美味おいしいからどっちでもいいや！　アスタがいるからこっちにしておくよ」

　と、初日の悪態が嘘のようににこにこと笑うディアルである。そんな少女の無む邪じや気きな笑顔を、アイ＝ファは腕うでを組み横目でにらみつけている。

　実は昨日、俺おれたちはカミュア＝ヨシュにもこの少女の存在を打ち明けていた。これこれこのような少女が屋台に出現したのだけれども、サイクレウスの息がかかった存在である可能性はないのだろうか、と。

「ああ、ゼランドから来た商団の関係者？　わかったわかった、サイクレウスの私邸に招かれている鉄具屋の一団だね。うん、もちろんこの時期にジェノスにやってきた連中なんだから、メルフリードが内偵を済ませているよ。あれはただの商売相手だから、サイクレウスの手駒となって森辺の民にちょっかいを出すようなことにはならないはずさ」

　そうしたカミュア＝ヨシュの言葉によって、いちおうの疑いは解消された。

　ただし、サイクレウスの関係者であることに違いはないので、やっぱり適切な距きよ離り感を保つべきであろう。よって、俺は可もなく不可もなくな営業用スマイルをたたえつつ、その少女と相対することにした。

「うーん、いい匂におい！　ねえ、これってかまどで上手うまく温めなおすことはできないかなあ？」

「え？　どうしてだい？」

「城下町の連中に食べさせてやりたいんだよ！　あいつら、ギバの肉なんか食べられるはずがないって、僕ぼくの話を全然信用しないんだもん！」

　これはなかなかに鳥とり肌はだものの発言であった。

「い、いや、時間が経たったら料理が傷んじゃうかもしれないからさ！　それでお腹を壊すようなことになったら一大事だ。頼むから、料理を城下町に持ち帰ったりはしないでおくれよ」

「えー!?　でも、銅貨を出したら、その後はどうしようと僕の勝手じゃない？」

　と、ディアルは笑顔を引っ込めて頬ほおをふくらませてしまう。

　俺は大慌てで考えを巡めぐらせる羽目になった。

「だ、だけどさ、このジェノスでは森辺の民やギバの肉ってのを歓かん迎げいしていない人たちも多いんだよ。それぐらいのことは、君も知っているだろう？」

「んー？　よくわかんないけど。森辺の民はおっかない顔をしてる人間が多いから、それで怖がられてるだけなんじゃないの？」

　言いながら、ディアルは憎々しげにアイ＝ファを見た。

　アイ＝ファは冷ややかにそれを見つめ返す。

「そんな単純な話じゃないんだよ。もともとギバは災さい厄やくの象徴だったから、その肉を食べる森辺の民も一緒に災厄の象徴と見られるようになっちゃって――えーと、それに、南方神から西方神に神を乗のり換えたっていう出自から、なかなか同胞としても見られなくて、あんまり関係性が改善されないまま現在に至ってしまっているわけさ」

「何それ？　変なの！　森辺の民がジャガルを捨てたのはもう何十年も昔の話なのに、いまだに同胞として受け入れられてないっての？」

　そんなことすら知らなかったのか、と俺のほうが呆れてしまう。

　しかし、城下町だけを商売相手にしている異国人だったら、しょせんそのていどの認にん識しきしかないのだろうか。同じジェノスの民でありながら、森辺の民と城下町の人間には接点らしい接点も存在しないのである。その唯一の例外が他ならぬサイクレウスであるわけだが、かの御仁もわざわざ商売相手と森辺の民について語る機会などはないように思えた。

（そうだよな……下手をしたら、城下町の人間は森辺の民の姿を見る機会すら一生ないかもしれないんだ。宿場町の人たちと森辺の民の関係性なんて、そういう連中にとっては他人ひと事ごとでしかないのかもしれない）

　これは新たな発見であった。

　ただし、森辺の民に話しても、それがどうしたとしか言われようのない案件であるかもしれない。

　俺は思考を目の前の問題のほうに引っ張り戻し、ディアルへと言葉を返した。

「――とにかくさ、ギバの料理を城下町なんかに持ち込んだら、どういう騒さわぎになるのか想像もつかないんだよ。俺たちは波風を立てずに商売を続けていきたいから、何とか思いなおしてくれないかなあ？」

　ディアルはしばらく「うー」とうなっていたが、やがてしょんぼりとした様子で「わかったよ」と言ってくれた。

「僕はただ、あいつらをぎゃふんと言わせたかっただけなんだけど。……でも、アスタの迷めい惑わくになっちゃうならやめておくよ」

　何だか両耳をぺたりと下げた子犬のようなお顔であった。

　俺は「ありがとう」と述べながら、肉とアリアを鉄板の中央に寄せる。

「一つでいいんだよね？　こっちの料理もお代は赤銅貨二枚だよ」

「うん！　お腹をぺこぺこにしてきたんだから、美味しく作ってね？」

　と、ディアルは気を取りなおしたように、またにこりと笑った。

　俺もつられて微笑ほほえみそうになったところで、「やあ、ひさしぶりだね！」と、新たな来訪者に声をかけられる。

　振り返ると、褐かつ色しよくの髪かみを長くのばした西の民の女の子が、ディアルに劣おとらぬ明朗な笑顔でそこに立っていた。プロポーションの見事さならヴィナ＝ルウとも張り合えそうな、象ぞう牙げ色の肌をした色っぽい女の子、《西風亭》のユーミである。

「ああ、どうも。本当におひさしぶりですね」

「だって、あたしにも店の仕事があるから、なかなか中天の前には抜け出せないんだよ！　これでも毎日この屋台には通ってるんだからね？」

「はい、聞いていますよ。毎度ごひいきにしていただきありがとうございます」

　ドーラの親父おやじさんたちと並んで、西の民としては希少な常連客のユーミなのである。顔をあわせる機会は減っても、感謝の気持ちを忘れたことはない。

（……まさか、西の民のお客さんにまで喧けん嘩かを売ることはないだろうな？）

　と、ちょっと不安になりつつ視線を戻すと、ディアルは屋台の台に両手をつき、エサをねだる子犬のような目つきで俺を見ていた。お供のラービスとララ＝ルウの間では、すでに銅貨の支し払はらいも完了されている。

「あ、ごめんごめん。今すぐ作るから待っててね」

「うん！」とディアルは、にぱっと笑う。本当に、表情の切きり替かえの速さは天下一品だ。

　すると何故なぜかしら、ユーミのほうが笑顔をひっこめて、ディアルの姿をじろじろと検分し始めた。

「あんた、見ない顔だね。アスタの友達か何かなの？」

「んー？　別に友達ってわけじゃないけど？」

　けげんそうに、ディアルもそちらを振り返る。

　ユーミは「ふうん」と長い髪をかきあげた。

「それじゃあ、この店の常連さん？　あんたみたいな南の民の女の子は、これまで見かけた覚えもないんだけど」

「常連、かなあ。いちおうこれで四日連続で通ってることになるしね！」

　そのうちの初日はお代をいただいておりませんけどね、と俺はこっそり肩かたをすくめておく。

　が、そんな風に呑気にかまえている場合でもなかった。ユーミがとげとげしさを増大させた目つきで、俺のことをにらみつけてきたのである。

「……アスタ、これってどういうこと？」

「え？　な、何がでしょう？」

「あたしに丁てい寧ねいな言葉を使うのはお客さんだからって言ってたじゃん！　それなのに、どうしてこの四日前に現れたばかりの女の子には、友達みたいな口をきいてるわけ!?」

　そのようなことが、ユーミの逆げき鱗りんに触ふれてしまったのか。

　そういえば、ユーミは幼子のターラが相手であっても同じようなことを主張していた覚えがなくもない。あのときは、ターラとは店を開く前からのつきあいであった、という事情を明かしてことなきを得たのだ。

「いや、あの、それはまあ……たまたまそういう流れになってしまったと申しますか……」

「そういう流れって何？　全然納なつ得とくがいかないんだけど！」

「うっさいなー。料理を買いに来たんなら、おとなしく料理を食べてなよ」

　と、俺から受け取った『ミャームー焼き』に歯を立てつつ、ディアルがしれっとした顔で言った。

　どの口が言うのだ！　と思わなくもないが、ユーミの激情に引きずられてはいないようなので、ちょっと安心する。どうやらこの少女も、相手が南や西の民なら、ごく理性的に対応できるらしい。

「……アスタのとるべき道は二つしか残されてないみたいだね」

　しかし、ユーミのほうはすっかりおかんむりだ。

　怒いかりの形相で言いながら、ユーミはそのしなやかな指を二本立てて、俺の鼻先に突つきつけてきた。

「あたしに対するよそよそしい言葉づかいを改めるか、全部のお客さんを平等に扱うか、アスタはどっちの道を選ぶの？」

「えーと……もう一ヶか月げつばかりも続けてきた言葉づかいを今から改めるのは非常に困難なのですが……」

「だからって、今さら僕に対してよそよそしい態度を取ったりはしないよね？」

　と、ディアルは天使のように笑いかけてくる。

　この信しん頼らいを裏切ったら、怒られてしまうのか泣かれてしまうのか、想像しただけで胸が苦しくなりそうなほどの、屈くつ託たくなき笑顔である。

　よって俺は「そうだね」としか答えようがなく、ユーミは「そんなのずるい！」とわめきたてることになった。

「あたしにばっかり意地悪しないでよ！　あたしのほうがつきあいは長いのに、ひどいじゃん！」

「でっかい声だなー。えいぎょーぼーがいで衛兵を呼ばれちゃうよ？」

　ディアルは満足げな笑顔のまま、まぐまぐと『ミャームー焼き』を頬ほお張ばった。とりあえず俺は、ユーミに気づかれぬよう溜息をついておくことにする。

　そのときになって、ようやく俺は右の頬に突き刺さる冷ややかな視線に気づくことができた。

　そろそろと振ふり返かえると、もちろん親愛なる家長様が横目でこちらを凝視しておられる。

　何か怒おこってらっしゃるのですか、と目で問うてみた。

　やかましい、と目で返された。

　これぞ以心伝心、ファの家の絆きずなもここに極まれり、てなものである。

「あの……なかなかいきなりは切り替えられないので、前向きに対処するということで、一つ穏おん便びんに収めてもらえないでしょうか……？」

　事態の収拾につとめるべく、俺がそのように呼びかけると、ユーミは眉を吊つり上あげたまま顔を寄せてきた。

「……本当に考えを改める気はあるの？」

「はい……うん……まあ無理のない範はん囲いで……」

　ユーミは、はーっと大きく息をついてから、赤銅貨二枚をぴしゃりと置いた。

「毎度ありがとうございます……いや、ありがとう……」

「全然努力してるように感じられないなあ！」

「い、いきなりは難しいんですって」

　それでもラウ＝レイのように暴力を行使してこないだけマシか、と俺は『ミャームー焼き』の作製に取りかかることにした。

「料理が美味しいと色んなお客が集まってくるもんだねー」と、ディアルはけらけら笑いだす。

　ユーミはふてくされきった面持ちでそちらをにらみつけた。

「……で、あんたはいったい何者なのさ？　南の民の若い娘むすめなんてジェノスでは珍しいけど、商団の人間か何かかい？」

「うん。僕はゼランドから来た鉄具屋だよ」

　不ふ機き嫌げんそうなユーミに気安く応じつつ、ディアルは最後の一口を口の中に放り込んだ。

「ふうん。鉄具屋ねえ。……何でもいいけど、どうしてそんな男みたいな服を着てるのさ？」

「んー？　さすがに宿場町でそんなひらひらした格好できるわけないじゃん。あんたこそ、そんな格好でごろつきとかに狙われたりしないの？」

「ごろつきが怖こわくて宿場町に住めるかってのさ。ずいぶんお上品な育ちなんだね、あんたは」

　ユーミは腕を組み、ディアルを見下ろした。

　そういえばこの娘さんも、出会った当初はそのごろつきみたいな若わかい衆しゆを引き連れて、俺の前に現れたものなのである。

　ちなみに今日の格好も、上半身は胸あて一つで、じゃらじゃらと飾かざり物をつけ、腰から足首までは長い一枚布を巻いただけの、西の民としてはポピュラーな装いだ。その長い腰こし巻まきの合わせ目からのぞくすらりとした足が、やたらと艶かしい。

「まあ、それが南の民の流りゆう儀ぎだってんならかまわないけどさ。でも、せっかく可愛かわいい顔をしてるんだから、髪ぐらいのばしたら？　それじゃあ男の子に間違えられちゃうんじゃない？」

　はい、間違えました。

　とか思っていたら、それまで大人しくしていたディアルの顔に、みるみる血の気がのぼってきてしまった。

「うっさいな！　髪をのばそうが短くしようが僕の自由でしょ!?　ちょっと色っぽいからって馬ば鹿かにすんなよ！」

「ふわあっ！」と、ユーミが奇き妙みような雄お叫たけびをあげた。

　なんと、ディアルが、こともあろうに、右手でユーミのゆたかなお胸をわしづかみにしたのである。

　ユーミはディアルの小さな手を振り払い、真っ赤な顔をしてその場にへなへなと座り込んでしまった。

「な、な、何をすんのさ！　いきなり、びっくりするじゃないか！」

「ふん！　いきなりじゃなかったら文句ないわけ？　それなら今度は予告してからやってやろうか？」

　ディアルは鉤かぎ爪づめのように両手の指を曲げて、ユーミのほうににじり寄ろうとした。

　ユーミは自分の上半身を抱だきすくめつつ、惑わく乱らんした表情で後ずさろうとする。

　そこでアイ＝ファが「おい」とディアルの細い肩をつかんだ。

「店の前で騒ぎを起こすな。お前は何一つ反省していないのか、南の民の娘よ」

　ディアルはハッとしたようにアイ＝ファを振り返った。

　すると、これまで影のようにひっそりと立ちつくしていた若者ラービスが、長ちよう剣けんの柄に手をかけてアイ＝ファに近づいた。

「森辺の民よ、ディアル様から手を離せ。……さもなくば、斬るぞ」

「ほう？　南の民にはずいぶん無法者が多いのだな」

　いっかな感銘を受けた様子もなく、アイ＝ファはディアルの肩から手を離した。

　ディアルは、いくぶん抑制を欠いた声で「やめて、ラービス」と、つぶやく。

「今のは僕が悪かった。……アスタ、ごめんなさい」

「え、いや……」

「あんたも、ごめんなさい。……僕、髪のことを言われると我慢ができなくなっちゃうんだ」

「か、髪って……？」

「……僕はこんなに汚い髪の色をしているから、あんたみたいに綺き麗れいにのばすことはできないんだよ。そうじゃなかったら、確かにこんな格好でも男の子に間ま違ちがわれたりはしないんだろうね」
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　低い声でそう言い捨てると、ディアルは小さな唇を噛んで黙だまり込んでしまった。

　ユーミはゆっくりと立ち上がり、胸もとをガードしたまま、ディアルに歩み寄る。

「――別に汚くなんかないんじゃない？　ちょっと珍しい色合いだけどさ」

「どこがさ！　こんなの、獣けものみたいじゃん！」

　ディアルは悲しげに顔を歪ませて、その髪をくしゃくしゃにかきむしった。

　濃のう淡たんまだらの、不思議な色合いをした褐色の髪である。確かに俺も、犬か猫みたいだなとは思っていた。ただし、汚い色だとはこれっぽっちも思わない。

「そっか。まあ、人の好みはそれぞれだからね」

　と、ユーミはディアルのくしゃくしゃになった髪に手を置いた。

「だけどあたしは、汚い色だなんて思わなかったから長くのばせばいいのにって思っただけなんだ。それがあんたを怒らせちゃったんなら、あたしもごめん」

　ディアルは無言のまま、うつむいてしまった。

　それから、上目遣いでユーミを見る。

　ユーミは、心から申し訳なさそうな顔をしていた。

「……あんた、怒ってないの？」

「うん。ちょっとびっくりしたけどね」

「あっそ。……あんたの、やわらかくて気持ちよかったよ？」

「そういうこと言うな！」と、ユーミはディアルの頭をぐしゃぐしゃにかき回した。

　ディアルは「あはは」と笑ってその手から逃げる。

「ごめんね。今日はもう帰るよ。中天からは仕事をしなくちゃいけないし。……アスタ、明日も来ていい？」

「え？　ああ、うん、もちろん」

「……ありがとう」と言い残し、ディアルは早足で去っていった。

　お供のラービスは最後にアイ＝ファの姿をひとにらみしてから、その後を追っていく。

「変なやつだね！　……まあ、悪いやつではないかもしれないけど」

　溜息まじりに、ユーミはそう言った。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？」と俺が問うと、なぜか赤い顔をしてまた胸もとを隠かくし、こわい目つきでにらみつけてくる。

「いいから、とっととあたしにも作ってよ！　あたしだって仕事が残ってるんだからね！」

「ええ？　はい、すみません……」

「言葉づかい！」

「はい！　ごめんなさいだよ！」

　これじゃあまるでミダみたいではないか。

　ララ＝ルウは笑いを噛かみ殺しながらそっぽを向き、ユーミは怒った顔で俺の手から『ミャームー焼き』をかっさらう。

「ったく、今日は真ま面じ目めな話をしに来たってのに、すっかり調子を狂わされちゃったよ。……ねえ、アスタ、あんたは《南の大樹亭》と《玄げん翁おう亭てい》で料理を売ってるんだよね？」

「うん？　そうで……だよ？」

「それって、南や東のお客さんに合わせた味にしてるんでしょ？　もしも西の民たみのあたしなんかが食べるとしたら、どっちがおすすめなのかなあ？」

「ええ？　どうしてそんなことを聞くんですかだよ？」

「……わざとやってるわけじゃないよね？」

「もちろんです！　だよ！」

　ララ＝ルウは肩を震わせており、ユーミはまた一つ溜息をつく。

「なんか最近、その二つの宿屋に流れる西の民のお客さんが増えてきたみたいだからさ。いよいようちの親父も重い腰を上げる決心がついたらしいんだよね」

「重い腰って……どういうつもり？」

「それはまだわかんない。もしかしたら、ギバの肉じゃなくカロンやキミュスの肉でアスタに料理を作ってもらおうとか思ってるのかもしれないね」

　ユーミの父親、《西風亭》という宿屋のご主人は、かなり徹底して森辺の民やギバの存在を忌き避ひしているらしいのだ。

　ただし生粋のジェノスっ子ではなく、若い頃ころに他の町から移住してきた身で、その嫌けん悪お感に明確な理由や事情などはなく、宿場町に蔓延する空気に染まっただけ、とユーミなどはそのように分析していた。

　それはつまり、ユーミ自身も父親と同じ感覚で森辺の民を忌避しており、それがこの屋台との出会いで解消された、ということなのだろう。

「うーん、だけど、ギバの肉を使わない料理じゃ意味がないんだよね。前にも言ったと思うけど、俺は銅貨を稼ぐため、というよりも、ギバの美味しさを広めるためにこの商売を始めたわけだから」

「うん、それはわかってるけどさ。でも、あの頑がん固こ親おや父じがアスタの腕うで前まえを確かめるために、あたしに味を確かめてこいとか言ってきたんだよ？　これまでは、あたしや母さんがこっそりここの料理を買うだけで怒ってたのに！　これってすごいことじゃない？」

　ユーミは少し必死の面おも持もちになって屋台の内側に顔を寄せてきた。

「あとのことは、アスタの腕前しだいじゃん？　それでアスタがうまいこと親父を説得して、ギバの料理を食べさせることができれば、親父の石頭を木こっ端ぱ微み塵じんにすることもできるかもしれないんだから！　……って、あたし、もしかしたらすっごく勝手なこと言ってる？」

「いや！　それは君の言う通りだよ。そうだよね、興味を持ってもらえただけでも、俺にとっては万ばん々ばん歳ざいのことなんだ」

　西の民が経営している、西の民のための宿屋でギバの料理を卸おろすことができれば、それは大いなる前進である。

　可能なことなら、その一歩目は《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》で果たしたいところであったが、目の前の好機を逃すことはできない。

（それに、十年前の事件の証拠は重要視されていないらしいってこともわかった。サイクレウスの目がミラノ＝マスに向いてないっていうんなら、思いきって《キミュスの尻尾亭》にも商売の話を持ちかけてみよう）

　そんな風に考えて、俺は素す直なおにユーミへと笑顔を向けることができた。

「ありがとう。もしもユーミの親父さんが本当に俺に興味を持ってくれたんなら、何とかギバの美味しさを知ってもらえるように努力してみるよ」

　ユーミは、きょとんと目を丸くした。

　下からの鉄板にあぶられているせいであろうか。その象牙色の頬が少し赤くなっている気がする。

「……何だ、普ふ通つうに喋れるじゃん？」

「ああ、うん、そうだね。冷静になると、まだちょっと意識しちゃうけど」

「……それに、あたしの名前なんか、覚えてくれてたんだ？」

「ええ？　さすがにそれぐらいは覚えてるよ！」

　とはいえ、こちらから呼びかける機会などは一度としてなかったかもしれない。それはユーミに限ったことではなく、バランのおやっさんやアルダスに対してだって、名前を呼びつける機会などはほぼ皆無であったのだ。

　ユーミは「えへ」と笑ってから、身を引いた。

「なんか、すっごく嬉うれしいな……」

「え？　何が？」

「何でもないよ！　それで、《南の大樹亭》と《玄翁亭》だったら、どっちがおすすめなの？」

「ああ、うん、えーとね、明日から少しずつ料理の内容も変えていく予定なんだけど、《玄翁亭》ではチットの実っていうシムの特別な香辛料を使ってるから、まだ《南の大樹亭》のほうが馴染みやすいんじゃないかな。……ちなみに、タウ油を使った料理って食べたことある？」

「ううん。それってジャガルの調味料だよね？　名前ぐらいは知ってるけど」

「そうか。でも、チットの実ほどクセのある調味料ではないから、やっぱりそっちのほうが食べやすいとは思うよ。どちらにせよ、俺も東や南のお客さんだけを想定して献こん立だてを決めたわけでもないしね」

「わかった。それじゃあまずは《南の大樹亭》に行ってみるよ！　うん、楽しみだなあ」

　そう言って、ユーミはにっこり笑ってくれた。普段以上に上機嫌になってくれた様子で、何よりだ。

　そして、西の民でありながらこうまで俺のことを気にかけてくれることも、心から嬉しく思う。

「ありがとう。ユーミが繋いでくれた縁を無む駄だにしないよう、頑張るよ」

「うん！　頑張ってね！　あたしだって本当に美味しいと思えなかったら、それは正直に言うしかないしさ」

「そうだね。ユーミの感想を楽しみにしているよ」

　そうしてユーミは笑顔で去っていき、俺は満ち足りた思いで息をつくことができた。

　そうすると、また右頬のあたりに視線を感じた。

　振り返ると、やっぱりアイ＝ファが無言で俺をにらみつけている。

　何か怒ってらっしゃるのですか、と目で問うてみた。

　やかましい、と目で返された。

　この以心伝心、あんまり楽しくないかもしれない。

　そんなことを考えていたら、北の方角から背の高いマント姿の人ひと影かげが近づいてきた。

　東の民のお客さんだ。しかし、シュミラルでもサンジュラでもない。シム人としてもちょっと珍めずらしい、百九十センチを軽く超こえていそうな長身の持ち主だった。

「いらっしゃいませ。お一つでよろしいですか？」

「いえ。二つ、お願いします」

　答えながら、その人物はフードを後ろにはねのけた。

　わざわざ顔をさらすというのは、やはりシュミラルやサンジュラ以外では珍しい仕草だ。

「アスタ、私、わかりますか？」

「え？」

「私、《銀の壺つぼ》、副団長、ラダジッド＝ギ＝ナファシアールです」

　顔には、まったく見覚えがない。黒髪黒こく瞳どうの、シム人らしい面長の顔立ちだ。

　ただ、《銀の壺》の団員にも一人ぐらいはこれぐらい背の高い人物がいたはずだ、とは記き憶おくしている。

「《銀の壺》の方でしたか。今日はお一人なのですか？」

「はい。今日、忙しい。なので、みな、それぞれ、買う、しているです」

　そうしてそのラダジッドなる人物は、視線を『ギバ・バーガー』の屋台のほうに差し向けた。

「アスタ、ヴィナ＝ルウ。私、お話、あります」

　ヴィナ＝ルウが、ゆっくりこちらを振り返る。

　ラダジッドは、低いがよく通る声で、さらに言った。

「団長シュミラル、急の仕事、入りました。アスタ、ヴィナ＝ルウ、会いに来る、遅れます」

　俺は「急な仕事？」と問い返した。

　ラダジッドは、ヴィナ＝ルウのほうを見つめたまま「はい」と、うなずく。

「屋台、商売、終わる頃、来る、言いました。《キミュスの尻尾亭》、必ず向かう、言いました。挨あい拶さつ、その時です」

「そうなんですか。やっぱり商売の最終日ともなると、色々お忙しいんですね。……あれ？　だけどヴィナ＝ルウが今日町に下りてきていることはシュミラルもご存じだったんですか？」

「はい。シュミラル、朝から、城下町です。でも、同どう胞ほう、屋台のこと、伝えました。シュミラル、知っています」

「そうですか」

　そういえば、もう中天も間近だというのに、やっぱりバランのおやっさんたちも姿を現そうとしない。

　ユーミとの会話でいささか昂こう揚ようしていた気分もしぼんでいってしまいそうだ。

「シュミラル、必ず来ます。軽食、私、渡わたします」

　ラダジッドはそう言って、俺のほうに視線を戻してきた。

「《銀の壺》、十名、挨拶、必ず来ます。私たち、アスタ、出会い、感謝しています」

「いえ、こちらこそ皆みなさんと出会えたことは本当に感謝しています」

「挨拶、商売、後です」

　感情のない声で、ラダジッドはそう言った。

　だけどその黒い瞳は、ほんの少しだけ細められて、シュミラルと同じように嬉しそうな光をたたえてくれているような気がしてならなかった。




２




　中天である。

　店番の交代役であるリィ＝スドラの到とう着ちやくを待ち、俺たちは《玄翁亭》へと向かうことになった。

　その際に、バランのおやっさんたちに引き渡す干し肉に関しては、シーラ＝ルウに託たくしておいた。二十キロにも及ぶ干し肉は、ルウ家とその眷けん族ぞくの六氏族、そして近所の小さな五氏族に声をかけて、難なく準備することができたのだ。

　白銅貨三十枚の報酬も、十二の氏族で割ってしまえば微々たる額である。前回は小さな氏族を優先して声をかけたので、今回は家の大小関係なく均等に割り振らせていただいた。

　そしてファの家からは、家長にお許しをいただいて、ごひいきにしてくださった常連のお客様に対する心づけを用意することになった。

　目下、時間を見つけては研究に励はげんでいるその品は、『ギバ・ベーコン』――と言い切ってしまっていいのかどうか。要するに、木材のように固い干し肉を、もう少しばかりやわらかく仕上げることはできないものかと試し行こう錯さく誤ごしている燻くん製せい肉なのだった。

　塩に漬つけて水分を抜ぬき、乾燥させたのちに香こう草そうで炙あぶる。森辺における干し肉の製造法は、基本的にベーコンとほぼ同一なのである。ただ、干し肉は何よりも保存性が重視されているため、とにかく徹底的に肉の内部の水分を除去してしまう。ゆえに、脆ぜい弱じやくなる俺などには噛みちぎれないぐらいのガチガチな硬さに仕上がってしまうのだ。

　冷却機器が存在せず、日本の初夏ていどの気候である森辺でありジェノスであるのだから、保存性が重視されるのは当然のことであろう。しかし、何とか俺の知るベーコンにもう少し近づけられないものか――保存性をどこまで犠ぎ牲せいにすれば、どこまでやわらかく仕上げることができるのか。そういった研究を、ファの家で干し肉を作製するたびに少しずつ色々と試ためしてみているのである。

　塩の量なのか、塩に漬けておく時間の長さなのか、塩抜きした後に乾燥させる時間の長さなのか、香草で燻いぶす時間の長さなのか、燻し方に改良の余地はないのか、同じ水抜きの効能を持つピコの葉をうまく使うことはできないのか――と、研究の余地がありすぎて、なかなか答えは見えてこない。現段階では、俺の歯でも何とかかじることができて、その代わりに保存は一週間ともたない、限りなくジャーキーに近いベーコンというていどの仕上がりで留まっていた。

　まだまだ理想には届かない。しかし、旅人気分でポイタンやアリアと一緒に煮に込こんでみたところ、既存の干し肉よりは格段に美味しくいただくことがかなった。

　干し肉の場合はくたくたになるまで煮込まねばならないので、後にはゴムのように味気ない肉片しか残らないが、この新作ベーコンモドキであるならば、だいぶん旨みを残したまま食することが可能であったのだ。

　使用しているのはやはりバラ肉で、干し肉よりは脂肪分のねっとりした感じも残っているので、もともとの旨みにもけっこうな差はあるように感じられる。そんなベーコンモドキを、二キロばかり添えさせていただいた。

　必ず七日以内に食すること、干し肉ほど入念に煮込む必要はないこと、そしてこれは一ヶ月も屋台に通ってくれた皆様に対する御お礼れいの気持ちなのでお代は不要であること、という三点をシーラ＝ルウに言い置いて、俺は屋台を離れたわけである。

　このような行こう為いは、宿場町の流儀に反してしまうだろうか？

　それでも俺は、おやっさん率いる建築屋の人々と、それに《銀の壺》の人々にだけは、どうしても感謝の贈り物を届けたいという衝動を抑おさえることができなかったのだ。

　もしもみんなと合流した際、そのベーコンモドキがおやっさんたちに突き返されてしまっていたら、枕を涙で濡らすことになるかもしれないなあと、そんな一抹の不安感を抱かかえ込みながら、俺はいざ《玄翁亭》へと石の街かい道どうを南に向かって突き進んだ。

　メンバーは、ヴィナ＝ルウと、シン＝ルウと、アイ＝ファだ。屋台のほうには、ルド＝ルウと分家の少年が残ることになった。

　で、俺のかたわらではヴィナ＝ルウが切なげに息をついている。

「……大だい丈じよう夫ぶですか、ヴィナ＝ルウ？」

「うん……できることなら、面倒事は早い内に片付けたかったわよねぇ……」

　ひょこひょこと、ほんの少しだけ右足をひきずるようにして歩いている。その横顔は無表情なれど、やはりなかなかに憂いげであった。

（シュミラルからの贈り物を受け取るのですか？）

　さっきからそんな言葉が咽喉のどまで出かかってしまうが、何とか抑え込むことができている。

　まがりなりにも、ヴィナ＝ルウは俺にアプローチしていたお相手であるのだ。そんな立場である俺が、あれこれシュミラルについて問い質すのは、きっと良くないことだろう。

　ヴィナ＝ルウが、どのような気持ちで俺などに秋波を向けていたのか。その根っこには、どのような感情が渦巻いていたのか。不可思議な素性を持つ俺に対する好こう奇き心しんや執着心だったのか、外の世界に対する憧憬が何か付加価値を与えてしまったのか、それとももっと純然たる恋れん愛あい感情であったのか――そんなことはわからないし、もしかしたら、ヴィナ＝ルウ自身にだってわかっていないのかもしれない。

　たぶん森辺の民というのは、俺のいた世界の人々よりも、さらに直感的な部分で伴はん侶りよを選んでいるのだろうと思われる。ミーア・レイ母さんなどは、会って二度目でドンダ＝ルウに思いを告げたようであるし、その娘たるレイナ＝ルウなども、それほど時間を重ねずに俺へと気持ちをぶつけてきたのである。

　わずかその二つの事例だけで森辺の民の習性を断じてしまうのは乱暴に過ぎるかもしれない。が、このヴィナ＝ルウもまた彼かの女じよたちの血族であり、そして、俺に対しては彼女たちよりも短期間で直ちよく截せつ的に猛攻を仕し掛かけてきた娘さんであるのだ。

　そんな彼女が、シュミラルに対してはどのような思いを抱いているのか。

　シュミラルの思いをどのような形で受け止めようとしているのか。

　野暮な俺には、想像できるはずもなかった。

「……どうしたのだ？　さきほどから浮かぬ顔をしているようだが」

　と、歩きながらアイ＝ファが顔を寄せてきた。

「何か気にかかることがあるならば、自分の心にだけ留めておくなよ、アスタ」

「いや、大丈夫。ちょっと考えごとをしているだけさ」

　普ふ段だんよりも二割増しで鋭い目つきをしているアイ＝ファに、俺は首を振ってみせる。

「アイ＝ファのほうこそ、大丈夫か？　例の視線ってやつは今日も感じているのか？」

「今日は感じない。昨日の視線も、たまたま何者かがしつこく目を向けていただけ、ということならば良いのだがな」

　その確証が持てない限り、アイ＝ファも気が休まらないのだろう。

　しかし、次の会談の期日には、まだ半月も残されているのだ。

　休息の期間に入ったルウ家はまだしも、アイ＝ファはそこまで狩人の仕事をおろそかにはできない。ルウの集落の付近でギバの出現率が下がったということは、他ほかの区域での出現率が上昇する、ということなのである。

　スン家が狩人としての仕事を放棄していたため、その周期にもだいぶん乱れが生じてきているようだが、少なくとも、ファの家の周囲からそこまでギバの影が薄れたわけではないらしい。近所のフォウやランの家なども、なかなか順調に収しゆう穫かくをあげているのである。

「……白の月の十五日までは、一日おきに森に入ろうと考えている」

　と、俺の心を読み取ったかのように、アイ＝ファがそう告げてきた。

　で、俺の顔を至近距離からにらみつけてくる。

「だから、警護の役目も一日おきにルウ家に頼むつもりだ。……私の目の届かぬところで無む茶ちやをしたらただではおかぬぞ、アスタよ」

「わかってるよ。ていうか、俺が宿場町でそんな無茶をしたことがあったか？」

「つい数日前に、南の民の娘に殴なぐられたばかりであろうが？」

　ふーっと毛を逆立てた猫ねこのような表情で、俺の肩を小こ突づいてくる。

　どうもディアルの話になると瞬時に不機嫌になってしまうアイ＝ファである。

「……仲がいいわよねぇ、アスタとアイ＝ファは……」

　と、ヴィナ＝ルウがまた低い声でつぶやいた。

　怒りの形相をひっこめて、アイ＝ファがそちらに向き直る。

「ずいぶん力を落としているようだな。足が痛むのか、ルウの長姉よ？」

「ううん……ただ、あなたたちの睦まじい姿を見せつけられると、胸が痛くなっちゃうだけよぉ……」

　ちょっとドキリとさせられる発言だった。

　しかし、アイ＝ファはけげんそうに首をひねっている。

「ルウの家には、たくさんの家族がいるではないか？　どうして胸を痛める必要があるのだ？」

「あなたは本気でそれを言ってるのよねぇ……？　だから始末に負えないのよぉ……」

　アイ＝ファの頭上にはでっかいクエスチョンマークが浮うかんでしまっていた。

　そんなアイ＝ファの姿を力のない流し目で見つめてから、ヴィナ＝ルウはふっと息をつく。

「いいの、気にしないでぇ……これはわたしの問題だからぁ……」

「そうか」と、アイ＝ファはうなずいた。

　それから、珍しく何かを迷うような表情になり、また言葉を重ねる。

「ルウの家には、ジバ婆ばあとリミ＝ルウがいる。私が深く知る人間はその二人のみだが、それだけでもルウの家は――とても恵まれた幸福な家であるように、私には思えるぞ」

「わかっているわぁ……わたしだって、家族は大事に思っているものぉ……」

　そうしてヴィナ＝ルウは、長い前まえ髪がみの下に表情を隠してしまった。

　その後につぶやかれた言葉は、もしかしたら耳をそばだてていた俺おれにしか聞こえなかったかもしれない。

「わたしは、何を望んでいるのかしらぁ……」

　子供のように不安げな声で、ヴィナ＝ルウは確かにそのようにつぶやいたのだった。




　　　　　◇




「アスタとの契けい約やくも、今日でひとまずは完了となるわけですね」

《玄翁亭》の厨房にて、主人のネイルは感情のない静かな声でそう言った。

　中肉中背で、まだ三十になるならずの若いご主人である。褐色の髪に鳶とび色いろの瞳、象牙色の肌はだをした、これといって特徴のない西の民の風ふう貌ぼうだ。

「今日までありがとうございました。……そして明日からもまた新たに契約を結んでいただくことができれば、私は心より嬉しく思うのですが」

「そのように言っていただけるのは光栄です。ただ、以前にもお話しした通り、明日からはチット漬けを使わない料理に変更させていただきたいのですよね」

　持ち込んだ食材を作業台の上に広げながらそう応じてみせると、ネイルは「今度はどのような料理を作ってもらえるのかと、ひそかに楽しみにしておりました」と言ってくれた。

　とても慇いん懃ぎんかつ友好的な言葉の内容と、不自然なぐらいの無表情が、なかなかの落差である。東の民の流儀に合わせて、感情の動きを見せないように心がけている変わり者のご主人であるのだ。

「何とか味もまとまったので、今日の内にご試食をお願いします。それでは準備を始めちゃいますね」

　今日の献立は、キムチ鍋なべをモチーフにした『チット鍋』だ。

　これはギバ肉とアリアとティノを煮込み、チット漬けとタウ油をあわせるだけの料理なので、煮込んでいる間は完全に手が空くことになる。というわけで、具材を鉄てつ鍋なべに放り込んだのち、俺はすみやかに新メニューの作製に取り掛かることができた。

　二日前、アイ＝ファとシュミラルにも食べていただいた『ギバのソテー・アラビアータ風』である。これも一名分なら、作製はきわめて容易だ。『チット鍋』の火の番はヴィナ＝ルウに託し、俺は粛々と作業を進めていった。

　護衛役のアイ＝ファは奥おくの窓がある壁かべぎわに、シン＝ルウは厨房の入口に陣取り、ネイルは俺のすぐそばで作業のさまを見守っている。俺が知る宿屋ではもっとも規模の小さな《玄翁亭》であるので、五人も入室するとなかなかに手て狭ぜまな印象だ。

　ザッツ＝スンらの襲しゆう撃げきに備えていたあの頃は、護衛役も四名だった。だからその内の三名は建物の外に出て、表口と裏口の両方を見張っていた。しかし今回は護衛役も二名しかいないので、戦力を屋内に集中させているわけである。

《南の大たい樹じゆ亭てい》のナウディスなどは、少なからず森辺の狩人に恐きよう怖ふ心しんを抱いている様子だった。しかしこのネイルという人物は、そういった気配を感じさせない。東の王国シムの文化に心酔する彼かれは、四大王国の間に存在する格差を憂える立場なのである。ジャガルを捨てて、セルヴァの子となった、そんな出自からも差別の対象となった森辺の民に、彼はなるべく公正な態度で接しようと思ってくれているのだろう。

（神を捨てたり捨てさせたりする覚かく悟ごを固めることができないから、東の民を妻に娶めとることができなかったんだ、とか言ってたしなあ）

　やはりこの世界においては神を乗り換かえるという行為自体が、一種の禁忌とされてしまっている節がある。

　捨てられた側が快く思えないのはしかたがないとしても、乗り換えられた側も決して諸手を挙げて歓かん迎げいしてくれるわけではないようなのである。だからこそ、森辺の民もそもそもの最初からジェノスの人々に冷遇される羽目になってしまったわけだ。

（何なんだろうな、その心理は。簡単に神を乗り換えるような人間は信用ならないってことなのか？）

　だけど、誰だれもがそんな簡単に神を乗り換えるわけではないだろう。

　たとえば、カミュア＝ヨシュだ。

　北と西の混血であるカミュア＝ヨシュは、幼き頃は北の王国で過ごし、母を失ってからは西の王国に移り住んだのだという。

　敵対国であるはずのマヒュドラとセルヴァの間で、どうしてカミュア＝ヨシュのような出自の人間が生まれてしまったのか、その事情までは聞いていない。ただ、彼は北の民として母親とともに生き、母を失ってからは神を乗り換えて、西の民となったのだ。そんな複雑な生い立ちが、彼の奇妙な人格を形成する核となったに違ちがいない。

　こんな生まれではまともな仕事になどつけないから、腕うで一つで生きていける《守護人》の仕事についたのだ、とカミュア＝ヨシュは言っていた。そして、同じような境遇の森辺の民に、一方的な仲間意識を抱いているのだ、とも。

　カミュア＝ヨシュだって、森辺の民だって、軽い気持ちで神を乗のり換えたわけではないだろう。そんな彼らでも、西の王国セルヴァは優しく迎え入れることはなかったのだ。

（だったらやっぱり、婚こん姻いんのために神を乗り換えるってのも、なかなか祝福されないことなんだろうなあ）

　隣となりのかまどの前で静かにたたずむヴィナ＝ルウの横顔に視線を送りつつ、俺はこっそり溜ため息いきをつく。

　そんなこんなで肉とアリアにも火が通ってきたようなので、俺は持参したタラパのソースを鉄鍋に投じ入れることにした。

「それはあの屋台でも使っているタラパの煮汁ですか？」

「はい。これがなかなかにチットの実と合うのですよ」

「なるほど。わたしもチットの実とミャームーをあわせて使うことは多いですが、タラパというのは少し意外ですね」

「タラパはそのまま使うと酸味が強すぎますからね。それはそれで美味おいしいのかもしれませんが、俺はこまかく刻んだアリアをまぜることで、そこに甘みを加えているわけです」

　ネイルに解説をほどこしている間に、料理は仕上がった。

『ギバのソテー・アラビアータ風』の完成である。

「どうぞ、召し上がってみてください。俺としては『ギバ・チット』にも負けない料理だと思っています」

「はい。少なくとも香かおりの良さは負けていませんね」

　厳粛な面持ちで、ネイルは木き匙さじを取った。

　そうして、赤いソースのからんだロース肉を一口かじり――「ああ」と口もとを押おさえてしまう。

「ど、どうしました？」

「これはいけません――どうしても口もとがゆるんでしまいます」

「いや、それなら俺は喜ばしい限りなのですが」

　思わず俺は笑ってしまった。

　別に周囲にシム人がいるわけでもないのだから、ぞんぶんに感情を露呈してくれればいいのに、とも思う。

「お恥はずかしい限りです。……ああ、これは美味ですね」

　ぴくぴくと口もとを引きつらせつつ、ネイルは料理をたいらげていく。何とか無表情を保ちつつ、その性急な食べ方に彼の満足度が現れてしまっていた。

「うん、これは素晴らしい味付けです。これまでの料理よりも人気が落ちることはありえないでしょう」

　綺麗に完食した木皿を台の上に置き、ネイルはそう言ってくれた。

　しかし、薄い茶色の瞳がいささか心配そうに俺を見つめてくる。

「ただ、料理はこの一品だけなのでしょうか？　……いやもちろん、二種類の料理を日替わりで作っていただけたのは、単にわたしがどちらかの料理を選びきれなかったからに過ぎないのですが……」

「はい。せっかくですのでまた二種類の料理を準備させていただこうと思い、汁物のほうも新しい献立を研究中なのですが、そちらはまだ形になっていないのですよね」

　同じ要領でアラビアータ風のスープを――と試したみたものの、なまじ以前にタラパのシチューなどを作りあげてしまったせいか、そちらは何だか一味足りないような気持ちになってしまったのである。

　ソテーであれば、主役は肉だ。それを引き立てるソースとして、このタラパとチットの合わせ技は絶ぜつ妙みようだったと思う。しかし、それがスープとなると、何やら物足りない。ギバ肉から出る出汁だしと、タラパのソースやタウ油だけでは、チット単品の辛さとうまく調和してくれないようなのだ。

「チット漬けには、えーと、マルの塩漬けでしたっけ？　とにかく魚介類が食材として使われているのですよね。『チット鍋』では、どうやらその魚介類の旨味成分がかなり大事だったみたいなのです」

　それはもしかしたら普遍的な感覚ではなく、俺がこれまでに食してきたキムチ鍋と、そしてイタリア料理の味の記憶から導きだされた結論なのかもしれない。

　魚介類でなくとも、コンソメやブイヨン――とにかく、はっきりとした「出汁」の足りなさが引っかかってしまったのだ。

　たとえば、ギバの骨ガラを煮込むだけでも、濃厚な出汁はとれるであろうから、それでも事足りる可能性はある。シチューのときのように、数種の野菜を入念に煮込むのでもいいのかもしれない。

　しかしそれだと、大量の時間や手間や食材費や薪まきが必要になってしまう。卸し値は一食分で赤銅貨二枚、作業時間は一時間のみ、という制限がある以上、それはかなわぬ手立てであるのだ。

「今も作っていただいているこの汁物は、お客様の間でも非常に好評なのです。それに代わる汁物の献立がないと、いささかならず不満の声があがってしまうかもしれません」

　と、ネイルが真摯な眼まな差ざしで俺を見つめてくる。

「アスタ。さきほどいただいた肉料理の味には何の不満もありません。この料理と、チット漬けを使った汁物料理を一日おきに準備していただくことは難しいでしょうか？」

「ああ、うーん……そうですね……実は内情を明かしてしまいますと、俺は材料費を見直す必要が出てきてしまったのですよね」

「材料費を？　何故なぜですか？」

「はい。森辺の集落において、ギバ肉の買い取り値段を改めたのです。これまでがあまりに安価であったため、適正な額まで引き上げることにしたのですよ。それでもまだカロンの肉よりは安い設定なのですけれどもね」

　俺の返事に、ネイルは静かにうなずいた。

「確かにわたしもチット漬けを料理に使うと聞いたとき、それでアスタに利益は出るのかと心配になったものです。それでは現状ですと、アスタにはどれほどの利益があるのでしょう？　……いえ、無理に聞きほじるつもりはありませんが」

「かまいませんよ。えーとですね、現状は――三十食分の『チット鍋』で、赤銅貨九枚の利益となります」

　驚おどろくなかれ、他の家からギバ肉を買った場合、原価率は八十五パーセントにまで膨れ上がってしまったのである。さすがのネイルも、これには目を丸くしてしまっていた。

「赤銅貨六十枚で料理を売り、その利益が赤銅貨九枚ですか」

「はい。肉が安価であった頃は赤銅貨三十枚の利益であったので、あまり気にはしていなかったのですが。さすがにこれでは商売としてまずいかな、と」

　しかし、肉の値段を引き上げたのは俺自身である。このような事態に陥ってしまったのは、肉の安さに甘えて原価率を重視しなかった俺の怠慢が原因なのだ。

　まあ、一つだけ言わせてもらうならば、当時は毎日の仕事に追われて、料理の研究をする時間がひねりだせず、キムチ鍋や豚キムチの連想から思いついた現在の献立を選択するしかなかった、という背景もある。

「でも、わかりました。今後も新しい献立の開発には取り組んでいきますので、それで納なつ得とくのできる料理を完成させるまでは、これまで通り『チット鍋』もご用意させていただきます」

「ですが、それでは、アスタの利益が……」

「このようなことでお客様の不興を買って、ギバ料理そのものに悪い印象がついてしまったら本末転てん倒とうですので、今はそれが最善の道だと思えます。あとは納得のいく料理で納得のいく商売ができるように、俺自身が尽力するだけです」

　それから俺は、一言だけ添えておくことにした。

「ただ、『チット鍋』の材料費がかさんでしまうのは、俺がネイルからチット漬けを買い、それを料理に使っているからなのですよね。ネイル自身が『チット鍋』を作製してそれを売れば、十分な利益をあげることは可能なのではないでしょうか？」

　というか、現時点でもネイルは収益が出る価格でギバ料理をお客様に提供しているはずなのだから、自分の手で料理の作製までまかなってしまえば、現在の利益に俺が得ていた利益が加算されるのが道理である。

　しかしネイルは、悲しげに目を伏ふせて首を横に振ふった。

「わたしも料理の腕には自信がありましたが、アスタと同じ材料で同じ味を生み出す自信はありません。それでアスタより味の劣おとる料理を出しても、余計に不興を買うばかりでありましょう」

「そうですか……それは残念です」

「いや、しかし、アスタよ。それはもしかして、わたしがギバの肉をアスタから買うことも可能である、という意味なのでしょうか？」

「え？　はい、それはもちろんです」

　心臓が軽くバウンドした。

　ネイルは、残念そうな目つきから一転、期待に満ちた目つきになる。

「それならば、わたしはギバの肉を買わせていただきたく思います。アスタと同じ料理では粗あらも目立ってしまうでしょうが、何かわたしなりの料理を作ることができれば、お客様に提供することもできるでしょう」

　そしてネイルは、こらえかねたように口もとをほころばせた。

「それに何より、わたし自身がギバの肉を食したいのです。どうしてお客様に食べさせるばかりで、わたしはキミュスやカロンを食べなくてはならないのだろうと、ここ最近はそのようなことばかりを考えてしまっていたもので……」

「……本当にギバの肉そのものを買っていただけるのですか？」

「ええ。あまり多くの量を買うことはできませんが――それでもカロンの肉より高くつくことはないのでしょうか？」

「は、はい！　今のところ、町ではカロンと同額で売ろうと思っています。いずれ軌道にのったら、また価格を見直すことになるかもしれませんが……」

「ならば、わたしは幸運でしたね。ギバの肉が安い内に買うことができるのですから」

　そう言って、ネイルは奇き妙みような形に指先を組み合わせた。

　シムの民がよく見せる仕草だ。

「どうかわたしにギバの肉をお売りください。まずは一日に十食分ていどでお願いいたします」

　宿屋で言う十食分とは、およそ二・五キログラムていどである。

　カロンと同額にするならば、赤銅貨十枚ていどの利益にしかならない。

　だけど、それでも、ついにギバの生鮮肉を求める人物が登場したのである。俺は半ば無意識に、アイ＝ファのほうを振り返ってしまった。

　アイ＝ファは無表情なまま、それでも嬉しそうに目を細めて俺のほうを見つめてくれていた。

「ネイル、ありがとうございます。本当に――本当に、心からありがたく思っています」

「わたしのほうこそ、とても嬉しく思っています。このギバの肉にはキミュスやカロンとはまったく異なる美味しさがあるので、いずれもっと多くの人々が求めるようになるでしょう」

　そんな風に言ってから、ネイルはふいに「失礼します」と俺に背を向けた。

　そのまま食料庫のほうに消えていき、やがて小さな壺とそこそこ大きな布の包みを両手に携たずさえて戻もどってくる。

「これがチット漬けに使われている、マルの塩漬けです」

　そう言って、ネイルは作業台の上に置いた壺の蓋ふたを取り去った。

　興味津々で覗のぞき込んでみると、白くて小さくて半透明の物体が、小さな壺の下半分ぐらいにぎっしりと詰め込まれていた。

　形状はあまり判然としない。体長は大体一センチぐらいで細長い身体からだをした、あえて言うならオキアミなどのエビ類に似た生き物の塩漬けであるようだ。

「これは西の領内でとれるものですので、それほど珍しい食材ではありません。ミャームーや岩塩を取り扱っている店でしたら、だいたい置いているでしょう。この壺に一杯で、値段は赤銅貨二枚ほどです」

「なるほど！　これは本来お酒の肴さかなとして食べられているのでしたっけ」

　たぶん、イカの塩辛とか、そのあたりのものに分類されるものなのだろう。これを直接タラパのソースとあわせても調和はしないかもしれないが、どうやら近辺に海がなく、川でもまともな収穫をあげられないようであるこのジェノスでは、貴重な魚介の食材だ。

「ありがとうございます。今日にでも購こう入にゆうして、料理に使えないか研究してみようと思います。……こっちの袋ふくろは何ですか？」

「こちらは乾かん酪らくです。今朝方にシムからの行商人が訪おとずれてくれたので、お約束の通りに購入しておきました」

「あ、チーズですか！　うわ、ずいぶんたくさんありますね」

「はい。五つほど購入できましたので、今回はすべてアスタにお譲りしましょう」

　ルウ家からも購入を頼まれていたので、これならば四、五百グラムはあろうかというチーズの塊を二つ半ずつ山分けにできる。

　俺がもう一度アイ＝ファを振り返ると、親愛なる家長は口もとを押さえながら、怒おこった目つきで俺をにらみ返してきた。

　アイ＝ファはこのカマンベールチーズのごとき乾酪を使った乾酪・イン・ハンバーグを何よりの好物としているのである。アイ＝ファもシム人ではないのだから、嬉しいのならば笑えばいいのにな、と思う。

「ありがとうございます！　この前の分はあっという間に食べつくしてしまったので、とても助かります」

「そのように喜んでいただけると、わたしも嬉しいです。……ということは、ギバの肉を売ることのできたアスタはもっと嬉しいのかもしれませんね」

　そう言って、ネイルはまたうっすらと口もとに微び笑しようをたたえた。

「森辺の民たみであるアスタがシムの乾酪を喜び、西の民であるわたしがギバの肉を喜ぶ。このようにちっぽけな店の誰にも知られていない交流ではありますが、わたしにはこれがとても尊いものであるように感じられます。これからも末永く縁えんを繋つないでいってください、アスタ」
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　そうして俺たちは《玄翁亭》における仕事をやりとげて、今度は《南の大樹亭》に向かうことになった。

《玄翁亭》は石の街道から少し離れた、住宅街とも言うべき区域のど真ん中に位置している。よって、しばらくは細くて入り組んだ街路を進むことになる。

　時刻は、中天を一時間ばかり過ぎた頃ころである。この時間、人々の多くは街道沿いの店か、あるいは南方の農園に働きに出ているらしく、人通りは少ない。

「いやあ、今日は大収穫だったなあ。新しい献立は好評だったし、乾酪は手に入るし、ギバの肉を売る手はずもつけられたし、言うことなしだよ」

　相変わらず元気のないヴィナ＝ルウの手前、あまりはしゃぐことはできない。それでも俺は声をひそめてアイ＝ファに語りかけずにはいられなかった。

「まったくけっこうな話だがな。しかし、あの店に売る料理をさらにひと品、完成させねばならぬのであろうが？」

「うん、だけどギルルのおかげで宿場町に通う時間は短縮できるし、これでレイナ＝ルウたちに『ギバ・バーガー』の仕込み作業をまかせられるようになったら、ずいぶん時間もとれるようになるからさ。何とかしてみせるよ」

「……それで私はまたあの赤い実を使った料理を延々と食べさせられるわけか」

「いや、だから、アイ＝ファに出す分は辛さをひかえめに作るってば」

「そのように気を遣われるのも、何やら腹の立つものなのだ」

　と、シン＝ルウたちには見えない角度で、アイ＝ファは唇くちびるをとがらせる。

「そんなにすねるなよ。試食の合間には乾酪を使ったハンバーグも作ってやるから」

「……それを持ち出せばいつでも私の機き嫌げんが取れるなどと思うなよ？」

「え、でも嬉うれしいだろ？」

　足を蹴られた。

　あんまり浮かれすぎないようにしないとな、と俺も自制する。

（何て言っても、ネイルは特とく殊しゆな人だからな。生まれは西の王国でも、考え方は東の民に近いのかもしれない。誰もがあんな風にギバ肉の存在をすんなり受け入れてはくれないだろう）

　だけどこれは、大いなる一歩だと思う。

《南の大樹亭》のナウディスだって、そのうち自分でギバ肉を調理しようかという気持ちになってくれるかもしれないし、《西風亭》とも縁を繋げる見込みが出てきた。さらにミラノ＝マスとも話を詰めれば、《キミュスの尻尾亭》でもギバ料理を出せるようになるかもしれない。

　数日前には閉塞感を覚えていなくもなかったのに、今日一日で大躍進ではないか。こんなときこそ焦らずに、じっくり取り組んでいくべきだ――とは思いつつ、自然と足取りも軽くなろうというものであった。

（今日が四期目の四日目だから、屋台の契約完了まであと六日か。今回は二日ぐらい休みを取らせていただいて、料理の研究に没頭してみようかなあ）

　二十日以上ぶりの休日だというのに、そのようなことしか考えられない。俺にはワーカホリックのケでもあったのだろうか。

　と、ひそかに心を浮き立てさせつつ歩いていたら、いきなりアイ＝ファに右みぎ腕うでをひっつかまれた。否応無しに歩を止められ、後ろを歩いていたヴィナ＝ルウたちも停止を余よ儀ぎなくされる。

　どうしたんだ、と問う前に、その理由と思しき人物が行く手から姿を現した。

「アスタ、奇遇です。このような場所、何故にいるのですか？」

　いくぶんたどたどしい、西の言葉。

　その人物は、革かわのフードをはねのけて、栗くり色いろの長い髪かみと、微笑を浮かべた漆黒の面をあらわにした。昨日屋台を訪れてくれた、サンジュラである。

「ああ、どうも。本当に奇遇ですね。俺たちは仕事の帰り道なんですよ」

「このような場所、仕事ですか？」

　サンジュラはひたひたと近づいてくる。

　アイ＝ファは妙に警けい戒かいしているようだが、昨日と変わらぬ柔和な笑え顔がおだ。

「はい。実は宿屋で料理を作る仕事も請うけ負おっていまして、これからまた別の宿屋に向かうところなんです」

「宿屋。……もしかして、《玄翁亭》ですか？」

「え？　はい、その通りです」

「やっぱりですか。だから、あの店、ギバ肉の料理を出していたのですね」

　色の淡い目を細めて、さらに微笑する。

　何とも魅み力りよく的てきな笑顔である。

「あ、もしかしたらサンジュラも《玄翁亭》に宿泊しているのですか？」

「はい。私、西の王国で育ちましたが、東の料理、好きです。だから、東の民のための宿屋、いつも選びます」

　確かに、感情の動きを隠さないという一点を除けば、どこからどう見てもシム人にしか見えないサンジュラである。そんな彼が《玄翁亭》の客であるというのは、至極自然な話であろう。

（東と西の混血か。この人にも何か複雑な生い立ちがあるのかな）

　俺はべつだん、サンジュラに警けい戒かい心しんをかきたてられてはいない。しかしそれでも、彼からは不思議な空気を感じたりはしていた。何となく、当たり前ではないような――シュミラルのような魅み力りよくとも、カミュア＝ヨシュのような胡散臭さとも異なる、素通りできない吸引力のようなものを感じてしまっているのである。

（まあ、シム人の風貌なのに表情を動かすのが珍めずらしいってだけのことかもしれないけどな）

　何にせよ、誘ゆう発はつされているのはきわめて好意的な感情だった。

　よって俺は、笑顔で別れの挨拶をさせていただくことにした。

「それじゃあ、仕事がありますので。ご縁がありましたら、また――」

「待て。勝手に動くな、アスタ」と、アイ＝ファに再び腕を引かれてしまう。

　振り返って、俺は驚いた。アイ＝ファの青い瞳ひとみが、狩人の火を燃やしていたのだ。

「ど、どうしたんだよ？　別にこの人は何もしていないだろう？」

「その男は関係ない。何者かが、また私たちに視線を向けているのだ」

　アイ＝ファは低く、囁くように言った。

「昨日と同じ、毒の針のような視線だ。この場なら他の人間もいないので、気配をたどれるかもしれん。お前は素知らぬ顔をして、絶対に気配を乱すなよ？」

　俺は目だけで周囲を見回した。

　人の気配はおろか、俺たちの他には人ひと影かげも見当たらない。

　サンジュラは、少し困こん惑わくしたように首を傾げていた。

「どうしましたか？　私、何も感じませんが」

「悪いが、しばらく黙だまっていてもらおう」と、ぞんざいに言い捨てて、アイ＝ファはシン＝ルウのほうを見た。

　シン＝ルウがうなずき、さりげなくアイ＝ファの横にまで進み出る。

「どうだ？　お前は感じるか？」

「ああ、かすかに。……しかし、息を潜めた狩人のようにかすかな気配だ」

「うむ。町の人間にここまで気配を殺せるとは思えないのだが……とりあえず、右手の方向だな」

　そうしてアイ＝ファは、ちらりとサンジュラのほうを見てから、またシン＝ルウに囁ささやいた。

「私はこの場でアスタとルウの長姉を守りたい。気配をつかんだら、その後はお前に頼めるか？　いささかならず危険な役回りになってしまうかもしれないが」

「承知した。……右手側の、前方だな。となると、あの家と家の間ではないか？」

「そうかもしれん。少し歩いて近づくか」

　そう言って、アイ＝ファは今度ははっきりとサンジュラを見た。

「東の民――ではなかったな。とにかく、お前に頼みたいことがある」

「はい。何でしょう？」

「この場からすみやかに立ち去ってほしい。お前がこの気配の主と無関係であるならば、だが」

　サンジュラは、やっぱり困惑気味に眉まゆを下げるばかりだった。

「よくわかりません。でも、アスタ、これから仕事なのですよね？　ならば、私、立ち去ります」

「ああ、どうもすいません。あの、お気になさらないでくださいね？」

　俺自身が事態を把握しきれていなかったので、そんな風に漠然とわびることしかできなかった。

　サンジュラは、最後に涼やかな微笑を見せて、革のフードをかぶりなおす。

「明日、屋台にうかがいます。今、アスタの料理、食べてきたところなのです」

「あ、そうだったのですか。お買い上げありがとうございます」

「はい。明日、もっと早い時間にうかがうことにします」

　そうしてサンジュラは、きっと意図的にだろう、アイ＝ファやシン＝ルウに近づかぬよう少し迂う回かいして、俺たちがたどってきた道――《玄翁亭》のほうへと立ち去っていった。

「よし、行くぞ。アスタにルウの長姉よ、歩きながら、さりげなく私たちの左手側に回るのだ。あそこに見える脇わき道みちにたどりつく前に移動すれば十分なので、決して不自然に動くのではないぞ？」

　狩人の眼光を半分まぶたに隠かくしつつ、アイ＝ファは率先して歩き始めた。

　その物騒な目つきを除けば、普段通りの立ち居振る舞いだ。

　本当に、何者かがまた俺たちを監視し始めたのだろうか？

（いったい何なんだ？　昨日の朝からっていうタイミングも微び妙みようだし。サイクレウスの息がかかった人間なら、せめて会談の後に動き始めると思うんだけど……）

　むやみに心拍数が上がってしまう。

　こわばりそうになる足を懸命に動かして、俺は少しずつアイ＝ファの左側へと進路を修正させた。

　右手側の脇道までは、もう五メートルも残されていない。気づけばシン＝ルウがアイ＝ファの右側に移動しており、ヴィナ＝ルウは俺のすぐ後ろを歩いていた。

　相変わらず、人気はない。あともう数分も歩けば表の大通りに出られるぐらいの距きよ離りであるのに、あたりはゴーストタウンのように静まりかえってしまっている。

　富ふ裕ゆう層そうの住む区域ではないのだろう。みっしりと立ち並ぶ家屋も、森辺の集落と大差のない木造りの平屋が多かった。それらの家にはさまれる格好で細くのびる脇道――そこまで差しかかったとき、ふいにシン＝ルウが地を蹴った。

　今の今まで普ふ通つうに歩いていたその姿が、瞬しゆん間かん、視界から消失する。

　シン＝ルウは、狩人の衣ころもをなびかせて、脇道の奥へと疾走していた。

「あっ！」と思わず叫んでしまう。

　家の陰かげから放たれた石つぶてが、ものすごい勢いでシン＝ルウへと襲いかかったのだ。

　しかしシン＝ルウは同じ速度で突進しながら、わずかに首を傾かしげるだけでその強襲をやりすごすことに成功した。

　そして、俺たちのほうにまで飛来してきたその石つぶては、アイ＝ファの一閃させた鞘さやつきの大刀で弾き返される。

　それと同時に、家の陰から小さな人影が飛び出した。

　シン＝ルウに背を向けて、道の奥へと駆かけていこうとする。

　ギバとは異なる毛皮のマントを纏まとった、子供のように小さな姿だ。

「待て！」と鋭い声をあげ、シン＝ルウはその謎なぞめく人物の肩かたに手をかけた。

　その瞬間、シン＝ルウの身体がふわりと浮きあがった。

　何が起きたのかは、わからない。

　ただ、気づくとシン＝ルウの身体は虚空を大きく一回転して、背中から地面に叩たたきつけられていた。

　シン＝ルウは低くうめき声をあげ、襲撃者は俺たちのほうに向きなおる。

　面相はわからない。

　そいつはまるでシム人みたいに、マントのフードを深々と傾けていたのだ。

　背は、小さい。アイ＝ファやシン＝ルウより小さいぐらいだろう。

　豹のような斑点のある黄おう褐かつ色しよくの毛皮のマントを纏っており、その下には粗末な布の服を着ているようだ。

　肌の色は――象ぞう牙げ色だろうか？　よく陽に焼けている上に薄汚れており、よくわからない。が、少なくともシム人やジャガル人ではないようだった。

　その小さな襲撃者は、地面でうめくシン＝ルウと、五、六メートルほど離れた場所で立ちつくす俺たちの姿を見比べている様子である。

　そして、そいつはおもむろに、腰こしの得物へと手をのばした。

　その、子供か女の子みたいにほっそりとした腰には、半月型の小ぶりな刀が下げられていたのだ。

「やめろッ！」と、アイ＝ファが裂れつ帛ぱくの気合をほとばしらせる。

「町で刀を抜ぬくことは禁忌であるはずだ！　どうしてお前は私たちをつけ狙うのだ!?」

　叫びながら、アイ＝ファも革かわ鞘ざやに包まれたままの刀をかまえなおす。

　そして、襲撃者の姿を一心ににらみすえながら、アイ＝ファは俺たちに「決して私の背から離れるなよ」と、囁いた。

　襲撃者は、半月刀の柄に手をかけたまま、俺たちのほうに視線を固定したようだった。

　その足もとで、シン＝ルウが苦しそうに手をついて、身を起こそうとする。

　その瞬間、襲撃者は小さな足でシン＝ルウの顔面を蹴りつけた。

　赤いものが、ぱっと飛び散り、シン＝ルウは再び地面に倒れ込む。

「やめろと言っている！　森辺の民に刀を向けるつもりなら、私が相手になってやろう！」

　アイ＝ファらしからぬ物言いであった。

　しかし、そうまで言わなければシン＝ルウを救うことはできない、と判断したのだろう。この距離では、どうあがいたってアイ＝ファが駆けつけるより、襲撃者が刀を振り下ろすほうが早いのだ。

　襲撃者は、迷うように首を揺ゆらした。

　このまま背を向けて逃げ去るべきか、足もとの敵にとどめを刺しておくべきか、はたまた、気勢をあげているもう一人の敵を討ち倒すべきか――そんな風に、迷っているのかもしれない。

　きわめて物騒な気配をはらんだ数秒間の沈ちん黙もくの後、襲撃者は第三の道を選んだ。

　俺たちのほうに、アイ＝ファのほうに走り寄ってきたのだ。

「伏せていろ！」

　後方の俺たちに一声叫ぶや、アイ＝ファもすかさず腰を落とす。

　数メートルの距離を一瞬で詰め、襲撃者は半月刀を鞘から抜き放った。

　そうして襲撃者は、奇声をあげて跳躍し――アイ＝ファも大刀を振りかぶった。

　しかし、両者の刀がおたがいの身体に触ふれることはなかった。

　その寸前で、襲撃者の姿が消失したのである。

　目の前で見ていた俺にも、瞬時に理解することはできなかった。

　小さな襲撃者の姿が視界から消え、その代わりに、長マントを纏った長身の人影がそこに現出していたのだ。

　アイ＝ファと同じように革鞘に収まれた長刀を振り下ろした格好で、俺たちに横顔を見せているその人物は、誰あろう、サンジュラであった。

「余計な真似まね、すみません。気になったので、引き返してきてしまいました」

　穏おだやかな声で言い、中腰になっていた体勢を真まっ直すぐにのばす。

　革鞘に包まれた長刀は、左ひだり腕うで一本で握られていた。

「怪我けが、ありませんか？　たぶんもう、危険ありません」

　俺はハッとして、自分の左手側に視線を向ける。

　アイ＝ファのほうは、とっくにそちらを注視していた。

　横合いから飛び込んだサンジュラに撃退された襲撃者は、左肩のあたりを押さえながら、地面でのたうち回っていた。

　サンジュラは三歩ほど前進し、地面に落ちていた半月刀の刀身を踏ふみつける。

「……力を貸していただき、感謝する」

　まだ用心深く刀はかまえたまま、アイ＝ファは低くそう言った。

　苦悶する襲撃者の姿を見下ろしつつ、サンジュラは「いえ」と微笑する。

「治安、守る、民のつとめです。衛兵、引き渡わたしましょう」

　そしてサンジュラは、その手の刀をふわりと一閃させた。

　刀の先せん端たんが、暴れ狂う襲撃者のかぶったフードを弾き、その面相を露ろ出しゆつさせる。

　とたんに、鮮烈な赤色が目に飛びこんできた。

　その襲撃者は、ララ＝ルウにも負けない真紅の髪を有していたのだ。

「抵抗、しないでください。あなた、野盗ですか？」

　サンジュラが穏やかに呼びかける。

　その瞬間、地面にうずくまっていたそいつは、左肩を押さえたまま猛然と身を起こした。

「ふざけるなッ！　俺おれを野盗呼ばわりするつもりか!?」

　まだ幼い――予想よりも遥はるかに子供っぽい、少年の声だった。

　しかし、その形相の凄まじさは並大たい抵ていのものではなかった。

　炎のように赤い蓬ほう髪はつが、ざんばらになって頬ほおのあたりにまで垂れ下がっている。その隙間から、黄色みがかった双そう眸ぼうが獣けもののように燃えているのだ。

　さらに、眉間を中心に憤ふん怒ぬのしわを刻み込み、白い歯を剥き出しにして、まるきり猫ねこ科かの肉食獣のごとき形相である。もとの顔立ちが想像できないぐらい、その面は怒いかりと憎悪に引き歪んでしまっていた。

「シム人め……俺を野盗呼ばわりするつもりなら、貴様から先に片付けてやるぞ……？」

「町で刀を抜き、罪なき民を襲う。野盗、違うなら、何なのですか？」

　あくまでも穏やかに応じながら、サンジュラはその少年――などという優やさしげな言葉も似合わない小さな襲撃者の姿を上から下まで眺ながめ回まわした。

「しかし、その姿――そうですね、野盗というよりは、マサラの狩人に見えます」

「狩人？」と、アイ＝ファがわずかに反応する。

　怒り狂う少年の目が、たちまちアイ＝ファのほうに向けられた。

「薄汚い森辺の民め……俺は絶対に貴様たちを許さない」

「何だというのだ。恨うらみ言があるならばそれを聞かせてみよ。刀を向けられれば、私も刀で応じる他ほかない」

「うるせえッ！」と、少年がふいに右腕を振り払はらった。

　銀色の閃光が大気を引き裂き、アイ＝ファとサンジュラが同時に刀をなぎ払う。

　二人の刀に弾かれて、小さな投げ刀とう子すが地面に落ちた。

　どちらも、ものすごい反射神経だ。

　しかし、少年の目的は達せられてしまっていた。

　サンジュラが刀を振るうために体勢を動かした隙をついて、少年がその足に踏みつけられていた半月刀をすくい取ってしまったのだ。

　そちらも、獣のような敏捷さであった。

「貴様らには、必ず報いをくれてやる！　赤あか髭ひげゴラムの息子むすこ、ジーダの名にかけてな！」

「何？」とアイ＝ファが問うたが、そのときにはもう少年は身をひるがえしていた。

　一瞬、追いかける素そ振ぶりを見せたサンジュラも、溜息をついて刀を腰に戻す。

「足、速いですね。私、追いつけません」

　アイ＝ファは舌打ちをこらえているような表情で、やはり刀を腰に戻す。

　アイ＝ファの脚力なら追いつけたのか、それとも俺たちのそばから離れるわけにはいかなかったのか。何にせよ、豹柄のマントを着た少年の姿は、あっというまに建物の間にまぎれて見えなくなってしまっていた。

「赤髭ゴラムって……なあ、アイ＝ファ、それって昨日の話に出た野盗の党首の名前だよな？」

　盗賊団《赤髭党》の党首ゴラム――カミュア＝ヨシュは、確かにそう言っていたはずだ。

　そして、その伴はん侶りよと息子を捜索するために、森辺の狩人を引き連れてジェノスの外にまで旅立つのだ、と。

「何てこった。カミュアたちとは行き違いになっちまったのか。なあ、この場合はどうしたら――」

「取り乱すな。まずはシン＝ルウの手当てが先であろう」

　アイ＝ファに強い目でにらまれた。

　それから、その目がちらりとサンジュラを見る。

「やはり、野盗でしたか。日中、町の中、現れるのは珍しいですね」

　サンジュラは呑のん気きに微笑ほほえんでいる。

　神経が太いというか何というか、荒あら事ごとには無む縁えんそうという俺の第一印象はここで修正しておかねばならないようだった。

「だけど、肩の骨、砕く感かん触しよくがありました。しばらく、悪さ、できないでしょう。衛兵、届けを出す、いいと思います」

「……はい。ありがとうございます」と、応じながら、それだけはできないんだろうなと俺は溜息をつきたくなる。

　赤髭ゴラムの妻と息子は、カミュア＝ヨシュの捜し求める重要な証人であるのだ。なおかつ、町の衛兵というのはけっきょくのところ、サイクレウスの実弟が長をつとめる護民兵団とやらの構成員であるらしい。俺たちは、衛兵よりも先んじてさきほどの少年を捕らえる必要があるのである。

（森辺の民を許さないって、それはやっぱり父親が濡れ衣を着せられて処断されたっていうことなのか？　だったら――ありのままの真実を聞かせるしかないだろうな）

　その上でなお、あの少年が森辺の民を恨み続けるというのならば――そのときは、そのとき思おもい悩なやむしかない。

　何だかどんどん事態が錯綜していくなあと嘆たん息そくしかけて、俺はそれを腹の下に呑みくだす。

　これもきっと、森辺の民が乗り越えなければならない試練なのだ。悪行をはたらいたのはザッツ＝スンでも、それを族長として糾きゆう弾だんできずにいたのは森辺の民だ。ミラノ＝マスやレイト少年のように、誰だれもがザッツ＝スンの死をもって森辺の民の罪が贖あがなわれたと考えるとは限らない。

（あんな俺よりも小さな子供が、あんな風に誰かを深く恨むことになるなんて――そんなのは、やっぱり絶対にあっちゃいけないことなんだ）

　頼むから、もう一度姿を現してほしい。そうして、新たな族長となったドンダ＝ルウたちと言葉を交かわしてほしい――赤い髪をした少年が駆け去っていった街路の果てを見つめながら、俺は心中でそんな風につぶやいた。
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「シン＝ルウ！　どうしたの!?」

　すべての仕事を終えた後、《キミュスの尻尾亭》の前で屋台のメンバーと落ち合うと、ララ＝ルウが血相を変えてシン＝ルウにつかみかかってきた。

　右目の下に大きな痣あざをつくり、唇の端に血をにじませたシン＝ルウは、「不覚を取った」と無表情に応じる。

「不覚って何!?　まさか、誰かに襲われたの!?」

「大きな声を出すな。町の人間が驚くだろう」

　シン＝ルウは、あくまで沈ちん着ちやくである。

　ララ＝ルウはそんなシン＝ルウの胸むなもとに取りすがったまま、アイ＝ファの姿をキッとにらみつける。

「どうしてアイ＝ファがついてるのに、シン＝ルウがこんな目にあわなきゃならないのさ！　アイ＝ファだったら、どんな相手でも簡単に蹴散らせるんじゃないの!?」

「よせ。アイ＝ファはアイ＝ファの仕事を果たした。自分の仕事を果たせなかったのは俺の不ふ甲が斐いなさが原因であり、アイ＝ファには何の責任もない」

　アイ＝ファは、口をつぐんでいた。

　おそらくアイ＝ファはサンジュラの行動を警戒していたので、俺やヴィナ＝ルウのそばを離れることができなかったのだ。

　しかし、それを告げてしまうと、シン＝ルウの力量ではサンジュラの襲しゆう撃げきを防ぐことはできないと思った、という心情をも打ち明けることになってしまうので、結果として、何も語ることができなくなってしまったのだろう。

　だからアイ＝ファは、口もとを厳しく引き結んだまま、何も語らなかった。

　そんなアイ＝ファの姿を一いち瞥べつしてから、シン＝ルウはララ＝ルウの肩をぐっとつかんだ。

「このていどの怪我はどうということもない。俺は自分の仕事をきちんと果たせるよう、今後も修練を積むだけだ」

「でも……！」

「うっせーなー。お前が騒いだって何にもならねーだろ？　そういうときは怒るより泣いたほうが可愛かわいげがあるんじゃねーの？」

「あんたこそ、うっさいよ！」

　と、ルド＝ルウのほうに向き直ったララ＝ルウの瞳には、うっすら涙がにじんでしまっていた。

「何だ、泣いてんじゃん。……うん、今のはシン＝ルウも悪かったな。こういうときは、心配させて悪かったーとか言ってぎゅーっと抱だきしめてやりゃあ丸く収まるんじゃねーの？」

　シン＝ルウは無言のまま、頬に血をのぼらせた。

　もちろんララ＝ルウはそれ以上に真っ赤になっており、怒りのあまり口をぱくぱくさせてしまっている。

　そんな彼かれらの姿に「いひひ」と笑ってから、ルド＝ルウはふいに瞳を鋭く光らせた。

「ま、アスタやヴィナ姉がぴんぴんしてっからいいけどよ。シン＝ルウがそんな目にあうなんてただごとじゃねーよな。詳しい話は帰り道でいいのかな、アイ＝ファ？」

「うむ。このように余人の耳があるところでは避けたほうがよかろうと思う」

「よし。それじゃあ、とっとと森辺に――」

　ルド＝ルウがそう言いかけたところで、革マントの一団が接近してきた。

　むろん、《銀の壺つぼ》である。

　その先頭を歩んでいた人物が、俺とヴィナ＝ルウの前に立ち、フードを外す。ヴィナ＝ルウは一瞬顔をそむけかけてから、怒っているような眼まな差ざしでそちらをにらみつけた。

「アスタ、ヴィナ＝ルウ、遅おそくなり、すみません。挨あい拶さつ、来ました」

「ありがとうございます、シュミラル。お会いできて良かったです」

　ほっとしたり緊張したり、ぞんぶんに気持ちをかき乱されながら、それでも俺は笑顔でそんな風に応じることができた。

　ルド＝ルウは「ああ、あんたのこともあったんだっけな」と黄色っぽい髪をかき回す。

「何だか騒さわがしい一日だな。……でも、こんな場所に固まってると、衛兵でも呼ばれそうじゃねーか？」

　そこまでの事態には至らないかもしれないが、さすがに通行人の目はぞんぶんに引いてしまっていた。何せ森辺の民九名、東の民十名、トトスが二頭に荷車が一台という大所帯なのである。道みち幅はば十メートルはあろうかという石の街かい道どうでも、通行の妨げになりかねない人数だ。

「あの、建物の裏手に回りましょうか？　ちょうど森辺への帰り道の手前に広々とした場所がありますので」

　俺の提案は快諾されて、すみやかに移動することになった。

　シーラ＝ルウが持っていてくれたギルルの手た綱づなは俺があずかり、街道を南へと進んでいく。

　すると、いったん後ろに引き退いたシーラ＝ルウは、荷車の後部から何か小さな荷物を取り上げて、また俺のほうに近づいてきた。

「アスタ、干し肉は無事、南の民の一団に渡すことができました。銅貨も屋台の分と一いつ緒しよに保管してあります」

「ああ、ありがとうございます。……それであの、俺が準備した特別な干し肉は……」

「はい。そちらもたいそう喜んでいるようでした」

　そう言って、シーラ＝ルウはにこりと――彼かの女じよにしてはずいぶんはっきりと嬉しそうな笑えみを浮かべた。

「そして、バランと名乗る一団の長から、これを預かりました」

「え？　それは……？」

「果実酒だそうです。どうやらずいぶん値の張る品のようですね」

　シーラ＝ルウが布の包みをほどくと、そこからは確かに果実酒の土ど瓶びんと思しき容器が見えた。

　ただし、森辺の民が愛飲している赤銅貨一枚の果実酒ではない。かつてカミュア＝ヨシュからも献上されたことのある、つるつるとなめらかな質感をした土瓶に収められた、高級な果実酒が二本だ。

「ええと……このようなものを贈おくるのは、ジェノスの流りゆう儀ぎでもジャガルの流儀でもない。しかし、そちらも同じようなものを準備していたのならおたがいさまだ、というようなことを述べていました」

　バランのおやっさんが怒った顔をしてわめき散らす姿が目に浮かぶようだ。

「そして、このようにも言っていました。……遅くとも一年後には、また必ずジェノスにやってくる。それまで息災にしていなければただではおかんぞ、だそうです」

「……わかりました。ありがとうございます」

　シーラ＝ルウはうなずき、また果実酒をしまうために後方へと下がっていった。

　それと入れ替わりに、アイ＝ファが顔を寄せてくる。

「アスタ、泣いているのか？」

「泣くか、馬ば鹿か！」

　思わず強い声を返してしまうと、アイ＝ファは「どうして私が馬鹿なのだ」と唇をとがらせた。

　そちらに「ごめん」と返してから、俺はななめ前を歩くシュミラルの背に目を向ける。

　バランのおやっさんとも、アルダスとも、このシュミラルとも、今日で長きの別れとなってしまうのだ。胸の下に抑おさえ込んでおいた感情が、むくむく鎌首をもたげてきてしまう。

（……泣くかよ、馬鹿）

　今度の馬鹿は誰に向けたものなのか、そんなこともわからぬままに道を進む。

　石の街道を南に進み、とある宿屋と宿屋の間の細い脇道を東に抜けると、急にぽっかりと視界が開けた。

　土の地面が剥き出しの、何もない空間だ。その向こう側には、森の威容が広がっている。

　背後には建物の列、眼前には森。そしてその森には、一筋だけ細い道がのびている。森辺の集落へと繋がる道だ。

　ここが、町と森との境い目なのである。

　去りし日には、俺たちの商売に反対する者と歓かん迎げいする者とが入り乱れて集結することになった、あの場所だ。

　俺たちは、そこで向かい合うことになった。

　森を背景に森辺の民が、町を背景に東の民が、まるでそれぞれの代表者であるかのように、静粛に立ち並ぶ。

「今まで、美味なる料理、ありがとうございました」

　シュミラルが、奇妙な形に指先を組み合わせて、頭を下げる。

　すると、その左右に並んでいた人々も、いっせいにフードをはねのけた。

　はっきりと顔を見たことがあるのは、シュミラルと、今日の中天前に現れた副団長のラダジッドと、あとは開店初日に店を訪れてくれた名も知れぬ若者のみである。

　たぶんその若者は、列の一番左端にいる。

　この若者が『ギバ・バーガー』を試食して、商団の同どう胞ほうを屋台にまで導いてくれたのだ。我わが店にとっては、ターラに続く、開店二番目のお客様である。

　シュミラルが初めてやってきてくれたのは、その翌日だ。

　こんな肉は美味くも何ともない、とバランのおやっさんがわめいているところに、《銀の壺》の団員が総出で来訪してくれた。そうしておやっさんの仲間たちも集まって、しっちゃかめっちゃかの騒ぎになってしまったのだ。

　あれからもう、ひと月以上が経たってしまったのか。

　あれからまだ、ひと月ていどしか経ってはいないのか。

　そんなことを考えていたら、シュミラルが俺の前まで歩み進んできた。

　ヴィナ＝ルウは、アイ＝ファをはさんだ一つ隣となりに立っている。

　しかしシュミラルは、まず俺の前に立ってくれた。

「アスタ、挨拶、遅くなり、すみません」

「いえ、そんなこと――」

「今日、一日、城下町、いました」

「え？」

「サイクレウス卿きよう、話、集めていました。悪い噂うわさ、真実か、調べていました」

　俺はびっくりして声も出なかった。

　シュミラルは、申し訳なさそうに目を細めている。

「余計な真似、すみません。ですが、アスタ、力、なりたかったのです。サイクレウス、どれほど危険か、私、知りたかったのです。……時間、足りなく、真実、わかりませんでした」

「そんな……どうしてシュミラルが……」

「でも、真実、知る人物、会えました。その人物、アスタ、力、なるでしょう。いつか、その人物、《玄翁亭》、訪れる、思います」

　サイクレウスの悪い噂が真実と知る人物。

　だけどそれは、シュミラルが耳にした悪い噂なのだから、きっと森辺の民たみと直接は関係のない案件なのだろう。

　しかし、そのようなことはどうでもよかった。俺はただ、シュミラルがそこまで俺たちの身を案じてくれたことが嬉しく――そして、腹立たしかった。

「シュミラル、どうしてそんな危ない真似をするんですか？　サイクレウスは危険だから近づかないほうがいいと忠告してくれたのはシュミラル自身じゃないですか？」

「アスタ、怒る、わかっていました。でも、力、なりたかったのです」

　そう言って、シュミラルはしょんぼりと目を伏ふせた。

「すみません。気持ち、抑えられませんでした」

　そんな悲しそうな目つきをされたら、文句も言えなくなってしまう。

「シュミラルって、けっこう向こう見ずですよね。見た目はこんなに冷静で落ち着いていそうなのに」

「はい。同胞、同じこと、よく言われます」

　見た目に寄らずおしゃべり好きで、見た目に寄らず熱情的なシュミラルなのだ。

　俺は何だか泣きたいような気持ちで笑ってしまった。

「……でも、そんな風に俺たちの身を案じてくれたのは嬉しかったです。どうもありがとうございます」

「いえ。……その人物、トゥランのミケル、いいます。きっと、力、なると思います」

　すると、無言でこのやりとりを聞いていた《銀の壺》の一人が、ゆっくりと進み出てきた。

「その人物、森辺の民、出会う、必要です。私、昨晩、星、読みました」

　それは、ずいぶん年配のシムの民だった。

　長身痩そう躯くであることに変わりはない。しかし、その漆黒の面には深いしわが刻まれ、首や腕うでには筋が浮いている。シュミラルをそのまま初老に仕立て上げたかのような、穏やかな眼差しをした人物だ。

「森辺の民、その人物、会うことで、さらなる力、得るでしょう。さすれば、森辺の民、道、開けます」

　それではこれが、シムの占星師という人物であるのか。

　ザッツ＝スンという凶星は去る、と予言し――そして、俺の星を読むことはできないと言った、占星師だ。

　何となく、背筋がぞくりとしてしまった。

　その初老の人物は、穏やかだが感情の読めない瞳でしばらく俺を見つめた後、ふっとアイ＝ファのほうに視線を移した。

「あなた――猫の星ですね」

「何？」

「凶星、去った後、森辺、運命、変革されます。三頭の獅子が目覚め、森辺の民、未来、導く。三頭の獅子の星、かたわらに、猫の星、猿の星、鷹の星、瞬けば、未来、いっそう、明るいです」

「申し訳ないが、何を言っているのかさっぱりわからん。ねことは何だ？」

「森辺、猫、いないですか？　東の王国、います。神聖なる獣です」

　そう言って、占星師は少し楽しそうに目を細めた。

　星の通りに猫みたいな女の子だな、とか考えているのかもしれない。

　俺は、シュミラルのほうに視線を戻す。

「……わかりました。何にせよ、シュミラルの人を見る目を信じます。そのトゥランのミケルという人物が現れたら、話を聞けばいいのですね」

「はい。きっと、力、なります」

　ほっとしたように、シュミラルは言った。

　そして、長マントに隠されていた右腕を前に出してくる。

　その黒くてなめらかな指先には、綺き麗れいな布の包みが握られていた。

「アスタ、贈る物、あります」

「え？　何ですか？」

「酒杯です」

　俺は首を傾げつつ、その包みを解いてみた。

　そこから現れたのは、透明な筒つつ型がたの酒杯――いつの日か、《銀の壺》の出店でも拝見したことのある、美しいガラスの酒杯だった。

　こちらも、二つでワンセットだ。

「アイ＝ファ、これ――」と、思わず隣を振ふり返かえってしまう。

　アイ＝ファも、驚おどろきに目を丸くしていた。

「アスタ、出会い、祝福、気持ちです。……何、贈るか、迷いました。そうしたら、アスタ、アイ＝ファ、熱心、この酒杯、見ていた、ラダジッド、聞きました」

　あれはもう二十日以上も前になるであろうか。俺とアイ＝ファはシムの菜切り刀と厄災除けの首くび飾かざりを買うために、《銀の壺》の店を訪れたのである。

　そういえば、そのときにシュミラルは不在で、店番をしていたのはずいぶん背の高い東の民だったような気がする。

「どうぞ、使ってください。ファの家、晩ばん餐さん、御お礼れいでもあります」

「……一夜の晩餐の代価としては、ずいぶん値が張りそうであるが」

　嬉うれしそうに瞳を輝かがやかせつつ、アイ＝ファはしかつめらしくそう言った。

　シュミラルは、そんなアイ＝ファを穏やかに見つめる。

「値、関係ありません。アスタ、アイ＝ファ、喜ぶ物、贈りたかったのです。もし、道端の石、喜ぶようでしたら、その石、贈ったでしょう。値、関係ないのです」

「お前のように口のよく回る男と言い合っても勝てる気はせんな」

　アイ＝ファはそのように述べていたが、俺は胸が詰まりそうになっていた。

　それで自分も荷車から贈り物を引っ張り出さねば、と勢い込んで振り返ると、シーラ＝ルウが布の包みを手に立っていた。

　俺はシーラ＝ルウに礼を述べてから、それをシュミラルに差し出してみせる。

「シュミラル、これはファの家から《銀の壺》のみなさんに贈り物です。ちょっと特別な作り方をした干し肉なので、七日以内にお召し上がりください。通常の干し肉よりはうんとやわらかくて、何だったらこのままでもかじることができると思います」

　シュミラルは、嬉しそうに目を細めて「ありがとうございます」とその包みを受け取ってくれた。

　その瞳の輝きと言葉だけで、俺はもう十分だった。

　背後に立ち並んだ九名のシムの民も、それぞれ頭を下げてくれている。

　そうしてシュミラルは、包みを同胞の手に託たくし――それから、ヴィナ＝ルウの前に立った。

「……ヴィナ＝ルウ、二日前、突とつ然ぜん、来訪、すみませんでした」

　ヴィナ＝ルウは、無言のままシュミラルを見つめ返した。

　シュミラルも、とても静かにヴィナ＝ルウを見つめている。

「私、明日、朝、ジェノス、発たちます」

「…………」

「ジェノス、戻もどる、半年、後です。そして、またひと月、ジェノス、商売して、シム、帰ります。私たち、《銀の壺》、それが、生活なのです」

「…………」

「そして、半年、故郷、休みます。そして、一年、また旅をします。老いて、旅、無理、なるまで、その生活、続きます。私たち、旅、愛しています。私たち、放浪の民なのです。シム、王都、石の都の民、旅、しませんが、私たち、草原の民、旅、すなわち、人生なのです」

「……故郷ですごす時間より、旅をしている時間のほうが長いのねぇ……それは素敵な人生だとも思えるわぁ……」

　低い声で、ヴィナ＝ルウは言った。

「わたしは森辺の外の世界に憧れていたから、そんな人生を羨ましいとも思う……でも、やっぱり……わたしは森辺の民なのよぉ……」

　ヴィナ＝ルウの顔には、何の表情も浮うかんではいない。

　だけどそれは、感情を動かしていないわけではなく、必死に感情を抑制した結果なのだろうと俺には思われた。

「わたしには、家族を捨てることはできない……森辺の民の魂たましいは、母なる森に返さないといけないのよぉ……」

　ヴィナ＝ルウの姿を見つめつつ、シュミラルは小さくうなずいた。

「それ、正しい気持ち、思います。……しかし、私、この二日間、考えました。それで、ようやく、心、決まったのです」

「…………」

「私、ヴィナ＝ルウ、婚こん姻いんの絆きずな、望みます」

　シュミラルは、はっきりとそう言った。

　俺やララ＝ルウやシーラ＝ルウは息を呑み――

　そしてヴィナ＝ルウは、ゆっくりと首を横に振る。

「あなた、わたしの話を聞いていたのかしらぁ……？」

「はい」

「……わたしに、森辺や家族を捨てろっていうのぉ……？」

「いえ」

「それじゃあ、あなたが大好きな旅をあきらめるつもり……？」

「いえ」

「だったら、何だっていうのぉ……？　あなたの言うことはさっぱりわからないわぁ……」

「私、商団の仕事、やめる、できません。でも、シム、家族、いません。私、同胞、《銀の壺》、九名、すべてです」

　そしてシュミラルは、静かにこう述べた。

「だから、シム、捨てて、森辺の民、なります。……森辺の民として、《銀の壺》、仕事、続けたいと思います」

　ヴィナ＝ルウは初めて表情を動かした。

　淡い色しき彩さいの瞳ひとみが、信じ難がたいものでも見るようにシュミラルを見る。

「でも……シムを捨てるっていうのは、神を捨てるってことなんでしょぉ……？　それじゃあその周りの人たちも、みんな同胞じゃなくなっちゃうじゃない……？」

「はい。ですが、みな、許してくれました。同胞、なくなる。草原の民、なくなる。しかし、森辺の民、西方神セルヴァの子として、仕事、続ける、許してくれました。同胞でなく、友として、仕事、続ける、許してくれたのです」

「……そんな都合のいい話があるのかしらぁ……？」

　ヴィナ＝ルウは、まるで寒いかのように自分の身体からだを抱きすくめた。

　シュミラルは、変わらぬ穏やかな目つきでヴィナ＝ルウを見つめている。

「都合、悪い、二つだけです。私、西の民なる、《銀の壺》、マヒュドラ、入る、許されなくなります。私、シム、住めなくなります。……だけど、それでもいい、同胞、言ってくれました。同胞、なくなっても、私たち、友なのです」

「でも……」

「マヒュドラ、商売、あきらめます。シム、仕入れの仕事、私以外の同胞、受け持ちます。……ラダジッド、そう言ってくれました。団長、ラダジッド、引き継ぎます。私、西の民、森辺の民として、《銀の壺》、仕事、励はげみます」

「…………」

「草原の民、魂、草原、返します。私、魂、森辺、捧げます。草原、故郷、捨てる、とても苦しい、ですが、九名の友、ヴィナ＝ルウ、いれば、私、幸福、生きていける、思ったのです」

　シュミラルの声も、その眼差しと同様に穏やかなままだった。

　でもきっと、不自由な西の言葉をあやつって、ありったけの思いで自分の心情を述べているのだろう。

「一年、故郷、離れる、半年、故郷、休む、言いました。でも、シム、遠いです。二ヶか月げつずつ、シム、ジェノス、行き帰り、道のりです。だから、その道のり、除けば、故郷、離れる、八ヶ月ほどです。そして、二ヶ月、ジェノス、仕事です。故郷、ジェノス、離れる、半年だけです。六ヶ月、仕事、森辺、離れ、残りの時間、森辺、暮らせます。その時間、私、ヴィナ＝ルウ、ともにありたいのです」

「だけど……あなたにギバを狩かることはできないでしょう……？」

「できません。しかし、私、西の王国、巡ります。さまざまな知ち恵え、得ること、できます。さまざまな武器、得られます。ギバ、狩る、新しい技術、森辺、もたらすこと、きっと可能です。それが、私、力です」

「……私の父は、森辺の族長なのよぉ……？　異国人を婿に迎えるなんて、きっと許さないわぁ……」

「ドンダ＝ルウ、私、説得します。ヴィナ＝ルウ、幸福、もたらす、約束します。次、半年後、ジェノス、戻るとき、私、力、示すでしょう」

　とても静かに語りながら、シュミラルはその手の飾かざり物を抜き取った。

　桜色の小さな石があしらわれた、銀細工の腕飾りである。

「ヴィナ＝ルウ、安息、願います。贈り物、受け取る、いいですか？」

「わたしはぁ……」と言いかけて、口をつぐむ。

　そうしてしばらく黙だまりこくってから、ヴィナ＝ルウは上目づかいにシュミラルを見た。

「……わたしは、あなたみたいに感情の読めない人間は、少し苦手なのよぉ……」

　シュミラルは、不思議そうに首を傾かしげた。

　そして――

　ふいに、にこりと微笑んだ。

「森辺の民、なるなら、感情、さらけだす、頑張ります。……とても恥はずかしい、でも、必要、思っています」

　それはサンジュラにも劣おとらない、無む垢くで、優しげな微笑みだった。

　ヴィナ＝ルウは、困り果てたように眉まゆを下げてしまう。

「私、数日間、悩みました。……本当は、一ヶ月、悩みましたが、ヴィナ＝ルウ、怪我して、もっと悩みました。私、知ったのです。私、ヴィナ＝ルウ、必要なのです。ヴィナ＝ルウ、ともにありたい、思ったのです」

「でも……」

「ヴィナ＝ルウ、悩み、考えてくれたら、嬉しいです。半年後、私、ジェノス、戻るまで、考えてくれますか？　半年後、返事、もらえたら、私、嬉しいです」

　シュミラルはおずおずと手をのばし、ヴィナ＝ルウの手を取った。

　その手の平に、漆黒の指先が銀の腕飾りを握らせる。

「半年間、毎夜、ヴィナ＝ルウ、思うこと、約束します。私、ヴィナ＝ルウ――愛しています」

　ヴィナ＝ルウはその手の腕飾りをぎゅっと握にぎりしめ、ついに表情が見えなくなるぐらいうつむいてしまった。

　その姿を最後にじっと見つめてから、シュミラルが俺に向き直る。

　その面には、優しげな微び笑しようがたたえられたままであった。

「では、私たち、戻ります。次、会う、半年後です。アスタ、ヴィナ＝ルウ、アイ＝ファ、ルド＝ルウ――それに、まだ名を知らぬあなたたち、みな、息災に。森辺、明るい未来、私、祈っています」

「はい。どうかお元気で……またお会いできる日を待っています」

　シュミラルはうなずき、俺たちに背を向けた。

　その同胞たちも、最後に小さく礼をしてから、身をひるがえす。

　革かわのマントに長身を包つつんだ、十名の東の民たち。その背中を、俺は無言で見つめ続けた。

　これで、お別れなのだ。

　どんなに早くても、半年の時間が過ぎない限り、再会することはかなわない。

　俺がこの地にやってきて、二ヶ月以上の時が過ぎた。

　半年後なら、また会えるかもしれない。

　一年後には、バランのおやっさんたちとも再会できるかもしれない。

　だけど――今この瞬しゆん間かんに、俺の存在がかき消えてしまっても不思議はない。

　誰だっていつ死んでしまうかはわからないのだから、条件は同じなのかもしれないが、それでもやっぱり、俺はそんな不安感を完全に封じ込めることはできていなかった。

　そうしたら、これが永遠の別離となってしまうのだ。

　もう二度と、あのやわらかい声を聞くことも優しそうな瞳に見つめられることもできなくなってしまうのだ。

　シュミラルとヴィナ＝ルウの行く末を、俺はこの目で見届けることができるのだろうか。

　そんな風に考えたら、胸がおし潰されそうになってしまう。

「……アスタ、泣いているのか？」と、アイ＝ファが問うてきた。

「泣くか、馬鹿」と、俺は返した。

　アイ＝ファはそれ以上、言葉を重ねようとはしなかった。

　ただ、その温かい指先が俺の目もとをぬぐったかと思うと、やがて乱暴な所作で頭をくしゃくしゃにかき回してきた。




　そうして、たくさんの人々と出会い、たくさんの人々と別れを告げることになった青の月は、ようやく終わりを遂げたのだった。
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箸休め　～南の王国の建築屋～







　ファの家のアスタというのは、本当に奇き妙みような人間だった――と、トトスの引く車の荷台で揺ゆられながら、バランはぼんやりそのようなことを考えていた。

　ジェノスにおける仕事を終えて、故郷のネルウィアを目指しているさなかのことである。白の月の一日を迎え、朝一番でジェノスを出立し、すでに太陽は中天近くにまで達している。石の街道は平へい坦たんで、荷台の揺れも大したものではなく、他の仲間たちはみんないびきをかいて眠りこけていた。

　建築屋を生なり業わいにしているバランたちは、緑の月の半ばから青の月の終わりまで、たっぷりひと月半ほどもジェノスに留まって、自分たちの仕事を果たしていた。ジェノスの宿場町における建物はそのほとんどがジャガルの様式で建てられていたので、バランたちは年に一回その補修をするために彼の町を訪おとずれていたのだった。

　そこで出会ったのが、ファの家のアスタという奇妙な少年だ。

　あれは本当に、素っ頓狂な人間であった。

　外見上は、ごく普ふ通つうの西の民である。黒い髪かみに黒い瞳というのは少し珍めずらしい色合いではあったが、肌はだは普通に黄色いし、顔立ちや体格などもごく平凡だ。どうやらこの大陸の出自ではないという話であったが、それを示すような特徴はどこにも見当たらない。生きつ粋すいの西の民であると言い張られたところで、何も疑いはしなかっただろう。

　だから、アスタの奇妙さはその外面ではなく内面にあった。

　こともあろうに、アスタは森辺の民などと一緒になって、屋台の商売に励んでいたのである。

　森辺の民というのは、かつてジャガルを捨てた裏切りの一族であった。

　といっても、ジャガルの民としても真っ当に生きていたわけではなく、太古の時代から『黒き森』という忌まわしい場所に引きこもっていたらしい。『黒き森』には黒猿という恐ろしい人喰いの獣けものが棲すみついていたために、まともなジャガルの民は決して足を踏ふみ入いれることもなかった、という話であった。

　その『黒き森』が、八十年ほど前に消失することになった。真偽のほどは定かではないが、敵対国シムとの戦いに巻き込まれて、焼き払われてしまったらしい。バランの生まれたネルウィアの町はもっと平和な西寄りにあったので、すべては風聞の類たぐいである。

　何にせよ、森辺の民は居場所を失い、西の王国セルヴァの版図であるモルガの森辺へと移り住むことになった。真っ当なジャガルの民として畑を耕したり、シムと戦ったりする生は選ばず、はるばる西の王国へと逃げ去ってしまったのだ。

　それはこの大陸において何より忌き避ひされる、神を乗り換かえるという行こう為いに他ならなかった。それゆえに、森辺の民はジャガルからもセルヴァからも忌避されることになったのである。

　もちろんバランも、森辺の民を疎んじていた。

　しかしそれはどちらかというと、過去の行いではなく現在の有り様から導きだされた感情であった。

　森辺の民は、虫が好かないのだ。

　まずその浅黒い肌は嫌いやでもシムの民を連想させるし、それに、森辺の民にはシムの民めいた人間も少なくはなかった。妙に取りすました顔をして、何を考えているかわからない、ジャガルの人間とはもっとも相容れないそういう気質の人間がやたらと多いように感じられたのだ。

　それにやっぱり、森辺の民はジェノスにおいても余人を遠ざけているように感じられた。ギバの角や牙きばを売ったり、塩や野菜を買ったりするために、ちょくちょく宿場町に下りてくるくせに、誰にも心を開こうとしない。直ちよく截せつさを美徳とするジャガルの民には、そういう部分が何より気に食わないのだった。

　アスタという少年は、そんな連中とつるんでいたのである。

　よって、最初の出会いは最悪であった。いや、出会ってからしばらくは気に入らなくてしかたがなかった。見てくれだけは整っている森辺の娘むすめたちを引き連れて、災さい厄やくの象徴とまで言われていたギバの肉などで料理を作って売っている。その馬鹿げた行動が鼻につき、腹が立ってしかたがなかった。しかも最初に食べさせられたギバ肉は妙にぐちゃぐちゃとして馴染みのない風味も強かったし、それでいっそうアスタの行動が馬鹿げたものに感じられてしまったのだった。

（それなのに、わざわざこうしてギバの干し肉なんざを買う羽目になっちまったんだから、まったくお笑い種だ）

　荷台の隅に積まれた大きな荷に袋ぶくろを眺めながら、ぼんやり考える。

　バランがギバの肉を忌避していたのは、最初の数日のみだった。やがてアスタはミャームーを使った新しい料理を売りに出して、バランの意地やら何やらを木こっ端ぱ微塵に打ち砕いてしまったのだ。

　その料理は、言葉を失うほど美味かった。

　最初に食べさせられたギバの肉と同じものとは思えないような味わいであった。

　そうしてギバの料理を食べ続けていると、やがてはその独特の風味も気にならなくなってしまい、バランは干し肉を買い求めるまでに至ってしまったのである。

　また、きわめつけは宿屋で売りに出されていた料理であった。

　バランたちが常宿にしていた《南の大たい樹じゆ亭てい》において、アスタは『ギバの角かく煮に』なる料理を売りに出して、さらなる衝撃をもたらしてみせたのである。

　タウ油がふんだんに使われているその料理は、目の玉が飛び出るほど美味であった。タウ油というのはジャガルの食材であるのに、故郷でもこれほど美味な料理を食べたことはない、と言い切れるぐらいであった。

　そもそもジェノスの宿場町においては、それほど上等な料理を食べる機会もなかったのだ。

　有り体に言って、故郷のネルウィアのほうがよっぽど上等であったろうと思う。ジェノスは豊かな町であり、フワノや果実酒の質は高く、野菜や果物も不足していなかったが、肉と調味料に関してはずいぶんお粗末であったのだった。

　タウ油が味わえる宿屋などは数えるぐらいしか存在しないし、砂糖や蜜に至っては見かけたことすらない。ジェノスはこれだけジャガルから近いにも拘かかわらず、そういった食材は城下町にばかり運ばれてしまうようで、バランたちに利用が許されている宿場町ではいっかなお目にかかる機会もなかったのだ。

　肉などは、ジャガルであまり食べることのできないカロンの足肉が流通していたので、まだいくらかはマシであったかもしれない。それでもタウ油や砂糖がなければ、塩や香こう草そうで味をつけるしかなく、フワノや果実酒が上等で、野菜もふんだんに使われていなかったら、なんと貧しい料理であろうとげんなりさせられそうなぐらいであった。

　そんな中で、アスタの作る料理は飛び抜ぬけて美味であった。

　アリアやタラパやミャームーぐらいしか使っていなかった屋台の料理も見事であったのに、そこで故郷の味たるタウ油まで使われてしまったら、もう文句のつけようもなくなってしまった。

　それにやっぱり、ギバの肉というものが上等な食材であったのだろう。最初に不ふ愉ゆ快かいに感じてしまったのは、こまかく刻んで丸めなおすという馴染みのない調理法が原因であり、普通に切り分けたギバの肉は、キミュスやカロンよりもはるかに食べごたえがあって美味だったのである。

　若じやつ干かん、風味は強いかもしれない。しかし、ミャームーやタウ油で強い味付けにすればまったく気になるものではなかったし、食べなれてくるとその風味までもが好ましく思えてきてしまった。それでたっぷりと脂ものっており、噛かみごたえも過不足なかったのだから、後にはけなす言葉も見つけることはできなかった。

（まったく、腹立たしい話だ）

　バランとしては、何かに負けたような心地ここちであった。

　そもそもバランは、アスタや森辺の民などに深く関わろうという気持ちもなかったのである。

　それなのに、アスタはわざわざバランを呼びつけて、新しい料理を食べさせた。

　バランはさんざん文句をつけて、二度と屋台には近づかないようにしていたのに、わざわざ人づてに「試食をお願いしたい」などと申し述べてきたのである。

　それでその『ミャームー焼き』という名を持つ新しい料理の味に仰天させられたバランを前に、アスタは黒い瞳をきらめかせて微笑ほほえんでいた。

「不味まずいと言われてしまったときは、とても悔しく感じてしまいましたが。そのおかげで、もっと頭をひねらねばという気持ちになれたんです。お客さんには、とても感謝しています」

　アスタは、そのように述べていた。

　何とか苦心して自分の気持ちを伝えようとしている様子であった。

　ジャガルの民であれば思ったことはすべて顔に出てしまうのに、そうでない者たちは気持ちを伝えるだけでもそのように苦心しなくてはならないのである。

　その日から、バランも毎日アスタの屋台に通うことになってしまった。

　あれはたしか、緑の月から青の月へと切り替わる頃ころであったので、ちょうどひと月ばかりもアスタの料理を食べ続けた、ということだ。

　その間に、バランは他ほかの森辺の民たちともだんだん馴染みが深くなってしまっていた。それも屋台を手伝っていた娘たちばかりでなく、強面の狩人かりうどまでもが頻繁に姿を見せるようになっていたのだった。

　それは、森辺の大罪人が宿場町を脅かしていたためであった。青の月の半ばには、その大罪人が町の真ん中で斬り捨てられることにもなったのだ。

　それでバランは、より深く森辺の民というものを知ることになった。

　彼らの中には、シムの民どころかジャガルの民にも匹ひつ敵てきするぐらい直情的な人間も存在するようだった。

　やっぱり偏屈で意固地な面は強いようであったが、それに関してはジャガルの民も誹ひ謗ぼうできる立場ではない。彼らが無む駄だ口を叩たたかないのは、何も取りすましているわけではなく、己の正しさを信じて誇ほこり高く振る舞まっているゆえであるようだった。

　それに、最初は無ぶ愛あい想そであった屋台の娘たちも、時間を重ねるにつれて笑え顔がおが増えていったように思う。そうなると、もとから見目は整っていて、おまけに働き者の娘たちである。最後には、故郷の息子むすこにもこんな娘を嫁よめに迎えてほしかったなどという馬鹿な想念にとらわれてしまうありさまであった。

　そうして、ようやく謎なぞに満ちみちていた森辺の民の正体が、バランたちにもわかりかけてきた頃に、青の月は終わりを迎えてしまったのである。

　窓から吹き込む風に髪と髭ひげをなぶられながら、バランは誰だれにともなく「ふん！」と鼻息をふいた。

　するとその気配で目を覚ましてしまったのか、敷物の上で転がっていた仲間の一人がもぞもぞと身を起こし始めた。

「何だ、おやっさんはずっと起きてたのか？　朝が早かったのに、ずいぶん元気だな」

　この一団では副棟とう梁りようをつとめている、アルダスである。バランとは同郷で、もう十年以上も一緒に仕事をしている腐れ縁えんであった。

「あーあ、まだ頭が重いや。さすがに昨日は飲みすぎちまったな」

「ふん。ジェノスで稼いだ銅貨を一晩で使い果たす気かと、俺おれはひやひやさせられたぞ」

「大げさだな。果実酒の十本や二十本でどうこうなる稼かせぎじゃないだろう」

　アルダスは、壁かべにもたれかかりながら豪放に笑った。

　小こ柄がらな人間の多い南の民にしては、やたらと図体の大きなアルダスである。その割には指先も器用なので、建築屋としてはまあ一流の部類であった。

「ひと月半もみっちり働いたんだ。最後の夜ぐらい馬ば鹿か騒さわぎしたって罪にはならないだろう。……しかし、アスタの料理は美味かったなあ。昨日は宿屋のギバ料理を俺たちだけで食い尽つくしちまったんじゃないか？」

「……ふん」

「ああ、思い出したら腹が減ってきちまったな。そろそろ中天か？　今日は急ぐ日程でもないし、火を焚いてのんびり腹ごしらえをしたいところだな」

　バランの返事を待たずに、アルダスは御ぎよ者しや台だいのほうに「おおい！」と呼びかけた。

「そろそろ昼飯にしよう！　場所がよければ火を焚きたいんだが、どうだ？」

「そうですね。このあたりなら危険はないと思いますよ」

　トトスの運転をまかされていた若わかい衆しゆが、陽気な声を返してくる。

　やがて荷車は、街かい道どうの途と上じようで停車させられた。

「おら、起きろ！　眠りこけてるやつは、飯抜きだぞ！」

　アルダスの大声に、残りの者たちももぞもぞと動き始める。

　そうして荷台を降りてみると、街道の右手側は荒涼たる砂地で、左手側は雑木林であった。

　雑木林の向こう側、北東の方角にはモルガの山の黒い威容がうかがえる。いつ見ても、威い圧あつ的で不吉なたたずまいだ。

　左手側は、樹木を伐採し尽くされて、死んでしまった土地なのだろう。大地はひび割れ、水気がなく、何の作物も育ちそうにない。

「何だ、休憩か？　ずいぶん優ゆう雅がな旅なのだな」

　と、高い位置から男の声が降ってくる。荷車ではなく自分たちのトトスに乗った、護衛役の男たちである。ジェノスとネルウィアを繋つなぐ街道沿いはとりたてて危険な区域でもなかったが、それでも二名の護衛役を雇っていたのだった。

「今日は日が暮れる前に次の宿場町に到とう着ちやくできるはずだからな。こういう日ぐらいはのんびり昼飯を食べたいじゃないか？　適当に枯れ枝を拾ってくるから、ちょいと待っててくれ」

「それなら、一人は同行しよう。こんな場所でも腐肉喰らいのムントが現れないとも限らないからな」

　護衛役の一人がトトスを降り、アルダスたちと一いつ緒しよに雑木林へと分け行っていった。

　二台の荷台を連結させた荷車は石の街道から雑木林の側に下ろし、トトスにも腹ごしらえをさせる。もそもそと雑木林の葉をついばむトトスたちは、いかにも呑のん気きたらしかった。

「ああ、このあたりはのどかですね。ジェノスの騒さわがしさが嘘うそみたいだ」

　トトスの面倒から解放された若衆が、うーんと大きくのびをしている。

　確かに、のどかである。この時間は街道を行き交う旅人たちもみんな休憩を取っているのか、こちらに近づいてくる荷車の影かげもない。晴れわたった青空では野鳥が舞っており、そよそよと吹き抜けていく風がたいそう心地好よかった。

「だけど、今回は楽しかったですね。ジェノスを離れるのが惜しいと感じたのは初めてですよ」

「ふん。親もとではそうそう馬鹿騒ぎもできんだろうからな」

「ええ、それより何より、ギバの料理を食べられなくなるのが残念なんですけどね」

　そのように言いながら、若衆は切なげに息をついた。

「いくらギバ肉でも、干し肉に仕上げちまったらカロン肉と大差はないでしょうからね。あーあ、ジャガルでもギバ肉を食べられるようにならないもんですかね？」

「……ここから一番近いネルウィアでも、荷車で半月の距きよ離りなんだぞ？　干し肉が嫌なら、生きたギバでも運んでみせるしかないだろうな」

「へへっ。そいつはさすがに御免こうむります」

　そんな言葉を交かわしている内に、アルダスたちが戻ってきた。護衛役を除く六名の男たちが、両手に枯れ枝を抱かかえている。

「これだけありゃあ十分だろう。おい、鉄てつ鍋なべをよこしてくれ」

「はいはい」

　若衆が荷台に引っ込んで、言われたものを外の仲間に引き渡わたした。

「ギバの干し肉は、この袋ですよね？　こっちの小さいのは何ですか？」

「ああ、そいつはアスタが特別に準備してくれた干し肉だよ。七日の内に食べてくれって話だったから、さっそくいただいちまうか」

　地面に枯れ枝を重ねていき、その周囲を石で囲んでいく。その石の上に鉄鍋を載せて、樽の中の水を注ぐと、早々に湯気がたってきた。

　そこに干したアリアとポイタンをぶち込んでから、小さな包みの口を開けたアルダスは「うーん？」と太い首を傾げる。

「そういえば、こいつはこのままかじれるぐらいやわらかい干し肉だって話だったんだよな。そうすると、ポイタン汁に放り込むのが惜おしくなってきちまうな」

「ああ、どろどろのポイタン汁じゃあ、肉の美味さも台無しですもんね。でも、干し肉を入れなかったらポイタン汁なんてとても飲めたもんじゃないですよ？」

「それじゃあ、鍋には普通の干し肉を半人前ずつぶち込んで、あとはこの特別な干し肉ってやつを半人前ずつかじらせていただくか」

　アルダスの言葉にうなずいて、別の仲間が普通の干し肉を小刀で削り始めた。

　そいつを煮に立たった鍋の中に落としつつ、また別の仲間がすりつぶしたミャームーを鍋に入れていく。ポイタン汁というのは泥水のように味気ないものなので、強い風味を持つ香草かタウ油でも使わないことには、とうてい食べられたものではないのだ。

「おい、さっきからギバがどうとか話しているが、まさかそいつはギバの干し肉なのか？」

　と、護衛役の一人がうろんげに問うてきた。

《南の大樹亭》で紹しよう介かいされた、腕利きの剣士である。余所よその町から流れてきた西の民で、どちらも褐かつ色しよくの髪と黄色い肌をしている。もとは傭兵であるそうだが、革の胸あてや長ちよう剣けんの鞘さやなどはなかなか上等そうな造りであり、宿場町に満ちあふれている無法者たちとは毛色の異なる身なりであった。

「ああ、あんたたちもジェノスでしばらく過ごしていたんなら、ギバの料理の評判は聞いてるだろ？　俺たちは、毎日あそこの屋台で世話になってたんだよ」

「もちろん噂ぐらいは聞いているが、そんなものを食べる気にはなれんな。俺たちは手持ちの干し肉で勝手にやらせてもらおう」

「ふうん？　ジェノスの生まれでもないのに、ギバが嫌きらいなのかい？」

「それはまあ、ギバでも森辺の民でもろくな噂うわさは聞かないからな」

　その言葉に、バランはカチンときてしまった。

「それじゃあ聞くが、お前さんたちはギバや森辺の民に迷めい惑わくをかけられたことでもあるってのか？　そうじゃないんなら、根も葉もない噂のせいでギバの肉に尻しり込ごみしてるってことになるぞ？」

「べつだんそういうわけではないが、好きこのんでギバの肉などを口にする理由はないだろう。食べなれないものを食べて腹でも下してしまったら、自分の仕事を果たすこともできなくなってしまうしな」

「ふん！　そんなひ弱な腹で護衛役などつとまるのか？　ずいぶん頼りない話ではないか」

　今度は男たちのほうが眉をひそめることになった。

　その姿を見て、アルダスが「まあまあ」と口をはさんでくる。

「無理にギバ肉を食うことはないよ。そっちで食べる干し肉の分も、あとできっちり報酬に上乗せするからさ。……おやっさんも、そんなムキになることはないだろうよ？」

「ふん！　頼りないものを頼りないと言って何が悪い？　死んだギバを恐おそれるような連中に、ムントや野盗を退けることなどできるのか？」

「おい、そいつはあまりな言い様じゃないか？」

「だったら黙って、ギバ肉を食ってみろ！　あまりの美味さに腰こしを抜かしても知らんぞ？」

　バランはアルダスの手から包みをひったくり、特別仕立ての干し肉をつかみ取ってみせた。

　が、そのぬるりとした感かん触しよくに、思わずぎょっとしてしまう。それはまるで生肉のように、じっとりと脂を含ふくんでいた。

　見ると、包みの内側はつやつやとしたゴヌモキの葉で保護されていた。そんなものを使わなくてはならないぐらい、この干し肉は脂分がゆたかであったのである。

「それが干し肉なのか？　まるきり生乾きではないか」

「だからこれは、特別仕立てなのだ！　七日ていどしかもたない代わりに、もとの美味さを保っているのだ！」

　言いざまに、バランはがぶりと干し肉の塊に歯を立ててみせた。

　確かにそれはやわらかく、煮込んでもいないのに噛みちぎることができた。せいぜい焼かれた肉と同じぐらいの硬さであっただろう。

　で――その味わいに、バランは言葉を失ってしまった。

　ものすごく塩辛い。そして、香草がきいている。大量の塩で水抜きをして、それを香草の燻くん煙えんで炙あぶったものなのだ。

　しかし、ギバ肉の美味さはまったく損なわれていなかった。

　それどころか、むしろ旨みが凝縮されているようにさえ感じられる。噛めば脂がじんわりとしみ出して、たとえようもない悦楽をもたらしてくれた。

　こんなに塩気が強いのに、肉本来の味も残されている。風味の強いギバ肉だからこそ、塩気や香草にも負けないのだ。カロンやキミュスの肉ではたとえ同じ作り方をしたとしても、このような味わいにはならないはずであった。

「どうしたんだよ、おやっさん？　アスタが特別に準備してくれた干し肉なんだ。まさか、不味いってことはないんだろう？」

「あ……当たり前だ！　おい、ちょっとそこをどけ！」

　バランは火の面倒を見ていた若衆を押おしのけて、屈み込んだ。そうして小刀でかじりかけの肉塊を切り分け、その切っ先に刺した上で、火にかざす。

　しみ出た脂が、ぽたぽたと滴った。

　焚き火がじゅっと小気味のいい音をあげ、あたりには芳しい香かおりがたちこめ始める。

「おいおい、普通の焼肉みたいにたまらない匂においじゃないか」

　仲間の一人が、生唾を飲みながらそのように述べたてた。

　バランは小刀を引っ込めて、焼けた干し肉に息を吹きかけてから口に運ぶ。

　想像の通り、素で食べるよりも旨みが増していた。

　塩と香草で仕上げただけの干し肉であるのに、いっぱしの料理にも負けない味である。バランは大きく息をつき、しばらくは言葉を発することもできなかった。

「おやっさん！　独り占めしないで、俺たちにも食べさせてくれよ！」

「おおい、誰か鉄串を持ってきてくれ！」

　建築屋の仲間たちは、争あらそうような勢いで特別仕立ての干し肉を切り分け始めた。

　鉄鍋は脇わきにのけられてしまい、何本もの鉄串が火にかけられる。その光景を、護衛役の男たちは呆あきれた目つきで見守っていた。

「うわあ、美味うまいなこりゃ！」

「こんなの、宿屋で銅貨を取れるぐらいだろ。ああ、果実酒が飲みたくなってきちまったなあ」

「おいおい、食べすぎるなよ？　最初の一日で残らず食べ尽くしちまうつもりか？」

　そんな風にたしなめるアルダスも、満面の笑えみである。

　我に返ったバランは干し肉の包みを奪い返すと、子供のようにはしゃいでいる仲間たちを尻目に、護衛役の男たちのほうへと近づいていった。

「……さっきは乱暴な口をきいて悪かったな。ジャガルの流りゆう儀ぎと思って許してもらえれば幸いだ」

「あ、ああ、そいつは別にかまわないが……」

「あらためて、お前さんたちもこいつを食べてみたらどうだ？　ご覧の通り、明日には綺き麗れいに食べ尽くしちまうだろうから、こいつを口にする機会は今しかない。試す価値は、あると思うがね」

　男たちは、困こん惑わく気味に目を見交わす。

　その姿を見比べながら、バランは南の民たみの直截さで笑ってみせた。

「森辺の民は、西の民だ。お前さんたちにしてみりゃ、同どう胞ほうだろう？　同胞がこんなに美味いものを作ってくれたんだから、そいつを食べもせずに嫌がるなんて馬ば鹿かげた話だ。食べて不味けりゃ、いくらでも文句を言えばいい。まずはだまされたと思って、こいつを口にしてみるといいよ」

「…………」

「俺はな、お前さんがたが羨ましい。俺たちをネルウィアまで送り届けた後は、またジェノスに戻れるんだろう？　それがどれほど幸福なことか、こいつを食べて確かめてみりゃあいい」

　バランは包みを男たちに押しつけて、仲間たちを振ふり返かえった。

「おい、満足したなら、鉄鍋を火に戻せ！　そっちのそいつだってギバの肉なんだ。最後の一滴までじっくりと味わってやるんだぞ？」

　おお、と陽気な声をあげ、仲間たちは腕うでを振り上げた。

　また来年、アスタたちのもとを訪れるまで、バランたちがギバ肉の美味さを忘れることはないだろう。そうして、一年も経たったらあの若いアスタはどれほど腕を上げることができるのか、今はそれを想像しながらギバ肉のポイタン汁をすするのが、バランたちに示された唯一の道筋であった。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第九巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　本作は特に「～～編」といった区切りはつけていないのですが、「森辺の集落編」「ジェノスの宿場町編」と来て、ついに今巻から「サイクレウス編」に突入といったところでありましょうか。

　これまで名前しか登場していなかった憎いアン畜生との全面対決となります。

　とはいえ、主人公のアスタはあくまで料理人。その手の包丁をバスタードソードやハルバードに持ち替えることなく、自分の為すべき仕事を果たしてもらいたく思います。




　そしてまた、続々と新キャラが登場する巻でもありますね。

　シュミラルやバランのおやっさんたちがジェノスを去ってしまうので、それと入れ替わりにさまざまな新キャラが登場いたします。

　いずれも一癖ありそうな者たちでありますが、彼らがアスタや森辺の民たちとどのような縁をつむいでいくのか、お見守りいただければ幸いでございます。




　ちょうど本日、モノクロイラストの完成品を送っていただいたところでありまして。サイクレウスや新キャラたちがどのようなデザインで描かれたかを確認することができました。

　自分はけっこう細部まで注文をつけてしまう気質でありますため、いつもイラスト担当のこちも様には多大なご苦労をおかけしてしまっています。そのご尽力の甲斐あって、今回も素晴らしい仕上がりとなっております。こちも様には深く深く感謝するばかりでございます。




　そして番外編の箸休めは、タイトルからもお察しできる通り、南の民のおやっさんたちのエピソードと相成りました。

　最初はシン＝ルウとララ＝ルウのスイーツな物語に仕上げようと書き進めていたのですが、ページ数やら何やらの関係で断念してしまいました。そちらはまた別の機会にでも、是非。

　ウェブ版のほうでもおやっさんたちはいまだに再登場しておりませんので、実に一年半ぶりに彼らを描くことになりました。中年男性に光あれです。




　という感じで、早くもページが尽きてきてしまいました。

　実はこのあとがきというのは、製本上で生じる端数のページを使って書かれるものなのです。もっとあとがきが書きたいぜ！　などと言い張ったら十六ページも追加されることになるのです。えらいこっちゃです。




　ではでは。毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻、ついに大台の第十巻でまたお会いいたしましょう！




二○一六年十一月　ＥＤＡ　
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